


飯積原山遺跡



遺跡東部航空写真　第１建物群［（10）SB411・（10）SB413 ほか］北から

（11）SI1006 出土　人面ヘラ描き土製支脚

巻頭図版巻頭図版



　 財団法人千葉県教育振興財団（文化財センター）は、埋蔵文化財の調査研

究、文化財 思想の と などを主な 的として 和49 に設立され、 、

数多くの遺跡の発掘調査を し、その成 として多数の発掘調査報告書を 行し

てきました。

　このた 、千葉県教育振興財団調査報告第720集として、 立行 法人 市 生

機構の 南部地区土地区画 事業に伴って した 町飯積原山遺跡の

１ の発掘調査報告書（ 器 代　奈良 代～中・近 ）を 行する と

なりました。

　この調査では、 器 代の 器が検出され、また 文 代や奈良・ 代の

集 跡が発見されるなど、この地域の を る上で くことのできない 重な成

が られております。

　 行に たり、 書が 資料として、また埋蔵文化財の に する を

るた の資料として く されることを ってやみませ 。

　 わりに、調査に し 指導、 力をいただきました地 の をは とす

る の 様や 機 、また、発掘から まで をおかけした調査

の 様に から の を表します。

　 成26 ３

財団法人　千葉県教育振興財団　

　 事　 　  　  　  　 　

　　　文



１　 書は、 立行 法人 市 生機構による 南部地区土地区画 事業に伴う埋蔵文化財の発掘

調査報告書である。

２　 書に した遺跡は、千葉県印旛郡 町飯積字 田台535－2ほかに所在する飯積原山遺跡（遺

跡 ード322－005）である。

３　発掘調査から報告書 成に る業 は、 立行 法人 市 生機構の を け、 財団法人千葉

県教育振興財団が した。

４　発掘調査 業の は 文中に記載した。

５　 書の は調査研究部 　 、 　今泉　潔の指導のもと、主 上 文化財主事　糸

川道行・ 田 三、主 主事　 紀子が した。 は、糸川が第１ 、第４ ２ 、 田

が第２ 、第４ 第１ 、 が第３ 、第４ 第３ である。 集は 田・ が行った。

６　発掘調査から報告書の 行に るまで、千葉県教育 教育振興部文化財 、 立行 法人 市 生機

構 町教育 会の 指導、 力を た。

７　 書で した地形図は 下のとおりである。

　　　第１・５図　 市 生機構　1 2 500 図（ 成６ 成）

　　　第 図　国土地 院発行　1 25 000地形図「 」（ 1－54－19－10－4）

　調査地 の は、 葉測量 会社が1972（ 和48） ３ に したものを、 1 10 000

に 大して した。

９　 書で した はす て 測地 に く 面直 （国 直 第 ）で、図面

の 位はす てその 北を す。

10　 の 地 定について、 大 研究センターの 谷 に を し、その内 を

第２ 第９ に 載した。

11　墨書土器の一部については、大 共 利 機 法人人 文化研究機構国立 物 の 川　南

に していただいた。

12　 文中において クの大きさの表 は、（南北） （東西） に 一した。

13　 に 付した D には、第59～74表、 器 性表（全点）、 成表、 地

ータ、 図 の一部、 、 器・出土状 のカラー の ータが されている。

14　図の表 の 例は、図中に指 しているものを いて 下のとおりである。

　　　

遺構

土器

カマド構 ・ 土

土

奈良・ 代遺構　遺物出土状 図

土器・土製 器・ 製

掘立柱建物柱 跡

道路状遺構　 化面

煙

・金 製



　 性表 ( 付 Dに )の記載事 は 下のとおりである。

図番号　 測図として 載した遺物の番号であり、 図 の番号とも一 する。 クごとに１か

ら につけた。

面　　　 は 面、 は点状 面、 は 状 面、１は 離、２ 上は 離 面で、－は

による 面なし・ 測 可を す。

・ 離

は の 面と が る 、 離 は の 面と が

る 。

面構成　 の 報が われている 器に しては記載しないが、 面構成のわかるものに しては

される で記入した。 は主要 離面と 一 向、 は主要 離面と 向、 は 向、

は左 向、 は 面 向、 は 面 向からの加 による 離、 は 面、 は 面。

端形状　 は直 状、 は 番状、 は 状、 は の内側に力が向かったた に ーチ状または

状になったもの。

調 　　 器の 部、 形 器の しなどの調 離 。

部 　　主に 形 器の 部の 。

　　 （ c  ）は こ れ、 （  m ）は 。

　　　定形的な 器で、 部 のあるものを で表した。

遺 部位　 れたあとに している部位。 面側から見た部位を表す。

　 部

　 尾部

　 面側から見て左部

　 面側から見て 部

中 部の表し

　 － 直 向の中 部

　 － 水 向の中 部

下、 の み わせによって遺

部位を す。

　 左 部　　　　 部

　 左中 部　　　 中 部

　 左尾部　　　　 尾部

　 中央 部　　　 中央尾部

　 ９ された中 部

H

T

L R

H

V-M

T

L H-M R

LH RH

LM RM

LT RT

LH MH RH

LT MT RT

LH MH RH

LM M RM

LT MT RT

の
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－ 1 －

第１章　 めに

第１節　 の概要

１　 の と

  立行 法人 市 生機構（ 成７ １ １ は 宅・ 市 団、 成11 ～16 まで 市

団）は、千葉県印旛郡 町において、 南部地区土地区画 事業を 画した。

に たり、千葉県教育 会 事業予定地内の埋蔵文化財の所在の有 その いについて 会した

、予定地内には飯積原山遺跡・飯積上台遺跡が所在する旨、回 があった。千葉県教育 会は 立

行 法人 市 生機構とその いについて した 、記 の 置を ることとし、発掘調査

を 財団法人千葉県教育振興財団（ 成17 は財団法人千葉県文化財センター、 成17 から22

まで財団法人千葉県教育振興財団）に した。

　 南部地区の調査 総面積は482 600 で、これは 成13 の 市 団・千葉県教

育 会 （財）千葉県文化財センターの 定に くものである。そのうち飯積上台遺跡 の

56 000 を いた426 600 が飯積原山遺跡の総面積になる。

　なお飯積上台遺跡については、 財団の 成13 報において飯積原山遺跡の一部としているが１）、

その後、飯積上台遺跡として調査されたた 、 回の報告書でも飯積上台遺跡名で報告している２）。後

（第２ ２）するが、地形や遺跡内 からも両 を区 する がより と思われる。

　 遺跡の主な調査成 をあ ると、 器 代遺物集中地点が22か所検出されたこと、 文 代中 後

から後 の集 跡や奈良・ 代の集 跡が見つかったことである。

　今回報告する内 は、飯積原山遺跡の 成22 までの発掘調査成 のうち、 器 代 奈

良・ 代から中・近 までの である。ただし 成23 ２ ～３ に 調査が された

10 230 については、下 の 調査が 成23 に行われたた 、 調査 も今回の報告 から

外した。その を く調査 ごとの発掘調査 ・ などは 下のとおりである。なお発掘調査面

積については第１表にまと た。 文 代の調査成 については 回の報告を予定しているが、 下の

・面積は 文 代の調査に要した を でいる。

成６ 　調査 　　 成７ １ ６ ～ 成７ ３ 31

調査研究部 　西山

印西調査事 所　所 　谷　

調査 　土 一

成７ 　調査 　　 成７ 12 １ ～ 成 ３ 27

調査研究部 　西山

印西調査事 所　所 　谷　

調査 　 ・佐 　

成 　調査 　　 成 12 １ ～ 成９ ３ 27

調査部 　　西山

北部調査事 所　所 　谷　
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調査 　 野 一・

成９ 　調査 　　 成９ 12 １ ～ 成10 ３ 27

調査部 　　西山

東部調査事 所　所 　 田 美

調査 　 　 ・ 和

成10 　調査 　　 成10 12 １ ～ 成11 ３ 26

調査部 　　 　

東部調査事 所　所 　三 和

調査 　 　

成11 　調査 　　 成11 １ ～ 成11 12 24

調査部 　　 　

東部調査事 所　所 　三 和

調査 　 　

成12 　調査 　　 成12 ４ ３ ～ 成13 ３ 30

調査部 　　 　

東部調査事 所　所 　 原　

調査 　 ・加 正 ・大 一美・ 田 ・行川　 ・ 野 ・

　　　　　　 木 ・ 原

成13 　調査 　　 成13 ６ １ ～ 成14 ３ 29

調査部 　　佐久

東部調査事 所　所 　 原　

調査 　 田 ・ 正彦・大野 ・ ・大 一美・ 　 ・大内千

成19 　調査 　　 成19 10 １ ～ 成19 10 26

（ 1902） 調査研究部 　 三

北部調査事 所　所 　 田

調査 　土 一

成19 　調査 　　 成19 10 29 ～ 成19 12 26

（ 1903） 調査 　土 一 ・ 一

成19 　調査 　　 成19 11 １ ～ 成19 12 ７

（ 1904） 調査 　 高 ・ 一

成19 　調査 　　 成19 12 ６ ～ 成20 ２ 29

（ 1905） 調査 　 高 ・ 一

成19 　調査 　　 成20 ２ 12 ～ 成20 ３ 28

（ 1906） 調査 　 一

成19 　調査 　　 成20 ３ 11 ～ 成20 ３ 27

（ 1901） 調査 　 田

成20 　調査 　　 成20 ４ ４ ～ 成20 ４ 30
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（ 1906（2））調査研究部 　大原正

北部調査事 所　所 　 田

調査 　 一　　

成20 　調査 　　 成20 ５ １ ～ 成20 ５ 23

（ 2001） 調査 　 一

成20 　調査 　　 成20 ５ 12 ～ 成20 ７ 31

（ 2002） 調査 　 田

成20 　調査 　　 成20 ７ 22 ～ 成20 10 29

（ 2003） 調査 　 　重行

成20 　調査 　　 成20 12 １ ～ 成21 １ 15

（ 2004） 調査 　 一

成20 　調査 　　 成21 １ 16 ～ 成21 ３ 26

（ 2005） 調査 　 一

成20 　調査 　　 成21 ３ １ ～ 成21 ３ 26

（ 2006） 調査 　 木

成21 　調査 　　 成21 ４ １ ～ 成21 10

（ 2101） 調査研究部 　 川 一

第１表　発掘調査面積一覧

2)
2)2)
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北部調査事 所　所 　野口行

調査 　 　重行・相 彦・内山　 ・

成21 　調査 　　 成21 ４ １ ～ 成21 ５

（ 2102） 調査 　

成21 　調査 　　 成21 ６ 15 ～ 成21 ９ 14

（ 2103） 調査 　 　重行・ ・内山　

成21 　調査 　　 成21 ９ 15 ～ 成21 11 ６

（ 2104） 調査 　 ・内山　

成21 　調査 　　 成21 11 ９ ～ 成21 11 13

（ 2105） 調査 　内山　

成22 　調査 　　 成22 10 ６ ～ 成22 10 19

（ 2201） 調査研究部 　 川 一

北部調査事 所　所 　野口行

調査 　 　 一

成22 　調査 　　 成22 12 １ ～ 成22 12 27

（ 2202） 調査 　 田大

　 の面積についてまと ると、 成６ から 成22 2202調査までの 面積は323 612 、

における調査 面積は316 972 である（第２表①・②）。また における の上 調

査面積は31 685 、上 調査面積は108 312 、下 調査面積は12 428 、下 調査面積は1 648

、 ・ 調査面積総 は154 073 （第１表）である。なお 成 調査の について正

には47 352.1 であるが、第１表を く 下の記 では 数点 下を省略する。

　ところで飯積原山遺跡の調査は 成６ から 成10 まで、多くの部 について 調査を 行し

て し、その後 成11 から 調査を している。そのた 成11 の 調査における

調査 面積はそれ の 調査 面積に まれている場 が大部 である。その重 を いて

成したものが第２表であり、①・②の数 はこれに いている。

　ただし、 調査 面積の全域が 調査 面積に まれているわけではない。 成12 調査に

おける 1 区の一部（第２図の ）はそれ に き上の上 調査が であるが、 の様

相から上 の 調査 要で 調査 とされた部 である。それと 様のものが第２図 部 である。

　一 で 調査は されたが、 成22 2202調査までに 調査が されていない部 もある。

それが第２図の である。調査 面積はそれまでの 面積からこの 部 を いた面積である。

　 に ごとの 業の 要を る。

成11 　 　　 成11 １ １ ～ 成11 ３ 31

　　　　　　 内 　　記 ・水 ・注記・ 類・ ・ ・ 測の一部

　　　　　　調査部 　　 　

　　　　　　東部調査事 所　所 　三 和
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第２表　上 調査 面積一覧
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第２図　 成６ ～10 調査区全体図
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　　　　　　 　 　 ・大 一美

成13 　 　 成13 ９ １ ～ 成13 ９ 30 ・ 成14 １ １ ～ 成14 １

　　　　　　31 ・ 成14 ３ １ ～ 成14 ３ 31

　　　　　　 内 　記 ・水 ・注記の一部

　　　　　　調査部 　　佐久

　　　　　　東部調査事 所　所 　 原　

　　　　　　調査 　 　 ・大内千

成18 　 　　 成19 １ １ ～ 成19 １ 31

　　　　　　 内 　　記 ・水 ・注記・ 類・ ・ の一部

　　　　　　調査研究部 　 三

　　　　　　北部調査事 所　所 　古内　

　　　　　　 　土 ・川 利道

成22 　調査研究部 　 川 一

　　　　　　北部調査事 所　所 　野口行 　

　　　　　　 　　 成22 ４ １ ～ 成23 ３ 31 までの１

　　　　　　 内 　　記 ・水 ・注記・ 類・ ・ の一部

　　　　　　 　 紀子

成23 　調査研究部 　 川 一

　　　　　　調査研究部 部 　西川

　　　　　　 　　 成23 ４ １ ～ 成24 ３ 31 までの２

　　　　　　 内 　　 ・ の一部、 測・ 、 ー の一部

　　　　　　 　上 ・木原高

成24 　調査研究部 　 口 彦

　　　　　　 　　高田 

　　　　　　 　　 成24 ４ １ ～ 成25 ３ 31

　　　　　　 内 　　 ・ 、 測・ ・ ー ・ ・ 図 成・図 成・原

・ 集の一部

　　　　　　 　木原高 ・ 紀子・ 田大 ・糸川道行・ 田 三・西川 　

成25 　調査研究部 　

　　　　　　 　　今泉 潔

　　　　　　 　　 成25 ４ １ ～ 成26 ３ 31

　　　　　　 内 　　原 ・ 集の一部・ 正・報告書印 ・ 行

　　　　　　 　 田 三・ 紀子

　 業については飯積上台遺跡と わせて したた 、飯積原山遺跡のみの 定 を 出するこ

とができない。 内における の である。また 成24 の 内 については、 文 代 の

業内 を でいる。
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注１　2003『千葉県文化財センター 報　 27』（財）千葉県文化財センター

　２　糸川道行ほか　2013『 町飯積上台遺跡１　－ 南部地区埋蔵文化財調査報告書１－』（ 財）千葉県教育振興財団

されなかった についての ・ 調査を している。

　上 の 調査は 面積の10 を原 として ンチを設定し、遺構 遺物の 状 を調 た上

で、 調査 を 定して 調査を した。遺構の調査は表土 後、 積土 の を設定

して掘り下 、土 面図や 面図などの記 を 成した。 調査 調査のた の表土 につ

いては、重機を した。下 の 調査は、 面積の４ を原 に リ ドを設定して した。そ

の 、一定の 器の 状 が られたところについては、 調査 の 定後に 調査を して

発掘を した。

　大 リ ドの 点の一つである18 －00は、 測地 で 31 900.0000、 42 100.0000である。

D2000 では 31 544.7849、 41 806.2120、北 35 42 53 、東 140 17 43 である１）。

　飯積原山遺跡の調査は、今回の報告 だけでも28 と多く されている。また 一の調査 でも

13 区、 13 区のように発掘区が かれている場 があり、発掘区の様相はさらに である。 報告

ではより った状態で報告するた に、 で 調査区について北から南 の で地区 りの し番

号を付 した。これは ではなく、近 する であるた 、 1904調査区が（1）、 11 地点調査

区が（4）というように、近い番号でも調査 がかなり離れている場 がある。調査 ・調査区と地

区 り番号の は第３表に記した。また地区 り番号を振った調査区全体図を第６図に した。

　調査 での遺構番号は、 成13 までは遺構の に わら 、数字のみの番号が付されている。

数字番号は 成12 までは３ の し番号であるが、（11）の 成13 地点調査では1001番から

し番号を付けている。また 成19 の調査では、遺構 を表す SI の略号と３ の数字を み

わせて SI001のように しているが、 調査 で001から付けたた 、 一番号が重 している場

第３図　 リ ド名 例
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第 図　

２　 ・ の

　 南部地区の発掘調査は、飯積原山遺跡・飯積上台遺跡

の全域を 共 に く で って している。

は40 40 の区画を大 リ ドとし、 点から南 １・２ 、

東 ・ と振っている。その内部を100 した４ ４

が リ ドである。大 リ ド内は北西 の リ ドを

00とし、00を 点に東 01・02 、南 10・20 と振っており、

南東 が99である。 リ ド名は大 リ ドと み わせて

18 －35のように表記した。

　発掘調査はま 調査を行い、 いて 調査を するの

が原 であるが、 南部地区の場 、 したとおり 成

６ から 成10 までは 域な を に 調査のみ

を している。そして 成11 は 調査が した

の 調査を し、また 成10 までに調査が
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第４図　上 調査区全体図
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第５図　 器 代 クと リ ド位置図
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第６図　振り え後の調査地区 り全体図
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がある。その点と遺構番号の付け に 一性がないことから、 報告では遺構番号を地区 り番号 略号

数字で表記することとした。一例を すと、（9）SI157であり、これにより下３ の数字が であっ

ても一つだけのものとして、他と区 できる。なお下３ または４ の数字については調査 のものを

しているが、これは遺物に記された遺構番号と 報告の遺構番号の 比が であることを考 したた

である。奈良・ 代 の遺構番号・遺構 ・遺構数量については第４表に記載した。

　 書で報告する遺構の略号を記すと、 が SI、掘立柱建物が S 、土 が S 、溝状・道路状遺構

が SD、 が S である。なお柱 と思われる な土 については としている。中・近 の土 のうち、

状をなしているものについては、 状遺構として報告した。また溝状・道路状遺構のうち調査 を

また ものは、調査 ごとに異なる遺構番号が付いている。それらについて たな遺構番号を付けていな

いが、 文の記 では一つの遺構としてまと て記 している。

　遺物の 業はま 水 ・注記を行った。注記は、遺跡 ード、遺構番号、遺物台 に記載された遺

物番号を に書き込 だ。遺構番号はす て発掘調査 のままである。上 や下 の遺物 など、

リ ド出土遺物については、上記の遺構番号が リ ド名に わる。なお直 書き込むことが ましくな

い遺物については、 またはラ に記入した。注記後、遺物を遺構ごとに 類し、 業 を

した。その後、遺物出土状 図・遺物台 に記載された位置と高さをもとに、 の遺物出土状

図を 面と 面で 成した。土器・土製 ・ 製 の 測は 測による。 製 の 測につ

いては、 を した後に 測を した。その後、遺物の 、遺構 遺物 の ー

・ 図 成・ 図 成、原 を行い、 報告書の 行となった。

注１　 は 2 D　 .1.3.79　パラ ータ　 .2.1.1による。

第３表　飯積原山遺跡地区 り一覧

地点

地点
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第４表　飯積原山遺跡奈良・ 代 の遺構 一覧



第７図　上 遺構 ・ 調査 全体図
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第２節　遺跡の と

１　遺跡の と

　飯積原山遺跡が所在する 町は千葉県北部中央に位置する。千葉県北部には主な 川・ の一つ

として印旛 が 在するが、 町は印旛 の南東 にあたる地域である。地形は、北総台地や下総台

地などと ばれる比較的 な台地と、印旛 中 の 川やそれらに面する 地から構成される。

地は台地に入り込み、支谷 台地が 状の 面形となる部 も多い。

　飯積原山遺跡は、北に高 川を む 高36 ～39 の台地上に立地する。台地上は若干の高 がある

が、 高37 ～38 の 地が がっている。高 川は富 市立 や高野付近を 流として東から西

に向かって流れ、佐倉市 内町、 在の国立 物 が 在する付近で 川に 流する。 川

は北西に流れて印旛 に注 。

　飯積原山遺跡の所在する台地の南 には、高 川の支流である南部川とその 地、またその支谷が 在

する。 町付近の台地は印旛 側の 地、高 川 谷、南部川 谷により 南北に されている。

の台地を 的にみると東西に い。飯積原山遺跡は南北に された台地南側である高 川 谷と

南部川 谷に まれた台地上に立地する。

　飯積原山遺跡の北 には、飯積上台遺跡が 在する。飯積上台遺跡は高 川 谷に向かって若干 き出

たところに位置する。飯積原山遺跡とは谷部を さない地形であるが、 高が22 ～24 であり、飯積原

山遺跡より10 上 い。この点で飯積原山遺跡と飯積上台遺跡は土地利 上の 離のされ が、谷部を

在する遺跡どうしほどではないが、若干高いと思われる。

　飯積原山遺跡・飯積上台遺跡が所在する台地は北 の高 川 谷から南 に支谷が ており、両遺跡

が所在する台地北側は比較的 立性が高い地形である。また飯積上台遺跡が立地する部 の西 は高 川

谷から い支谷が入り込 でおり、飯積上台遺跡の地形的な 立性をより高 ている。

　飯積原山遺跡の遺構 は北側で が高いが、高 川の 地に面していることが の一つとして考

えられる。なかでも奈良・ 代の集 は、東 の 「く」の字状に く入り込 だ支谷と飯積上台遺

跡西 の支谷にはさまれた を主体に く 開している。それに比 て南側は遺構 が である。

飯積原山遺跡南 は西から南部川による谷が ているが、遺跡の南部東側は 大な台地中央部にあたり、

利水のうえで であったことが な遺構 の要 の一つと思われる。

２　 の遺跡

　飯積原山遺跡の調査 内には、『千葉県埋蔵文化財 地図（1）－東 ・印旛地区（ ）』１）

で された飯積 遺跡・飯積 田台遺跡・飯積台 遺跡の３遺跡が まれている。また飯積 遺跡の

北 には飯積上台遺跡が所在するが、 南部地区の事業 はこれら４遺跡の と飯積 田台遺跡・

飯積台 遺跡の南 部 を むものである。このうち飯積上台遺跡を く３遺跡 は遺跡を ける地形

上の 異がみられないた 、 書ではそれら３遺跡 を飯積原山遺跡という一つの遺跡名で報告する。

　それに し、飯積上台遺跡の所在地については、 で飯積原山遺跡よりも10 上 く、地形的な

異があることを た。遺跡の内 も、飯積上台遺跡には古 古 代の集 が 在するのに して、

飯積原山遺跡にはそれらがまったくみられない。飯積原山遺跡は飯積上台遺跡と近 して位置するが、地

形・遺跡内 の両面から両 を区 するのがより と考えられる。
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　 回の報告書（飯積上台遺跡１）２）では 器 代に する 遺跡の記 を省略したた 今回は

器 代の遺跡に って したい。

　 の 器 代の遺跡群は、高 川中・上流域の南 で、高 川 谷と南部川 谷に まれた地域

、高 川上流域南 、高 川上流域北 、高 川中・上流域北 、

南部側上流域 の５つの地域に けることができ、地域ごとの遺跡は下記のとおりである。

飯積原山遺跡・飯積上台遺跡・墨古 南 遺跡３）・墨古 遺跡４）・墨木 遺跡５）・墨 山遺跡６）・
にっ し

遺跡７）

田台遺跡 ）・ 越遺跡９）・ 谷津遺跡９）・ 谷津遺跡９）・谷津台遺跡９）・木 遺跡９）・

駒場遺跡10）

南大 遺跡11・20）・北大 遺跡12）・中木 遺跡13）・南内野遺跡14）・東内野遺跡15）・中 野

木 遺跡16）・中 野 木 遺跡第５地点16）・古込 遺跡17・20）

高松遺跡21）・ 遺跡20）・墨総 内遺跡22）・上 遺跡23）・ 幡遺跡24）

遺跡20）・ 遺跡26）・一 遺跡26）・一 遺跡27）・ 遺跡28）・ 地遺跡29）・

富遺跡30・20）

　地域ごとの主な 器 代遺跡の 要は下記のとおりである。

　地域 は、飯積原山遺跡が所在し、大 な遺跡が形成されている地域である。墨古 南 遺跡第１文

化 （ 下部）は、直径 60 54 の大 な 状 ク群が出土しており、 器総数3 946点で、

多数の台形様 器と 形 器が出土した。飯積上台遺跡は、２ の文化 が検出された。第１文化 （

中部）は を主体として 形 器が３点出土している。墨 山遺跡は、 ～ にかけて ７

ク、総数 500点の 器が検出されている。

　地域 は、 な遺跡が点在する地域である。 田台遺跡は、 から を いた クが１か

所検出されている。

　地域 は、 な遺跡 を す地域である。東内野遺跡は、５ の文化 が検出された。東内野

器が まれる第２文化 は、 器9 004点、 10 445点 上出土している。南大 遺跡は、 器

代 の 木 器を主体とする 器群が検出されている。古込 遺跡は、 ～ 下部から 器総

数 1 500点、３か所の クが検出された。大量に 入された を いた大 の が多数 出

され、台形様 器と 形 器が多数出土している。

　地域 は、遺跡数が なく、 出土の遺跡で 器群の内 が ではない。そのなかで、上

遺跡からは と考えられる 製の 形 器が出土している。

　地域 は、比較的遺跡 の い地域である。 遺跡は、 集資料であるが、 から東内野

器がまとまって検出された。 富遺跡は、 下部 の第１地点から、 出形を する 形

器が２点検出され、 の第２地点から、下総 生 法による良 な 製の が

出土している。一 遺跡は、 から 製の 器や 器が出土している。

注１　 ほか　1997『千葉県埋蔵文化財 地図（1） －東 ・印旛地区（ ）－』千葉県教育 会

　２　 田 三ほか　2013『 町飯積上台遺跡１　－ 南部地区埋蔵文化財調査報告書１－』（ 財）千葉県教育振興財

団
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　３　 田 三　2005『東 東 道水 埋蔵文化財調査報告書１　－ 町墨古 南 遺跡－ 器 代 』

（財）千葉県文化財センター

　４　 横山　 ほか　2007『東 東 道水 埋蔵文化財調査報告書４　－ 町墨古 遺跡－』（財）千葉県

教育振興財団

　５　 中山 　1995『墨木 』（財）印旛郡市文化財センター

　６　 谷 ほか　1997『墨 山遺跡』（財）印旛郡市文化財センター

　７　 原正ほか　1978『 遺跡発掘調査報告書』富 村村 会

　 　 田清 　2012『 田台遺跡』（財）印旛郡市文化財センター

　９　 谷 ほか　1998『 谷津遺跡・ 谷津遺跡・木 遺跡・郷山遺跡・ 越遺跡・谷津台遺跡　－富 町富 第 工業団

地土地区画 事業地内埋蔵文化財調査報告書－』（財）印旛郡市文化財センター

　10　 八 町 研究会　1987『 で見る八 の 』八 町教育 会

　11　 田 　1973「千葉県南大 遺跡の調査」『考古 ー 』 78　 ー・サ ン 社

田村　 ・ 　1984「南大 遺跡」『房総考古 ラ ラリー１　 土器 代』（財）千葉県文化財センター

田 　2000「南大 遺跡」『千葉県の 　資料 　考古１（ 器・ 文 代）』千葉県

　12　 原　正ほか　1980『北大 遺跡発掘調査報告』北大 遺跡発掘調査会

13　 ほか　1988『国道409号道路 良事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書　中木 遺跡　西 遺跡西内野遺跡』

（財）千葉県文化財センター

　14　 田 　1985『富 町南内野遺跡　－県立富 地区（ ）高 建設に伴う埋蔵文化財調査報告書－』（財）千葉県

文化財センター

　15　 原　正ほか　1977『東内野遺跡第２ 発掘調査 報』東内野遺跡発掘調査団

田川 一　2000「東内野遺跡」『千葉県の 　資料 　考古１（ 器・ 文 代）』千葉県

東三ほか　2003『富 市東内野遺跡 器 代 器資料調査報告書』（財）千葉県 料研究財団

　16　 　文子　1999『中 野 木 遺跡』（財）印旛郡市文化財センター

松田富美子　2005『中 野 木 遺跡（第５地点）　天神谷津遺跡』（財）印旛郡市文化財センター

　17　 原　正　2002「富 市古込 遺跡－ ー ンサ の 器－」『第６回　遺跡発表会　発表要旨』（財）印旛郡市文化財

センター

　18　 原　正ほか　1977『 子 遺跡発掘調査報告』 子 遺跡発掘調査団

　19　 田 三・ 寿　1994『 子 遺跡』（財）印旛郡市文化財センター

　20　 ・ 　2004『印旛の原 ・古代－ 器 代 －』（財）印旛郡市文化財センター

　21　 田利 　1997『 高松遺跡』（財）印旛郡市文化財センター

　22　 高野 ほか　1980『 町総 遺跡発掘調査報告書』 町教育 会

　23　 高 行　1996『上 遺跡』（財）印旛郡市文化財センター

　24　 田 　 ほか　1986『 町 幡遺跡』（財）千葉県文化財センター

　25　 倉和重　2001『上 佐倉上 遺跡（第４ ）』（財）印旛郡市文化財センター

　26　 谷 　1993『一 ・ 遺跡発掘調査報告書』（財）印旛郡市文化財センター

　27　 中山 　1995「一 遺跡」『一 遺跡　一 遺跡』（財）印旛郡市文化財センター

　28　 田村　 ・ 　1984「 遺跡」『房総考古 ラ ラリー１　 土器 代』（財）千葉県文化財センター

　29　 松田富美子ほか　2003『 定遺跡発掘調査報告書　 地遺跡第２地点・第３地点　 遺跡第１・第２地点　 ラ
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第２章　旧石器時代

第１節　遺跡の概要（第５図、第５・６表）

　 器 代の 調査 と文化 ク位置図は第５図のとおりである。文化 は第１文化 ～

第５文化 の５ の文化 が検出された。文化 ・ ク の器 成・ 成は、第５・６表のと

おりである。 器総数1 307点で、22か所の クが検出された。

第２節　 層 （第９図）

　飯積原山遺跡の は第９図のとおりである。

　 の表土　 　 土　 　 土　 　 土

　 ー 土　立川 ー 最上 に相 する。いわ る「 ー 」である。下部に

向かって 化が 行している。 リ を 量 む。

　 ー 土　 の ー でいわ る「 ード ー 」である。２mm ～３mm 大の

リ を多く み、全体に みを て である。

　 ー 土　第１ に相 する。 に比 て リ の量が なく、全体に

でいる。 と とを に区 できる地点は なかった。

　 ー 土　 （ 良 山 ）が ク状に まれる。

　 ー 土　第２ 上部に相 する。全体に でいる。 リ を多く む。

　 ー 土　第２ 下部の上 である。 を できた地点もあるが、 できなかっ

た地点も多い。 よりも でいる。大 の リ が多く まれる。

　 ー 土　第２ 下部の である。ほと どの地点で、この は見られなかった。

　 ー 土　第２ 下部の下 である。大 の リ が 量 まれる。

　 ー 土　 リ がほと ど まれない。 を できる地点は なかった。

　 ー 土　 に比 て である。 リ がほと ど まれない。 性が い。

立川 ー 最下部 と えられるが、武蔵野 ー との を するのが であった。

　 ー 土　武蔵野 ー 最上 である。 性を た ー である。

第９図　

ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ
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37.0m

36.5m

34.5m

34.0m

33.5m

37.0m

36.5m

36.0m

35.0m

34.5m

34.0m

第 2ブロック

第６ブロック
第 12 ブロック

第 19 ブロック

（1/40）



－ 22 －

第５表　文化 ク 器 成表
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第６表　文化 ク 成表
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第３節　第１文化層

１．概要

　第１文化 の 器群は、総 点出土し、第１ クの１か所 できた。調査区中央部東側の 高

38 （ 地表面）に する。 上部～ 下部に生 面をもつ 器群と推定される。

２．第１ （第10・11図、第７表、図 ４・48）

出土状 　調査区中央部東の19 －95・96、20 －05・06 リ ドに している。4.5 5.2 の

から 点の 器が出土した。 形 器は南東側、 は北西側に する傾向が見られる。出土

位は、 上部から 上部にかけてで、 上部～ 下部に集中する。

出土遺物　器 成は、 形 器４点、 ４点である。 成は、 ラ 山 ３点、

２点、 １点、流 １点、 １点である。

　出土 器はい れも で構成されており、製 （あるいは利器）として 入された可能性が高い。

　１～４は 形 器である。い れも を として、 面を 部側に設置している。主に、

部側に調 加工が されている。１は器体中央部付近に最大 を有する を としている。

面部側の 面の調 加工は、 部側の両側 の調 加工よりも しいことから、 形 器の 部の

し加工と した。 部側の調 加工は、両側 から 面 を くするような調 加工が され、 面

部中央は みをなくすような調 加工が されている。 端部と 側 に 離が見られる。２は１と

様に器体中央部付近に最大 を有する を としている。 面構成は、主要 離面と 一 向

向と 面で構成されている。 部側の調 加工は、両側 から 面 を くするような

の調 加工が されている。 面部中央は みをなくすような調 加工が されている。 端部は、わ

かに れている。 の い や 部側の調 加工は１と類似する。３は い を として

いる。 面構成は、主要 離面と 一 向のほかに側面からの 離と 面で構成される。 部側の調

加工は、１・２と 様に、両側 から 面 を くするような調 加工が され、 面部中央は みをな

くすような調 加工が されている。 部 側の い 離面は調 加工と される。 面 側 下部

と下端部は な調 加工が されている。 端部はわ かに れている。中央から 端にかけては み

があり、調 加工が されておら 、 部側の調 加工とは 的なあり を す。４は に れて

離された を としている。 面左側 下部には な調 加工が されている。 面部左側

から中央部にかけては、 面の みをなくすような調 加工が されている。 端部には 離が

される。このように、１～４の 形 器は、 を として、 部側に両側 から 面 を

くするような調 加工、 面部は 面部の みをなくすような調 加工が されている。また、 端部

はす て 離や れ面が見られ、これらの 離を したところ、 の可能性が高いと推測され

る。

　５～ は である。い れも器体中央から 端部に最大 を有する であり、 面調 は見ら

れない。また、い れも が発 しており、 法、あるいは、 ンマーによって 離された

可能性がある。１～４の 形 器の と共 する が見られる。５・６は 面が多 向からの

離面で構成されている。７・ も側面からの 離面が まれている。これらの からも、 クの

離 は、 離 を とするが、 法によるものではないと される。
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第７表　第１文化 第１ ク 成表

第10図　第１文化 第１ ク出土 器
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第11図　第１文化 第１ ク遺物
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第４節　第２文化層

　１．概要（第 ・９表）

　第２文化 の 器群は、総 86点出土し、第２ クから第５ クの４か所 できた。調査区

中央部のやや北側に、東西に する。 高38 ～39 （ 地表面）にかけて しており、 遺跡にお

いて最も高い 高に することが といえよう。 上部～ 下部に生 面をもつ 器群と推

第 表　第２文化 器 成表

第９表　第２文化 ク 成表
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定される。主要器 は、 部 製 ・ 形 器・台形様 器である。 は、主に ラ

山 が いられ、 に ・ ン ・ が いられている。

　 ク の 資料も見られ 、 ク の距離が離れていることから、 に形成されたかは

である。このた 、第２文化 を第２ 文化 から第２ 文化 の４つの文化 に した。これら

の した文化 の 後 については、出土 位の 異がなく、 器群の様相も類似していることから

ではない。

　第２文化 の ク 成表は、第９表のとおりである。第２ 文化 第２ ク41点、第２ 文

化 第３ ク34点、第２ 文化 第４ ク 点、第２ 文化 第５ ク３点で、第２

クと第３ クの出土点数が多い。

　器 成は、 部 製 １点、 形 器３点、台形様 器１点、 形 器１点、 加工のある

３点、 離 のある ２点、 器１点、 ２点、 61点、 ９点、 １点、 １点

である。 成は、 ラ 山 38点、 12点、 ン 11点、

点、流 ４点、 ４点、チ ー ４点、 ３点、 １点、 １点である。

２．第２ （第12～17図、第10表、図 ４・48）

出土状 　調査区中央部西側の18 －43・53・62～64・72～74 リ ドに している。北西に やか

に傾 する谷津の谷 に立地する。北西に 150 離れて第３ クが する。14.4 6.4 の

から41点の 器が出土した。 を に見ると、北部・中央部・南部の３か所の集中地点が見られる。

大 の遺物は中央部・南部に 集して しており、北部に１の 形 器が１点だけ離れて出土して

いる。 においては、中央部に 資料201の ラ 山 201が し、南部には 資

料205の ン 201と 資料204の 201が している。出土 位は、 から に

かけて出土しており、 上部から に集中する。

出土遺物　器 成は、 形 器１点、台形様 器１点、 加工のある ２点、 離 の

ある １点、 31点、 ２点、 １点、 器１点、 １点である。 成は、 ラ

山 22点、 点、 ン 点、 １点、 １点、 １点である。

　１は 形 器である。良 の 201が いられており、製 で 入されている。 を

第10表　第２ 文化 第２ ク 成表
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第12図　第２ 文化 第２ ク器
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第13図　第２ 文化 第２ ク
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第14図　第２ 文化 第２ ク出土 器（1）
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第15図　第２ 文化 第２ ク出土 器（2）
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第16図　第２ 文化 第２ ク出土 器（3）
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第17図　第２ 文化 第２ ク出土 器（4）
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として、左側 下部 面から の調 加工が され、 側 下部は 面から 状の調 加工が

されている。 面部は、 面からの かい調 加工により していない。 端部は、 面から し

ている。左側 には、 離が に見られる。２は台形様 器である。 面左側には 面が

されている。良 の 202が いられており、製 で 入されている。下端部を した後に、

側 下部と左側 中央部は 面から、左側 下部は 面からそれ れ な調 加工が されている。

端部は れている。３は 加工のある である。 みのある 定形な が いられ、両側 の下

部に な調 加工が されている。４は 器で、 な が いられている。 で 入されている。

面に 面が大きく されている。上端部は 両面から 離が行われている。 器と器 類し

たが、 一文化 の第３ クから 部 製 が出土しているいることから、 部 製 の製 に

した資料である可能性も高い。５は である。 形 を いており、上下両端に が見られ、

に下端部は い による 離 が見られる。６は である。 面構成は多 向からの 離面で構成

されており、３と類似する 離によるものである。

　７（ ～ ）は、 形の を として、 定形な を 離した 資料である。表面 上部から

の ７ を 離後、 面を表面上端部にして横 ７ と ７（ ）を 離している。

その後、表面左側面中央部に 面 して、横 ７ を 離している。 に、 面を表面上端部

に して７（ ）と７ を 離している。７ は として 類される。 を として、

側 からさらに の が 離されている。 面を に しながら 離していることを す

資料で、３・６と類似する 離を す資料である。 （ ）は、 面が多 向からの 離面で構

成される を 離した後に、上端部から の横 が 離されている。９（ ～ ）は、表面

上部から横 ９（ ）を 離した後に、 面 下部に 面を して９（ ）と９ を 離し

ている。 資料も、 面を に していることを す 資料である。

３．第３ （第18～20図、第11表、図 ４・48）

出土状 　調査区中央部の17 －25・26・36・37・46・47・55・56 リ ドに している。北西に

やかに傾 する谷津の南側に立地する。南東に 150 離れて第２ クが する。12.5 6.4 の

第11表　第２ 文化 第３ ク 成表
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第18図　第２ 文化 第３ ク器
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第19図　第２ 文化 第３ ク
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第20図　第２ 文化 第３ ク出土 器
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から34点の 器が出土した。 を に見ると、集中地点が北部と南部の２か所に かれる。北部

には 部 製 ・ 形 器・ などの製 が し、南部には のみが し、製 は出土してい

ない。出土 位は、 から で、 下部に集中する。

出土遺物　器 成は、 形 器１点、 加工のある １点、 24点、 ６点、 部 製 １点、

１点である。 成は、 ラ 山 15点、 ６点、流 ３点、 ３点、

ン ３点、チ ー ３点、 １点である。

　１は 部 製 である。良 の が いられ、 で 入されている。 面左下に

面が されており、 面は研 されている。 面の は研 により している。表面中央左側に、

わ かに 面が されており、この面は に研 されている。表面の 離面の が して

いないことから、 部 製 を 生加工して 化した資料である可能性が高い。大きなサ の 部

製 であった 点の部位は、 面の 面と 面 下部、表面中央左側に されていると推 される。

左側 は、表面に な調 加工を した後に、 面に 状の加工が されており、側 形状は 状を

する。 側 は、表面に下部から上部の 番に 状の調 加工が され、 に上部の調 加工は入

に されている。 端部と下端部は 利な を ち、わ かに している。 遺跡において、 部

製 は 資料しか出土していない。ただし、 したように、第２ クの 器は 部 製 の製

に した資料である可能性もある。

　２は 形 器である。 状の を として、上下両端を した後に、 面を 面として上下両

端から両 離が行われている。３は 加工のある である。 みのある を として、左側

上部に な調 加工が されている。４は である。３か所 出した 形の を として、 出

部には が見られる。 に下端部の は れ が で、 による 離面も される。５・６

は である。 面から 離されており、 面は 面と 一 向からの 離面で構成されている。

４．第４ （第21・22図、第12表、図 ４・48）

出土状 　調査区北東部の18 －15・16・24・25 リ ドに している。北東に く く谷津の北

側に立地する。北東に 100 離れて第５ クが する。3.9 3.4 の から 点の 器が出

土した。 を に見ると、北東部と南西部の２か所に集中地点が見られる。出土 位は、 から

にかけて しており、 上部～ 下部に集中する。

出土遺物　器 成は、 離 のある １点、 ５点、 １点、 １点である。 成は、

４点、 ラ 山 １点、 １点、流 １点、チ ー １点である。

　製 は出土しておら 、 も 定形な で られる。１は 離 のある である。良 の

チ ー 201が いられており、 で 入されている。 面上部に 面を大きく し、 面から

第12表　第２ 文化 第４ ク 成表
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第21図　第２ 文化 第４ ク遺物

0 4m

′

′



－ 41 －

離された を としている。 面左上部から 下部にかけて 的に 離が見られる。２

は 面全面が 面の横 である。３は 面から 離された である。 離 は第

２ クと類似する。

５．第５ （第23図、第13表、図 ４・48）

出土状 　調査区北東部の16 －04・05 リ ドに している。北東に く いている谷津の北側

に立地する。南西に 100 離れて第４ クが する。1.6 2.8 の から３点の 器が出土

した。出土 位は、 から にかけて しており、 に集中する。

出土遺物　器 成は、 形 器２点、 １点である。 成は、 ２点、

１点である。

　１・２は 形 器である。い れも を として 部に調 加工が されている。

　１は い を としている。中 部から 側にやや れた形状をしている。 面中央部に

は、 状の 離面が され、中央部付近に みがある。 側 中央と 側 下部に の調

加工が されている。 面部付近の かい 離面は、 側 下部の調 加工よりも しい面であることか

ら、 部調 ではなく調 加工であると される。２は みのある を としている。 の

は、左側の 離面から 面 生 、あるいは、 上調 と される。 側 下部に

の調 加工が されている。 クからは、３点の 器しか出土していないが、 形 器が２

点出土しており、製 の が高いことが といえる。また、 形 器の は、第１文化 第１

クの 形 器と類似しており、１は第１ クの３、２は第１ クの２と てよく似

た形状をしている。第５ クの出土 位が に集中することから、第１ クとは異なる文化

として したが、 一 の 器群となる可能性がある。

第22図　第２ 文化 第４ ク出土 器
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第13表　第２ 文化 第５ ク 成表

第23図　第２ 文化 第５ ク遺物 と出土 器
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第５節　第３文化層

１．概要（第14・15表）

　第３文化 の 器群は、総 461点出土し、第６ クから第16 クの11か所を できた。

上部～ 下部に生 面をもつ 器群と推定される。調査区全域に しており、 ク の距離

が離れていることから、これらの クが に形成されたかは である。そのた 、 ク

しているす ての ク群を有 なまとまりとして えて、第３文化 を第３ 文化 から第３

文化 の５つの文化 に した。これらの した文化 の 後 については、出土 位の 異がな

く、 器群の様相も類似していることから ではない。

　第３文化 の ク 成表は、第15表のとおりである。 した文化 の出土点数は、第３ 文

化 291点、第３ 文化 57点、第３ 文化 45点、第３ 文化 ７点、第３ 文化 56点、 出土５

点である。 数の ク群で構成されるものは、第３ 文化 と第３ 文化 である。このうち、

ク が見られたものは、第３ 文化 である。

２．３ａ文化層（第24～29図、第16～19表、図 ５・49・50）

（１）概要　第３ 文化 の 器群は、総 291点出土し、第６ クから第10 クの６か所

できた。 高36 ～37 （ 地表面）にかけて しており、調査区北西部の北西に やかに傾 する台

地の に立地する。 上部～ 下部に生 面をもつ 器群と推定される。６か所の ク の

は多量に見られる。

（２）石器 　第３ 文化 の ク 成表は第17・18表のとおりである。 ク に見ると、

第６ ク88点、第７ ク59点、第 ク108点、第９ ク27点、第10 ク９点で、

第 クと第６ クの出土点数が 的に多い。

　器 成は、 形 器４点、台形様 器３点、 器４点、 器１点、 形 器５点、 加工のあ

第14表　第３文化 器 成表



－ 44 －

第15表　第３文化 ク 成表
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第16表　第３ 文化 器 成表

第17表　第３ 文化 ク 成表
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第18表　第３ 文化 ク 成表
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第19表　第３ 文化 器 成表
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第24図　第３ 文化 （1） 全点
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第25図　第３ 文化 （2） （1）
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第26図　第３ 文化 （3） （2）
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第27図　第３ 文化 （4） （3）
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第28図　第３ 文化 （5） 外（1）
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第29図　第３ 文化 （6） 外（2）
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る 16点、 離 のある 32点、 192点、 18点、 16点である。主要器 は、台形様 器・

形 器・ 器である。３点出土している台形様 器は第２文化 においても出土しており、両文化

の様相を検討するには重要な器 といえよう。

　 成は、 199点、チ ー 32点、 27点、 21点、 ５点、流 ３点、 ラ

山 ２点、 １点、 ン １点である。 の る が68 と に高く、

地推定地はす て高原山 群であった。

　 の 成は、第18表に ク 、第19表に器 の 成表をそれ れ 載した。 は９ ・

18 で構成される。主な は、 301～303、 301、チ ー 301である。

（３）分 状 　 に 状 を したものが第24～29図である。 資料一覧は第18・19表のと

おりである。 ク が多量で、一つの ク群を形成している。この ク群は、全体で19

19 の に している。 な 状の を しておら 、下総台地でよく見られる「 状

ク群」とはやや異なる 形状をしている。

　 状 を検討するた に、 ・ に 状 をみていくことにしよう。

①全石 （第24図）

　全 の 状 は、第24図のとおりである。上 が のないもの、下 が ク のある

資料のみを で したものである。 ク 資料は、総数18資料である。この内 は、

が13資料、チ ー ３資料、 １資料、 １資料である。 の る が に高い。こ

の傾向は、 成の比 とほほ 一 する。 資料は、42資料のうち ク 資料が18資料

（43 ）とかなり高い を す。

② 石（第25～27図）

　 の 資料は、27資料である。そのうち ク 資料は13資料（48 ）でかなり高い

を す。第25図上 は ク のある資料のみを で したものである。第6～10 ク

で多量に している。これらを にみていくことにしよう。 は、 301～304の４ で

構成される。

　 301の 状 は、第25図下 である。 301は総 102点出土している。 資料12資料の

うち、 ク 資料は７資料である。 304（ 資料は 後、 304のように表記する）は、第６

～10 クのす てとの が見られ、 301の 過程をみるには良 な 資料であ

る。 形 器３点・ 器１点・ 加工のある ４点・ 離 のある 11点を む28点で構

成される。このうち 数が第 クから出土している。製 である 形 器と 器は、第９

クから出土している。その他の ク 資料の６資料は、出土 ク数がす て２ クであ

る。このうち、第 クとの をもつものが５資料である。 は、 304・305・307で見ら

れることから、 301は した を にして、 離を行っていることがうかがえる。

301は、第６～10 クのす ての クから出土しており、第 クを中 に、 した

を として 離を行っている。

　 302の 状 は、第26図上 である。 302は総 56点出土している。 301と 様に、

第６～10 クのす ての クから出土している。 資料９資料のうち、 ク 資料は

４資料である。 ク 資料は、出土 ク数がす て２ クであり、第７ クとの
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をもつものである。これらのことから、第７ クを中 にして 離が行われたことがうか

がえる。

　 303の 状 は、第26図下 である。 303は総 35点出土している。第６～９ クか

ら出土しており、第 クの出土点数が最も多い。 資料４資料のうち、 ク 資料は、

第 クと第９ クとで した 325の１資料のみである。

　 304は総 ６点出土している。第６・ クから出土しており、第 クの出土点数が

多い。 資料２資料のうち、 ク 資料は、 329の１資料である。

　第27図は の器 状 を したものである。上 の ・ 外の と下 の ・

の はほ 一 する。 域がやや異なる点としては、第６ クにおいて東側に がまとまっ

て出土していることがあ られる。 形 器・台形様 器は第 クに集中している。

③ 石 （第28・29図）

　第28図上 は、 外の 状 を したものである。第６ クの出土点数が最も高い。

この傾向は、 が第７・ クに集中していた点で異なる。 外の は、 ラ

山 ・流 ・ ・ ・ ・ ン ・チ ー ・ で構成される。これらの

は、14 で 資料は15資料である。 ク 資料は、５資料になる。

　第28図下 は、 301の 状 である。 301は総 27点出土している。第６～10 クから出

土しており、第６ クの出土点数が大 を る。 器１点、 加工のある ２点、 離

のある ５点、 16点、 ３点で構成される。 資料は 354の１資料のみで、第６・ ～10

クとの が見られる。 301の 304に いで良 な 資料である。第10 クは２点しか

していないが、この の 一の製 である 器と 離 のある が出土している。

　第29図は 外の器 状 を したものである。 と 様に、上 の ・ 外の

と下 の ・ の はほ 一 する。

３．第６ （第30～34図、第20表、図 ５・49）

出土状 　11 －54～56・64～66・75 リ ドに している。第３ 文化 の ク群においては、

比較的 い に し、北西に位置する。7.5 10.2 の から88点の 器が出土した。 を

に見ると、南西部と北東部の２か所に集中地点が見られる。南西部は 集しており、 が多く出土し

ている。北東部は比較的 に しており、 が多く する傾向が見られる。 は多量で、

ク が多く見られる。南西部の集中地点では 301の 354の資料が集中する。出土 位は

から にかけてで、 上部～ 下部に集中する。

出土遺物　器 成は、 形 器１点、 形 器１点、 加工のある ７点、 離 のあ

る ４点、 68点、 ７点である。 成は、 35点、 15点、 14点、チ ー

14点、 ５点、 ラ 山 ２点、流 １点、 １点、 ン １点である。

の 地推定地は、す て高原山 群である。

　１は 形 器である。 みのある を として、 側 全体と左側 下部に い調 加工

が されている。左上部の の には 離が見られる。２～４は 加工のある である。

２は の を として、上下両端に調 加工が されている。両 離によるものである可能
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第30図　第３ 文化 第６ ク器
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第31図　第３ 文化 第６ ク
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第32図　第３ 文化 第６ ク出土 器（1）
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第33図　第３ 文化 第６ ク出土 器（2）
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第34図　第３ 文化 第６ ク出土 器（3）
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性もあり、 形 器と 類することもできる。３は 状の を として、 側 上部と 面上部に

い調 加工が されている。４は みのある を として、左側 に い調 加工が されてい

る。 面に上下両端から大きな 離面が見られることから、 一 の７（ ）と 様の 離が

行われた可能性もあり、 と 類することもできる。

　５～９は 資料である。５（ ～ ）は、上面左側を 面として、 の ５ と５ を して

離した後に、 面を 側 に して の ５ を 離している。６（ ～ ）は 面を 面と

して、 ６ と みのある ６（ ）を 離している。６（ ）は されている。６

は として いられ、 の が 離されている。 した を として 離を行ったこと

を す 資料である。７（ ）は、 状の みのある を として、 の ７ などを数

離した 資料である。 （ ～ ）は、 みのある （ ～ ）を として、上下両端を

した後に、 の を 離している。９（ ～ ）は良 な が いられている。表面

左中央部を 面として ９ を 離した後に、 面を上面に して９（ ～ ）を 離している。

９（ ～ ）の３点は、 離 に れした資料と思われる。 に、左面上部に 面を して９ の

を 離した後に、９ の 離面を 面として ９ を 離している。

４．第 （第35～39図、第21表、図 ５・49）

出土状 　11 －66～68・76・77 リ ドに している。第３ 文化 の ク群においては、第

６ クの に い に し、北東に位置する。第６ クの南西部に する。5.8 9.1

の から59点の 器が出土した。 を に見ると、南西部と北東部の２か所に集中地点が見られる。

南西部は 集しており、ほと どの 器が している。 は多量で、 ク が多く見ら

れる。南西部の集中地点では、 301・302の資料が集中する。出土 位は から にかけて出

土しており、 上部～ 下部に集中する。

第20表　第３ 文化 第６ ク 成表
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第35図　第３ 文化 第７ ク器
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第36図　第３ 文化 第７ ク
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第37図　第３ 文化 第７ ク出土 器（1）
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第38図　第３ 文化 第７ ク出土 器（2）
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第39図　第３ 文化 第７ ク出土 器（3）
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出土遺物　器 成は、 器３点、 加工のある ４点、 離 のある ６点、 40点、

５点、 １点である。 成は、 52点、チ ー ３点、流 ２点、 １点、

１点である。 の が88 で て高い。 の 地推定地はす て高原山 群である。

　１は 離 のある である。 を として、 側 に した 離が見られる。２

は である。点状の 面から 離されている。

　３～７は 資料である。い れも ク 資料である。３（ ）は、 離面を 面として、

を 的に 離している。わ かに 部調 が されている。３ は器体の中央部から され

ている。３ は、両側 と 端部に かい調 加工が された 器である。４（ ）は、 部調 を行い、

点状の 面から を して 離している。４ は両側 の上部に 離が見られる。４ は

側 に 離が見られる。５（ ）は山形の 面から 離された横 である。 端部に

離が見られる。 面左下部の 離は に で、器体の奥まで ほどの 離面が見られる。 面

上部からの加 により５ と５ とに されている。６（ ～ ）は、左側面の 離面を 面と

して横 ６（ ）を 離した後に、上面に 面を して ６（ ）を 離している。

部調 はわ かに されている。６（ ）は６（ ）や 一 の７（ ～ ）の資料に比 て、

が見られ 、表面が みを ていることから を けた可能性が高い。また、６ と６ の 離

面は 点が 離面中央部に見られることから、 による 離と思われる。６（ ）は両側 の下部

に 離が見られる。６ の 端部は、６ を 離した後に い調 加工が されている。７（ ～ ）

は、上面の 面左側から 側に して、７ ～７ を して 離している。７ は 側 上

部と下端部に調 加工が された 器である。７ ・７ は 面付近に 離が見られる。７ ～７

はい れもわ かに 部調 が されている。７ ～７ を 離後に、左側 から 離が行われ、この

離面を 面として、 みのある横 ７（ ～ ）が 離されている。さらに、７（ ～ ）を とし

て、 面上部から ７ を 離した後に７ を 離している。 である７ の表面上部には、数

の の が 離されたことが窺える 離面が見られる。７（ ～ ）を 離後に、 面を 側 か

ら器体中央部に 点を して７ ～７ を 離している。 離された の のほと どのもの

には、 離が見られる。

第21表　第３ 文化 第７ ク 成表
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５．第 （第40～44図、第22表、図 ５・49）

出土状 　11 －75・76・85・86 リ ドに している。第３ 文化 の ク群においては、中

央部に位置する。4.6 5.2 の から108点の 器が出土した。第３ 文化 のなかでは、最も出土

点数が多い クである。 を に見ると、西部と東部の２か所に集中地点が見られる。西部の集

中地点は、第３ 文化 のなかで最も 器が に する。 の出土点数も多い。東部は西部に比

て出土点数が ないが、台形様 器が２点出土している。 は多量で、 ク が多く見ら

れる。出土 位は から にかけてで、 上部～ 下部に集中する。

出土遺物　器 成は、台形様 器３点、 形 器４点、 加工のある ４点、 離 のある

16点、 64点、 11点、 ６点である。 成は、 85点、チ ー 12点、 ６点、

５点である。 の が79 と て高い。 の 地推定地はす て高原山 群である。

　１～ は 資料である。１（ ）は良 の を いている。１（ ）の状態で、 側

と 端部に した 離が見られる。左側 中央には な調 加工が されている。 面部は、左

側 上部を 面として、２ の 状 離が行われている。さらに、表面上部中央を 点として、 の

１ が 離されている。１ の 離面を 面として、上面左側から の が 離されている。この

離面を えて１ を と 類したが、 面部側に された一 の 離が 状 離に するものであ

ることから、 器と 類する が かもしれない。良 な を いて 状 離を行う 資料は、

～ に見られる「下総 生 法」に するものとして えられる可能性がある。２（

）は みのある を として、 面下部から２ の を 離した後に、表面左側から数 の

を 離し、 面を上部に して ２ を 離している。なお、２ と２ は してい

るものの、 調が大きく異なっていた。２ は があまり見られ 、 みを ているとから、おそら

く を けた可能性が高い。３（ ～ ）は、 みのある を として上下両端を とした 面か

ら両 離を行っており、３ 体に された 形 器である。４（ ）は 状の みのある を

として、上面左上部から 下部にかけて 面を して の を 離した後に、 側 に

面を して の横 を 離、さらに、上面下部中央に 面を して４ を む数 の の横

を 離している。５（ ～ ）は の 状の を とし、上面左側を 面として ５

第22表　第３ 文化 第 ク 成表
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第40図　第３ 文化 第 ク器
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第41図　第３ 文化 第 ク
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第42図　第３ 文化 第 ク出土 器（1）
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第43図　第３ 文化 第 ク出土 器（2）
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第44図　第３ 文化 第 ク出土 器（3）
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を 離している。 離された５ は両 離が されている。５（ ）は表面上部から横 を

離した後に、 面 上部から横 を数 離している。この 離により、５ と５ に されて

いる。６（ ～ ）は上面の 離面を 面として、 点を 側 左側 中央に して６ ～６ を

離している。 部調 が に、 面調 はわ かに行われている。７（ ～ ）は、 の を

に、左側面上部を 面として７ を 離した後に、器体中央部を 面として７ と７ に している。

７ は左側 を した後に、左側 上部と 側 下部に かい調 加工が されている。７ は 面

側 下部に な調 加工が されている。７ は左側 中央から 離が行われ、 利な が形成され

ている。左側 下部は い調 加工が されている。７ ～７ は、 利な を有する を 的に

離した後に、形状を えるような調 加工が されていることから、台形様 器として 類した。 文

化 を ける 資料といえよう。 文化 においては、この３点のみを台形様 器として えたが、

資料に類似する 器が 文化 において多く見られる。 加工のある と 類した 器のうち、数

点は台形様 器として 類したほうが良いのかもしれない。 （ ～ ）は みのある を として、

面 側を 面として を 離した後に、 の 離面を 面として を 離している。

６．第 （第45～48図、第23表、図 ５・50）

出土状 　11 －84・85 リ ドに している。第３ 文化 の ク群においては、南西部に位

置する。1.8 2.0 の から27点の 器が出土した。第３ 文化 のなかでは、最も が い

クである。 い に 集して している。 は多量で、 ク が多く見られる。

出土 位は から にかけてで、 上部～ 下部に集中する。

出土遺物　器 成は、 形 器３点、 器１点、 加工のある １点、 離 のある

４点、 15点、 ２点、 １点である。 成は、 21点、 ４点、チ ー ２点であ

る。 の が78 と て高い。 の 地推定地はす て高原山 群である。

　１（ ～ ）は 資料354で、良 な 301を いている。第６・ ～10 クの４つの ク

で が見られた資料である。 大の を 入して 離を行っている。 離過程は大きく け

て の３工程に けることができる。なお、 301の の 状 は、第28図の下 に 載し、

と 状 については55 ー に記載してあるので していただきたい。

第１工程 の表 部 の 面を する工程。全体図下面 側を 面として を 離。

　 面 上部を 面として、 みのある １ を 離している。１ は として いられており、左

第23表　第３ 文化 第９ ク 成表
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第45図　第３ 文化 第９ ク遺物
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第46図　第３ 文化 第９ ク出土 器（1）
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第47図　第３ 文化 第９ ク出土 器（2）
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第48図　第３ 文化 第９ ク出土 器（3）
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側 を した後に、表面上部から の を 離している。下面 中央部を 面として、１ と１

を 離している。１ は 端部に な 離が された 器である。下面 下部を 面として、

１ を 離している。

第２工程 を する工程。全体図正面中央やや 下を 面として、 １（ ～ ）を 離。

　 １（ ～ ）は、１ の 離面を 面としている。 みのある １（ ～ ）を に、

上面左側を 面として１ を 離している。１ には 側 上部に い調 加工が されている。 に、

上面 側を 面として１ を 離している。１ は 側 に い調 加工が されている。 に、 面左

下部に 面を して１ を 離している。 １ は、さらに 側 や上面において、 の 状の

が 離されている。

第３工程 最 的な から を 離する工程。最 的な である１（ ～ ）から を 離。

　最 的な １（ ～ ）は全体図正面左側に位置する。１（ ～ ）の 測図を いて 離過程を説

する。左下部を 面として１ と１ を 離した後に、左中央部を 面として １ を 離してい

る。 に、 面を 下部に して１ を 離し、さらに、 面を180 して上部から1 ・1 ・1

を 離している。最後に、 面を180 して、下部から１ を 離している。

．第10 （第49～52図、第24表、図 ５・50）

出土状 　11 －87・88・97 リ ドに している。第３ 文化 の ク群においては、南東部

に位置する。6.3 4.1 の から９点の 器が出土した。第３ 文化 のなかでは、最も出土点数の

ない クである。 形の い に、 に している。 は多量で、 ク

が多く見られる。出土 位は から にかけてで、 上部～ 下部に集中する。

出土遺物　器 成は、 形 器１点、 離 のある ２点、 ５点、 １点である。

成は、 ６点、 ２点、チ ー １点である。 の が67 と に高い。 の

地推定地はす て高原山 群である。

　１（ ～ ）は 資料304で、良 な 301を いている。第６～10 クの５つの ク

で が見られた資料である。 状 や 離 において、 文化 を ける 資料で

ある。 大の を 入して 離を行っている。 離過程は大きく けて の３工程に けることが

できる。なお、 301の の 状 は、第25図の下 に 載し、 と 状 につい

ては54 ー に記載してあるので していただきたい。

第１工程 の表 部 の 面を する工程。全体図上面 側を 面として を 離。

　全体図上面 側を 面として、１ と みのある １（ ～ ）を 離している。１ は 側

と左側 上部に かい調 加工が された 器である。 みのある １（ ～ ）を として、

第24表　第３ 文化 第10 ク 成表
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第49図　第３ 文化 第10 ク遺物
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第50図　第３ 文化 第10 ク出土 器（1）
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第51図　第３ 文化 第10 ク出土 器（2）
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第52図　第３ 文化 第10 ク出土 器（3）
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１ と１（ ～ ）に している。１ は 形 器である。 した後に、左側 下部に調 加工

が されている。第６ ク１と全体形状 サ が類似する。左上部の の に 離

が見られる。１（ ～ ）は上面中央部を 面として、 １ が 離されている。１（ ～ ）は上

部中央から の １ と1 を 離している。１（ ～ ）は器体中央部付近を 面として、１（

～ ）と１ とに されている。１（ ～ ）はさらに かく される。 １ はさらに

が 離されている。

第２工程 を成形する工程。全体図正面 下部や左上部の の形状を える 離。　

　全体図 下部を 面として、１ を 離した後、 面を全体図左上部に して、１ ～１ を 離し

ている。

第３工程 成形された から形状の った １（ ～ ）を 離する工程。　

　全体図正面 上部を 面として、 い １（ ～ ）を 離している。１（ ～ ）は三 さ

れている。

第４工程 中 部の から １（ ～ ）と１（ ）を 離する工程。

　１（ ～ ）の 測図の上面を 面として、 １（ ～ ）と１（ ）を 離している。１（

～ ）は、器体中央部から１ と１（ ）に し、１（ ）からは１ が 離されている。１（

）は、左側 と 側 下部に の調 加工が された 形 器である。 端部と器体上部付

近で１ と１ に されているた 、全体形状が である。製 中に した 形 器の 製

となる可能性もある。

第５工程 中 部の から横 １（ ～ ）を 離する工程。

　１（ ～ ）の 測図の上面を 面として、 の横 １（ ～ ）を 離している。1（ ～ ）

を として、 利な をもつ の 1 ～1 が 離されている。 を いて 利な

をもつ を 離する過程は、第 クの７（ ～ ）と類似しており、１ ～１ を台形様 器

と 類することも可能である。

　第３工程～第５工程により 離された は、 った形状をしていた。しかも 物の ない良 な

であった。これらの を として、 利な をもつ の を量 していた。このような 離

過程は他の においても することができたが、最も良 な 資料は、 資料304である。

．第３ｂ文化層（第25・26表、図 ４・50）

概要　第３ 文化 の 器群は、総 57点出土し、第11 クから第13 クの３か所 できた。

調査区中央部東側の 高38 （ 地表面）付近に する 上部～ 下部に生 面をもつ 器群と

推定される。主要器 は、 器・ 器・ 形 器である。 は、主に （73 ）が いられ、

に ・ ・ が いられている。 の 地推定地はす て高原山 群である。 ク

の 資料は見られなかった。しかしながら、近 して出土し、出土 位に 異がなく、 器群の様相

も類似していることから、第11 クから第13 クの 器群を第３ 文化 として設定した。第３

文化 の ク 成表は、第26表のとおりである。第11 ク14点、第12 ク35点、第13

ク 点で、第12 クの出土点数が多い。
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　 ．第11 （第53・54図、第27表、図 ４・50）

出土状 　19 －27・28・37・38 リ ドに している。第３ 文化 の ク群においては、西

部に位置する。3.9 3.5 の から14点の 器が出土した。 を に見ると、南側に大 の遺物

が集中するが、北側にやや離れて が する傾向がある。出土 位は から にかけてで、

上部～ に集中する。

出土遺物　器 成は、 器１点、 形 器１点、 加工のある １点、 離 のある ２点、

７点、 １点、 １点である。 成は、 ６点、 ４点、 ２点、 ラ

山 １点、 １点である。

　１は 器である。良 の 302が いられている。 を としている。 端部は し

た形状を する。左側 上 部に な調 加工が されている。２は 形 器である。１と 一 で

ある。 を として、 端部に の調 加工を した後に、上下両端から両 離が行われ

第26表　第３ 文化 ク 成表

第25表　第３ 文化 器 成表
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第53図　第３ 文化 第11 ク遺物

0 4m



－ 87 －

ている。３は 離 のある である。 部調 と 面調 が に行われている。 端部に

離が見られる。４は である。 ラ 山 が いられている。第３ 文化 での ラ

山 の出土は１点のみである。５は である。高原山 群の 306が いられている。

306は 資料のみで、 として 入されていた。 みのある を として、 面 側から

を 離した後に、表面左下部から横 を 離、表面上部を した後に、 面を 面として横

を 離している。

10．第12 （第55・56図、第28表、図 ４・50）

出土状 　19 －47・48・57 リ ドに している。第３ 文化 の ク群においては、中央部

に位置する。3.4 3.1 の から35点の 器が出土した。 を に見ると、北東部と南西部の２

か所に集中地点があり、北東部の集中地点が大 を る。出土 位は から で、 上部～

に集中する。

第54図　第３ 文化 第11 ク出土 器

第27表　第３ 文化 第11 ク 成表
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出土遺物　器 成は、 加工のある １点、 離 のある １点、 ２点、 25点、

６点である。 成は、 34点、 １点である。 の る （97 ）が に

高く、そのうち 301が26点（74 ）である。 301に はないが、第13 クから

も出土している。

　１は 加工のある である。横 の を として、左側 と 側 下部に の調 加工が

第28表　第３ 文化 第12 ク 成表

第55図　第３ 文化 第12 ク出土 器
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第56図　第３ 文化 第12 ク遺物

′

′

0 4m



－ 90 －

されている。 形 器と 類することも可能である。２（ ～ ）は みのある横 を と

して、入 に 部調 を行いながら を 離した 資料である。 である みのある の主要

離面は、全体図 面の２ と２ の 離面に されている。上面左部を 面として、横 ２（ ）

を 離している。２ と２ は、２（ ）を 離した の れによるものと思われる。上面 部

を 面として、横 ２ を 離している。さらに、上面中央部を 面として、横 ２ を 離し、

に 側 中央部に 面を して、横 ２ を 離している。最後に、上面左部に 面を して、

の ２ を 離している。

11．第13 （第57・58図、第29表、図 ４・50）

出土状 　19 －47・56 リ ドに している。第３ 文化 の ク群においては、東部に位置

する。3.1 3.8 の から 点の 器が出土した。南西から北西にかけて く している。南西

部には台 が出土した。出土 位は 上部～ に集中する。

第57図　第３ 文化 第13 ク出土 器
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第58図　第３ 文化 第13 ク遺物
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出土遺物　器 成は、 器１点、 ６点、台 １点である。 成は、 ２点、 ２点、

２点、 １点、 １点である。

　１は 器である。良 な 304が で 入されている。 を として、 面部側に４

の 状 離が行われている。い れも 側 上部を 面としている。最 の 状 離は、表面側に さ

れ、後の３ の 状 離は 面側に されている。２は である。良 の 305が いら

れている。 部調 が入 に される。３は台 である。 子のやや い が いられている。 に

大 で、1 520 と重量 のある 形 を としている。 が部 的に見られ、表面 面の

と が である。３ と３ との 資料であるが、 離面の 調は であり、台 全体

もやや 化していることから、 を けた可能性がある。なお、 した３ の な出土地点は

だが、３ と リ ドの19 －56から出土している。

12．第３ｃ文化層（第30表、図 ５・50）

概要　第３ 文化 の 器群は、総 45点出土し、第14 クの１か所を できた。調査区中央部

の 高37 ～38 （ 地表面）にかけて する。 ～ に生 面をもつ 器群と推定される。

13．第14 （第59～61図、第30表、図 ５・50）

出土状 　24 －82・83・91～94、25 －01・04 リ ドに している。7.4 13.7 の から45

点の 器が出土した。 形の い に に している。 を に見ると、西部・中央部・

東部の３か所に集中地点がある。西部の集中地点が大 を る。出土 位は 上部～ に集中す

る。

第30表　第３ 文化 第14 ク 成表

第29表　第３ 文化 第13 ク 成表
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第59図　第３ 文化 第14 ク出土 器

  6b

  7a

  7b

  6a

a a

a

b

b

a

b
b

a

a

a

b
b

7 a b

6 a b

0 5cm

    5

    4

    1

    2

    3

b

b

a



－ 94 －

第60図　第３ 文化 第14 ク器

0
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第61図　第３ 文化 第14 ク

0
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出土遺物　器 成は、 離 のある ２点、 39点、 ３点、 １点である。 成は、

29点、 10点、 ４点、 １点、流 １点である。

　１・２は 離 のある である。１は に 部調 が行われた を として、 端部

左側と 面の両側 に 離が見られる。２は 面 の い を としている。３・４は

である。１～４は、 面の 離 向と主要 離面の 離 向が一 する 性の高い であること

から、 法によるものである可能性が高い。５は である。正面と左面には、上面の 面から

的に が 離されている。 の下端部は 成形が行われている。これらのことから、

法による と えることができる。 部調 が に行われ、 面調 は見られない。６（ ）は、

面を 面として、 の 面から して 離された である。７（ ）は、 である。

７ は７（ ）を 離した に れした と思われる。

14．第３ｄ文化層（第31表）

概要　第３ 文化 の 器群は、７点出土し、第15 クの１か所を できた。調査区中央部の

高37 ～38 （ 地表面）にかけて する。南東に やかに傾 する台地の 部に立地する。

～ に生 面をもつ 器群と推定される。

15．第15 （第62・63図、第31表、図 50）

出土状 　21 －22～24 リ ドに している。4.1 4.8 の から７点の 器が出土した。

形の に に している。 を に見ると、北側に集中地点があり、南東に離れて 形

器が出土している。出土 位は、 から で、 上部～ に集中する。

出土遺物　器 成は、 形 器１点、 離 のある １点、 ４点、 １点である。

成は、 ラ 山 ５点、 １点、 １点である。

第62図　第３ 文化 第15 ク出土 器

第31表　第３ 文化 第15 ク 成表
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第63図　第３ 文化 第15 ク遺物

′
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　１は 形 器である。 を として、左側 と 側 下部に し加工が されている。

上下両端は れている。良 の 311が いられており、製 として 入されている。２は

離 のある である。 部調 が に に行われた を として、 側 から下端部にか

けて した 離が見られる。

16．第３ｅ文化層（第32表）

概要　第３ 文化 の 器群は、総 56点出土し、第16 クの１か所を できた。調査区南西部

の 高36 ～37 （ 地表面）にかけて する。北東に やかに傾 する台地の 部に立地する。出

土 位は に することができなかったが、第３文化 の 器群の様相と類似していることから、第

３ 文化 として えた。

17．第16 （第64～66図、第32表、図 51）

出土状 　35 －50・51・60～62・71 リ ドに している。10.0 9.5 の から56点の 器が

出土した。出土状 については、出土 リ ドは に 定できたものの、 リ ド内の正 な位置は

であった。そのた 、 図については、出土点数に て に り付けして 成した。出土 位に

ついても、 ではない。

出土遺物　器 成は、 形 器１点、 加工のある １点、 42点、 ９点、 １点、 １点、

１点である。 成は、 ラ 山 28点、 11点、チ ー ６点、 ４点、

３点、 ２点、 ン ２点である。 の 地推定地はす て高原山 群である。

　１は 形 器である。 みのある を として、両 離が行われている。上面は れている。

２は 加工のある である。良 のチ ー 305が いられている。おそらく両 離により 離さ

第32表　第３ 文化 第16 ク 成表
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第64図　第３ 文化 第16 ク出土 器
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第65図　第３ 文化 第16 ク器 （ 図）

0 4m
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第66図　第３ 文化 第16 ク （ 図）
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れた 状の を として、 側 に い調 加工が されている。３～５は である。３は両

離により 離されている。４は 下端部が れている。５は の である。６は である。 面に

面を大きく している。 みのある を とし、上面の 面を 面として、 を

離している。７（ ）は、６と 様に みのある を とし、上面の 面を 面として、

の ７ と７ を して 離している。 （ ）は、 部調 と が

した資料である。９は である。 形 を とし、下端部の 出部の が である。その

他左上部などにも数か所の が見られる。上 部は している。

18．第３文化層単独出土石器（第67図、第33表、図 ５・51）

出土状 　 クとして区 けすることができなかった 器のうち、第３文化 に すると思われ

るものを第３文化 出土 器として うこととした。

出土遺物　器 成は、 加工のある １点、 ３点、 １点である。 成は、 ラ

山 ２点、 １点、 １点、 １点である。

　１は12 －96 リ ド出土の の である。12 －96 リ ドから２点出土した。発掘 の出土

位の所見が であることから第３文化 に させた。 ラ 山 が いられている。２は

15 －29 リ ド出土の 加工のある である。良 の が いられている。 面 上部から

面部を するような 離をした後に、 上部を 面として 面 向に な調 加工が されている。

状 離として えることも可能で、 器と 類することもできる。第13 ク出土の１の 器と類似

していることから、第３文化 に させた。

第67図　第３文化 出土 器

第33表　第３文化 出土 成表
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第６節　第４文化層

１．概要（第34・35表）

　第４文化 の 器群は、総 49点出土し、第17 クと第18 クの２か所に できた。 ～

下部に生 面をもつ 器群と推定される。両 クは出土地点が離れており、 ク の

が見られないことから、文化 を第４ 文化 と第４ 文化 に した。

２．第４ａ文化層（第36表、図 ６・51）

概要　第４ 文化 の 器群は、総 31点出土し、第17 クのみで構成される。調査区南東部の

高38 （ 地表面）付近に する。北東に く る谷津の谷 に位置する。 ～ 下部に生

面をもつ 器群と推定される。

３．第17 （第68～70図、第36表、図 ６・51）

出土状 　27 －04～07・13～15・23 リ ドに している。6.2 6.8 の から31点の 器が

出土した。 形の に に している。 を に見ると、北東部と南西部の２か所の集中地

点が見られる。出土 位は、 ～ 下部に集中する。

第34表　第４文化 器 成表

第35表　第４文化 ク 成表



－ 104 －

出土遺物　器 成は、 形 器２点、 23点、 ３点、 ３点である。 成は、

16点、 12点、チ ー ２点、 １点である。

第68図　第４ 文化 第17 ク器

第36表　第４ 文化 第17 ク 成表

0 4m

′

′
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　１・２は 形 器である。１は良 の 401が いられている。 側 と左側 下部に

し加工が されている。器体の中央部から上部が しているた 全体形状は である。２は良 の

402が いられている。 側 下部と 面 側 下部に な調 加工が されている。器体の大

が しているた 全体形状は である。 な調 加工が されていることから、 器の 部と

なる可能性もある。３は である。 した みのある を として、表面上部から数 の横

を 離している。４・５は である。４は器体の中央部から れている。５は点状の 面から 離さ

れた で、 面には多 向からの かい 離面が見られる。６（ ）は した みのある を

とし、上面の 面を 面として、 の を数 離した後に、 面を左側面下部に し

て、 の ６ を 離している。

第69図　第４ 文化 第17 ク
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第70図　第４ 文化 第17 ク出土 器
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４．第４ｂ文化層（第37表、図 ６・51）

概要　第４ 文化 の 器群は、総 16点出土し、第18 クのみで構成される。調査区北東部の

高37 ～38 （ 地表面）にかけて する。北東に く る谷津の北側に位置する。 ～ 下

部に生 面をもつ 器群と推定される。第４ 文化 に比 てやや下位から 器が出土している。

５．第18 （第71・72図、第37表、図 ６・51）

出土状 　17 －60・61 リ ドに している。2.2 3.5 の から16点の 器が出土した。

形の に している。 を に見ると、西部に 器が集中し、東部にやや離れて２の 加工

のある が している。出土 位は、 から にかけてで、 ～ 下部に集中する。

出土遺物　器 成は、 器１点、 加工のある ２点、 ９点、 ２点、 ２点である。

成は、 ラ 山 16点である。

　１は 器である。 の の 端部に調 加工が されている。２は 加工のある である。

面に 面を した横 を としている。 面上部に な調 加工が されている。３は で

ある。 面に大きく 面を した みのある を としている。 面を 面として、数 の

を 離している。４（ ）は、２ の の 資料である。 面下部を 面として ４

を 離した後に、 面を上面左側に して横 ４ を 離している。

６．第４文化層単独出土石器（第73・74図、第38表、図 ６・51）

出土状 　 クとして区 けすることができなかった 器のうち、第４文化 に すると思われ

るものを第４文化 出土 器として うこととした。19 －40 リ ドから２点出土した。出土 位

は ー の上部から出土している。

出土遺物　器 成は、 加工のある １点、 １点である。 成は、 ２点である。

　１は 加工のある である。 の を として、両側 上部を した後に、 面左上部に

な調 加工が されている。２は の である。

第37表　第４ 文化 第18 ク 成表
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第71図　第４ 文化 第18 ク出土 器
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第72図　第４ 文化 第18 ク遺物
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第74図　第４文化 遺物

第73図　第４文化 出土 器

第38表　第４文化 出土 成表
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第 節　第５文化層

１．概要（第39・40表）

　第５文化 の 器群は、総 683点出土し、第19 クから第22 クの４か所を できた。野

山 の を有する 器群である。 上面に生 面をもつ 器群と推定される。調査区南東部

にまとまっており、 高36 ～37 （ 地表面）にかけて する。 文化 が最も い 高に位置し、

北東に く る谷津の谷 を り むように立地している。谷 付近に埋 谷が形成され、その

を 地して したことが推定される。

第39表　第５文化 ク 成表
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　 ク の や 器群の様相 クの 位置などから、第５文化 を第５ 文化 と

第５ 文化 の２つの文化 に した。 した文化 の 後 については、出土 位の 異がなく、

器群の様相も類似していることから ではない。第５ 文化 は、第19 クから第21 クの

３つの クで構成され、 して し ク も見られる。第５ 文化 は、第５ 文化

の 器群から南西に 100 離れて する。

　第５文化 の 成は、 ク を第39表に、器 を第40表に 載した。文化 全体では、器

成が、 216点、 21点、 原 ３点、 器４点、 器１点、 形 器７点、

加工のある 17点、 離 のある 12点、 272点、 114点、 ２点、 器１点、

４点、 ９点である。 成が、 459点、 84点、 ラ 山 45点、チ ー

34点、 21点、 ン 13点、 11点、 ５点、 ４点、 ３点、

３点、 １点である。 の る （67 ）が高く、 地推定地は、測定できたもの

す てが神津 群であった。

２．第５ａ文化層（第75～77図、第41～44表、図 ６・７・52～54）

（１）概要　第５ 文化 の 器群は、総 513点出土し、第19 クから第21 クの３か所を

できた。 高36 ～37 （ 地表面）にかけて している。北東に く る谷津の谷 に立地す

る。 上面に生 面をもつ 器群と推定される。３か所の ク で が見られる。

（２）石器 　 器 成は、第41表が器 、第42表が ク 成表で したとおりである。

ク に見ると、第19 ク43点、第20 ク384点、第21 ク88点で、第20 クの出

土点数が 的に多い。

　器 成は、 189点、 16点、 原 ３点、 器１点、 器１点、 加工の

ある 点、 離 のある 点、 181点、 96点、 １点、 器１点、 １点、

第40表　第５文化 器 成表
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第41表　第５ 文化 器 成表

第42表　第５ 文化 ク 成表
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第43表　第５ 文化 ク 成表
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第44表　第５ 文化 器 成表
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第75図　第５ 文化 （1） 全 ・ 全点

0 100m
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第76図　第５ 文化 （2） 外・ 501

0 100m
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第77図　第５ 文化 （3） 502・521
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７点である。 ・ を主体とする 器群である。

　 成は、 454点、 19点、 14点、 ラ 山 ７点、 ン ７点、

４点、 ３点、チ ー ２点、 １点、 １点、 １点である。

の る （88 ）が高く、 した資料の 地推定地はす て神津 群であった。

　 の 成は、第43表に ク 、第44表に器 の 成表をそれ れ 載した。 は11 ・

40 で構成される。主な は、 501～504・511・521・531、 508である。

（３）分 状 　 に 状 を したものが第75～77図である。 資料一覧は第43・44表のと

おりである。 ク が見られるものの、第３ 文化 の 器群ほど ク は多量ではな

く、ほと どのものが ク内の 資料である。

　 状 を検討するた に、 ・ に 状 をみていくことにしよう。

①全石 （第75図上 ）

　全 の 状 は、第75図上 のとおりである。 資料は13資料、 ク 資料は５資料で

ある。 ク 資料はす て である。 外のものは第20 クに集中する。

② 石（第75図下 ・第76図下 ・第77図）

　 全点の 状 は、第75図下 のとおりである。 ク 資料は、 501が３資料、

502が１資料、 521が１資料である。 ク 資料は、 する ク の で

ある。離れて する第19 クと第21 クとの 資料は見られなかった。

　器 に見ると、第19 クは出土点数が ないものの、 が７点（第５ 文化 全体）ま

とまって出土している。第20 クや第21 クでは、 が 集して するのに して、第19

クは に しており、 においても いが見られた。

　 501の 状 は、第76図下 である。 501は総 68点出土している。第19 クからは

が１点のみ出土している。第20 クからは43点出土しており、そのうち が29点出土してい

る。 は出土していない。 資料は、 504～507の４資料のうち、 ク 資料は３資

料である。 ク は、い れも する第20 クと第21 クとの である。

　 502の 状 は、第77図上 である。 502は総 56点出土している。第19 クからは

が１点のみ出土している。第20 クからは43点出土しており、そのうち が25点出土してい

る。 は出土していない。 501とほ 様の 状 を す。

　 521の 状 は、第77図下 である。 521は総 71点出土している。第19 クが19点、

第20 クが55点、第21 クがわ かに４点である。 資料は、 512～514の３資料のうち、

ク は 512の１資料のみである。 512は第19 ク出土の 原 と第20 ク出土の

との 資料である。 513は が２点と が１点 したもので、第19 ク

から出土している。第20 クからは が23点出土している。 521は 原

の 製 過程を する上で重要な 資料をもつとともに、３か所の

クにおいて、それ れ異なる器 成を す。

③ 石 （第76図上 ）

　第76図上 は、 外の 状 を したものである。第20 クの出土点数が最も多い。

外の 器は、第19 クが５点、第20 クが49点、第21 クが５点である。第20
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クからは、 を いた ６点、 ２点、 を いた 器１点出土している。

外の 器の第20 クでの出土状 は、南西に 100 離れて する第５ 文化 の第22 ク

と類似する。第22 クは、 ・ ラ 山 ・チ ー を主体として、 の が

なくなる。器 ・ 成や クの ・ 状 も類似する点が多い。

３．第19 （第78～82図、第45表、図 ６・７・52）

出土状 　30 －39、30 －20・21・31・32・40～42 リ ドに している。第５ 文化 の

ク群においては、比較的 い に し、北東に位置する。8.4 10.8 の から43点の 器が出

土した。 を に見ると、南東部に集中地点があり、この集中地点に が し、西部と北部に

外の 器が点在する。器 に見ると、北部に が集中区から離れて で出土している。出

土 位は 上部から 下部にかけてで、 上面に集中する。

出土遺物　器 成は、 ６点、 ７点、 原 １点、 離 のある ３点、

14点、 ９点、 １点、 １点、 １点である。 の出土点数が ない には、

の出土点数が多いことが である。

　 成は、 38点、 ２点、 １点、 １点、チ ー １点である。 の が

88 と て高い。 の 地推定地はす て神津 群である。

　１・２は である。い れも 形 である。１は 面 下部に 離が見られる。２は 面に

の 上調 と思われる調 加工が見られる。

　３～６は である。３は を としている。 面は 面上部に されている。ま 、

面上面を 面として数 の を 離した後に、表面上部を 面として 面 生が行われている。

側面と表面 下部には 形の 離が行われている。 に、 面 生した 離面を 面として、表面上

部から を 離している。良 の 503が いられている。 503は総 36点出土しており、

ク の内 は、第19 クが３点、第20 クが28点、第21 クが５点である。

第45表　第５ 文化 第19 ク 成表
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が２点（第19 クの３と第21 クの17）出土していることから、 を して を 離

していることがうかがえる。 503と 様に が２点 上で構成される は、 512・

515・521・531の４ が 在する。このように、一つの を して、 数の から多量の

を 離する 製 過程を検 することができた。

　４は左面に大きく 面を している。 を としている。 面は下面と 面に されてい

る。上面を 面として、 面調 を に行いながら を 離している。 515が いられている。

515は総 ３点で、 ２点（第19 クの３と第20 クの70）、 １点で構成され

る。 からは が 離されていない。４は 面に大きく 面が されて、ほと ど が

離されていない。これらのことから、 515はほと ど されていない として クされた

可能性がある。

　５は を としている。 面は 面に大きく されている。下面左側面から 形が行わ

れ、上面の 面には入 に調 加工が されている。正面から左面にかけて が 的に 離されて

いる。 531が いられている。３・４と 様に、 531は ２点（第19 クの５と

第21 クの18）を む30点で構成されている。

　６は を としている。 面は、 面に大きく されている。左面には 形が行われ、

上面の 面は な 面調 離が入 に行われている。上面を 面として、表面から 側面にかけて

が 的に 離される。 512が いられている。 512は ２点（第19 クの

６と第20 クの68）と 原 １（第21 クの20）の３点で構成されている。このことから、

４の 515と 様に、 512は、ほと ど されていない として クされた可能性が高

い。

　第19 クから出土した４点の は、 数の で構成されていた。第19 クからは、

第５ 文化 の 数近い７点の が出土していることから、第19 クは の に えて

の ク機能の高い クと推 される。

　７は 離 のある である。 部調 が に行われた の を として、 側 下部に

離が見られる。

　 （ ）は 原 と の 資料512である。 である （ ）は 面

左下部を 面として、さらに と とに している。 原 である は下面に大きく

面を しており、 後には 離が行われていない。 である は、 との 面を左面

にわ かに している。 側面から 形した後に、上面の 離面を 面として、 が２ 上

離されている。

　９（ ～ ）は大 の を して、２つの から多量の を 離したことを

す良 な 資料513である。 の大 の である９（ ～ ）は、上面を 面として が

離されており、 面左側に２ 、左面 側に１ の の 離面が される。 に、９（ ～ ）

の は、 面器体中央部を 面として、９（ ）と９ とに されている。９（ ）は

面 側面を 面として４ 上の を 離した後に、表面上部に 面を して５ 上の

を 離している。さらに、 面である 面下部を 面として、 の ９ が 離されている。９

の 離の に 物により左下部が大きく 離してしまったた 、 ９ は９ の 離後に
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第78図　第５ 文化 第19 ク器
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第79図　第５ 文化 第19 ク
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第80図　第５ 文化 第19 ク出土 器（1）
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第81図　第５ 文化 第19 ク出土 器（2）
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第82図　第５ 文化 第19 ク出土 器（3）
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が 離されていない。もう一つの である９ は、 面を 面として、表面から 面にかけ

て を 的に 離している。なお、下端部を 面として 面 下部に２ 、左面に１ 見られる

離面は、 の である９（ ～ ）から 離された の 離面である。

　 （ ）と９（ ～ ）は 一 の 521が いられている。 521は 23点、

３点、 原 １点、 加工のある ２点、 23点、 19点の71点で構成される。第

19 クからは、このうち９ ・９ の２点の と の 原 が出土し、第20

クからは など55点の 器が出土していた（第78図下 ）。これらのことから、第19 クにおい

て や 原 を し、第20 クにおいて を するというような場の機能

があったことが推 される。

　10（ ）は と 面 生 の 資料516である。 状の を として、下端部を

した後に、 面器体上部を 面として、10 の横 を 離して 面を 出している。10 の

は、上面上側に な 面調 が入 に行われ、 面上部を 面として５ 上の が 離さ

れている。その後、 面を180 し、上面下部を 面として表面に２ 上の を 離している。

　11～15は である。11の 面は多 向からの 離面で構成されている。12は 面上部に４ 上

の の 離面が見られる。13は上面と下面に４ 上の の 離面が見られる。14は 面上部に

３ 上の の 離面が見られる。11～14は の 面 生 、あるいは 形 の可

能性が高い。15は と 類可能な形状をしている。

　16は である。 501が で 入されている。左側 には な調 加工が 的に され

ていることから、 を した 器と 類したほうが かもしれない。 面 側 から下端部にかけ

て 離が 的に見られる。

　17は である。 形 を として、上下両端の 出部の が である。 面には

向にわ かに が される。

４．第20 （第83～91図、第46表、図 ６・７・52・53）

出土状 　30 －40・41・50・51・61 リ ドに している。第５ 文化 の ク群においては、

最も出土点数が多く、 集して し、 ク群の中央に位置する。5.9 6.0 の から384点の

器が出土した。 の大 が クから出土し、 外の の 器も クから出土

している。 を に見ると、中央部・北東部・南西部の３か所に集中地点がある。中央部が最も 集

しており、北東部と南西部は に する。大 の 器が中央部の東端から出土している。出土 位は

上部から 下部で、 上面に集中する。

出土遺物　器 成は、 155点、 ６点、 原 １点、 器１点、 加工のあ

る ４点、 離 のある ４点、 134点、 73点、 器１点、 ５点である。 成は、

335点、 16点、 13点、 ラ 山 ７点、 ン ７点、 ４点、

１点、 １点である。 の が87 と に高い。 の 地推定地はす て神

津 群である。

　１～66は である。遺 部位 に見ると、 形 が１～10、 部 上 部が11～42、中 部が43

～56、 端部 下 部が57～66である。 離が見られるものは２～５・ ～12・14～18・20・23・
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25～28・30～33・35～37・43～52・54～57・62・63・65である。 のほと どに 離が見られる。

面調 が見られるものは、 状 面が多いこともあり、 面調 の有 を できる資料が なかった。

に 面調 が見られるものは、２・３・20・24・40のみである。 部調 の見られるものは、１・２・

５～22・24・26～29・31～39・41・42である。ただし、67～71の には 面調 と 部調 が

に行われていることから、ほと どの は 面調 と 部調 を行って 離されたものと思われる。

　67～71は である。67は表面左側と 面中央に５ 上の を 離した 跡が見られる。

その後、上下両端から両 離が行われている。68は を としている。 面に 面が大きく

されている。上面は 面調 が入 に行われ、 面下部には 形 離が見られる。表面と両側面に

かけて が 的に 離されている。69は良 の が いられている。表面下部には 形

離が見られる。上端を 面として を 離した後に、 面下端部からの 離の に器体が大きく

している。70は 状の い を として、上面は 面調 が入 に され、左側面と下端部には

形 離が見られる。上面を 面として表面から 面にかけて が 的に 離されている。71は

良 の が いられている。 面下部と左面には 形 離が見られる。 面に 面を大きく

している。表面上部には、 面を 面として、数 の が 離されているようだが、 的な

は 離されていない。67～71の のうち、最 離で を 離しているものは68と70で

ある。

第46表　第５ 文化 第20 ク 成表
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　72は 原 である。 面に大きく 面を している。 状の を として、左面と下面

に 形と思われる調 加工が行われている。表面左上部には２ 上の を 離した 跡が見ら

れることから、 上調 を としている可能性が高い。73は 上調 である。表面には３ の

の 離が見られる。 面と表面 側の との り い は が であったが、 面が

しいと した。ただし、この り い が だと、器 類は と 更する必要がある。

　74～79は 面 生 と されるものである。74は上面に多 向からの な 面調 離が見られ

る。 面には 離が見られる。75は表面に２ の を 離した 離面が見られる。 面調 はほ

と ど行われていない。76には表面に を 離した 跡のある 離面を した。主要 離面は左面に

した。77～79は な 離により 面が 生されたことを す資料である。77・78の表面にはわ かに

を 離した 跡が見える。

　80は 器である。下端部に の調 加工が されていることから 器として 類した。ただし、

面に を 離したような 跡が見られることから、 に の となる可能性もある。

　81～83は 加工のある である。81は を として、 部を した後に、 面下部に

調 加工が されている。82は みのある を として、左部と下部を し、 面の わる 出

部に調 加工が されている。 側面には い調 加工が されている。83は に の を と

して、両側 を した後に、 出部に調 加工が されている。

　84・85は 離 のある である。い れも の を として、 利な に 離が見

られる。このほか、84・85よりも かい 離の見られるものもあったが、より な 離が

的に見られるものを 離 のある として器 類した。

　86～95は である。86～93は 、94は 、95は ラ 山 がそれ れ いられ

ている。86・87・90・92は の調 と思われる。88・91・93は と 類可能な である。

　96～100は 資料である。96（ ）は２点の 面 生 が した資料である。表面と 面に

を 離した 離面が される。97（ ）は２点の が した資料である。２点とも器

体上部に内在している 物付近から れている。98（ ）も２点の が した資料である。

99（ ）は両設 面の の調 が した資料である。上下面に の 面が

されている。100（ ～ ）は横 を して 離したことを す 資料である。良 の

が いられている。左面上部を 面として、100（ ）を 離している。100 は、100（ ）

を 離した に 部が に れた資料と思われる。100 は みのある横 で、 面は れている。

　101は大 の横 である。 の ン 501が いられている。 は 製 に

するもので られていたのに して、 の ン や ラ 山 はこのような大 の

が 離されていた。

　102は 器である。 の 501が いられている。大 の 形 を として、上面 部を 面と

して した後に、 面の に かい加工が されている。表面中央部、上面 部、下面 出部に

は が に見られる。 に、下面は、 い により中央部が大きく 離し、さらにその 離面の

部には、 による れ が に見られる。
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第83図　第５ 文化 第20 ク器
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第84図　第５ 文化 第20 ク
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第85図　第５ 文化 第20 ク出土 器（1）
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第86図　第５ 文化 第20 ク出土 器（2）
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第87図　第５ 文化 第20 ク出土 器（3）
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第88図　第５ 文化 第20 ク出土 器（4）
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第89図　第５ 文化 第20 ク出土 器（5）
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第90図　第５ 文化 第20 ク出土 器（6）

0 5cm

  99a

  99b

  100a   100b

 100c

 100 a b

99 a b

c

a

b

b

a

a

b

b

a

c

c

a

b

b

a

a

b b

a
a

b

b

a

b

a

100 a

a

a

c



－ 138 －

第91図　第５ 文化 第20 ク出土 器（7）
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５．第21 （第92～94図、第47表、図 ６・７・54）

出土状 　30 －69、30 －60・70 リ ドに している。第５ 文化 の ク群においては、

最も が く、南西に位置する。5.2 4.4 の から86点の 器が出土した。 を に見

ると、中央部・北東部・南西部の３か所に集中地点がある。中央部が最も 集しており、北東部と南西部

は に する。出土 位は 下部から ～ 下部で、 上面に集中する。

出土遺物　器 成は、 28点、 ３点、 原 １点、 器１点、 加工のあ

る ４点、 離 のある １点、 33点、 14点、 １点である。 成は、 81

点、 ２点、 １点、 １点、チ ー １点である。 の が94 と て高

い。 の 地推定地はす て神津 群である。

　１は 器である。点状の 面から 離された を として、左側 に の調 加工が さ

れている。２・３は 加工のある である。２は 面 生 を として、 面下部に調 加工が

されている。表面 側に２ の の 離面が される。３は であるチ ー 507が い

られている。 状の を として、上面と 面を し、左面と下面に調 加工が されている。４

は 離 のある である。 を として、 側面と 面 下部に 離が見られる。

　５～16は である。遺 部位 に見ると、 形 が５～ 、 部 上 部が９～12、 端部

下 部が11～16である。 離が見られるものは５～９・11・13～16である。 のほと どに

離が見られる。 状 面が多いこともあり、 面調 の有 を できる資料が なかった。 部調

の見られるものは、５～９である。５は さ・ ともに 文化 出土の のなかで最も大きい。７・９・

13・14はほ 全 にわたって 離が見られる。

　17～19は である。17は を としている。 面は左面・ 面・ 面に されており、

大 で みのある を としている。17は下面から 形が行われている。上面には な 面調

が入 に されている。表面に の底面まで の 的 離 が見られる。18は 面

上部に 面が されている。 面左下部から 形が行われている。上面には な 面調 が入

に されている。表面から左面にかけて、 の底面まで の 的 離 がある。19は

第47表　第５ 文化 第21 ク 成表
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第92図　第５ 文化 第21 ク遺物
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第93図　第５ 文化 第21 ク出土 器（1）
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第94図　第５ 文化 第21 ク出土 器（2）
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良 の 501が いられており、 で 入されている。 みのある を として、

面は の底面まで が 離されている。表面上部にも を 離しようとした 離

面が見られるが、 のように 的な が量 されてはいない。20は 原 である。

みのある を として、 面左部と下面に調 加工が されている。

　21～23は 面 生 である。21の上面には、多 向からの 離で構成される 面調 が見られる。

表面には上面から 離された の 離面、 面には上下両 向から 離された の 離面が見ら

れる。22は上面に な 面調 離面が２面見られる。表面には の 部調 と の 離

面がわ かに見られる。23は、上面に多 向からの 離で構成される 面調 が見られる。表面には

の 部調 の 離面がわ かに見られる。24（ ）は２点の が した資料であ

る。上面を 面として、24（ ）の下端部まで い 24 が 離されている。 に、 面

を180 して、下端部から 24 が 離されている。24 と24 は上 部が されている。25

～27は である。25については と 類することも可能である。 と 類したなかにも、このよ

うな と 類可能なものも多く まれている。26は の底面を下端部に り込 だ である。27

は の横 である。

６．第５ｂ文化層（第48表）

概要　第５ 文化 の 器群は、総 169点出土し、第22 クの１か所で構成される。 高36 ～37

（ 地表面）にかけて している。北東に く る谷津の谷 に立地する。北東 100 の位置

に第５ 文化 の 器群が する。 上面に生 面をもつ 器群と推定される。なお、第５ 文化

の 器群との については、 資料や共有する がないことから 後 は ではない。相 点

としては、第５ 文化 においては が大 を るのに し、第22 クは ４点のみの出

土である。類似点としては、第５ 文化 における 外の が、第76図上 のように第20

クにまとまっていた。このように、 外の 器の だけを見ると、第22 クと類似して

いる。

．第22 （第95～103図、第48表、図 ７・55）

出土状 　調査区南東部の33 －10・11・20～22・30～32・41、33 －39 リ ドに している。今

回調査を した調査 のなかでは、最も 高の い地点に遺物が している。10.2 9.4 の

から169点の 器が出土した。 を に見ると、北西部と南東部の２か所に集中地点がある。北西

部に 集しており、南東部は に している。出土 位は 上部から 下部で、 上面に集

中する。

出土遺物　器 成は、 26点、 ５点、 器３点、 形 器７点、 加工のある ９点、

離 のある ４点、 91点、 18点、 １点、 ３点、 ２点である。 成は、

70点、 ラ 山 38点、チ ー 32点、 11点、 ン ６点、 ４点、

４点、 ２点、 ２点である。 の が２ と て い。 の 地推定地は、

第５ 文化 と 様にす て神津 群である。

　１～21は である。 を いた はなく、 ・ ・チ ー が いられている。
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第５ 文化 の の大 （97 ）が を いていたのとは 的な の い をしている。遺

部位 に見ると、 形 が１～５、 部 上 部が６～14、中 部が15～20、 端部 下 部が21

である。 面調 の見られるものはなかった。 部調 の見られるものは、１・３～14である。 面調

を行わ 、 部調 を に行って を 離したことが推 される。１・２・21は比較的大 のもの

であり、 の底面を りこ でおり、 端部は した形状をしている。１～３・５・６・ ・９・

11は 端部が左 のどちらかに れている。 離が見られるものは16・17である。

　22～24は である。い れも、 と 様に、 面調 は行われておら 、 部調 が

に行われていることが できる。22は みのある を として、上面から２ 上の を 離

している。23は上面を 面として表面上部から左面上部に 点を して、 を 離している。

の最後の 離面の左面上部に 点があり、 面の大きな 離面も左面上部に 点が されること

から、左面上部を 点として を 離した に、 の器体が したものと思われる。24は

面に多 向からの 形が行われ、上面の 面を 面として、表面に３ 上の が 離され

ている。

　25・26は 器である。25は を として、 面の両側 に な調 加工が されている。26

は みのある を として、 面の 側 に な調 加工が されている。27～31は 形 器

である。27～29は の を として、上下両端から両 離が行われている。30・31は を

第48表　第５ 文化 第22 ク 成表
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として、上下両端から両 離が行われている。32～37は 加工のある である。32～34は

の を した後に、調 加工が されている。35は横 を として、左側面に調 加工が さ

れている。36は を として、 側 に 状の調 加工が されている。37は を

として、下端部と 側 に調 加工が されている。38は 離 のある である。 側 下部に

離が見られる。39～42は である。39・40は 部調 が に行われている。41・42の 面は、多

向からの 離面で構成されている。

　43～48は 資料である。43（ ）は多 向からの な 離が行われたことを す 資料である。

の 面調 の可能性がある。43 と43 は 調が大きく異なり、43 が みを ている

ことから、 を けている可能性がある。44（ ～ ）は、 ２点と １点を して 離した

ことを す 資料である。い れも 部調 が に行われている。44 は であるた に とし

て 類したが、 である44 と44 を 離した後に、 して 離していることから、 と 類

することも可能である。45（ ）は上面の 面を 面として、表面から左面にかけて４ 上の

が 離されている。上面左部を 面として、 業面の 生を行ったと思われる の 45 を 離

している。45 は左側 に調 加工が されている。45 の は、45 を 離した後に、45 の

離面を 面として、２ 上の が 離されている。46（ ）は、上面の 面から の

46 と みのある 46 が 離されている。47（ ）は、両設 面の の 上調 された

の 資料である。 面下部を 面として 47が 離されている。 に、 面を180 し

て上面から 47 が 離されている。48（ ）は 面上部を 面として 48 を 離し

た後に、48 は48 の 離面を 面として上下両端から両 離が行われている。48 を 形 器と 類

したが、上面から３ 上の を 離している として 類することも可能である。49（

）は、上面の 面を 面として の 49 と 49 が 離されたことを す 資料で

ある。50（ ）も49（ ）と 様に、上面の 面から、 の 50 と 器50 を 離し

たことを す 資料である。50 は左側 に調 加工が されている。51（ ～ ）は 形 を

とした である。表面・ 面・左面には が見られる。 に、表面の は で、数 の

が見られる。下部と上部は 面を 面として り状に されている。上面は、 面上部を 面として、

51 と51 が 離されている。 を した と の 資料と 類することも可能である。52（

）は上面の 面を 面として、 52 と 52 を 離している。どちらの も 部

調 が に行われている。
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第95図　第５ 文化 第22 ク器
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第96図　第５ 文化 第22 ク
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第97図　第５ 文化 第22 ク出土 器（1）
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第98図　第５ 文化 第22 ク出土 器（2）
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第99図　第５ 文化 第22 ク出土 器（3）
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第100図　第５ 文化 第22 ク出土 器（4）
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第101図　第５ 文化 第22 ク出土 器（5）
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第102図　第５ 文化 第22 ク出土 器（6）
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第103図　第５ 文化 第22 ク出土 器（7）
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．第５文化層単独出土石器（第104図）

　 クとして区 けすることができなかった 器のう

ち、第５文化 に すると思われるものを第５文化

出土 器として うこととした。第５ 文化 第19 ク

の北西の29 －91 リ ドから出土した１点の が

する。神津 群の が いられている。 部が

れて、下 部が している。左側 には 離が見られ

る。南西部に近 して する第５ 文化 の 器群におい

ても、神津 群の を いた が多量に出土

していることから、第５ 文化 に する 器と思われる。

第 節　単独出土石器（第105図、第49表、図 55）

　 器 代の 器で、い れの文化 に するか でなく、 で出土したものを では 出

土 器としてまと て り うことにする。

　 器３点、 形 器１点、 器１点、 加工のある ２点、 離 のある １点、

１点、 ９点、 １点、 １点の総 20点を 出土 器として り う。

　１は 形 器である。良 の が いられている。 を として、左側 上部に し

加工が されている。下部は れている。北東 100 離れて する第２文化 第２ クの１の

形 器も良 の を いられており、形態的にも類似することから、 資料は第２文化 に

する可能性が高い。２・３は 器である。２は良 の が いられている。左側 と 側 に

の調 加工が されている。３は横 を として、 面左側 は器体の奥まで入る 離

が され、左側 は の調 加工が されている。２・３の 器は、第４文化 より しく、第５

文化 よりも い の 器と思われる。４は 器である。良 の が いられ、 を とし

て、 端部に の調 加工が されている。第２文化 に する可能性もある。５は 加工のあ

る である。 の を として、 側 下部に調 加工が されている。６は大 の である。

高原山 群の が いられている。 端部に 離が見られる。 は１点のみの出土で

ではないが、第３ 文化 の 器群では高原山 群の が多 されていたことから、第３

文化 に する可能性がある。７は である。上下両端を して、上面の 面を 面として、

の が 離されている。 は である。 面は れている。 

第49表　 出土 成表

第104図　第５文化 出土 器
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第105図　 出土 器
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第 節　 石の について（第106図、第50～52表）

　 の 地 定は、 大 研究センターの 谷 に した。

１．分

（１） 別 図による 地推定 （第106図）

　 法により られた の から下記の４つの指 を する。

　　指 １　 100 （ S ）

　　指 ２　 100

　　指 ３　S S 100 （ S ）

　　指 ４　 （ ）

　　指 １・２と指 ３・４をそれ れ と とした２つの 図を 成し、原 地 の 域

　と遺跡出土 の によって 地を 定する。

（２） 別分 多 量 による 地推定 （第50表）

　 図法による 地推定 を検 するた に、多 量 の一 法である を行っている。

では遺跡出土の資料１点ごとに、 原 地との距離（マ ラ 距離）を し、資料との距離

が最も さい 地がその資料の 地であると推定される。またそれ れの 地とのマ ラ 距離から、

資料が 原 地に する も され、その数 が１に近いほど推定 の 性が高くなる。

２．分 （第106図、第50～52表）

（１）分 と について

　飯積原山遺跡では、第52表のとおり670点の が出土した。このうち、 した資料数は60点であ

る。 としたものは、あらか により 類を行い、 から数点 つ を行っ

た。60点の 番号は、I － 001～ I － 060（ 谷 番号は飯積原山１～飯積原山60）である。

これらの 推定 は、 の 成・ 地の 地を第50表、 資料の遺物 性を第51表にそれ れ

載した。また、 資料の 地推定については、第50・51表の推定 から した の 地推定

地と による とを させて 地推定を行った。これらの成 をまと たものが、第52表の文

化 地推定 成である。

（２）文化層別 （第52表）

①第３ａ文化層（ ａ層 層 ） が199点・４ で、す て高原山 群。

②第３ｂ文化層（ ａ層 層 ） が４点・２ で、す て高原山 群。

③第３ｅ文化層（ ａ層 層 ） が３点・１ で高原山 群。

第５ａ文化層（ 層 ） が454点・22 で、このうち、２つの が測定 可であったが、

その他の は、す て神津 群であった。測定 可とされた２ について検討してみよう。

537は 番号が飯積原山26の１点で、 図ではわ かに神津 群の 域からは れるも

のの、 １が神津 群で １が1.00であることから、神津 群のものである可能性があ

る。 550（29点）は、 遺物のた に測定 可とされたものであるが、 でも神津

群と 定されたものと や 調が類似していた。この２ についても、神津 群のものであ

る可能性が高い。



－ 158 －

第５ｂ文化層（ 層 ） が４点・１ で、す て神津 群。

単独出土 が５点で、 したものが１点のみで、高原山 群のものである。

（３） 石の石 の変遷

　第３文化 は、す て高原山 群のものであった。 ～ 下部に生 面をもつ 器群である。

遺跡では、北側に して所在する飯積上台遺跡第１文化 １） で、 中部に生 面をもち、高原

山 群のものであった。その他、 谷市 松 ３遺跡第 文化 ２）、 市原山遺跡第 文化
３）、流山市大久 遺跡第１文化 ４）、市野谷向山遺跡第２文化 ４）など多くの 器群では、 ～

にかけて高原山 群の が いられている。

　第５文化 は、す て神津 群のものであった。野 山 の を有する 器群である。

遺跡で の 器群のうち 地推定 が行われているものは ない。神津 群が

いられている 器群は、印西市 野 遺跡第６文化 ５）であり、わ かに１点のみ出土している。神津

群 外の が いられている 器群としては、 下のものがあ られる。成田市十 三

遺跡（ 67遺跡）第６文化 ６）で した123点の内 は、和田 群118点（96 ）、 ・

（天 群か 群）２点、 １点、高原山 群２点であり、和田 群が

的多数を た。流山市野谷入台遺跡第５文化 ７）で した 点の内 は、 リ ４点・和田

リ １点・高原山 リ ３点であり、３つの リ の が いられていた。一 、他地域では、相

野台地や 野県 出川遺跡において「 神津 」という共 が られる ）。飯積原山遺跡

第５文化 では、神津 群のみで構成され、ほかの リ の との共 が られなかっ

た。今後は、下総台地における 資料の 加をはかり、 地域との を していく必要があろう。

注１　 田 三ほか　2013『 南部地区埋蔵文化財調査報告書１－ 町飯積上台遺跡１－』（ 財）千葉県教育振興財団

　２　 ほか　2005『 谷地区埋蔵文化財調査報告書 － 谷市 松 ３遺跡２』（財）千葉県文化財センター　

　３　 田 三　2009『 北部中央地区埋蔵文化財調査報告書２－ 市原山遺跡（ 器 代 ）－』（財）千葉県教育振興財団

　４　 田 三ほか　2011『流山 市 地地区埋蔵文化財調査報告書５－流山市大久 遺跡（下 ）・市野谷向山遺跡（下 ）・東

六 第 遺跡（下 ）・東 六 第 遺跡・十 第 遺跡－』（財）千葉県教育振興財団

　５　 田 三　2012『千葉 ータ ン埋蔵文化財調査報告書 －印西市 野 遺跡（下 ）－』（財）千葉県教育振興財団

　６　 　2004『 東 国 埋蔵文化財発掘調査報告書 －十 三 遺跡（ 67遺跡）－』（財）千葉県文化

財センター

　７　 田 三ほか　2008『流山 市 地地区埋蔵文化財調査報告書３－流山市市野谷入台遺跡－』（財）千葉県教育振興財団

　 　 　 　2003「 器群の とセ ン 」『 の 文化 － 器文化研究の 問題－』八

器研究 ー
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第106図　飯積原山遺跡 地推定



－ 160 －

第50表　 図法・ による推定
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第51表　 図法・ からの最
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第52表　 の文化 地推定 成表
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第３章　 時代 近世の遺構と遺物

第１節　 ・ 時代の 穴 跡と の出土遺物

（9）S 157（第107図、図 ・56・66）

　16 －51 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は －92 － 、 は

主 3.20 、 3.62 を測る。掘り込みは 面から17.7cm ～37.7cm で、床面は北に向かって やか

に傾 している。カマドは北 西 中央に２か所検出された。北カマドを して埋 し、西カマド

を 設している。北カマドは左 の に一部 けた山 が遺 するほかは けた部 は見られない。西カ

マドは煙道部の掘り込みが く、 床部はほと ど けていない。遺物は西カマド に集中しており、

部内 に り付けていた可能性がある。 カマドそれ れに する位置に 子 があり、南

中央の 1は さ15.7cm、東 中央の 2は17.6cm である。 溝は 28cm ～40cm、 さ４cm ～12cm で

全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて し、西カマド に に集中する。１、２は須恵器杯である。１

の胎土は３～５の土師器杯に近く、外面 を する。底部全面と体部下端に ちヘラ リが さ

れ、はっきりとした ク が っている。２は杯の底部で、 を する。 を多く むやや い胎

土である。底部全面と体部下端に ちヘラ リを している。い れも下総 である。

　３～６は土師器杯で、胎土に 子、大 の リ を み、 を ている。３、４は口

径に比して底径がやや大きく、器高の い杯で、ともに を している。３は底部回 糸 りの後体部

下端と底部外 に ちヘラ リ、４は底部全面と体部下端に ちヘラ リを加える。５は口径の

１ ２程の大きさの底部から内 に立ち上がる杯で、 を する。底部回 糸 りの後体部下端と

底部外 に回 ヘラ リが される。６は さ の底部から体部が内 しながら開く杯で、 を す

る。外面は口 部直下まで ちヘラ リが される。胎土に と 量の 状物を でいる。

　７は内面 される土師器杯である。 調は を し、胎土に 子、金 、大 の

リ とごく 量の 状物を むものの、３～６と異なり な印 である。底部糸 りの後外面体

部下端から底部にかけて回 ヘラ リ、内面は に、外面は らに が される。

　 ～12は土師器 である。 は の口 部、12は 部 である。い れも多量の ・ ・

を む。 は 、12は を する。９は を し、胎土に多量の と大 の リ

を む。最大径は 部中位に有り、15.5cm を測る。器 の い 部に する口 部が付き、口 部

はわ かにつまみ上 るように られる。 部外面は 位 位のヘラ リ、内面はヘラ である。

外面 部中位から下位にかけて が付 しており、 部位の内面側は により 離している。10は 部

上位に最大径を ち、14cm を測る。口 部のつまみ上 は９よりも い。 調は 、胎土は

子を多く み、 を る。 部外面は 位 横 向のヘラ リ、内面はヘラ である。11は

口 部に最大径を ち、 部はあまり らないようである。口 部はわ かにつまみ上 るように られ、

口 直下に 上の みを有する。 部外面は 位のヘラ リ、内面はヘラ で 上 られる。 調

は を する。
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第107図　（9）SI157
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　13は土製支脚の一部である。表面は面 りされ、所 に山 が付 している。 で摩 が しい。

　14は内面 された土師器杯の底部 を利 した有 である。側面は ち いたままである。

（9）S 198（第108・109図、図 ・56・66・70）

　15 －83 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は －２ － 、 は

主 3.32 、 3.59 を測る。掘り込みは 面から16.0cm ～33.8cm で、床面中央に 土と 化 が

見られる。カマドは北 中央に設置される。 床部に 化面は遺 せ 、 土上 に けた山 を だ

ク状の 土が多く られた。 は、東 に する位置から 1が、南 側中央から 2が検出

された。 1は さ5.2cm、 2は２つが するような形で が13.2cm、左が8.1cm である。 溝は 17cm

～40cm、 さ１cm ～ cm で全 する。

　遺物は床面から 土中 にかけて遺 し、 にカマドから多く出土している。１～４、12～14は土師器

杯である。胎土はほ 共 しており、 と 量の リ を でいる。器形も口 部の形状に若

干 リ ー ンがあるものの、口径の1 2程の底部から内 に体部が立ち上がる点では共 してい

る。底部回 糸 り後体部下端から底部にかけて ちヘラ リを加えるものが多い中、２のみ回 糸

り後 調 である。

　１は で ク がやや く、口 部の一部に の付 が見られる。２は ク 成形後 ているた

ク がはっきりしない。 調は である。３は底部外面に墨 のようなものが に見られる。

12、13の体部外面には横位に墨書が記されている。12は「三倉」と でき、13も く「三倉」であろ

うと思われる。14は体部外面に「十」の墨書が正位で記されている。

　５～９は内面に が される土師器杯である。胎土は の されない杯と共 しており、

と リ を でいる。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される点も共 して

いる。 は５、７、９に されている。６は口径19.8cm、底径9.1cm、器高6.3cm を測る大 の杯で、

を する。 は口径に比して底径がやや大きく器高も い。 調は である。10は土師器皿で

ある。外面体部下端に回 ヘラ リ、内面には が される。11は土師器高台付皿で

ある。高台部を した が 面から できる。10、11とも胎土は杯と く と リ を

み、 調は を する。

　15～17は須恵器 である。15は 部から 部にかけての で、16と 様の器形になると思われる。器

表面の 調は 、 面は でサンド チ状になっている。胎土に多量の 子と リ

を む。16は 部から 部上 の である。 く った 部が 部で まり、口 部で 「 」の字状

に開く。 調は 、胎土は15と 様であるが、15の が表面 な印 を ける。 部外面は き、内

面はヘラ で て は見られない。17は 部中位に最大径をもつ り し口 の である。 調は

を する。胎土は 子と リ を若干量 む程 だが、 のた か に い。 部外

面は きで下端にヘラ リを加える。内面はヘラ 、底部は 調 である。い れも下総 である。

　18～23は土師器 である。 の 外は土師器杯と 様の胎土である。18、19は口 部に最大径

をもつと思われる口 部 である。18は 、19は を する。20は 部中位に最大径を ち、

20.8cm を測る。器 が く、口 部はつまみ上 るように られる。外面 部上位は 向、中位から

下位にかけて横 向のヘラ リが される。21は 部中位に最大径をもつ の で、底径がやや大き

い。 調は を し、胎土は杯と く と リ を む。外面 部上 は 位、下 は横位
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第108図　（9）SI198①
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のヘラ リ、内面はヘラ で 上 られる。22は で、 を し、胎土に多量の 、 、

を む。23は の 部 である。胎土に 、 、 を み、 調は を する。

　24は の で、上端は 、下端はあまり い込まれていない。他は い込まれてすり ってい

る。25は 製の ち 、26は 製の である。25は の付 により している 所がある。

（9）S 199（第110図、図 ・56）

　16 －24 リ ド に位置する。 面形は東西に い 形である。主 は －１ － 、 は主

3.27 、 3.97 を測る。掘り込みは 面から36.6cm ～43.7cm で床面は である。カマドは北

中央に設置される。カマド下の掘り込みは けておら 、一 掘り た後埋 し、その上に 床を っ

ていることが かった。 付近には く き まったような ー クが見られ、 リ 部の

と思われる。 は南 中央から 子 １ が検出された。 さは31.8cm である。 溝は

22cm ～38cm、 さ４cm ～14cm で全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて 在している。１は須恵器杯である。カマド の 溝 土から出土し

た。 調は に近い で、 面は を する。胎土は多量の 子と 量の リ を

む。底部回 ヘラ りの後体部下端から底部にかけて回 ヘラ リを す。下総 である。

　２～５は土師器杯である。い れも 調は を し、胎土に と リ を でいる。２は

底部回 糸 り後体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。底部内面が し、外面には

所 の付 が見られる。３は体部下端 底部全面に ちヘラ リが され、やや みを てい

第109図　（9）SI198②
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る。４は口 部のみの遺 で、 い ク が る。口 部外面に墨書の 画が見られる。５は底部回

糸 りの後体部下端と底部外 に回 ヘラ リが加えられる。

　６～11は内面に墨書のある土師器杯である。 がほと どであるが、胎土、調 が似ていることから

ような器形になるものと思われる。７～10は６、11い れかと 一 体になる可能性がある。 の

形状によって、 さ の底部に内 に開く体部をもつ器形と推定される。外面は口 部直下まで

第110図　（9）SI199
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ちヘラ リ、内面は が される。 に み れる文字は なく、６は「□□良女□□」、７は「在」

あるいは「 」か。他が比較的 書きであるのに し、７は 書きで墨 も としている。

　12～14は須恵器の である。12は 部 で、外面に きが されている。13は で、 子と

大 の リ を む。14は を し、胎土に 子と を む。12、14は 、13は下総

である。 のた 図化していないが、 、 子を む の須恵器 も見られる。

　15は 部中位に最大径をもつ土師器 で、14.5cm を測る。器高が14.6cm であり、ほ 数 となる。

口 部は直立した後 やかに外 し、口 部でわ かにつまみ上 られる。 部外面はヘラ リのち

、内面はヘラ が される。外面には所 が付 している。16はカマド 床部から出土した土師器

の底部である。 調は外面 、内面 で、土師器杯と 様の胎土である。

　17は 土器である。外面 、内面に い を し、 を むやや ラついた胎土である。外

面は で、口 部に指 が る。内面は で 上 られる。

　18は 製の で上下両端を している。良く い込まれ、所 状の い が見られる。

（9）S 200（第111図、図 ・９・56・57）

　16 －90 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は －５ － 、 は

主 3.30 、 3.63 を測る。掘り込みは 面から17.9cm ～30.3cm で、床面は である。カマド

は北 中央に設置され、遺 状態は良 である。 は の南側から２ 検出された。南 側中央の

1は 子 で さ13.2cm、それより西に位置する 2の さは20.6cm である。 溝は 18cm ～30cm、

さ２cm ～10cm で全 する。

　遺物の出土は多く、床面から 土上 にかけて全体に している。１～３は土師器杯である。１は内

面 される杯の口 部 である。外面は を し、胎土に 、 リ と 量の

状物を む。外面体部下端にわ かながら ちヘラ リが見られる。 によるものか、器面が

している部 がある。２は体部外面に「□倉」と できる墨書が記されている。やや ながら 一の

さで、墨 も としている。 調は を し、胎土に と大 の リ を む。底部糸

りの後体部下端と底部外 に ちヘラ リを加える。外面の ク は く、内面の ク は い。

３は底部である。 調は 、胎土に 、 リ を む。底部回 糸 りの後体部下端と底部に

回 ヘラ リを している。内外面に が若干付 している。

　４、５、７は き をもつ須恵器で、４、７が 、５が である。４は 部 で を し、胎土に

、 リ を む。７の表面の 調は 、 面は を する。やや で胎土に多量の

子を む。外面底部は 調 、 部下端にはヘラ リが加えられる。４、７とも内面は で て

は見られない。下総 である。５は底部の遺 状 から になると思われる。 調は外面が 、内

面が を する。胎土に多量の と を む。外面は きの後 部下位にヘラ リを加える。

部内面上位はヘラ 、下位はヘラ リで器面が えられ、中位に て が見られる。 である。

　６は 器 の 部である。外面のほ 全面に の付 が見られる。外面は 、内面は

を し、胎土に 子を む。外面 部下端は回 ヘラ リの可能性があるが、遺 部位が なく、

また の付 により である。

　 ～10は土師器 である。 は で、最大径を 部上位に有し、24.0cm を測る。口 部は上

につまみ上 られ、 字状を する。外面の 調は 、内面は を する。胎土に多量の 、
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第111図　（9）SI200
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、 リ を む。 は な である。外面 部下 に が されるが、 部中位は が

付 しているた 調 である。９はやや みがあるものの、口径23.1cm、 部最大径22.9cm とほ

程 の数 である。 に の りで、口 部でわ かに する。口 部外面には による

が見られるが、内面はごく い になっている。 調は を し、胎土に 、 リ を む。

10は の 部である。外面の 調は 、内面は を し、多量の 、 、 を

む。 部内面に が付 している。

（9）S 201（第112・113図、図 ９・57・69・70）

　（9）SI200の10 東、16 －94 リ ド に位置する。 面形は正 形に近く、主 は －６ － 、

は主 3.75 、 3.62 である。掘り込みは 面から25.7cm ～33.9cm で床面は である。カ

マドは北 中央に設置される。左 の 床面から土師器杯２点と が せられた状態で重なって出土し

た。下から９、 、21の で、 の 部下 が一番上に重なっていた。また、煙道部入り口からは 部が

された須恵器 も出土している。床面から は検出されていないが、カマドと向かい う南

中央に さ13.9cm の掘り込みがある。 溝は 26cm ～42cm、 さ３cm ～12cm で全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて全体に している。１、２は須恵器杯である。１は口径の1 2 下

の底部から体部が直 的に開く。 を多く み、 調は を する。 ク は くはっきりとし

ており、外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。底部外面には のような も見

られる。２も体部が直 的に開き、口 部で する。 調は で、胎土に多量の と

リ を む。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。い れも下総 である。

　３～14は土師器杯である。３は口径の1 2ほどの底部から内 しながら立ち上がる杯で、 ク はご

く い。内面の 調は 、外面はに い を し、 を多く む。口 部から体部にかけて

1 2 程 しているが、 れ口が若干 れていることから、故 に った可能性がある。４は口径の1 2

程の底部に外 する口 部が付く。 調は で、胎土に 、 リ を む。底部糸 り後

体部下端から底部にかけて ちヘラ リを す。底部外面には「 」とヘラ書きしてあるように見え

るが、ヘラ リの の の きの可能性も有り、 図的なものかどうかは である。５は口径に比

してやや底径が大きい。 調は 、胎土に 、 リ を む。外面には い ク が り、

底部回 糸 りの後体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。６は 調 の杯で、胎土

に多量の と大 の リ を む。底部回 糸 りの後体部下端と底部外 に ちヘラ リ

を加えている。口 部から体部にかけて2 3 程 けており、そのうち１か所が する。 れ口が若干

れているた 、 図的に ち いた可能性がある。７は 調、胎土ともに４に類似する。器形的な

も口 部が外 する 共 するが、法量はやや大き である。 は口 端部が く外 する。カマドから

重なって出土した土器の内、 中の杯である。 調は を し、胎土に 、 子、

リ を む。 により器面が 離しているた か ク はほと ど見られ 、外面体部下端から底部

にかけて ちヘラ リが される。９はカマド左 床面から重なって出土した３点の土器の内、

最も下側の杯である。 調は内面 、外面 で、胎土に 、 量の 状物を む。内面

は が され、体部下端から底部にかけて を している。 による器面の 離が見られること

から、 は されていたが、 により してしまった可能性がある。外面体部下端から底部

にかけて ちヘラ リが される。10は内面 され、器形に みが見られる。 調は を
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第112図　（9）SI201①
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し、胎土に 、 リ を む。外面の ク ははっきりとしており、体部下位から底部にかけ

て ちヘラ リが加えられる。内面は が されるが、 による 離のた である。

　11～14は墨書土器である。11は横位に「倉」、12も横位に「三倉」と そうな文字が見られる。13は

体部外面に「三倉」と記されている。 が く、 第に くなる らかい である。 調は 、

胎土に 、 、大 の リ を む。底部からの立ち上がりがしっかりとしており、 な印

を ける。底部は回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リを加えている。14はほ 形だが、

口 部が２か所 けている。 ク ははっきりしており、底部回 ヘラ り後体部下端から底部にかけ

て ちヘラ リを加えている。体部外面には朱書きで「六」と できる文字が正位に記されている。

調は内面がに い 、外面が を し、胎土に多量の 、大 の リ を む。

　15～18は須恵器 である。15は 成後 部に している。 後 したものか、カマド煙道部と

床部、床面から出土した が している。 は直径1.5cm 後、外面が 離面していることから、

内面から したものと思われる。胎土、 調とも18と類似するた 一 体の可能性がある。16は 部

で、に い を する。胎土に 子と リ を む。 く き まっている。下総 で

ある。17は口 部 である。 り し状の口 で、 部はわ かに みを る。 調は内外面とも

で 面は を する。胎土は多量の と大 の リ を む。 部外面は き、内面は 形

の が る。 て と思われるが、遺 部位が ないた としない。下総 である。18は 形で、

部です だ後口 部で大きく外 する。 部の最も い部 の径は24.2cm である。 調は内外面と

も 、 面は ないし を する。胎土は多量の 子と大 の リ を む。 部

外面は き、内面は で 上 られる。

　19～21は土師器 である。19は の 部 である。 調は内面が 、外面が を し、胎

土に と 、 を多量に む。外面には山 が付 しており、 の 位は見えにくい。内面

はヘラ で、 部と底部の が である。わ かに る底部は 調 と思われ、 物の 子によ

る のようなものが見られる。20は口 部に最大径を有し、口 部がわ かにつまみ上 るように ら

れる。 調は で、胎土に多量の と リ を む。21はカマドから重なって出土した土器の

内一番上の である。 調は を し、胎土に多量の と大 の リ を む。外面はヘ

第113図　（9）SI201②
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ラ リ、内面はヘラ で 上 られる。

　22は須恵器 である。 調は内面が 、外面が を し、胎土に多量の 子と大 の

リ を む。 のせいかやや を た胎土である。 部外面は き、内面は て によるもの

か器面に が る。 は り付け後ヘラで面 り 形されている。口 部外面と内面の一部に の付

が見られる。また外面には山 の付 も見られる。下総 である。

　23は 、24は み 、25は 子、26は の一部と思われる。他に が１点出土している。

（9）S 202（第114図、図 ９・57・66）

　（9）SI201の１ 南東、17 －05 リ ド に位置する。北東 を む南 が調査区外のた

は だが、 面形は 形を するものと思われる。主 は －７ － 、掘り込みは 面から40.0cm

～47.2cm と い。カマドは北 中央に設置され、 床部奥側から支脚が出土している。 溝は 部

で全 し、 26cm ～40cm、 さ２cm ～ cm である。

　遺物はカマド からややまとまって出土している。１、２は須恵器杯である。 溝北西 付近の 土

中から出土した。表面の 調は であるが、 面は を する。胎土は 、 リ を多く み、

２mm 下の も見られる やや い。外面体部下端と底部に回 ヘラ リが される。 である。

２は口 部 である。表面の 調は 、 面は を する。 子を多量に み、口 部内面に

は い によって が形成されている。外面体部下端にヘラ リが加えられるが、遺 部位が ない

た は である。下総 である。

第114図　（9）SI202
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　３は土師器 である。 に い りで、口 部はつまみ上 るように られる。 調は 、胎土に

多量の 、 リ 、 量の 状物を む。４は土師器 の口 部 である。最大径を口

部に有し、口 部のつまみ上 は い。胎土に多量の と リ を む。 調は を する。

５は 柱状の支脚である。カマドから出土しており、表面は を けて くなっている。 端から 部ま

で遺 しているが、 部は表面が しているようである。胎土は で調 も比較的 である。

（9）S 203（第115図、図 10・57）

　15 －65 リ ド に位置し、北側 が調査区外となる。 面形は 形を すると思われ、主 は

－94 － 、 は主 3.86 、 は である。掘り込みは 面から30.1cm ～43.3cm で床面は

である。カマドは東 中央に設置され、遺 状態は良 である。 は南 中央の 1、床面中央

の 2、西 中央の 3が検出された。 さは 1が13.6cm、 2が10.7cm、 3が16.1cm である。 2、 3は南

の検出で は であるが、 3は 子 の可能性がある。 溝は 16cm ～36cm、 さ３cm ～

12cm で 部 では全 する。床面全体に 土が がり、南東 ー ーからは 化 も出土している。

　 土中から多数の遺物が出土している。１～３は須恵器杯である。１は 子を多く み、 ～

を する。底部に回 ヘラ り を す。 り離し後外面体部下端から底部にかけて ちヘラ

リを加える。２は体部が直 的に開き口 部で する。表面の 調は 、 面は である。わ

かに る底部と体部下端に ちヘラ リを加える。３は底部 で 調は を する。胎土は と似

ており、大 の リ を む。底部回 ヘラ りの後体部下端から底部にかけて ちヘラ リ

を す。い れも下総 である。

　４～９は土師器杯で、外面体部下端から底部にかけての調 は全て ちヘラ リである。４～６、

９は胎土も共 しており、 、 リ を む。４は で、カマド 床部の 土上 から せ

た状態で出土した。底部からわ かに内 しながら立ち上がった後、口 部で外 する。体部外面に「三

倉」という墨書が横位に記されている。 調は である。５は口 部にわ かに けはあるもののほ

する。カマド 床部の 土中 から出土した。 調は内面が 、外面が である。６は南

溝の 土から出土した 形の杯である。内面体部下位から底部にかけて、 のた 器面が 離してい

る。 調は である。７は を し、 、 リ の他に を む。体部外面に横

位の墨書が見られ、「□倉」と できる。 は を し、大 の リ を多く む。 の須

恵器に類似した胎土のた 、須恵器の可能性も考えられる。９は他の杯に比 て口 部の外 が い。内

面の 調はに い 、外面は を する。10は内面 される土師器皿である。 調は

で、内面に に を している。胎土は土師器の杯 様、 、 リ を む。

　11、12は須恵器 である。11の 調は 、胎土に大 の 子と を多量に む。 部内面は横

向の が で、所 指 が っている。外面に された 向の きは、 部上位 行くほど傾

きが やかになり、 部では横 向に近くなる。わ かに る底部の調 は 離のた である。

である。12の 調は で、胎土に 子、 リ を む。外面の調 は きで、 部下

位にヘラ リを す。内面は て が に できる。13は須恵器 である。 調は内面が 、

外面はに い を する。胎土に多量の 子、 リ を む。外面は きで、２ 一 の

が り付けられる。 部内面はヘラ が される。器面に があるものの、 て は では

ない。12、13は下総 である。



－ 176 －

第115図　（9）SI203
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　14～16は土師器 である。14は 部から 部にかけての で 部径14.0cm を測る。カマド内から出

土している。 を し、多量の 子、 リ を む。15は に近い形状であるが、

16に比して器 が く調 も い。 調は内面が 、外面が を し、多量の と 子を む。

最大径は 部上位にあり、24.4cm を測る。外面 部下位の調 は、 土が付 しているた

である。16は で、 を する。カマド内から出土しており、外面に山 が付 している。最大

径は 部上位に有り、径23.4cm を測る。 部上位には内外面ともに した が見られる。

（9）S 204（第116・117図、図 10・57・66）

　16 －54 リ ド に位置する。北東 は 成12 、南西 は 成13 に調査されている。

面形は東西に い 形である。主 は －11 － 、 は主 3.50 、 3.98 である。掘り込みは、

面が南東から北西 向かって やかに傾 しているた 、北東で51.0cm、南西で27.5cm と がある

ものの、床面は である。床面中央に 化面が見られる。カマドは北 から２ 検出された。北 中央

にカマドを設置した後、その東 にカマドを り えている。 は南 側中央の カマドの向かい側

から、 さ29.5cm の 1が検出された。 子 と思われる。 1と重なる位置に さ13.1cm の 形状

の掘り込みがある。 溝は 30cm ～47cm、 さ４cm ～９cm で、南東 を いて全 する。

　遺物は床面から 土中 にかけて全体に する。１、２は須恵器杯である。１の底径は口径の1 2程で、

体部の立ち上がりは である。内面の 調は 、外面は で、胎土に 、大 の リ

を む。底部回 糸 りの後外 部に回 ヘラ リを加える。２は口径と底径の が さく高さのある

杯である。表面の 調は で、 面は を する。胎土に多量の 子と リ を む。

外面体部下端から底部にかけての調 は回 ラ リである。下総 である。

　３は口径と底径の が比較的 なく、体部が直 的に開く土師器杯である。表面の 調は 、

面は を し、胎土に多量の 子と リ を む。 ク が く、外面体部下端から底部

にかけて ちヘラ リが される。下総 の須恵器の可能性がある。

　４～15は土師器杯である。おおむ 胎土は共 しており、 と リ を でいる。12、13の

み胎土が異なり、 、 リ に 状物を 量 む。外面体部下端から底部にかけての調 は

す て ちヘラ リであり、４、５、 、11、15は底部中央に回 糸 り が見られる。４、６、９、

10は体部が内 しながら開き、口 部で外 する器形、５、 、11は体部が直 的に開く器形である。７

は口径に比して底径が さく、わ かに内 しながら開く器形である。 調はに い ないしに い

を するものが多い。12、13は内面 され、12、14の体部外面には墨書が見られる。

12は口 部外面に記号の「 」が記されている。14は体部外面に横位に記された墨書が見られる。口 部

を しているた 一部のみであるが、他の出土例から「三倉」と記されていたと思われる。１と４は

子 北側の床面直上から出土している。

　16～21は土師器 である。16、17、19の胎土は類似しており、多量の 子と リ を み、

やや い。16は底部で 部外面に が付 している。 調は である。17、19の 調はともにに

い である。口 部の形状がやや異なり、17は やかに外 し、19は く 上 につまみ上 られ

るように る。18は器形・胎土ともに17、19とは異なっている。胎土に多量の と リ 、

量の 状物を み、 調はに い を する。全体的に器 が く、 部に 積み を している。

口 部は く られ、部 的に り し状になる 所も見られる。内面口 部と 部の にヘラ に
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第116図　（9）SI204①
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よる が形成されている。20、21は で、胎土に多量の 、 と を む。20の 調は内

面がに い 、外面が である。 部最大径は19.2cm を測り、わ かではあるが口径の が大きい。

口 部は やかに外 する。 部外面に横 向に 行する 状の 跡が見られる。 きに近いが、内面に

たり のようなものは見られ 、 き かどうか である。内外面に が付 している。21は 部下

でカマドから出土している。に い を する。内面底部と 部の に い による みが見ら

れる。底部外面の調 は く、部 的に リ が見られるが、 的には 調 である。

　22～25は須恵器 である。22は最大径を口 部に有し、 部が直 的に開く器形で、 の可能性もある。

調は内面が 、外面が で、胎土に多量の 子を む。 部外面には きが される。

外面の一部と内面の に が付 している。23は 部下位の で、 調は を する。胎土に

多量の 子、 、大 の リ を む。外面は きの後 部下位にヘラ リを加える。内

面はヘラ で、 部上位には て も見られる。24は 部 で、に い を し、胎土に 子

を む。 きが される。25は きが 子状に重なって見える。内面はに い 、内面はに い

で、胎土に 、 、 を む。24のみ下総 、他は である。

　26はやや った 柱状の支脚である。 部を しており、 部も表面が 離している。 を 、

カマドから出土したた 表面は い。表面の調 は比較的 で、 を する。

　27は須恵器杯の底部を した である。回 糸 り が っており、 部 ち きによって径

６cm 程の大きさに えている。 径は推定0.8cm で、器面の 離状 から ち き・ とも の底部

外面側から行われたものと思われる。 調は 、胎土に 子を む。

これらの遺物の他に が１点出土している。

（9）S 205（第118図、図 10・58）

　16 －09 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は －74 － 、 は

主 3.32 、 3.10 を測る。掘り込みは 面から10.0cm ～30.8cm で、床面は が しい。カマ

ドは２ 検出された。北 中央に カマドの掘り込みが見られ、西 中央に たにカマドを設置している。

西カマドは煙道部の掘り込みがほと ど く、ほ の内側に まる程 で、遺 状 は良 である。

は検出されなかった。床面中央に 土が まっている 所があり、全体に 化 が している。

第117図　（9）SI204②
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溝は 14cm ～34cm、 さ４cm ～10cm で全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて する。１～３は土師器杯である。胎土はほ 類似しており、

と リ を む。 調も で共 している。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リを

す点も共 するが、３のみ内外面に を す。１、２は を さないものの、 によって

に 上 られている。口 部は外 し、２は に近くなる。

　４は土師器 で底部を する。体部は内 に開き、口 部で外 する。 調は内面が 、

外面が を し、胎土に 、大 の リ 、 量の 状物を む。外面の調 は体部下位

に ちヘラ リを した後 い 、内面は な である。

　５～ は須恵器 である。５、６はあまり 部の らない もしくは の口 部 で、５は胎土に多量

第118図　（9）SI205
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の 子と リ を む。 調はに い で、 り し口 は く られる。６の口 部

は内側に り した状態になっている。内面の 調は 、外面は で、胎土に多量の

子、 リ 、 を む。 か。７は 部 で、 調は を し、胎土に多量の と

子、 リ を む。外面に きを す。 である。 は く った 部に、す まった後

大きく外傾する 部が付く。 調はやや みを たに い で、 面は を する。胎土は５

と類似している。下総 である。

　９は土師器 の底部である。 い りで を し、胎土に リ と 量の 状物を む。

カマド 床部の 土上 から出土しており、内面に が付 している所がある。

（10）S 358（第119・120図、図 11・58）

　遺跡の東端、19 －18 リ ド に位置する。掘立柱建物跡が集中する一 の東側にあたる。 面形

は正 形である。主 は －６ － 、 は主 6.65 、 6.62 を測る。 遺跡の 代の

跡の中では大 である。掘り込みは 面から9.6cm ～25.5cm とやや い。カマドは北 中央に設置

される。煙道部が の から50cm ほど外側に掘り込まれ、遺 状態は良 であった。 は主柱

５ と 子 １ が検出された。 さは 1が69.5cm、 2が61.3cm、 3が77.3cm、 4（出入り口）が

31.3cm、 5が87.6cm、 6が82.6cm である。 1～ 3、 6には柱 跡が られる。このうち 3は柱 跡が

２か所あり、埋 し後やや外側に掘り込 でいることから、わ かにサ を大きくして したもの

と思われる。床面の み 面は で、部 的に ー クが られる程 であり、全体的に

は である。 溝は 22cm ～38cm、 さ４cm ～18cm で全 し、北 東 付近が一番 い。

　遺物は床面から 土上 にかけて全体に する。１、２は須恵器杯である。口径の1 2 後の底部か

ら体部が直 的に開く器形で、２は口 部で外 する。外面底部全面と体部下端に ちヘラ リが

される。１の 調は リー で、胎土に多量の 子と を む。２の り離し 法は回 ヘラ

りのようである。 ク が くはっきり っており、内面体部と底部の には みが見られる。 調

は で、胎土に多量の 子、 、 リ を む。い れも である。このほかに体部下位

から底部にかけて回 ヘラ リを す須恵器杯もある。

　３、４は ク の土師器杯である。胎土は共 しており多量の 子と リ を む。

外面口 部直下までヘラ リが され、内面は で 上 られる。３の底部中央には木葉 らしきも

のが っている。 調は３の内面が 、外面が 、４は を する。

　５～ は ク の土師器杯である。５は底部ヘラ リによって が生 た杯である。回 糸

りの後体部下端と底部に ちヘラ リを加える 、 り るように っている。６は体部が直 的に

開く杯で、外面体部下 から底部にかけて ちヘラ リが される。底部外面に「倉」と思われる墨

書が見られる。７は体部が直 的に開く杯で、底部回 糸 りの後体部下端と底部 に ちヘラ

リが され、体部の立ち上がりは である。口 部内外面に 煙が付 しており、器面には による

離も見られる。底部外面に「三」の墨書が記されている。 子 北側の掘り込みからの検出である。

は口径に比して底径がやや大きい杯である。わ かに内 しながら開く体部は口 部で外 する。底部

回 糸 りの後体部下端と底部 部に ちヘラ リを す。底部外面に「三」の墨書が見られる。

底部は文字部 も て３ に れ、西 と南 の 溝 土から検出された が した物である。い

れも 調は で、５、 は 子と リ 、６、７は と リ を む胎土である。
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第119図　（10）SI358①
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　９は土師器 である。 による器面の 離が しい。 部中位に最大径を有し、12.3cm を測る。

する口 部は やかに外 し、端部を く ている。 調はに い で、胎土に多量の

子、 リ を む。10、11は の土師器 である。10は 部 で、外面の 調は 、内面は

に い を する。胎土に多量の と ・ 、 リ を む。11は底部 で、底部外面

にはヘラ リが されている。 調はに い で、胎土に多量の ・ 、 を む。 に

より や く けた部 が見られる。

　12は 器 の 部下位から 部にかけての である。外面全面と 部内面に が かっている。

調は で、胎土に 子、 リ を む。 により器面が れている所が見られる。

　13～17は須恵器 である。13は口 部で 調は 、胎土に 子を む。 か。14は底部で

ある。 部外面はヘラ リで、上端にわ かに き が見られる。底部外面は 調 である。内面の

調は 、外面はに い を する。胎土に 、 子を む。15～17は 部 である。い

れも外面に きが される。15、16は胎土に を む。17は内面 、外面 で、胎土に多

量の 子、大 の リ を む。17のみ下総 、他は である。

　 跡からは が１点出土している。

（10）S 396（第121図、図 11・58）

　17 －00 リ ド に位置する。 面形は南北に い 形である。主 は －19 － 、 は主

3.24 、 2.98 を測る。掘り込みは 面から3.6cm ～13.5cm とかなり い。カマドは北 中央

に設置され、遺 状態は良 である。 は床面西側から５ 検出された。 さは 1が19.5cm、 2が

11.9cm、 3が9.0cm、 4が7.1cm、 5が8.9cm である。このうち 1、 2は に伴うものと考えられる。

3、 4は 土が 1、 2と異なり、 に伴わない可能性がある。 5はカマド にあるた 、何らかの

設の可能性が考えられる。 溝は 16cm ～24cm、 さ１cm ～ cm で、カマド東 から東 中程にかけて

れる。

　カマドからややまとまって遺物が出土している。１～６は土師器杯である。１はわ かに内 しながら

開く杯、２は口 部が やかに外 する杯で、外面体部下端から底部にかけての調 はともに ちヘラ

リである。 調はに い で、１は内外面に が付 している。３は口 部が し外 する杯で

ある。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが され、底部からの立ち上がりは になって

いる。 調は である。４は内面 される杯である。やや大き の底部から内

第120図　（10）SI358②
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に立ち上がり、口 部で外 する。底部回 糸 り後、底部全面と体部下位に ちヘラ リが

される。口 部外面に「三倉」と思われる墨書が正位に記されている。「倉」の字は器面が れているた

とせ 一部のみの であるが、他の墨書の出土例から「倉」と推定した。５は体部外面に墨書が

見られる杯である。横位に「三倉」と記されている。底部外面の調 は４と く回 糸 りの後底部全

面と体部下端に ちヘラ リが される。 形 であるが、墨書と 面する位置が れ、 してい

る。 位置の外面、口 部から底部にかけて に が見られる。 図的なものがあるのかどうかは

である。 調は４、５とも である。 跡出土の杯、 とも胎土は共 しており、多量の

と リ を むが、ごく 量 状物を むものもある。６は底部のみの遺 であるが、

れ口が若干摩 しているた 、 図的に ち いたものと思われる。外面体部下端から底部にかけて

ちヘラ リが される。 調はに い である。 のた 図化はしていないが、口 部外面に墨

書の見られる杯もある。

　７、 は土師器 である。７の 部最大径は口径と 14.0cm を測る。 部外面はヘラ リによっ

て面が形成されている。内面の 調は 、外面はに い を し、内外面に の付 が見られる。

も口径、 部最大径ともに で15.4cm を測る。口 部はわ かにつまみ上 るように 上 られる。

内面の 調は 、外面はに い で、内外面に の付 が見られる。

第121図　（10）SI396
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（10）S 412（第122～124図、図 11・58・69・70）

　遺跡の東端、19 －62 リ ド に位置する。掘立柱建物跡が集中する一 の南東側にあたる。 面

形は東西にやや い 形で、南 がわ かに調査区外にかかる。主 は －２ － 、 は主 6.53

、 6.76 を測る。 遺跡の奈良・ 代の 跡の中では（10）SI358と 様大 の であ

る。掘り込みは 面から12.6cm ～28.5cm とやや い。カマドは北 中央に設置され、遺 状態は良

である。 は主柱 ４ と 子 １ 、 柱 14 が検出された。主柱 の さは 1が88.0cm、

2が77.2cm、 4が84.8cm、 5が63.9cm である。 子 である 3は南北に２ したような形状で、

さはそれ れ北側が45.0cm、南側が54.4cm である。 柱 は径22.0cm ～34.0cm、 さ14.5cm ～45.7cm

で、おおむ 東側の 柱 の が い。床面は で、北側から 化 が出土している。 溝は 28cm

～72cm、 さ２cm ～14cm で全 する。 土は山 を だ 土が主体である。

　遺物は床面から 土上 にかけて全体に している。１は須恵器杯 で、 状のつまみ部 が

している。 子を多く み、 調は である。２は須恵器杯である。内面はに い 、外面は

、多量の 子と大 の リ を む。 のた か 面は を し、 の部 が所

をとど ている。外面底部 体部下端の調 は回 ヘラ リである。い れも下総 である。

　３～39は土師器杯である。９～13、20、25～29の内面調 は で、11～13、20、25～28は

が される。また、12～19、25～38の口 部・体部外面には墨書が見られる。外面体部下位から底部にか

けての調 は、 できるものは全て ちヘラ リである。胎土は多量の と リ を む

ものがほと どで、４、５はやや を ている。20、28は 量の 状物を み、28は 量の

も 入している。12、25、26に まれる は かい。11はやや を 他と若干胎土が異なる。

　墨書は多数出土しており、総数65点を数える。そのうち文字を できるものを図化した。はっきりと

「三倉」と できるものは 点、「三倉」と推測されるもの５点、「三」と推測されるもの１点、「倉」と

推測されるもの 点である。墨書の向きは、正位に 書きされたものは３点で、全て「三倉」と でき

る。横位のものは19点で、このうち口 部を上にして 向きに記されたものが12点、左向きが７点であっ

た。また、図化していない 43点中「三」と推測されるもの３点、「倉」と推測されるものが４点ある。

他は 画のみで は しい。墨書の記されている部位は口 部外面が19点、体部外面が18点、底部外面

が１点である。内面 される杯は６点ある。16は 書きで、 でも の が できる。17は

口 部をほと ど いており、体部外面に記された墨書も している。 された一 の底部内面に墨

が がっている。37は良く き まっており、そのせいか墨 がくっきりしている。35も墨 がかなり

い。「三倉」と思われるが、「倉」の字はかなり 形している。

　40は土師器高台付皿である。口 端部が外 する皿にやや の高台が付く。内面の調 は 、底

部外面は回 ヘラ リである。胎土は土師器杯と 様 と リ を む。 調は である。

　41、42は土師器 である。42は口 部、底部ともに するが、41とほ 様の法量になるものと思わ

れる。胎土に と リ を み、 調は41が 、 42が を する。

　43～45、48～54は須恵器 、46、55～57は須恵器 、47は須恵器 である。43、44は で、口 部が「 」

の字状に開く。43は を し、胎土に多量の 、 、 を む。器面の れが しく、調

は である。44は り し状口 の端部をつまみ上 ている。 調は 、胎土は 子と リ

を みやや い。 ク による横 で調 で、外面には やかな ク が る。45、46、51は
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第122図　（10）SI412①
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第123図　（10）SI412②
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第124図　（10）SI412③
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子、 リ を む下総 の須恵器で、外面に きが見られる。い れも内面の て は である。

47は を する東 の 口 部で、胎土に 子、 リ を む。口 部は「 」の字状に開

いた後水 向に 、端部が 下 につまみ出される。内外面に が かっている。48は く った

部に「 」の字状に大きく開く口 部をもち、口 端部はつまみ上 られる。 調は 、胎土に 、

リ を み、５mm 後の も見られる。口 部の調 は ク による 、 部外面は きである。

部内面には 状の て が っている。東 もしくは北武蔵 か。

　49、50は 底で大 の である。外面に き を ち、内面はヘラ で 上 られる。49は比較的

な りで、 部外面には の が かっている。 調はに い 、胎土に多量の 子を む。

成は で、 き 器のような印 である。 か。50はかなり みをもっており、器面に

が る。底部内面に が まっており、外面も底部近くまで が流れて付 している。 調は 、胎

土に 子、 リ を む。東 である。52は の 部 である。内面 、外面は を

し、 が付 しているものか、 を ている。外面の調 は き、内面は 状の て が る。

53、55は45、46、51と 様の胎土で、53は による器面の 離が しい。54は底径19.0cm と推測され

る の底部 である。 調は内面が 、外面が リー を し、胎土に多量の 子を む。

部外面は きで を ている。49 様 に である。52、54はともに東 である。

　55～57は の である。55の表面の 調は で、 面は を する。56は を し、

で な りである。57は多量の 子と リ を む下総 の須恵器で、 を する。

　58は土師器 の口 部である。 部は く、口 部はつまみ上 るように られる。胎土は杯と 様で

ある。 調は を する。 により器面が れている。59は土師器 の底部、60は土師器 の

底部である。胎土は杯と 様で、60には 量の 状物が まれる。

　61～65は 製 である。61、62は 面 形の 状製 で、 の 状部もしくは の可能性がある。

63は 、64は 、65は 子である。65は南東 の床面直上からの出土である。

（10）S 448（第125図、図 11・58）

　19 －20 リ ド に位置し、掘立柱建物跡が集中する一 の西側にあたる。 面形は正 形に近く、

主 は －４ － 、 は主 4.48 、 4.53 を測る。掘り込みは 面から1.3cm ～9.0cm と

に い。カマドは北 中央に設置されるが、 により しく されており、煙道の掘り込みは

である。 床の一部は 化している。 は床面北西から 1、南 中央から 2が検出された。

さは 1が27.2cm、 2が6.0cm である。床面中央がよく み られている。 溝は らない。

　遺物は 南東の床面直上から 土中 にかけて している。１は土師器杯の底部である。 して

いるものの、底部はほ 遺 する。 調は 、胎土に 、 リ 、 を む。外面体部下端

から底部にかけて ちヘラ リが される。２は い高台が付く土師器 で、底部の1 2ほどが遺

する。 調はに い 、胎土にやや多 の と リ を む。内面の調 は 、外面は

回 ヘラ リの後外 部 で、 り出し高台と思われる。３は土師器皿である。ごく一部の遺 で、

調は 、胎土に多量の 子、 リ を む。体部が直 的に開き、口 端部で し

わ かに内 する。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。

　４～７は須恵器 である。４は口 部に最大径をもつ で、口 部は け口状を する。内面の 調は

、外面は 、胎土に多量の 子、 リ 、 を む。 部外面上 には き、下
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第125図　（10）SI448

7

9

4

8

5

3

1 2

6

10

0 10cm

0 4m

0 1m

′

′

′
′ ′

′

10

8

4

7

2

1

910

4

7
2

1

9

3

6 6



－ 191 －

はヘラ リ、内面にはヘラ が される。底部には回 台の が見られる。５はやや く った

部に り し状の口 部が付く形で、口 部は け口状を する。 調は 、胎土に多量の 子

と リ を む。 部外面は き、内面は である。６は を する の 部 である。内面の

調は リー 、外面は リー を する。胎土に 、 リ 、 を む。７は の底部

である。器 が く、底部からの立ち上がりが である。 調は 、胎土に多量の 子、

リ 、 を む。 部外面遺 部上位にヘラ リの が見え、その後 きを している。底部外

面は 調 、内面は横 で 上 られる。６のみ東 、他は下総 である。

　 は口 部に最大径を有する土師器 で底部を する。器 は く、口 部は「く」の字に大きく外

する。内面の 調はに い 、外面は を する。胎土に を む。 部外面全体に山

が付 しており、 部下位には も付 している。

　９は支脚である。 端部・ 部ともに している。表面は面 りされ、多 形を成す。10は脚付土器

の脚部 で、上端は 面で 離している。 調は である。 で く全体的に表面が 離している。

１脚のみの であるた 、全体 は である。９、10は の中央東側、床面直上からの出土である。

（10）S 456（第126図、図 11・12）

　17 －83 リ ド に位置し、南東 の一部が調査区外にかかる。 面形は北西 に比して南東 が

第126図　（10）SI456
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やや く台形に近い。主 は －40 － 、 は主 3.35 、 3.62 を測る。掘り込みは 面か

ら24.2cm ～40.2cm で、北 が一番 い。カマドは北西 中央に設置され、遺 状態は良 である。

は から 検出された。 さは 1が27.0cm、 2が40.6cm、 3が23.1cm、 4が34.8cm、 5が34.6cm、

6が32.5cm、 7が40.1cm、 8が12.3cm である。 溝は 14cm ～25cm、 さ３cm ～10cm で全 する。　

　出土遺物は なく、カマド 床部 土中 から３、４などが検出された。１は土師器杯の口 部 であ

る。体部が直 的に開いた後、口 部で内 する。外面は口 部直下までヘラ リが される。内面の

調は 、外面は で、胎土に多量の 子を む。

　２は須恵器 もしくは の口 部 である。内面の 調は 、外面は で胎土に リ 、

子と を む。内面から口 部外面にかけて が付 している。東 である。

　３～６は土師器 である。３は口 部に最大径をもつ。口 部は い 字を描く。内面の 調は 、

外面はに い 、胎土に多量の 子と リ を む。４は の口 部 で を

し、胎土に多量の 、 を む。５、６は の底部である。とも３に類似した胎土で、５は 、

６は を する。

（10）S 536（第127図、図 12・59）

　19 －61 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は －10 － 、 は

主 3.50 、 3.86 を測る。掘り込みは 面から27.0cm ～35.5cm である。カマドは北 中央に設

置されるが、 床部の が しく である。 はカマドと向かい う南 中央から 1が検出

された。 さは20.0cm である。 溝は 12cm ～30cm、 さ５cm ～12cm で、南 中央、 1の東側でわ か

に れる 外は全 する。

　遺物は 土中に 在している。１は須恵器杯である。 ク が くはっきりしている。 調は リー

、胎土に 子を む。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。下総 であ

る。２は須恵器高台付杯の高台部 である。 を し、 子を む。開きは く、 面 形を

する。 である。

　３～７は土師器杯である。３、６、７は ち調 と思われる杯で、外面口 部直下までヘラ リが

される。３は さ の底部から体部が内 に開く器形である。内面の 調は 、外面はに

い で、胎土に と大 の リ を む。６はカマド から出土した。外面全体に が付

している。 調はに い 、胎土に多量の 子、大 の リ を む。体部がわ かに内

しながら開く器形である。７は底部を する。 調は 、胎土に 、 リ を む。４

は内 する体部に やかに外 する口 部が付く。 調は 、胎土に 子、 リ を む。

口 部に の付 が見られる。５は底部外面に「三倉」の墨書が見られる。口径と底径の が さく、

形を する。底部回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リが加えられる。 調は で、胎

土に多量の 子と 、 リ を む。出土地点は南西 ー ー付近の 土上 である。

　 、９は須恵器 である。 は り し状口 で、端部が く 上 られる。 調は 、胎土に

子を む。 部外面は きが される。内面の て ははっきりしない。９は の の 部

である。胎土に多量の ・ 、 を み、 リー を する。外面は横 向の きで、遺

部下位にはヘラ リが見られる。内面にはヘラ が され、所 に指 が されている。

　10～12は土師器 である。10は の口 部で、口 部が 字を描く。 調は 、胎土に多量
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の 、 、 リ を む。11は 部上位に最大径をもつと思われる の口 部である。 調は

、胎土に多量の 子、大 の リ を む。12は 部の りが く、口 部に最大径を

もつ。 調はに い を する。胎土は５に類似し、多量の 子と 、 リ を む。

（10）S 540A（第128図、図 12・59）

　19 －44 リ ド に位置する。建て えが行われた で、 土の状 から の床上に ー

を 量 む 土を５cm ほど り、 形していることがうかがえる。西 は の を利 し、

北 と東 は50cm ～80cm、南 はわ かに内側に り えられている。 面形は東西にやや い 形で、

主 は －12 － 、 は主 3.50 、 3.75 である。掘り込みは 面から9.9cm ～17.5cm と い。

カマドは建て え 後とも北 に設置され、建て え後は カマドより西に 設している。一部 を

けているものの遺 状 は良 である。 、 溝は検出されなかった。

第127図　（10）SI536
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　遺物は床面南側からややまとまって出土している。１は須恵器杯である。口 部を するが、 れ口

が若干摩 しているた 図的に ち いた可能性がある。内面の 調は 、外面は 、 面

は を する。胎土に多量の 子と リ 、 を む。外面体部下端から底部にかけて回

ヘラ リが される。下総 である。

　２は土師器杯でカマド内から出土した。 さ の底部から体部が直 的に開く器形である。 調は 、

胎土に 、大 の リ を む。外面には ク が り、体部下端から底部にかけて ちヘ

ラ リが される。３は内面 される土師器杯の底部である。２と 様の胎土で、 調は を

する。底部回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リが される。

　４は須恵器 の 部 である。外面に きが見られる。 調は リー 、胎土に多量の 子と

大 の リ を む。下総 か。

　５は の土師器 である。最大径を 部上位に有し、24.2cm を測る。外面 部下位は横 向のヘ

ラ リ後 向のやや な 、 部上 は で器面に が る。底部は遺 部 が なく

第128図　（10）SI540
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であるが、木葉 の可能性がある。 部内面には 積 が多数 っている。 部外面には山 が付 し

ている。 調はに い 、胎土に多量の ・ 、 、 リ を む。

（10）S 540B（第129図、図 12・59・66・70）

　 面形は東西にやや い 形で、主 は －13 － 、 は主 4.25 、 4.60 、掘り込みは

第129図　（10）SI540
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面から14.7cm ～23.5cm である。カマドは北 中央に設置され、遺 状態は良 である。 は

（10）SI540 の 床下から主柱 が４ 検出された。 さは 1が38.8cm、 2が23.6cm、 3が37.5cm、 4が

29.9cm である。 溝はカマド左から北西 で れる。 20cm ～36cm、 さ１cm ～12cm とやや があり、

南 で くなる。

　遺物は床面から 土中 にかけて する。１～３は土師器杯である。口径と底径の が さく 形を

する。外面体部下端から底部にかけての調 は ちヘラ リである。胎土はほ 共 しており、

子、 、 リ を む。１は器高が のタ で みを有する。 調は で、外面に

は の付 が見られる。２は器高の いタ で、３は内外面ともに い ク が る。内面の 調は

、外面はに い を する。

　４～ は土師器 である。４は の口 部である。内面の 調はに い 、外面は 、

胎土に多量の 、 、大 の リ を む。 部外面の リの 跡はあまり ではない。

５は最大径を 部上位に有し、17.6cm を測る。口 部はわ かにつまみ上 られ、外面に い を形成

する。内外面に が付 している。６は「 」の字に近い形状の口 部である。内面の 調は 、外面

は を する。７は の底部で を する。５～７の胎土は杯とほ 様であるが、５は杯より

も 入物が多くやや ラつく。 は の底部である。に い を し、多量の 、 、

、大 の リ を む。底部外面には木葉 が見られる。外面に が付 している。

　９～11は須恵器 である。９は底部で を する。外面遺 部上端にわ かに き が見られ、内

面には て が に る。胎土に多量の 子、大 の リ を む。 か。10は口

部で、口 部外面に を ち、端部は く られる。外面は り し状口 の直下まで きの 跡が見

られる。 部内面の て は である。 調はに い 、胎土に多量の 子、 を む。下

総 である。11は の 部 で、外面に きが される。 を し、胎土に多量の 子を むが、

成は良 で である。 である。

　12は 製の で、カマド西側の から出土した。上下両端を する。下端は 後若干

している。13は の 部である。 い を有する の三 形で、東側 溝の中央から出土した。

（11）S 1001（第130・131図、図 12・13・59・69・70）

　16 －74 リ ド に位置する。 面形は南北にやや い 形である。主 は －30 － 、 は

主 3.93 、 3.57 を測る。掘り込みは 面から31.7cm ～43.2cm で、床面全体が 化している。

カマドは北 中央に設置され、 端が流 しているものの 状 は良 である。 は南 中

央から 子 １ が検出された。南北 向に い 正な 形を し、 さは18.4cm で底面は南に

向かって６cm ほど傾 している。 溝は 21cm ～55cm、 さ２cm ～９cm で北 と南 で れる。 の

立ち上がりは やかで、 に北 は やかである。

　遺物は床面から 土上 にかけて する。１～12は土師器杯である。底径は口径の1 2 後で、外面

体部下端から底部にかけて ちヘラ リを すものが大 を る。胎土にやや多 の と

リ を む点はどの土器も共 している。１は 中央の 土上 から出土した。口 部から体部にか

けて1 2 程 している。 調は である。２は西側 溝の 土上 から出土した。内面はに い

、外面は を する。外面に の付 が見られる。３は 東側の 土中 から出土した。に

い を し、胎土に 量の 状物を む。外面体部下端から底部にかけての調 は回 ヘラ
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第130図　（11）SI1001①
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リである。４は回 糸 り がわ かに できる。内面の 調はに い 、外面は である。５

は西側中央の 土上 から出土した。口径に比して底径がやや大きく、口 部が 状を する。底部外

面に墨書の 画がごくわ か見られる。

　６～12は墨書土器である。９、11 外は全て 土中からの出土である。６は表面の 調が 、 面

が を する底部 で、底部外面に墨書が見られる。７、 は口 部外面に横位の墨書が見られる。「倉」

と記されたものか。９、10は内面に が された杯である。９は 中央付近の 土上

から出土した。底部外面に見られる墨書は「 □」で、一文字 は「 」の異体字、 文字 は「 」

あるいは「 」 と推測されるが、 部 が文字に かっているた は しい。10は体部外面に横

位の墨書が見られる。 文字 上の記載と思われるが、 文字 は一部を して している。他の出土

例から「三倉」と記されていたと思われる。11は 中央の 土上 から出土した底部 である。底部外

面の調 は回 ヘラ リ、体部下端には ちヘラ リが される。底部外面には「 」と思われる

墨書が見られるが、墨 が く である。12は体部外面に「倉」の墨書が横位に記されている。

　13～15は土師器高台付皿である。い れも底部は回 ヘラ リの後高台が り付けられている。13は

口 部1 4 程を して れた後 している。底部外面には朱書きの文字が記されている。遺物 り上

の番号が重 しているた 、 な出土地点・状 は であるが、南側 溝 の 土中 から出土

したようである。 調はに い で、胎土に 量の 状物を む。14は高台部のみの遺 である。

に い を し、体部が している。15はカマド 床部の 土中 から出土した。 を し、

子、 などをやや多く む。

　16、17は土師器 である。２点ともカマド カマド から出土している。胎土は土師器杯と 様

、 リ を でいる。16は外面体部下位から底部にかけて ちヘラ リ、内面に

が される。胎土に 量の 状物を み、 のた か表面が ラついている。17は底部を する

が、口径の1 2 後になるものと思われる。外面体部下位の調 は ちヘラ リである。内面に

は見られないが、所 いところが見られることから は が されていた可能性がある。

　18～21は土師器 である。18は口 部に最大径をもつ。南東 の 土中 から出土した。 部の りは

く、最大で13.2cm である。外面と口 部内面に が付 している。 調は内面がに い 、外面

が である。19～21は で、胎土に多量の 子と を でいる。19はカマド左 の 土

中 などから出土した。器 が く、口 部をつまみ上 るように っている。 調は を する。

20は 部 でカマド 土中 から出土した。 調は で、内面 部中位に が付 している。21は

底部 で、内面の 調は 、外面は を する。

　22～28は須恵器 である。22、23は く った 部に「 」の字状に開く口 部がつく 形タ 、

27、28は口 部が く外 するタ 、24は 部中位から底部にかけて遺 する。22はカマド 床部の

土中 などから出土した。表面の 調は 、 面は で、胎土に多量の 子を む。 部内面

に 状の て が見られる。23は南東 の 土中 から出土し、 部最大径26.2cm を測る。

ないし を し、 子を多く む。24はカマド 床部の 土上 などから出土した。表面の 調

は 、 面は で、多量の 子、 リ を む。25は ではあるが 形と思われる。

25の 部は南西 の床面から、 部は南東 の 土中 から出土した。 調は で、多量の 子、

リ を む。26は で、胎土に７ 下の を む。27は東側 溝の 土中 から出土した。
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第131図　（11）SI1001②
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胎土、 調ともに24に類似する。28は 土中からの出土で、に い を する。

　29は須恵器 で、床面中央付近から出土した と 土中から出土した が した。胎土に多量の

と 子、大 の リ を む。底部は遺 部位が ないた 、 か かは である。

部外面の きは 子 状を するところがある。内面の 調はに い 、外面は を する。

　30は須恵器 を した である。 溝南西 の 土中 から出土した。 調は ないし 、胎

土に多量の 子を む。内面には 9.1cm、横4.2cm の墨 が見られる。

　31は 製の 子、32は 製の 状製 で、い れも 土中からの出土である。

（11）S 1003（第132図、図 　13・59・66）

　16 －77 リ ド に位置する。 面形は正 形に近く、カマド左 から西 南端にかけて を

けている。また南 中央は 文 代の土 1033と重なっており、 面 溝は検出できなかった。主

は －22 － 、 は主 3.46 、 3.59 、掘り込みは 面から20.4cm ～35.7cm である。カマド

は北 中央に設置される。 床部は く けて 化しており、 床部奥の 土中から支脚が正位で出土し

ている。 は南を く ー ー付近から検出され、 さは 1が12.8cm、 2が18.2cm、 3が8.4cm で

ある。調査所見によると、東 の 1は 蔵 と考えられるようである。 土は ー ・ クを

む 土の 一 で、 土中から 製 と土師器杯が せた状態で出土している。 溝は北 西側

で れ、 16cm ～40cm、 さ１cm ～７cm である。

　遺物は床面から 土上 にかけて し、カマド にやや集中する。１～３、５は土師器杯である。

１は 形 で南 の 土上 から出土した。外面口 部直下までヘラ リが される。 調は

から 、胎土に多量の 子、 リ を む。外面に の付 が見られる。２は南

の 土上 から出土した。底径が口径の2 3程で、 形に近い形状である。外面体部下端から底部にかけ

て ちヘラ リが される。内面の 調は 、外面はに い 、胎土に多量の 子、 、

リ を む。外面の一部に の付 が見られ、内面には に している所がある。３は 土中

から出土した口 部 である。体部外面に横位の墨書「三倉」が見られる。内面の調 は 、外面

は口 部直下までヘラ リが される。 調は 、胎土に 、大 の リ を む。５

も 土中から出土した口 部 である。体部が直 的に開き、口 端部で外 する。内面の調 はやや

を たヘラ 、外面は口 部直下までヘラ リが される。体部外面に の付 が見られる。

調は 、胎土に 、 リ を む。

　４は下総 の須恵器杯で、カマド の床面付近から出土した。底径と口径の が比較的 なく、口 部

が外 する。外面体部下位から底部にかけて ちヘラ リが される。内面の 調は 、外面

は を する。胎土に多量の 子、大 の リ を む。

　６、７は内面 された土師器杯である。６は北 の床面から出土した。 を し、多量の

と リ を む。内面は な 、外面は体部下位から底部にかけて ちヘラ リの

のち らな が される。外面体部中位には 状に が付 している。７は北東 内 土上

から せた状態で出土した。器形にやや みが見られるものの、胎土は で、 量の 状物を む。

内面は ク の を すように に いている。外面は底部糸 りの後体部下端と底部に回 ヘラ

リを す。 調は を する。

　 は の土師器 で、カマド の 土中 から上 にかけて点在していた。最大径を 部中位よ
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第132図　（11）SI1003
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り上に有し、22.3cm を測る。外面 部中位の に が付 しており、 部下位には山 の付 も見ら

れる。底部の調 はやや ながらヘラ リのち が されている。 調は 、胎土に多量の

子と 、 リ を む。

　９、10は須恵器 である。９は く った 部に「 」の字状に開く口 部がつく器形で、 部最大径

は24.8cm、 部径17.0cmを測る。 部内面は て が で、外面も みを出すた か き が くはっ

きりしている。内面の 調は 、外面は を する。胎土に多量の 子と 、大 の

リ を む。10は外面に き の見られる 部 である。内面は で、 て は見られない。内面

の 調は リー 、外面は リー 、胎土に 子、 リ を む。

　11は支脚でカマド煙道部付近の 土中 から正位に立った状態で出土した。所 するものの、 端

部から 部までほ しており、全 15.9cm である。面 りされ、 面は多 形を する。

　12は 製 で北東 内 土上 から出土した。最大径3.9cm、下面径2.9cm、 さ1.6cm、

径0.7cm である。 は、一 的に ン と ばれている 積 の 成 と見られる。表面

は に研 されている。

（11）S 1004（第133～135図、図 13・14・59・60・66）

　16 －67 リ ド に位置し、（11）SI1003の北 西側に する。 面形は南北に い 形で、南東

は を けている。主 は －18 － 、 は主 3.76 、 3.38 を測る。掘り込みは 面

から21.9cm ～38.5cm で床面はやや をもつ。カマドは北 中央に設置され、遺 状 は良 である。

南 側中央から 子 １ が検出された。 さは14.7cmである。 溝は北 東側から東 にかけてと、

南 西 の一部に見られ、 14cm ～40cm、 さ３cm ～７cm である。南 と西 の 溝は よりかな

り内側に り、土 セク ンに り いが見られないことから した可能性が考えられる。

　遺物は 土下 から上 にかけて多数出土し、 にカマド に集中する。カマド からは支脚も出

土している。１は下総 の須恵器杯である。口 部が 形で最大径13.4cm、最 形12.5cm と みが大

きい。底部に回 糸 り を有し、体部下端と底部外 に ちヘラ リが される。内面の 調は

リー 、外面は で、胎土に 子を多く む。

　２～５は土師器杯で、外面体部下位から底部にかけての調 は ちヘラ リである。２、３は器形、

胎土などがよく似ている。底径は口径の1 2、体部が直 的に開く。胎土に多量の 、 リ を む。

調は である。全体に かく れていて、 土中からの出土が多い。４、５は内面に

が される。４は底部を するが、口 部は する。 調は 、胎土に 、 リ

を む。５は底部1 2 程の遺 で、 調はに い 、胎土に 、 リ を む。

　６は土師器高台付杯の高台部である。 中央やや東寄りの 土下 から出土した。体部は ど って

おら 、 図的な ち きの可能性がある。内面の調 は 、外面は底部回 糸 り後高台を り付

けている。 調はに い 、胎土に 、 リ を む。

　７は土師器 で、カマド煙道部の 土中 から出土した。口 部の一部のみの遺 であるた だ

が、 口 の可能性がある。 調は 、胎土に 子、 、 リ を む。

　 ～15は土師器 である。 、13 外の胎土はおおむ 共 しており、多量の と大 の リ

を む。 、13は で、胎土に多量の 子と を む。 は 北西の 土中～上 に点

在していた。最大径を 部上位に有し22cm を測る。外面 部下 の は く、ヘラ リに伴う
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第133図　（11）SI1004①
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第134図　（11）SI1004②
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入物の きが 立つ。内面 部下 に 物 が付 している。 調はに い を する。13はカマ

ド左 の 土上 から出土した。 部最大径20.6cm の で口 部を している。 部外面の調 は

く、ヘラ リののちやや のある が される程 で、器面に が る。底部外面は 調 と

思われるが、遺 部位が ないた である。内面には の付 物が見られる。 調は を する。

９はカマド 煙道部の 土上 から出土した。口径21.0cm、 部最大径20.8cm とわ かだが口径

の が大きい。に い を し、内面 部下位が している。10～12は底部である。10はカマド

床部の 土上 から、11、12は 土中からの出土である。14はカマド煙道部 土上 から出土した。最大

径を 部に有し、17.8cm を測る。器 がかなり く、口 部はわ かにつまみ上 られる。 調は

を する。15はカマド 床部の 土中 から出土した。口径17.8cm、 部最大径18.1cm で、口 部の

つまみ上 は い。 調は である。

第135図　（11）SI1004③
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　16～22は須恵器 である。16はカマド 床部の 土上 から出土した。口 部を する。 部の最大

径は上位にあり、28.3cm を測る。外面は きの後 部下位にヘラ リが される。内面はヘラ で、

器面に があるものの な て は見られない。内面の 調は 、外面はに い を し、胎

土に多量の 子を む。

　17は 底を する で、 東側の 土中 から上 にかけて点在していた。外面は き、内面 部は

横 向、底部付近は 向のヘラ で、所 にやや を伴った が加わる。 て は見られない。

内面の 調は リー 、外面は で底部は を する。胎土は 量の 子を み 、

成は である。

　18はカマド や東側 溝の 土中 から出土した。 定 のある 底で、外面の所 に き が見ら

れる。底部外面は 調 である。 調は 、胎土に多量の 、 子、大 の リ を む。

　19はカマド の 土中 から上 にかけて点在していた。底部は径8.0cm で 底に近い形状である。

部最大径は54.3cm、 高40.9cm を測る。外面の調 は の かい きで、 部下位から底部にかけ

てヘラ リが される。内面はヘラ で 上 られ、 て は見られない。底部付近の内面のヘラ

と外面のヘラ リは横 向に しており、回 台を利 した可能性がある。 調は 、胎土は

子を多く むが、比較的 である。

　20は 部 で、外面全体に を けており、遺 部上 は に く付 している。外面は き、内面は

で、所 に て が見られる。胎土は生地の りが いのか、マー 状に になっている。 調

は リー 、 成は である。

　21はカマド 床部の 土中 から出土した。外面の調 は き後ヘラ リ、内面はヘラ で、器面

に が るが な て は見られない。 調は表面が リー 、 面は を する。胎土に

多量の 子、 リ を む。

　22も 部 で下端が により ら でいる。内外面とも が く付 し を ている。内面底部

付近は他の部位より の付 がはっきりしている。外面の調 は き、内面は で て は見られな

い。 調は リー 、胎土は 子、 子を み 、 成は である。

　23はカマド の 土中 から出土した支脚である。 部を煙道部、 端部を南東 向 向けていた。

端部から 部まで するが、 中で２つに している。表面は面 りされ、 面八 形を する。

（11）S 1005（第136図、図 14・60・70）

　16 －68 リ ド に位置する。 面形は北 に比して南 が い台形である。主 は －７ － 、

は主 3.49 、 3.77 、掘り込みは 面から16.9cm ～33.5cm である。床面全面に 化 が

しており、 も しい。カマドは北 中央に設置され、 を けているものの 状 は良 で

ある。 は検出されなかった。 溝は 16cm ～36cm、 さ２cm ～12cm、東 南端で れるほかは

全 する。

　遺物は 土下 から中 にかけて する。１、２は土師器杯である。１はカマド の床面から出

土した。口 部に けている所があるが、ほ する。底部回 糸 りの後体部下位と底部外 に

ちヘラ リが される。内面の1 3 程の に 煙が付 している。 皿として したと思われ、

内面は による器面の 離が しい。外面に 煙が見られるのは２ 所である。内面の 調は 、外

面は を する。胎土に多量の 子、 、大 の リ を む。２はカマド左 の
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土中 から出土した。口 部1 2 を して けており、 土中から出土した が している。

調はに い 、胎土・底部調 は１と 様である。

　３は を する須恵器 の 部 、４は を する須恵器 の口 部である。い れも多量の

子、 リ を む。

　５は 北西の 土中 から出土した土師器 である。 部は に く られ、口 部は し

端部はわ かにつまみ上 られる。 部最大径は12.3cm を測り、口径とほ 様の数 である。 調は

を し、胎土に 子、 リ を む。６は 北東の 土中 から出土した土師器 の

底部である。胎土に多量の 子と 、 リ を むことから と思われる。底部外面

第136図　（11）SI1005
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に木葉 を有し、 部外面の調 はヘラ リで は見られない。 調はに い で、内外面とも

が付 している。

　７は６と 地点から出土した土師器 である。に い を し、外面に が付 している。胎土に

多量の 子、 リ を む。

　 、９は土師器 である。 はカマド煙道部 土中 から出土した。に い を し、多量の

子、 リ を む。９は の口 部で、 南西の 土中 から出土した。 調はに い

、胎土に多量の 子と 、 量の リ を む。

　10は 製の で 中央の西寄り、 土上 から出土した。 さ8.75cm、 6.0cm である。

（11）S 1006（第137図、図 14・15・60・66・69）

　16 －38 リ ド に位置する。 面形は正 形に近い。西側に が行われ、カマドが北から西

付け えられている。西にカマドをもつ が、北にカマドをもつ の床面より若干 いた 、

の床面は ら 、カマド 床部底面と 溝の下部が う て できた。 の主 は －17 －

、 は主 3.26 、 3.65 を測り、カマドは北 中央に設置される。 の主 は －72 － 、

は主 4.29 、 4.16 、掘り込みは 面から24.8～44.0cm である。カマドは西 中央に設置

される。 により上部の遺 状 は い。 き口付近から床面よりやや浮いた状態で人面ヘラ描き土製

支脚が出土している。 に伴うと思われる 子 が東 側中央から１ 検出されている。 さは

17.6cm である。 溝は 24cm ～46cm、 さ１cm ～４cm で北東 、南東 、南 中央で れる。

　遺物の出土量はやや なく、 土下 から上 にかけて する。１は 土中から出土した須恵器杯で

ある。口径と底径の がやや さく、口 部が して外 する。外面体部下端から底部にかけて回 ヘ

ラ リが される。 調は 、胎土に 子を多く む。

　２～10は土師器杯である。２はに い ないしに い を する。 北側の 土下 から出土し

た。体部外面に墨書「六」が見られ、墨書と 面する位置の口 部が 状に けている。底部回 糸 り

の後体部下端と底部外 に ちヘラ リが される。胎土は多量の 子と 、大 の

リ の 入物が多く ラついている。３～６、 ～10は外面体部下端から底部にかけて ちヘラ

リが される。胎土に と リ を でいる。３、４は外面に墨書が見られる。３は内面

された杯の体部 で、文字は「倉」の一部と推測される。４は口 部 で遺 部位が ないた 文字

の は しい。５はカマド左 土中 から出土した。 調は を 調とし、口 部外面が

を する。６は 土中から出土した。 による器面の れが しい。内面の 調はに い 、外面は

を する。７は外面口 部直下までヘラ リが された ク 成形の杯である。口 部には

による 状の みが見られる。内面の 調はに い 、外面は を する。 は 西側の 土

上 から出土した。６と 様 により器面が れている。内面の 調は 、外面はに い である。

９は 土中からの出土で、に い を する。底径がやや大きく、口 端部が外 する。10は口 部

のみの遺 で、口径10.8cm と である。内面の 調はに い 、外面は 、胎土に 量の

状物を む。

　11は「 」の字状に開く須恵器 の口 部である。口 端部は し り し状になる。表面の 調は

に い 、 面は を する。胎土に大 の リ 、 を む。

　12～16は土師器 である。12はカマド から出土した。口径と 部最大径は 程 と思われる。 調
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第137図　（11）SI1006
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は 、胎土に 子を多く む。13は 南東の 土中 から出土した。 部の りが く、口径

と 部最大径はほ くらいである。 部外面に が付 している。内面の 調は 、外面はに

い を する。胎土に多量の 子、 、 リ を む。14はカマド 床部の 土中 か

ら出土した。 部最大径は19.9cm で、口径の がわ かに大きい。 部は に く、口 部が す

る。内面の 調は 、外面は を する。胎土に多量の 子、 リ を む。15は

の底部で、 部下位はかなり みがある。内面にはヘラ による工 が である。外面に

は山 が付 している。 調はに い ないし 、胎土に多量の 子、 、 リ を

む。16は 北側、 カマド 床部 の 土下 から出土した。最大径を 部中位に有し、24.0cm を測る。

口 部は しながら外 し、端部をつまみ上 ている。 部の調 は内外面ともヘラ で、 部上位

に工 が見られる。外面 部中位に山 が付 している。 調は 、胎土に多量の 子、 、

リ を む。

　17はカマドの き口付近から出土した支脚である。 部付近に人面が み込まれており、 端部を南西

に、 部を北東 向に向けた状態で、２つに れていた。柱状を し全 21.6cm、最大径6.6cm を測る。

人面は 成 にヘラで描かれ、 4.6cm、横7.0cm の に 、 、 、 、口が表 されている。 の

部 の大きさは 2.4cm、左 1.8cm、 の さ2.2cm、 0.6cm、口1.4cm である。表面に山 が付

しており、 端部付近に による 離が見られることから、 に されていたことがうかがえる。

　18は 製 子の 部である。 土中からの出土で な出土地点は である。

（11）S 1007（第138図、図 15・60）

　16 －56 リ ド に位置する。 面形は正 形に近い。主 は －29 － 、 は主 3.19 、

3.29 を測る。掘り込みは 面から14.5cm ～31.5cm で、床面は が しく遺 状態が い。カマ

ドは北東 中央に設置されるが を けている。 は西 に１ 検出され、 さは19.6cm である。

溝は 25cm ～39cm、 さ１cm ～７cm でカマドの両 には見られない。南東 中央から南 にかけては

により である。カマド を いた床面全体に 化 が している。

　遺物はカマド煙道部に数点集中して見られる他は 土中からの出土である。１～６は土師器杯である。

器形の はおおむ 似ており、底径が口径の1 2 後、口 部が外 して 状となる。外面体部下端

から底部にかけての調 は、６を き ちヘラ リである。胎土は 、 子、 リ を

む。ほと どの土器が している。１はに い を し、 による 離が見られる。３はカマ

ド煙道部から出土した。に い を し、全体的に摩 している。２、４はに い 、５はに い

を する。６は底部回 糸 りの後体部下端と底部外 に回 ヘラ リを す。 調は である。

　　７は土師器高台付皿の底部である。内面の調 は 、底部はヘラ リの後高台を り付け

が される。 調は を する。

　 、９は土師器 である。 は口 部で、 調は 、胎土に多量の 子、 リ を む。

９は の 下 部で、カマド煙道部から出土した。調 はやや く、内面に 数の 積み が見ら

れる。また外面は が らな 所があり、ヘラ リの 跡が っている。内面の 調は 、外面

は で外面に が付 している。胎土は多量の 子、 、 リ を む。

　10はカマド煙道部から出土した支脚の 部である。 面がやや な 形で、器面に が見られる。
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（11）S 1008（第139・140図、図 15・16・60・69）

　17 －49 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は －13 － 、 は

主 3.10 、 3.42 を測る。掘り込みは 面から18.1cm ～27.5cm とやや いが、床面中央はよく

み られている。カマドは北 中央に設置され、遺 状態は良 である。カマドと向き う南 付近

に が４ 検出されたが、い れも くはっきりしない。これらのうち中央の が 子 と

考えられ、 さは8.1cm であった。 溝は 17cm ～30cm、 さ２cm ～15cm で全 する。

　遺物はカマド付近からややまとまって出土している。１～３は土師器杯である。い れも外面体部下位

から底部にかけての調 は ちヘラ リである。胎土に多量の 、 リ を む。１は

西側の 土下 から出土した。 調はに い である。２はカマド 土下 から出土した。底径は口

径の1 2程 で、体部が直 的に開く。 調はに い ないしに い である。３は内面に が

される底部 で、カマド 上から出土した。全体的に摩 しており、 に れ口がかなり摩 してい

るた 図的に ち いた可能性がある。 調はに い ないしに い である。

第138図　（11）SI1007
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　４は土師器高台付皿で、カマド 床部 土上 から出土した。内面は 、底部外面は ちヘラ

リの後高台が り付けられている。 調はに い 、胎土に多量の 、 リ を む。５

は土師器皿で東側 溝の 土中 から出土した。体部外面に横位の墨書が見られる。「 」か。口 部に

第139図　（11）SI1008①
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があり、2 3 程がいくつかに れて れている。１ 所は墨書に かるように れているた 、

図的に ち いた可能性がある。内面の調 は 、外面は体部下位から底部にかけて ちヘラ

リである。 調は 、胎土に多量の 、 リ を む。底部内面に を する部 がある。

の 跡か。

　６は 土中から出土した土師器杯の体部 で、外面に墨書が見られる。遺 部位が ないた は

しい。 調はに い 、胎土に 子を む。

　７～９は土師器 である。７はカマド 床部 カマド から出土した。器 0.8cm 後と で、

部最大径は22.2cm である。口 部外面に を有し、口 部がわ かにつまみ上 られる。外面 部上

位を横 向に た後、 部下位から上位 向けて 向に っている。 調はに い 、胎土に多

量の 子、 リ を む。 はカマド 床部 土上 から出土した。 調は 、胎土に多量

の 子、 リ を む。内外面とも が付 している。９はカマド 床部 土中 から上 に

かけて出土した である。最大径を 部上位に有し、20.6cm を測る。全体的に で、器面には

が る。 調はに い 、胎土に多量の 子と を む。

　10は須恵器 の 部 である。カマド内 土下 と 子 土上 から出土した が し

た。遺 部の上端で径17.4cm を測る。外面 部下位に回 ヘラ リが される。 調は 、胎土

に 子を む。11、12は須恵器 の 部 である。11はカマド 床部 土上 から出土した。表面は

に い 、 面は を する。胎土に 子を多く む。12もカマド 床部 土上 から出土した。

外面の調 は きのち 向の 、内面は所 に て と 積み が見られる。 調は で、 面

はやや を るが 成は である。胎土に 子、 を む。

　13は東側 溝の 土中 から出土した 製の で、木製の り部と が している。 の径

は左が0.5cm、 が0.4cm、 さ2.5cm である。

（11）S 1009（第141～143図、図 16・60・61・69）

　17 －52 リ ド に位置する。 面形は東 に比して西 が い台形を する。主 は －９ －

、 は主 3.48 、 3.52 を測る。掘り込みは 面から16.0cm ～22.7cm とやや い。カマド

第140図　（11）SI1008②
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は北 中央に設置されるが りが く、 に 化 が見られる。また き口からは支脚が出土している。

は主柱 ４ と 子 が１ 検出された。 さは 1が6.0cm、 2が10.3cm、 3が10.4cm、 4が

30.9cm、 5が9.9cm である。 溝は北 中央から東 中央にかけて により だが、全 すると思

われる。 は27cm ～38cm、 さは１cm ～13cm である。床面や 溝に 土が点在しており、 土は 化物

を だ 土が主体となる。

　床面から 土上 にかけて多くの遺物が している。１～13は土師器杯である。１、５、９、13は内

面に が される土師器杯で、９、13は される。外面体部下位から底部にかけての調 は、

の されない土器 様 ちヘラ リである。２、３、６、７、10～12は体部外面に墨書が見ら

れる。外面体部下端から底部にかけての調 は、６のみ回 ヘラ リで他は ちヘラ リである。

また、胎土に 子、 リ を むものが どである。

　１は 南東の 土下 ・中 から出土した。口径15.0cm とやや大 りで、体部がわ かに内 しな

がら開く器形である。内面の 調はに い 、外面は である。２は 子 の 土上 から出

土した。 しており、内外面に が付 している。 調はに い を する。３は 子

の 土下 上 から出土した。に い を し、胎土に 量の 状物を む。２、３の体部外

面には共 の墨書が見られる。文字がかなり れているた は しいが、「万呂」の可能性がある。

２の が３よりも原 をとど ていると思われる。

　４、６は 成９ の 調査 に出土した杯である。４の 調は 、外面に が付 している。５

はカマド 土中から出土した。底径が口径の1 2 下と さく、体部が内 に大きく開いて口 部で

外 する。内面の 調は 、外面はに い である。６は口径に比して底径がやや大きく、口 部が

外 する杯である。外面体部下端から底部にかけて回 ヘラ リが される。体部外面に墨書が見られ

るが できない。 調は を する。

　７、10、12は 土中からの出土である。７はやや りの杯で、底径は口径の1 2 後と思われる。に

い を し、体部外面に正位の墨書「下」が見られる。 は西側 溝の 土上 から出土した。底

径は口径の1 2、体部が内 しながら立ち上がり口 部で外 する。内面の 調はに い 、外面は

である。９は 南側の床面付近から出土した 形 である。底径は口径の1 2に近く、外面体部

下位にヘラ リによる面 りが成されている。底部には糸 り が見られる。 調は を する。

10は体部が内 しながら開く杯で、 を する。体部外面に と「一」を み わせた記号が墨書さ

れている。11は 南側の 土下 から出土した杯の口 部 である。外面に「下」の墨書が見られる。

調はに い を する。12は外面にわ かに墨書の 画が見られる口 部 である。 調はに い

、胎土に を む。13は 中央西寄りの 土中 から出土した。底部を する。 調はに

い を し、胎土に 量の 状物を む。

　14、16は土師器高台付皿である。14は 子 西の 土中 から出土した。口 部にわ かに が

あるが、ほ する。内面の調 は 、外面は高台を り付けた後 になでている。体部外面に

土師器杯２、３と 様の墨書が見られる。「万」もしくは「万呂」か。 調はに い 、内面1 3 程

の に が付 している。16は 東側の床面から出土した。内面は 、外面は体部

下位から底部にかけて回 ヘラ リを し高台を り付けている。体部外面には90 近く離れた２ 所

に墨書が見られる。一つは横位に「三□」と でき、 文字 の 跡がわ かに見られる。もう一
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第141図　（11）SI1009①・（11）S 1053
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第142図　（11）SI1009②
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つは 画が できるのみで、 は である。 調はに い を する。15は土師器皿で、

南西 の 土上 から出土した。器形に みがあり、器高に0.6cm 程の が生 ている。内面の調 は

、外面体部下位から底部にかけては ちヘラ リが される。 調はに い を する。内面

1 3 程 のた か に しており、 した の外側に が付 している。

　17～24は須恵器 である。17～21、23は く った 部に「 」の字状に開く口 部を有する器形であ

る。い れも胎土に 子を多く み、 である。 調は ないし で、23のみ を

第143図　（11）SI1009③
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する。17～20は り し状の口 部で、端部を く る。23は大きく 定した底部に く った 部を

ち、 部最大径26.0cm を測る。 きの上に 状の が４～５ 見られる。内面 部上位には て

が である。22は大 の口 部で、カマド煙道部の 土上 から出土した。６ 一 の 描 状

文が２ 見られる。内面の 調は 、外面は を する。胎土に多量の 子、 リ

を み、やや を る。

　25～28は土師器 である。25はカマド 床部の 土上 から出土した の である。内面の 調は

、外面はに い を する。胎土は 子、大 の リ を み、 を る。26はカ

マド、 北東の 土下 から中 に していた。最大径を口 部に有する。 部最大径は口径よりわ

かに さく20.5cm を測る。口 部はわ かにつまみ上 られる。内面の 調はに い 、外面は

、胎土に多量の 子、 、 リ を む。27はカマド 床部 東側の 土中～上

に点在していた。口径と 部最大径は 一で20.6cm を測る。内面の 調はに い 、外面は 、

胎土に多量の 、 リ を む。外面の所 に が付 している。28はカマド 床部、 溝南西、

S 1053の 土中～上 に点在していた。最大径を 部上位に有し、22.8cm を測る。口 部は く外 し、

端部がつまみ上 られる。 調はに い 、胎土に 子、 リ を み、 を る。

　29、30は須恵器 である。29は の で 東側の 土下 を中 に出土した。 を し、

に く られている。30は のほ 中央、床面付近から出土した。遺 部位が なく か か

である。に い を し、胎土に多量の 子、大 の リ を む。外面 部下端に研

が られる。また、外面には 16.8cm、横10.0cm の で が付 している。中 部 には が見

られ 、直 を けた と思われる。内面は外面の と した が でいる。

第144図　（11）SI1010
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　31、32は支脚である。31はカマド 床部の 土上 から出土した。 部・ 部ともに し、 で

い。表面は所 れているが、 している表面は に えられ、面 りされている。32は南西 の床

面付近から出土した。 で に く、 部を している。 部は器面が れているた であ

る。 面形は 端に向かって が まる 形と思われる。表面は によって に えられている。

　33、34は 製 子の を た物である。２点とも 溝南西の 土上 から出土している。

（11）S 1010（第144図、図 16・61）

　16 －97 リ ドに位置する。 面形は東西に い 正な 形で、北 と西 が みを る。全体に

が しい。主 は －24 － 、 は主 2.10 、 2.43 と である。掘り込みは 面か

第145図　（12）SI001
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ら3.5cm ～8.6cm で、南 で最も くなる。カマドは北 中央に設置されるが、遺 状態が く の一部

が する程 であった。煙道部の り出しも ない。直径40cm 後の が南 と北 から検出さ

れた。 さは 1が18.6cm、 2が16.0cm である。 溝は北 付近に部 的に見られ、 25cm、 さ４cm ～

６cm である。

　遺物の出土量は なく、い れもカマドからの出土である。１は須恵器杯である。カマド 床部の 土

上 から出土した。底径は口径の1 2で、体部が内 に立ち上がる。外面体部下端から底部にかけて

ちヘラ リが される。表面の 調はに い だが、 面中 部 は を している。胎土に

多量の 子、大 の リ を む。

　２、３は須恵器 の 部 である。２はカマド煙道部の 土中 から、３はカマド 床部の床面から出

土した。外面の調 は きで、２は下位にヘラ リが されている。２の 調はに い 、３は

を し、ともに胎土に 子、大 の リ を む。

（12）S 001（第145図、図 16・17・61・69）

　18 －21 リ ド に位置する。 面形は 形で、カマドの付け えが行われた である。主

は －57 － 、 は主 3.50 、 4.19 、掘り込みは 面から1.2cm ～13.5cm とかなり い。

床面中央に 化面が見られる。カマドは北西 中央と北 の２ を有する。北西 カマドは の が

見られ 、良く けた 床面のみが検出された。北 のカマドは煙道部に を けているものの、 の

底部が っていた。遺 状 から北西 中央から北 付け えられたものと思われる。 、 溝

は検出されなかった。

　遺物の出土は なく、北側に集中している。１、２は土師器杯である。１は 中央北西寄りの床面か

ら出土した。体部外面に墨書「 」が見られ、墨書を む口 部1 3 ～底部を して他は れていた。

か かは である。外面体部下 から底部にかけて ちヘラ リが される。 調は で

底部外面に が見られる。胎土に多量の 、 リ を む。２は 中央北東寄りの床面から

出土した。底部を する。体部が内 に開く器形で、外面体部下位に ちヘラ リが される。

調はに い 、胎土は１と 様である。

　３は須恵器 の口 部 である。北 カマドの 部から出土した。 部外面に きが見られる。

調は 、胎土に 子を多く む。４は須恵器 の 部 である。 北側の 土上 から出土した。

外面の調 は きだが、 部中位付近で きの向きが わっている。内面には て が見られる。 調

は 、胎土に多量の 子、 リ を む。

　５はカマド の 土上 から出土した土師器 である。口 部は直立した後大きく開いて端部をつまみ

上 ている。 調は 、胎土は土師器杯と 様である。６は土師器 の底部で、カマド内から出土した。

内面は による器面の 離が しく、 れ口には山 が付 している。内面の 調は 、外面は

を する。

　７は 製 子で、 北側 カマドの中 付近の床面から出土した。 部の 付近から にかけて

している。

（12）S 002（第146～148図、図 17・61・69・70）

　18 －02 リ ド に位置する。 面形は南北に い 形である。柱 の検出状 から建て えが行

われた と思われる。主 は －11 － 、 はやや大 で主 5.26 、 5.00 を測る。掘り込



－ 221 －

第146図　（12）SI002①
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みは 面から24.2cm ～39.0cm である。カマドは北 中央に設置され、遺 状 は比較的良 である。

は主柱 ４ と 子 が検出された。主柱 のうち 1～ 3は があるが、4には見られない。

さも 1が68.2cm、2が65.0cm、3が67.5cm とかなり いのに して 4は44.6cm と異なる。 5は 子

で17.2cm と い。 溝は南東 が により としないながらも、カマド両 を いて全 すると

思われる。 は28cm～42cm、 さ６cm～15cmである。 化面は北東 と南西 を いたほ 全面に見られ、

北東 からは 土 土を検出した。 、 溝とも遺 状 がよくしっかりとしている。

　出土遺物は多く、 に北東 付近に集中している。１は須恵器杯である。 南側の 土上 から出土

した。やや さ の底部から体部が内 に立ち上がり、口 部で し大きく外 する。表面の 調

は 、 面は を する。胎土に多量の 子、 リ を む。

　２～18は土師器杯である。底径は口径の1 2よりやや大きく、体部が内 に開く器形が主体を る。

外面体部下端から底部にかけての調 は全て ちヘラ リである。胎土はやや多 の と

リ を むものが多い。２は 中央西寄りの 土下 から出土した。底部外面に「主」の墨書が見られ

るが、墨 は い。口 部2 3 程が れており、 りの1 3 から底部にかけては けが見られない。

か かは である。 調はに い で、外面に が付 している。３は 南側 溝内の 土下

から出土した。底部の1 4 程が遺 しており、底部外面には墨書が見られる。（11）SI1001の11と似て

おり「 」の一部と思われるが、遺 部が ないた は である。 調はに い を する。４

は 南側の床面付近から出土した。口 部のほと どを している。体部外面に横位の墨書「主」が

見られる。５は 南側の 土上 から出土した。体部外面に横位の墨書「三倉」が見られる。 調は

を する。底部に回 糸 り が見られる。

　６、 ～13は外面に墨書が見られる口 部 体部 で、す て 土中からの出土である。６のみ横

位の「主」と できる。他は 画で「主」あるいは「倉」と推測されるものもある。７は 中央の

土下 から出土した。口 部から体部を2 3 程 している。口 部を数回に けて かく った可能

性がある。体部外面横位に「三寺」の墨書が見られ、墨書の に や 煙が付 している。

　14、15は内面に が された杯で、14は南西 溝の 土上 から出土した。外面体部

下位から底部にかけて が付 している。 調はに い である。15は 南側の 土下 から出土し

た。体部内面に と思われる 子の が見られる。 調はに い である。16は 中央付近の

土上 から出土した。に い を し、全体的に摩 している。17は北東 の 土下 から出土した。

内外面とも による器面の摩 が 立つ。 調はに い を する。18は内面 された杯の

底部で、 中央付近の 土中 から出土した。 れ口が摩 しているた 図的に ち いた可能性が

ある。 を し、胎土に 量の 状物と を む。

　19は土師器高台付 である。 北側 1付近の 土中 から出土した。底部のみの遺 で、内面は

、外面底部回 糸 りの後高台が り付けられる。 調は 、胎土に を む。

　20～26、28は外面に き をもつ須恵器 である。20、23は 部内面に て が見られる。胎土に多

量の 子と大 の リ を 入するものがほと どで、20は 量の 状物を、21、25は

を でいる。20は「 」の字状に大きく開く の口 部で、カマド の 土下 から出土した。

表面の 調は 、 面は である。21は北東 の 土中 から上 にかけて していた。

部上位が く る で、 部最大径は24.0cm となる。内面には て が るが、摩 ・ 離が しい。
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第147図　（12）SI002②
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第148図　（12）SI002③
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内面の 調は 、外面はに い である。22はカマド煙道部 土下 から出土した底部 である。底

部外面には 物 が る。 調は である。外面に が付 している。23は 北東 カマド の

土上 から出土した。表面の 調は リー 、 面は を する。24は口 部に最大径を

ち、 部が くなる である。 南東側の 溝 土から出土した。内面はヘラ で て は って

いない。 調は である。25は 1内 土下 から出土した 部 である。内外面とも所 に

より器面が 離している。外面には 状の が数 見られる。 調は内面がに い 、外面が

を する。26は 南東 の 土上 から出土した底部である。外面の調 は きの後 部下端にヘ

ラ リが される。内面はヘラ で、 て が る。内面の 調は 、外面は で

ある。28は 南側の 土中 から出土した口 部 である。 成は であるが、 面の 調は

と が 状になっている。

　27、29は須恵器 である。27はカマド 床部の 土中 から出土した。最大径を口 部に ち、 部上

位に２ 一 の がつく。 はヘラ 状工 で を むように させている。 の直下で 部

がやや らみ、直径27.4cm となる。 調は 、胎土に 子を多く む。29は の を む

部 である。 北側中央の 土下～中 から出土した。内面の 調は 、外面はに い

である。胎土に 子、大 の リ を む。

　30～35は土師器 である。30は 南側中央の床面付近から出土した である。全体的にやや

で、口 部に最大径を有する。内面の 調は 、外面はに い 、胎土に 、 リ を

む。31は 北東 の 土中 から上 にかけて出土した。口径と 部最大径がほ 一になる。 や

かに外 する口 部は し、端部がわ かにつまみ上 られる。外面口 下部に 積み を有する。内

面の 調は 、外面はに い 、胎土に 、大 の リ を み、 を る。

　32～34は で、胎土に 子、 、 リ を多量に む。32は北東 の 土中 から

出土した。外面の調 は 向の 、内面はヘラ で、 部下位に 積み が る。 入物が多く、

器面が している。内面の 調は 、外面は を する。33は 北東 の 土下 から出

土した。 部の りはさほど くなく、径24.0cm となる。口 部は く外 し、端部をつまみ上 ている。

部の調 は内外面ともヘラ で、器面に が る。内面の 調は 、外面はに い を

し、34は 南側 溝、カマド 、北東 の 土下 から上 にかけて出土した。最大径を 部中位に有し、

23.4cm を測る。口 部は く外 し、端部をつまみ上 ている。 部外面には横 向に 行する木口状

工 の たりが多数見られる。 調はに い 、胎土は33ほどではないが 入物が多く、器面に

がある。35はカマド 北東 の 土下 から上 にかけて出土した。 部最大径は22.2cmであるが、

器形には みがある。外面 部上位の調 は 位がはっきりしない。内面には て 状の い みが多

数 っている。 調はに い 、胎土に多量の 子、 リ を む。

　36は 北東の 土下 から出土した 製 である。 製で 端に向かって くなる形状である。

に く、 は である。

　37～40は 製 である。37は東側 溝の 土上 から出土した である。全 17.28cm、 部 3.35cm、

2.85cm、 部中央 1.53cm、 さ0.2cm である。38、39は 中央付近の 土中 から出土した 子で、

38は から 部にかけての部位、39は 端部である。 部 部の が異なるた 、 体と思わ

れる。40は 南西 の床面から出土した 状製 で、 面 形を する。
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第149図　（12）SI003
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（12）S 003（第149図、図 17・18・61・69）

　18 －33 リ ド に位置する。 面形は南北にやや い 形である。主 は －９ － 、 は

主 2.95 、 2.70 、掘り込みは 面から21.8cm ～36.2cm である。カマドは北 西寄りに設置さ

れるが、 りは く の一部が検出された程 である。カマド内からは 込 だと思われる土器・土製

支脚が出土している。主柱 は見られ 、 子 １ のみの検出で さは21.9cm である。 溝は

20cm～38cm、 さ３cm～16cmでカマドのある北 には らない。床面は で全面が 化面となっている。

　遺物は床面から 土上 にかけて し、 化 も出土している。１～６は土師器杯である。１は内面

が される。カマド 土中 、 溝南東から出土した。口径に比して底径がやや

大きく、体部は内 に立ち上がったのち直 的に開く。外面体部下位から底部にかけて ちヘラ

リが される。 調はに い 、胎土に多量の 子、 、 リ 、 量の 状物を

む。２～６の胎土はおおむ 共 しており、 子、 、 リ を む。外面体部下位から

底部にかけての調 は全て ちヘラ リである。２は南側 溝 の床面から出土した。 形 だが口

部に みがあり、最大径12.6cm、最 径11.7cm である。い れにしても、底径は口径の1 2 下となる。

内面の 調は 、外面は を する。 による器面の 離が内面に見られる。３は 南西の

土中 から出土した。底径は口径の1 2程で、体部が直 的に開き、口 端部が し外 する。内面

の 調はに い 、外面は で、外面の に が付 している。４は 溝南西の 土中 から

出土した。ほ 形に近く口 部を所 くが、 れ口に 煙が付 していることから 図的に いて

器として したと思われる。 煙は４ 所に付 している。やや大き の底部から内 に立ち上

がった後、直 的に開く。 調はに い を する。５は 溝南東 の 土上 から出土した。外面

底部からの立ち上がりは く、口 部が やかに外 する。内面の 調はに い 、外面は を

し、外面に が付 している。６は底部を する。 南端 土上 から出土した。口 部に向かっ

て器 を 、端部がやや下 に れ下がる。 調は である。

　７は 溝南東 の 土上 から出土した下総 の須恵器杯である。体部が内 しながら開く器形で、底

部を する。内面の 調は リー 、外面は を する。胎土は 子の 入が多く、

の須恵器の胎土に似ている。

　 、９は須恵器 である。 は 溝南東 の 土上 から出土した。口 部に最大径をもつ。 部は

ら 口 部が端部に向かって しながら大きく開く。 部外面の調 は きの後 向のヘラ リで、

上端に きが っている。内面はヘラ で、 て は見られない。内面の 調は 、外面は

を し、胎土に 子、 、 リ を む。９は 南西の床面から出土した。 部外面

は 位の き、内面には 状の て が見られる。内面 部下位に後から付け したものか、 土

が り付けられている。 調は 、胎土に 子、 リ を む。東 である。

　10、11は土師器 である。10は で、 溝南東 子 の 土上 から出土した。最大径

を 部中位に有し、23.3cmを測る。口 部は く外 し、端部をつまみ上 ている。胎土に多量の 子、

、 リ を むた か、器面には が る。外面 部中位には 向の がわ かにみ

える。内面の 調はに い 、外面は を する。11はカマド 床部 土中 から出土した。最

大径は 部が口径よりわ かに大きく13.3cm を測る。口 部は し、外面に を形成する。内面の

調は 、外面は を する。
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第150図　（12）SI004①
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　12は 南東 の床面から出土した の 製 である。 と思われ、 に研 面などは見

られない。13はカマド 床部 土中 から出土した支脚である。 端部付近と、やや離れた部位の２点が

検出された。 端部は により表面が れているた 、 離している可能性がある。表面は に え

られ、しっかりとした面を形成している。 面は している。所 山 が付 している。14、15は

中央西寄りの 土中 から出土した 製 の一部と思われる。

（12）S 004（第150・151図、図 18・61・66・70）

　18 －76 リ ド に位置する。 跡の北30cm ほどのところには東西に る溝（12）SD057が所

在する。 面形は正 形である。主 は －10 － 、 は主 、 とも4.93 である。掘り込みは

面が西から東 傾 しているた 29.5cm ～65.7cm と があるが、床面は である。カマドは北

中央に設置される。 の遺 状 は良 であり、煙道には が見られた。 は主柱 ４ と 子

が検出され、 さは 1が66.0cm、 2が59.3cm、 3が65.6cm、 4が59.0cm、 5が37.4cm である。主

柱 は４ とも を有しており、調査所見によると建て えよりも柱 き りの可能性の が高そうであ

る。 溝は 20cm ～33cm、 さ５cm ～13cm でカマド部 を いて全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて している。１～７は土師器杯である。外面体部下端から底部にか

けての調 は ちヘラ リが主体を る。１は外面口 部直下までヘラ リが される土師器杯

である。 北東の 土下 から出土した。器形に みが見られ、0.6cm 程の器高 がある。 調はに

い 、胎土に 子を む。２は北東 の 土中 から出土した。口 部に みを有する。 調は

ないしに い で、 を している部 もある。胎土に多量の 子、 、 リ

を む。３は北東と北西の 土下 から出土した が した。わ かに内 する体部に外 する口

部が付く。 調は で、胎土に 子と大 の リ を む。４はカマド の 溝 土か

ら出土した。体部外面に横位の墨書「主」が見られる。内外面とも が付 しており、 調はに い

を する。胎土にやや多 の 、 子、 リ を む。５は南東 2の 土中 から

出土した。口径に比して底径がやや大きく、体部が直 的に開くが、器形に みが見られる。底部外面に

は墨書「主」が記され、外 が摩 している。 調は を する。６は 調査 の ンチから出

土した。体部が直 的に開く器形で、底部からの立ち上がりは みを ている。体部外面に横位の墨書

「主」が見られる。 調はに い 、胎土に 子を多く む。内外面とも が付 している。７は

土中から出土した土師器杯の底部 で、外面に墨書が見られる。遺 部位が ないた 、文字の は

できない。 調は である。

　 ～10は土師器 で、 は内面 口 部外面に が される。 北側の 土中 から上 にか

けて出土した。体部から口 部 向けて器 を ながら やかに開く。内面は 、外面はに い

を し、 をやや多く む。９、10は内面 が される。９は 南側中央の

土上 から出土した。口 部を する。 な胎土で、 調はに い である。底部回 糸 りの後

体部下端から底部外 にかけて回 ヘラ リが される。10は 調査 の ンチから出土した。に

い を し、 、 量の 状物を む。

　11は 内面 された土師器高台付杯である。底部糸 り後高台を り付けている。外面

体部下位の調 は遺 部位が なく である。 調は 、胎土に 量の 状物を む。

　12～16は須恵器 で、12～14は口 部 である。12は 西側の 土中 から出土した。口 部が「 」



－ 230 －

第151図　（12）SI004②
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の字状に開くタ の で、内外面とも で 上 られる。表面の 調は ないし 、 面

は を する。胎土に 、 リ を 量 む。13は 南側の 土下 、14は 3の南

土下 から出土した。ともに最大径を口 部に有する器形で、 部外面には きが される。 調は

、胎土に 子を多く む。13の 部内面には て が る。15、16は 部 である。15は西側

溝の 土下 から出土した。13と 一 体の可能性がある。16は 中央西寄りの 土上 から出土した。

を多く み、内面は 、外面は を する。

　17～21は土師器 である。17は の で、 の中央西寄り 土下 から出土した。口 部内面と

れ口の一部に が付 している。 く った 部に し やかに外 する口 部が付き、端部を くつ

まみ上 ている。18は口 部 である。 中央のやや西、 土中 から出土した。口 部は く外 し、

端部をわ かにつまみ上 ている。胎土に を み、 調は を する。19～21は底部 である。

19は東側 溝北寄りの 土上 から出土した。外面に横 向のヘラ リが される の である。多

量の 子、 、 リ を む ラついた胎土で、 を する。20は 溝南東 の 土上

から出土した。底部から内 に立ち上がる 部には 向のヘラ リが される。胎土は19と

様 ラついており、 子をやや多く む。 調はに い である。21は で、 1内の 土

上 から出土した。底部外面に木葉 を有する。 部外面には が される。 調はに い 、胎

土に多量の 子、 、 リ を む。
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　22～24は で、22は 3の 土中 から、23は 調査 の ンチから、24は 土中から出土した。

22は 製で全面 っており、 さがほ 一である。23は か。 図的に形を えたものかどう

かは である。24は 製で、上下両端を する。 によるものか でいる 所がある。

　25は西側 溝の 土内から出土した である。 のた であるが、 の 部から 部にか

けての と思われる。 は で、 部から 部 的に やかに 行する。 部の形態はやや左

である。

（12）S 005（第152図、図 18）

　19 －45 リ ド に位置する。 面形は南北にやや い 形である。主 は －９ － 、 は

主 3.40 、 3.28 、掘り込みは 面から10.3cm ～31.0cm である。カマドは北 中央に設置され、

比較的良 に遺 していた。床面に 化面は られ しており、 も検出されなかった。 溝

は 14cm ～30cm、 さ1cm ～6cm を測り、南西 で れる。

　遺物の出土は なく、１点を図化した。１はカマド左 から出土した の土師器 の底部である。

遺 部位が ないた であるが、底部外面に木葉 を すものと思われる。 部外面の は

に近く、 を伴わない。内面の 調はに い 、外面はに い である。胎土に多量の

子、 を む。

（12）S 006（第153・154図、図 18・19・61・62・66・69・70）

　19 －49 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は －６ － 、 は

主 3.56 、 3.95 を測る。掘り込みは 面から8.6cm ～28.0cm と い。 ンチ ーの 跡が多

く床面には多 があるものの床面中央に 化面が られた。カマドは北 中央に設置される。遺

状態は比較的良く、 床面が く していた。 は主柱 が４ 検出され、 さは 1が19.1cm、

2が30.8cm、 3が22.1cm、 4が11.2cm である。 溝は 18cm ～34cm、 さ３cm ～13cm で全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて する。１は北東 北側の 土下 から出土した須恵器杯であ

る。底径は口径の1 2 下、立ち上がりは みを である。口 部が大きく外 する。器 が く、

器形に みが見られる。底部の り離しは全面に ちヘラ リが されているた だが、回

ヘラ りの可能性がある。 調は リー 、胎土に多量の 子と大 の リ を む。

　２～11は土師器杯である。２、３は内面に が される。２はカマド左 溝内から

出土した。３に比 器高がやや く、底径も大きい。体部外面に墨書が記される。 位の ｢十」か。外面

体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。 調はに い 、胎土に をやや多く

み 成 である。３はカマド左 溝 の床面から出土した。底部回 糸 り後体部下端から底部にか

けて回 ヘラ リが される。 成は で、胎土に 、大 の リ 、 量の 状物

を む。 調はに い 、 のた か に している部 がある。

　４～11は底径が口径の1 2 後のものが主体を る。外面体部下端から底部にかけての調 は全て

ちヘラ リである。胎土に をやや多く むものが 立つ。 調は ないしに い を する

ものが多い。４は 南側の 土下 から出土した。外面口 部から体部にかけて が付 している。口

部を さく ち いている所が１か所あり、 れ口が摩 していることから 図的に ち いた可能性

がある。５は 南側中央の 土中 から出土した。やや さがあり、底部に回 糸 り がある。６は

中央南寄りの床面から出土した。口径と底径の が比較的 さく、 成 で、他の杯とは異なり
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第153図　（12）SI006①
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な印 を ける。７は北東 の 土上 から出土した。口 部が く外 し、 状を する。全

体的に摩 しており、やや大 の 入物が 立つ。 は北西 の南側、 土中 から出土した。底部

は径が さく、回 糸 り後 調 である。９、10は体部が内 しながら開き口 部で やかに外 する

器形である。ともに底部を する。９はカマド 床部の 土中 から、10は６と 場所から出土した。

11は体部外面に正位の墨書「 」が記されている。 土中からの出土である。

　12は北東 内の 土上 から出土した土師器皿である。外面体部下位から底部にかけて ちヘラ

リが される。内面の 調は 、外面は 、胎土に をやや多く む。図化はしていないが、

ほかに墨書の 画が見られる土師器杯口 部 が２点出土している。

　13～18は須恵器 である。13は「 」の字状に開く口 部で北東 溝 から出土した。 を し、

胎土に 子、 を多く む。14は 土中から出土した 部 である。 部の最大径付近、もしくは

第154図　（12）SI006②
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部と思われ、遺 部下 で に器 を る。成形中に が開いてしまったようで、胎土の異なる

土で いだ が見られる。外面は 位の きで上 部に が付 している。内面には 状の て

が見られる。 調は リー 、胎土に 子、 リ を 量 む。15はカマド から出土した。

部が く り、 部で にす まる。 部外面は き、内面は な て はないが、器面に

が見られる。 調は 、 部内面に が付 している。16は北西 の 土中から出土した 部 で

ある。表面の 調は リー 、 面はに い を する。胎土に 、 リ をやや多く

む。17は 南側の 土中 から出土した 部 である。 リー を し、外面上 に が付 して

いる。内面上 には 状の て がかすかに る。 成 、胎土は である。18は 西側の

土下 に点在していた。 下 から底部にかけての を図上で している。外面は きの後 部下

位にヘラ リ、内面はヘラ で 上 られる。外面に が付 している。 調は リー 、胎土

に多量の と 子、 リ を む。

　19は北西 の 土上 から出土した の土師器 である。底部を する。最大径を 部上位

に有し、22.0cm を測る。口 部は く外 し端部をつまみ上 ている。内外面とも 積み が り、

部外面の もやや い。 調はに い 、胎土に多量の 子と を む。外面 部下位に

が付 している。

　20は 南西 の 土下 から出土した である。 山 製と思われ、 く 形されている。 面

に が たったような 跡が見られる。

　21～23は 製 である。21は 子の 部で 土中から出土した。22はカマド左 から出土した。 さ2.5

、 7.8 の 状のものが 字に がっている。23は で 南西の 土中 から出土した。

（12）S 013（第155図、図 19・62）

　17 －68 リ ド に位置する。遺構中央部が水道 によって されている。 面形は東西に い

形である。主 は －27 － 、 は主 3.37 、 3.86 を測る。 面が西から東 向かって

やや傾 しているた 、掘り込みの さは25.4cm ～48.0cm であるが床面はほ である。カマドは北

東 中央に設置され、一部に を けるものの遺 状態は良 である。 は検出されなかった。

溝は 26cm ～39cm、 さ１cm ～11cm で、カマド部 を き全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて し、カマド にやや集中する。１～４は土師器杯である。１、

２は外面口 部直下までヘラ リが される杯で、１は 南側の 土中 南側 溝の 土中から

出土した。器高に があり、左 で３ ほど異なっている。体部が内 しながら開き、口 部で外 する。

内面の 調は 、外面は を する。胎土にやや多 の 子と 、 リ を む。

２は 南の 土中 から上 にかけて出土した。体部は内 し、底部に向かって に器 を る。

外面には墨書が正位に記されている。 書きで が らかく、「 」と る。 調はに い

を し、胎土に 子、 、 リ を む。３、４は底部糸 り後外面体部下位から底部にか

けて ちヘラ リが される底部 である。３は 東側の 土中 から出土した。 ク 成形で、

やや大き の底部から体部が内 に立ち上がる。底部外面には墨書「人」が記される。 調は 、

胎土に多量の 子、 、 リ を む。４は 北側の 土上 から出土した。体部が直

的に開く器形である。 調は 、胎土に多 の 子、 、大 の リ を む。

　５は高台付杯の底部で、西側 溝の 土上 から出土した。内面に が される。高
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第155図　（12）SI013
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台内と摩 した れ口に が付 している。 調は 、胎土に を多く む。

　６は東 溝内から出土した須恵器 である。 部が り、口 部が「 」の字状に開くタ で、

部外面に きが される。内面の 調は 、外面は リー 、 面は を する。胎土に

子と大 の リ を多く む。

　７～11は土師器 である。７はカマド 床部 カマド から出土した。 部の りは く、最大径

25.7cm で口径よりわ かに大きい程 である。内面の 調は 、外面は で、胎土に多量の 、

リ 、 量の を む。 はカマド 側の 土下 から出土した である。 部が に

く、器形に みを生 ている。 部最大径は12.2cm と口径とさほど わらない。外面 部上位は

向のヘラ リ、中位より下 は横 向のヘラ リが される。 部外面には が付 している。 調

は 、胎土に多量の 子、 リ を む。９は 中央東寄りの 土中 から出土した。

を し、 子を多く む。10はカマド 床部の 土下 から出土した底部である。

に く、底部がわ かに みを る。内面の 調は 、外面は 、胎土に多量の 子、

量の 、 リ 、 状物を む。11は東側 溝近くの 土中 から出土した の口 部で

ある。口 部は り し状になっており、外面口 直下には 積み も見られる。 調は 、胎土に

多量の 子、 リ を む。

　12はカマド 床部から出土した支脚である。 面 形の柱状支脚で、表面は に えられる。他にも

う１ 体出土しているが、遺 状態が く 部のみを図 した。

（12）S 045（第156図、図 19）

　19 －03 リ ド に位置する。東側が調査区外のた 西側1 3ほどを調査した。 面形は 形と思

第156図　（12）SI045
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われる。主 は －16 － 、 は主 4.48 を測る。掘り込みは 面から20.5cm ～33.0cm で、

の ランがしっかりとしている。カマドは の一部が っており、北 中央に設置されたと思われる。

は主柱 が２ 検出された。径70cm 後で、 さは 1が78.3cm、 2が81.2cm である。 溝は

部 では全 し、 23cm ～35cm、 さ７cm ～12cm である。

　遺物は なく、全て 土中からの出土である。１、２は土師器杯である。１は体部 で、外面に墨書が

見られるが、遺 部位が なく は しい。２は底部を する。体部が内 し、外面口 部直下まで

ヘラ リ、内面は体部下位から底部にかけて が される。に い を し、胎土に を む。

外面体部下位から底部にかけて が付 している。

　３、４は土師器 である。３は を多く む ラついた胎土で、 ないし を する。 部外

面の調 はヘラ リのち で、やや を ている。口 上部で く外 し、口 部をつまみ上

ている。４は器 が く、口 部が やかな「 」の字を描く。 部外面は横 向のヘラ リ、内面は

ヘラ が される。 調はに い 、胎土に多量の 、 を む。武蔵 の と思われる。

（13）S 621（第157図、図 19・20・69）

　遺跡の東端、20 －57 リ ド に位置する。 跡の北４ ほどの所には遺跡中央を東西に横

る溝が っている。 面形は南北にわ かに い 形であるが、 で も しく 状 は

て い。主 は － － 、 は主 3.30 、 3.20 を測る。掘り込みは 面から7.5cm ～

15.5cm と い。カマドは北 中央に 跡を するのみで、 、 溝は検出されなかった。

　遺物は北西の から 金 が出土している。１は須恵器 の 部 である。 リー を し、胎

土に 子、 リ を む。外面に きが見られる。２は 製 金 の 金である。 する さ

34.3mm、 32.0mm、 さ1.2mm で、径1.8mm の を に有する。

（13）S 628（第158図、図 20・62）

　19 －52 リ ド に位置する。床面部 が けており、多量の 土・ 化 が検出されたことから

と考えられる。土 の 積状 を見ると、 後人 的な埋 しは行われておら 、 積

で埋まった状態である。遺物出土状 も原位置を った遺物の出土が られないた 、 を する

第157図　（13）SI621
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に を付けて やしたものと推 される。 面形は東西にやや い 形で、主 は －９ － 、

は主 3.60 、 3.72 を測る。掘り込みは 面から57.1cm ～73.8cm とかなり い。カマドは北

中央に設置されるが、 が しい。 は 西側から２ 検出された。 さは 1が6.9cm、2が2.0cm

第158図　（13）SI628
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で、 に伴うものかどうか である。 溝は西 中央から南 にかけての一部で、 16cm ～25cm、

さ２cm ～５cm である。

　遺物は 土中 に 見される。１は体部が直 的に開く の須恵器杯で、器 がやや い。胎土に

多量の 、 を み、 を するが、 により内外面とも く している。外面体部下端から

底部にかけての調 は ちヘラ リである。

　２～ は土師器杯である。２～４、６～ の胎土はほ 共 しており、 子、 、 リ

を む。外面体部下端 底部の調 は全て ちヘラ リである。２は底部に みをもつ杯、３は外

面口 部直下までヘラ リが される。内面にはやや をもった横 向の が される。 調は

である。４は体部が内 に開く杯である。 調は 、に い を する。５は口 部を

するが、底径の大きい 形に近い形状を すると思われ、須恵器の可能性もある。 調は 、胎土

に多量の 子と大 の リ を む。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが さ

れる。６は底部中央に回 糸 り を す。また、中央より外れた位置に「天」の墨書を記している。

調は であるが、外面は によって く している。７も く回 糸 り が見られ、「三」

の墨書が記される。 を する。 は底部 で、外面に「奈野」の墨書があり、 を する。

　９は 口 に近い形状の下総 須恵器 である。最大径は 部上位にあり、23.9cm を測る。 調は

、胎土に多量の 子、 リ を む。 部外面は き、内面は で て は でない。

　10～12は土師器 である。10は口 部に最大径をもつと思われる の で、胎土は土師器杯とほ

様である。内面の 調は 、口 部と外面は を する。11は の口 部、12は底部である。

胎土に多量の 、 、 、 リ を む。11の口 部は直立した後、 やかな 字を描く。

内面は 、外面はに い を する。12は底部外面に木葉 が見られる。内面の 調は 、外面は

に い である。図化はしていないが、９と 様の器形と思われる須恵器 がある。胎土に

子と を み、 を する。

（13）S 629（第159図、図 20・66）

　19 －21 リ ド に位置する。 面形は南北にやや い 形であるが、 が しい。主 は －

12 － 、 は主 3.60 、 3.19 を測る。掘り込みは 面から24.5cm ～45.5cm で、東 南寄り

がやや くなる。カマドは北 中央に設置されるが、遺 状態が く は っていない。 は主柱

が４ 検出された。 さは 1が15.3cm、2が13.1cm、3が11.4cm、4が17.3cmである。 溝は検出されなかっ

た。 のた の 土はほと ど っておら 、床面直上に ー を多量に む 土がわ

かに られる。

　遺物はカマド に 見される程 である。１、２は土師器杯である。１は底径が口径の1 2 下と

さく、外面に い ク を す。外面体部下位から底部にかけて ちヘラ リ、のち体部下端に

を加えている。 調は 、胎土に 子、 リ 、 を む。２は体部外面に墨書が

見られる。 画がわ かに できる程 で文字の は しい。 調は 、胎土は１と 様である。

底部回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リを す。図化はしていないが、他に土師器杯の底

部が２点出土している。

　３～５は土師器 である。３は杯と 様の胎土ながら で、口 部をつまみ上 るように形 ってい

る。 調は である。４は口径と 部最大径がほ くらいの で、他に比 て 子の 入量が
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多く、やや ラつく。に い を し、内外面に が付 している。５は に の で、口径と

部最大径がほ 一である。 する口 部の端部は いつまみ上 で、外面に面を有する。 調は

、胎土は５と である。

　６は須恵器 を した有 で、 部は に研 されている。1 2ほどの遺 で、 の最

大径5.0cm、 さ0.6cm、 径は0.5cm である。 調はに い 、胎土に 子、 、 リ

を む。表面に き が られる。３、５、６はカマド内から出土、４はカマド の床面直上

土下 から出土している。

（13）S 630（第160図、図 20）

　19 －13 リ ド に位置する。 面形は南北にやや い 形である。主 は －６ － 、 は

主 3.66 、 3.42 を測る。掘り込みは 面から21.5cm ～41.4cm で、 が しい。カマドは北

中央に設置されるが、遺 状態が く 跡をとど る程 である。 は直径25cm 後の主柱 が

第159図　（13）SI629
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３ され、 さは 1が20.2cm、 2が11.0cm、 3が11.0cm である。 溝は らない。 のた

の 土はほと ど っておら 、床面直上に ー を む 土と 土がわ かに られる。

　遺物の出土量は なく、４点を図化した。１は土師器杯の底部である。底部からの立ち上がりに みを

もち、 形を するものと思われる。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。底部

内面には い ク が る。 調は 、胎土に多量の 子と リ を む。

　２は須恵器 の口 部 である。胎土に まれる 入物は３、４とほ 様であるものの である。

部外面は き、内面は で て は である。内面の 調は 、外面は である。

　３は土師器 の底部である。に い で、多量の 子、 、 リ を みやや ラつ

いている。４は土師器 である。最大径を口 部に有し、 部はあまり ら に器 を ながら底部

向かうものと思われる。 部に２ 一 になる が付く。胎土は３とほ 様で、器面にやや ラつき

がある。 調は を する。

（13）S 631（第161図、図 20・21・62）

　18 －84 リ ド に位置する。 面形は東西に い 形である。主 は － － 、 は

主 3.03 、 3.62 を測る。掘り込みは 面から35.8cm ～48.5cm で、 が しい。カマドは北

東寄りに設置されるが、遺 状態が く両 の一部が る程 である。 は主柱 ４ が検出され、

さは 1が14.4cm、2が6.4cm、3が10.1cm、4が11.7cmである。 溝は 12cm～31cm、 さ４cm～10cmで、

南 中央から東にかけて れる。 のた の 土はあまり っていないが、床面直上には ー

を多く む 土が 積していた。また、 土中 には 化 を む 土も見られた。

第160図　（13）SI630
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　カマド の床面から遺物が数点出土している。１～ は土師器杯である。１、３、７、 が ク 成

形、２、４～６が ク 成形である。１はカマド内から出土した。底径が比較的大き で、口 部が

やかに外 する。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。内面の 調は 、外

面はに い 、胎土に 子、 、 リ を む。底部内面に の付 が見られる。３の底

部は ちヘラ リ調 によりやや みをもつ。また、外面体部下端には による面が形成されてい

る。底部外面には「三」の墨書が見られる。内面の 調は 、外面は を する。 入物は１

とほ 様であるが、１に比 て 子の 入量が多い。 の西側 溝 、床面直上から出土した。

　２、４～６は外面口 部直下までヘラ リが される。２、６の胎土は で、 子、 、

リ などの 入物が多く、 ラついている。６はカマド の床面直上から出土した。口 部外面に

が 状に付 している。４は比較的 入物が なく であるが、内面は のた れている。 調

はに い を する。底部外面に「三」と思われる墨書が見られる。５は大き の底部から体部が内

第161図　（13）SI631
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しながら立ち上がる器形である。内面の 調はに い 、外面は を し、口 部外面に

が付 している。胎土は と大 の リ を み、やや を る。７は外面に「三」の墨

書が見られる底部 である。糸 り後 ちヘラ リが されている。 調は である。 は底

第162図　（13）SI632
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部のみ2 3 遺 する。回 糸 り後 調 で、体部下端に ちヘラ リが加えられる。 調は

、胎土に多量の 子、大 の リ を む。

　９は 須恵器 の底部である。 調は リー 、胎土に多量の ・ 、 、

リ を む。 部外面にごくわ かではあるが き を することができる。底部外面は りが なく

としないが、 調 であろう。

　10は土師器 の口 部で、 を し、胎土に 、 、 、 リ を多量に む。

11は土師器 の底部でカマド内から出土した。多量の 子、 、大 の リ を む２、６

とよく似た胎土である。外面 部下端に が付 している。

（13）S 632（第162図、図 21・62・69）

　18 －77 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形で、カマドの付け えが行われている。

北カマドを中 とした主 は －13 － 、東カマドを中 とした主 は －104 － 、 は南北4.20 、

東西4.37 を測る。掘り込みは 面から40.4cm ～53.5cm で南東側がやや くなる。カマドは北 中央

と東 中央に設置されるが、２ とも が しく は である。 は主柱 が４ 検出さ

れ、 さは 1が27.1cm、 2が58.9cm、 3が46.4cm、 4が43.0cm である。 溝は北 北カマドと東カ

マドの 、西 中央に見られ、 10cm ～43cm、 さ３cm ～10cm である。西 の 溝は から離れている。

のた の 土はほと ど っておら 、床面直上にカマドから流出したと思われる や

土、 化物を多量に だ 土がわ かに られる。

　遺物は 土から一 で り上 たものがほと どである。３、５の土師器杯、13の土師器 底部はカマ

ドから出土している。1～３、５、７は土師器杯である。１は底部内面に が見られる杯である。

であるた 全体 は からないが、 する の が っている。回 糸 りの後 ちヘラ リが

される底部外面には、 成 に で多 向に を いたような 跡も見られる。２は外面に墨書の 画

が見られる底部 である。 調は 、胎土に 、 子、 リ を む。３は口径に比し

て底径が大き の杯で、口 部がわ かに外 する。底部回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ

リを加えている。 調は 、胎土に多量の 、大 の リ を む。５はやや さ の底部

から体部が直 的に開く器形である。 ク がはっきりとしており、外面体部下端から底部にかけて

ちヘラ リが される。 調は を する。多量の 子、大 の リ を だ の

胎土で ラついている。７は底部 でに い を し、多量の 子、 リ を む。

　４、６は須恵器杯である。４は体部が 行しながら大きく開く。表面の 調は であるが、 面は

を し、胎土に多量の 子、大 の リ を む。外面体部下端から底部にかけての調 は

回 ヘラ リである。６は底部である。内面の 調は 、外面は リー を し、多量の

子、 リ を む。 成がやや く、底部など みのある 所の 面は である。外面体部下端

から底部にかけての調 は ちヘラ リである。い れも下総 である。

　 、９は内面 の土師器杯であるが、胎土が異なっている。 が 、 リ 、 量の

状物を むのに し、９は 子と リ 、 量の ・ 状物を む。 調は がに

い 、９が である。外面体部下端から底部にかけては両 とも ちヘラ リである。

　10、12～15は土師器 である。10は 部が く、 部で しながら外 する器形で、口 端部は り

し状に られる。 調はに い 、胎土は を 量 み である。
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　11は須恵器 の 部 である。多量の 、 子、 リ を み、 を する。内外面とも

積み が で、外面は き、内面は て と思われる木口状の工 が見られる。 である。

　12は土師器 である。 部最大径は口径よりわ かに大きく10.2cm を測る。 子、 、

リ を み、 を する。13はカマド 土中から出土した。 調は 、胎土に 、

リ 、 量の 状物を み である。外面には山 が付 している。14は土師器杯５と 様の胎土

で、 子と リ を み ラついている。15は の 部 である。内面の 調はに い 、

外面は である。 、 リ を み、13に近い胎土である。外面には山 が付 している。

　16は 製 み で、 がわ かに る。

　図化はしていないが、ほかに内外面に のようなものが られる土師器杯底部 、外面体部下端か

ら底部にかけて回 ヘラ リが される土師器杯底部 、須恵器 の 底部 、 が出土している。

（13）S 633（第163図、図 21・62・69）

　18 －54 リ ド に位置する。 面形は 正な 形で が しい。主 は －９ － 、 は

主 3.68 、 3.80 、掘り込みは 面から23.9cm ～42.2cm である。カマドは北 中央に設置され

るが、遺 状態が く煙道部の掘り込みと 土が される程 であった。 、 溝は されなかっ

た。 のた の 土はほと ど っておら 、 ー 、 土、 化 を む 土がわ

かに られた。

　遺物は 東側の 土中 から 製 み が出土したほか、 土中に 見している。１は須恵器杯で

ある。多量の 子と 量の を む の下総 須恵器で、内面は 、外面は を する。

底径は さく、体部が直 的に開く。内外面とも い ク が り、外面体部下端から底部にかけて

ちヘラ リが される。底部 り離しは回 ヘラ りによるものと思われる。

　２～４は土師器杯である。２の底径は口径の1 2で、体部が直 的に開く。 調はに い 、胎土に 、

第163図　（13）SI633
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大 の リ を む。 による器面の れが しいが、外面体部下端 底部の調 は ちヘ

ラ リである。３は を する。胎土に 、 子、大 の リ を む。底部回

糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リを加えている。４は体部外面に墨書の 画が見られる底部

である。ごく一部の遺 であるた 文字の はできない。胎土に 、 リ 、 子を

むが、 入物は かく２、３の胎土とは異なる。 調は を する。外面体部下端から底部にかけて

の調 は ちヘラ リである。

　５～７は下総 の須恵器 である。５は り し状の口 部で、に い を し、 子を多く

む。６は 部上位がやや る器形になると思われる。外面の調 は きの後 で、 きの 跡は い。

内面も て の 跡は見 たらない。 調は 、胎土に多量の 子、大 の リ を

む。７は底部である。に い を し、胎土に多量の 子、大 の リ を む。

　 は土師器 の口 部で、口 部を 上 につまみ出すように っている。内面の 調はに い

、外面は で、胎土に多量の 、 リ を む。

　９は 製 である。 はないが、 部の形状から み の一 と考えられる。

　ほかに内面 された杯が１点出土している。

（13）S 636（第164図、図 21・69・70）

　18 －50 リ ド に位置する。 面形は南北に い 形で、南西 が調査区外にかかる。主

は － － 、 は主 4.02 、 3.76 、掘り込みは 面から41.5cm ～50.9 とやや い。カ

マドは北 中央に設置されるが遺 状態が く、左 の 底部と 土が る程 であった。 は主柱

が４ 検出され、 さは 1が35.3cm、 2が20.3cm、 3が24.8cm、 4が25.9cm である。 3は南 溝上

にあるた 、 に伴うものかどうかは である。 溝は東 の南 と、西 、南 から検出され、

26cm ～34cm、 さ６cm ～７cm である。 のた の 土はほと ど っておら 、 ー 、 土

を む 土がわ かに られる。

　遺物は床面から 土中 にかけて する。１～ は土師器杯で、７、 は内面 される。１、

３～６の胎土は共 しており、 と大 の リ を む。外面体部下端から底部にかけての調

は全て ちヘラ リである。１のみ回 糸 り が できる。 さ の底部から体部が直 的に開

き口 部でわ かに外 する器形が大 を る。 調は６が を するほかは を する。２

は外面口 部直下までヘラ リが される。 のた か を する。胎土は 子を む。７

は底部回 糸 り後回 ヘラ リが される。 調は で、胎土に と 量の 状物を

む。 は底部外面に墨書が見られるが、遺 部位が なく できない。９は高台付杯の高台部である。

高さはあまりなく、開きも い。内面の調 は 、底部は回 ヘラ リの後高台を り付けている。

調は 、胎土に を む。内面に の付 が見られる。

　10～12は土師器 である。10は口 部 で、杯と 様 、 リ を む。口 部はつまみ上

るように られ、外面に を有する。 調は である。11の底部は 形を する。 、

リ を み、内面の 調は 、外面は である。12は 入物が多く、多量の 子、

、 リ を でいる。内面の 調は 、外面は である。

　13～15は下総 の須恵器である。13は の の底部 である。内面は 、外面は を し、胎

土に 子を む。外面は 調 、内面はヘラ で 上 られる。14は の底部で胎土に 子、
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リ を む。内面は 、外面は 、 面は を する。底部外面は 調 である。15は

す まった 部に外 する り し状の口 部が付く で、 調は 、胎土に 子を多く む。

　16、18は 器である。16は の 部 で最大径は21.0cm と推測される。胎土は リ を若干 み

である。内面 地の 調は の いに い である。外面は 部上位から中位にかけて

が かっており、 リー 、中位は 、下位は と 調が 化している。18は 部最大径

を中位よりやや上に有する で、22.4cm と推測される。 部は直立し、口 部で大きく がって け
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口状になる。内面の 調は ～ 、外面は に発 し、 部から 部中位にかけて が

かっている。胎土に４mm 下の 子を多量に む。外面 部下位には回 ヘラ リが される。

　17は外面に きが された須恵器 の 部 である。内面には て が見られる。 調は 、

子、 リ を む を た胎土である。東 である。

　19は 1の南、 土下 から出土した 製 、20は の三 形 の 部である。21は の 部か。

20と21は 一 体の可能性がある。図化はしていないが、他に土師器杯、高台付杯、須恵器 口 部（

り し状口 、 口 ）、底部、 きが された 部 が出土している。

（13）S 637（第165図、図 21）

　18 －38 リ ド に位置する。 面形は南北にやや い 形で が しい。主 は － － 、

は主 3.95 、 3.65 を測る。掘り込みは 面から38.0cm ～46.7cm である。カマドは北 中

央に設置されるが遺 状態が く、煙道部の掘り込みと 床部が できる程 である。 は主柱

４ が検出され、 さは 1が23.0cm、 2が15.5cm、 3が11.7cm、 4が21.5cm である。 溝は らない。

土は が しいものの、上 に ー を む 土、下 に 土・ 土・ ー を多く む

土が できた。

　 土下 から中 にかけて遺物が 見する。１は を する須恵器杯である。口径に比して底径が

大きく、器高も高い。 子、大 の リ を む。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ

リが される。 である。

第165図　（13）SI637
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　２～５は土師器杯である。２は底部からの立ち上がりに みを有し、口 部がわ かに外 する。 、

リ を み、に い を する。底部回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リを加

えている。底部内面は のた 器面が 離している。３は体部外面に墨書が見られるが、遺 部位が

なく できない。内面は 、外面は ちヘラ リで 上 られる。 は されていない。

調は 、胎土に多量の 、 リ を む。４は口 端部が く外 する杯で、底部を す

る。に い を し、胎土に多量の 、 リ を む。外面体部下位の調 は ちヘラ

リである。５は底部のみ遺 する。内面は 、外面はに い で、胎土に 、 リ を

む。底部回 糸 りの後体部下端と底部 部に ちヘラ リが される。

　６～ は須恵器 である。６は 部から 部上位にかけて遺 し、南 中央、床面直上から出土した。

器表面の 調は リー 、 面は を する。胎土に多量の 、 子、 リ 、６

mm ほどの を でいる。 部外面は き、内面はヘラ であるが、内外面とも器面が れている。

である。７は口 部が大きく開く の口 部である。口 部上端は 状に でいる。内面の

調はに い 、外面は 、胎土に多量の 子、 、 量の 状物を む。下総 か。

は く外 する口 部の端部を け口状に り出した下総 の である。内面の 調は 、外面は

、胎土に 子、 リ 、 量の 状物を む。 部外面の きは くはっきりと

している。

　９は土師器 である。 部最大径より口径がわ かに大きい。 部下位に向かって器 を ていくよ

うである。 調はに い 、胎土に 、 リ を む。

　10は土師器 口 の口 部 である。内 しながら開く体部に外傾する口 部がつく。 口部 は大き

く やかに り出されている。内面の調 は 、外面は口 部直下までヘラ リが されている。

調はに い 、胎土に多量の 、大 の リ を む。
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（13）S 638（第166図、図 21）

　17 －81 リ ド に位置する。 面形は 形と思われるが、南西 は調査区外のた 検出できな

かった。北西 が を けている。主 は －12 － 、 は する東西 で3.50 を測る。掘り

込みは 面から20.4cm ～31.3cm である。カマドは北 中央やや東寄りに設置される。左 は比較的良

に遺 しているが、 は 部のみ できる程 である。 は検出されなかった。 溝はカマド

両 を いて全体に見られ、 22cm ～30cm、 さ２cm ～５cm である。

　遺物の量は なく、４点を図化した。１は土師器杯の口 部 である。体部外面横位に「倉」の墨書が

見られる。 調は で、胎土に 、大 の リ を む。内面の調 は 、外面は口 部

直下までヘラ リが される。

　２、３は胎土に多量の 子、 、 リ を む の土師器 である。２は口 部が

字を描く口 部 で、に い を する。 部内面には木口状のヘラの たりが できる。３は木

葉 が見られる底部 である。 調は で、底部外面には が付 している。

　４は須恵器 の底部 で、 になるものと思われる。 調は で、胎土に 子を多量に む。

（13）S 648（第167図）

　17 －53 リ ド に位置する。掘り込みがほと ど く、 ランのみの検出である。 面形は東西

に い 形で、主 は － － 、 は推定で主 2.73 、 3.60 を測る。カマドは北 中央

に 跡が された。 は主柱 ４ が検出され、 さは 1が23.2cm、 2が17.1cm、 3が6.6cm、 4

が13.5cm である。

　遺物は なく、カマドから出土した土師器 １点を図化した。 部に を有し、口 部が外 する器形

で、端部は につまみ上 ている。 部外面には きのような調 がある。口 部にもその 跡が

られ、 きの後口 部 、 部ヘラ リを している。内面の 調は 、外面は 、胎

土に 、 リ を む。

（14）S 129（第168図、図 21・22・62・66）

　18 －56 リ ド に位置する。台地中央で西側に谷を む。東側は調査区外のた 調査である。

検出された西側部 から推 すると、 面形は 形を するものと思われる。主 は －10 － 、

第167図　（13）SI648
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第168図　（14）SI129
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は主 4.70 を測る。掘り込みは 面から27.2cm で、床面はしっかりと み られている。カマ

ドは北 中央に設置され、煙道部の遺 状態は良 であった。 部からは支脚が出土している。

は主柱 が２ 検出され、 さは 1が58.4cm、 2が70.5cm である。 溝は南西 がやや であるが、

34cm ～55cm、 さ３cm ～10cm で 部 では全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて し、カマド に集中する。１～３は須恵器杯である。やや さ

の底部から体部が内 に開く器形で、器高は い。１は底部回 糸 りの後体部下端から底部にか

けて回 ヘラ リ、２は底部と底部下端に ちヘラ リが されるが、 り離し 法は である。

調は１、２とも を する。３は口径の1 3ほどの大きさの底部から体部が直 的に開く器形で、

体部外面に「六」と朱書きされている。 調は で、胎土に多量の と大 の リ を

でいる。 ク は比較的はっきりしており、外面体部下端と底部に ちヘラ リが される。

　４～ は土師器杯である。４は底部回 糸 りの後体部下端から底部にかけて回 ヘラ リが され

る。 調は である。土師器としたが、下総 の須恵器の可能性がある。５は体部が直 的に開く器形

で、外面体部下端と底部に ちヘラ リが される。 調は内外面とも 、 面は を してい

る。６は口 部を しているが、 図的に ち いた可能性がある。内面の 調は 、外面は

を し、 子を多く む。４と 様 ク ははっきりしており、外面体部下端から底部にかけて

ちヘラ リが される。７は体部が内 しながら開く杯で口 部を している。 調は で胎土

に を でいる。外面体部下端と底部に ちヘラ リが される。外面体部中位に が 状に付

している。 も口 部を する杯で、底部回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リを す。

他に内面 の された土師器杯の口 部 があるが、 のた 図化しなかった。

　９～11は須恵器 である。９は 「 」の字状に開く り し口 で、に い を する。 を多

く み、外面には の付 が見られる。10は く った 部と り込 だ 部が の で、 部最大径

は25.4cm を測る。 調は 、胎土に 子を多く む。外面は き、内面はヘラ で、 て

は見られない。11は く する り し口 で、端部がわ かにつまみ上 られる。 部は し ら

み、最大径29.0cm を測る。 部外面は き、内面はヘラ で 上 られる。 調は を する。

　12は土師器 で、口 部を する。器 が く 部で し、 部最大径は13.7cm を測る。

調は 、胎土に多量の を み、 のた か い。13は土師器 底部で を する。

で胎土に多量の 子、 リ を む。14はいわ る の口 部で、口 部が 字状に外

する。 調はに い 、胎土は 、 子を多く む。 部内面に の付 が見られる。15は

の 部 で、に い を し、胎土に多量の 、 と を む。外面は 向の

、内面はヘラ で、内面の一部に山 が付 している。

　16は土師器 の有 である。直径2.8cm、 さ0.5cm、 径0.7cm で側面は に研 されて

いる。表面の 調は 、 面はに い を する。17は土製支脚である。 部と 部と思われるが、

もう し る可能性もある。推定 した部 を た は17.6cm、最大 7.7cm を測る。表面は

ヘラ リによって面が形成されている。 調は で、胎土は で い。

（15）S 004（第169・170図、図 22・62・63・69）

　18 －95 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は －５ － 、 は

主 3.45 、 3.72 を測る。掘り込みは 面から21.6cm ～41.0cm で が しい。カマドは北
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第169図　（15）SI004①
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中央に設置される。 は 子 １ のみの検出で、 さは19.0cm である。 溝は 20cm ～38cm、

さ３cm ～ cm でカマドを き全 する。

　遺物は 東側にやや集中している。１は内面 が される土師器杯で、 西側の

土下 から出土した。底径は口径の1 2よりやや大きく、口 部が器 を ながらわ かに外 する。

底部回 糸 りの後体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。体部外面に正位の墨書「原」

が見られる。 調はに い 、胎土に 子、 リ を む。

　２～10は土師器杯で、このうち４、５、 ～10は 土中から出土した墨書土器である。外面体部下位か

ら底部にかけての調 を できるものはす て ちヘラ リである。２は西側 溝の 土中 から

出土した。底部に みをもち、口 部が く外 する。内面に が付 しており、底部付近には によ

ると思われる器面の 離が見られる。内面の 調は 、外面は 、胎土に 、 リ 、

量の と 状物を む。３は南側 溝中央の 土上 から出土した。底径は口径の1 2よりやや

大きく、口 部が やかに外 する。 調は ないしに い 、胎土に多量の 、 リ を

む。４は土師器杯で底部を する。体部外面に横位の「佐□」と思われる墨書が見られる。 調は

、胎土に多量の 、大 の リ を む。５は内面に が される土師器杯で、

第170図　（15）SI004②
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外 する口 部の端部が し くなる。 を し、胎土に 、 リ を む。墨書は文字

の一部のみで、 はできない。６は 土中から出土し、体部が直 的に開く。 調は 、胎土に 、

リ を み、 を ている。７も 土中からの出土で、底部を する。体部中位にわ か

にく れを ち、口 部は直 的に開く。内面の 調は 、外面は で、胎土に 子を む。

口 部内面に が付 している。 は杯の体部 である。墨書は体部外面に横書きされているようである。

これまでの出土例から「倉」と考えられる。９は口 部 である。 を し、胎土に 、 リ

を む。墨書は体部外面に見られるが、遺 部位が ないた 能である。10は底部 である。糸

り後 ちヘラ リが される。 調は 、胎土に 、 リ を む。底部外面に墨書

が見られるが、遺 部位が ないた 能である。

　11は東側中央の 土中 から出土した須恵器 である。口 部外面に きの 跡があり、体部下位に

ちヘラ リを している。内面の 調は 、外面はに い で胎土に多量の 子、大 の

リ を む。下総 である。

　12は内面に が される土師器 で、 中央西寄りの 土中 から出土した。底部を する。

体部は内 しながら立ち上がった後直 的に開き、口 部で外 する。 調は 、胎土に多量の 、

大 の リ を む。13は外面口 部直下までヘラ リが される土師器杯である。 土中から

の出土で底部を している。内外面とも口 部に 煙が付 している。 調は 、胎土に多量の

子、 リ を む。14は 土中から出土した土師器高台付皿である。やや高 の高台はほ 直

立する。口 部は く外 して水 に開き、 状に２回 ったかのように1 3 程 するが、 れ口が

摩 しているた 図的に ち いた可能性がある。外面口 部1 4 程に が付 している。 調は 、

胎土に 、 リ を む。

　15～18は須恵器 である。15は 土中から出土した。口 部が「 」の字状に大きく開くタ で、

部外面には き、内面には い て が る。 調は 、胎土に多量の 子、大 の リ

を む。16はカマド の 土中 から出土した。外面は きの後 部下位にヘラ リを している。

内面は器面が れているた であるが、 と思われる。内面の 調はに い 、外面は

を する。胎土に多量の 子、大 の リ を む。17は 部 で 南側の 土下 から

上 にかけて していた。外面は の い き、内面は が される。内面の 調は 、外面は

、胎土に を多く む。 成 である。南比 か。18は の底部で、 東側の 土下 か

ら出土した。 部外面は きの後 部下位にヘラ リを している。内面には い て が る。内

面の 調は リー 、外面は リー を する。胎土は15と 様で、15、18は 一 体の可能

性がある。15、16、18は下総 である。

　19～21は土師器 である。19は 北東の 土中 から出土した である。口径と 部最大径がほ

大きさで、口 部は 口 となる。外面 部下 に による 離が見られる。 調は 、胎土

に を む。20は南側中央の 土下 から出土した である。 部はあまり ら 、口 部に最

大径を有する。 調はに い 、胎土に多量の 子、 を む。21は北東 の 土中 から出土

した。口 部中位に らみをもち、端部がつまみ上 られる。 調は 、胎土に多量の 子、大

の リ を む。

　22は 製 でカマド左 から出土した。 部上端の を り す で、 端部を している。
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第171図　（15）SI007
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（15）S 007（第171図、図 22・63）

　19 －70 リ ド に位置する。 面形は正 形に近い。主 は －１ － 、 は主 3.35 、

3.22 を測る。掘り込みは 面から13.6cm ～26.7cm とやや い。カマドは北 中央に設置される。

の を けているが、比較的良 に遺 している。 は主柱 ４ と 子 が検出さ

れた。 さは 1が16.2cm、 2が18.1cm、 3が18.5cm、 4が20.5cm、 5が29.1cm である。 溝は 14cm ～

35cm、 さ３cm ～10cm で全 する。

　遺物は床面から 土中 にかけて する。１～３は土師器杯である。１は 南端中央付近の 土下

から出土した。 形に近い形状で口 部が やかに外 する。底部回 糸 りの後体部下端から底部外

にかけて ちヘラ リを す。 調はに い 、胎土に 子、 、大 の リ を

む。底部外面に墨書が見られる。遺 部位が ないた だが、これまでの例から「三」と思われ

る。２は 南端中央の 土下 から出土した。口 部から体部にかけて1 2 程が遺 するが、底部を

する。外面に い ク を す。 調はに い 、胎土に多量の 子、 、 リ

を む。３はカマド内 土下 から出土した杯で、外面口 部直下までヘラ リが される。に い

を し、胎土に多量の 子、 リ 、 量の 状物を む。

　４は 中央北東寄りの 土下 から出土した須恵器 である。 部は直 的に開く。外面は き後

部下位にヘラ リ、内面に 状の て が る。内面の 調は 、外面は を する。胎

土に多量の 子、 子を む。内面には によると思われる器面の 離が見られる。

　５～９は土師器 である。５はカマド左 の 土下 から出土した。 しない口 部 と 部・

底部 を図上で した。やや下 れの形状で、 部最大径は12.1cm である。 部内面が 状に し

ており、外面には が付 している。 調は 、胎土は多量の 子、 リ を で

を る。６は 中央より西寄りの床面、カマド 床部などから出土した。最大径を 部上位に有し

15.2cm を測る。口 部は しながら やかに外 し、口 部をつまみ上 ている。 調は 、胎

土に多量の 子、 、 リ を む。７は の上 部である。 中央付近の床面お

よ 土下 から出土した。 部中位に最大径を有し、23.8cm を測る。口 部は く外 し、端部をつ

まみ上 ている。 調はに い 、胎土に多量の 子と を む。内面 部中位に い付 物が

見られる。 しない 一 体の 部 も内面が に している。 は内 しながら大きく開く 下

部である。カマド 床部の 土下 から出土した。 調は 、胎土に多量の 子、

リ を む。９はカマド 床部、床面中央付近などから出土した。最大径を口 部にもち、口 部は く

つまみ上 られる。 調は 、胎土に多量の 子、大 の リ を む。 はしないが、

一 体と思われる底部 があり、底径7.0cm を測る。

（15）S 008（第172図、図 22・63）

　19 －84 リ ド に位置する。 面形は正 形である。主 は －２ － 、 は主 2.52 、

2.57 を測る。掘り込みは 面から9.8cm ～20.5cm と い。カマドは北 東寄りに の一部が

していた。検出された は直径20cm 後の ３ で、 さは 1が24.6cm、 2が22.1cm、 3が

18.8cm である。 溝は らない。 に を けており、床面には が見られる。

　遺物の出土量は なく４点を図化した。１～３は下総 の須恵器である。１は 土中から出土した杯の

底部 である。底径がやや大きく、体部の立ち上がりは直 的である。底部回 ヘラ りの後体部下位か
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ら底部にかけて ちヘラ リが される。内面の 調はに い 、外面は 、胎土に多量の

子、大 の リ を む。２は 北東の 土下 から出土した の口 部 で、やや ら

みをもった 部に やかに外 する口 部が付く。外面には きが される。 調は 、胎土に多量

の 子、 リ を む。３は の 下 部で、 西南 の 土中 から出土した。外面は き後

部下位にヘラ リを す。内面 部中位に近い部位は て により器面が している。 調はに

い 、外面 部下端は を している。胎土に と大 の リ を多く む。

　４は 中央の床面から出土した土師器 である。最大径を 部上位に有し、16.4cm を測る。口 部

は しながら外 し、端部をつまみ上 ている。内面の 調はに い 、外面は 、胎土に多

量の 子、 リ を む。

（16）S 001（第173図、図 23）

　20 －54 リ ド に位置する。カマドの付け えが行われた で、 面形は東西に い 形

である。主 は －１ － 、 は主 3.48 、 4.82 を測る。掘り込みは 面から11.7cm ～

28.3cm とやや く が しい。カマドは北東 と北 東寄りから２ 検出された。北東 のカマドは

で埋 し、 床されていた。北 東寄りのカマドは により遺 が く、 の一部が う て っ

ていた。調査所見によると、もともと のかなりの部 が り われていたようである。 は検出さ
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れなかった。 溝は 21cm ～37cm、 さ１cm ～９cm で全 する。床面は南東 と南西 を き 化面が

見られた。

　遺物の出土量は なく、カマド に 見される。１～４は土師器杯である。１～３は体部外面に墨書

が見られる。１はカマド から出土した口 部 と、東側 溝の 土上 から出土した底部が し

た。底径は口径の1 2よりやや大きく、口 部が しながら やかに外 する。底部回 糸 りの後底

部外 と体部下端に ちヘラ リが される。 調は 、胎土に 子、 を多く む。墨書

は横位の「主」か。２はカマド 床部の西 土中 から出土した。体部が内 に開く器形である。

墨書は墨 が く、遺 部位が ないた 能である。 調はに い 、胎土にやや多 の 、

リ を む。３は 土中からの出土で、口 端部が し外 する。墨 が くはっきりしてい

るが、遺 部位が ないた 能である。 子、 を多く み を た胎土である。 調

は を する。４は底部 で、カマド 床部の 土上 から出土した。底部回 糸 りの後体部下端

第173図　（16）SI001
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から底部外 にかけて ちヘラ リ、内面には が されている。内面 の可能性がある

が、 のた である。内面には の付 が見られ、体部の れ口も していることから、 図的

に ち いたとも思われる。 調は 、胎土に 子、 、 リ を 量 む。

　５は須恵器 の口 部 で、カマド付近の 土上 から出土した。 みをもって く る 部に「 」

の字状に開く口 部が付く。口 端部は り し状を する。外面と口 部内面が 離している。 調は

ないしに い を する。胎土に多量の 子、 リ を む。下総 である。

　６は 土中から出土した土師器 の上 部である。口 部が やかな 字を描く。 調は 、胎土に

多量の 、 リ を む。７は土師器 の 下 部である。東側 溝の 土上 から出土した。

で、 部が直 的に開く。外面は横 向のヘラ リ、内面はヘラ が される。 調は な

いしに い 、胎土に多量の 子、 リ を む。

　他に図化はしていないが が２点出土している。１点は 中央東寄りの 土下 から出土している。

（16）S 002（第174図、図 23）

　20 －68 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は － － 、 は
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第175図　（17）SI009
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主 2.94 、 3.30 を測る。掘り込みは 面から18.5cm ～30.2cm で が しい。カマドは北

中央に設置され、比較的良 に っている。 は床面中央やや東寄りと南 側中央から２ 検出され

た。南 側中央の は 子 であろう。 さは 1が10.2cm、 2が15.5cm である。 溝は 24cm

～28cm、 さ２cm ～９cm で全 する。床面中央から西側にかけて 化面が見られた。

　遺物の出土量は なく５点を図化した。１は 土中から出土した 須恵器 の 部 である。外面

は き、内面には て が見られる。内面の 調は 、外面は を する。胎土に多量の

子と を む。

　２～５は土師器 である。２、３は 土中から出土した の口 部である。やや みのある 部

が直 的に開き、口 部は 字状につまみ上 られる。胎土に多量の 子と 量の を み、２に

は リ も見られる。内面の 調は 、外面は を する。４、５は底部 で、４は 北

側の床面から出土した。外面に が付 し、器面の 離している 所も見られる。内面は 、外面

は を し、胎土に 、 リ を む。５はカマド近くの床面から出土した。 部に比 て底

部が く、やや みを ている。 調は 、胎土に多量の 子と大 の リ を む。

（17）S 009（第175図、図 23・66）

　21 －30 リ ド に位置する。 面形は南北にやや い 形である。主 は －69 － 、 は

主 2.45 、 2.70 、掘り込みは 面から34.8cm ～47.2cm である。カマドは西 中央に設置される。

の に比して大きく 1.45 、 1.24 を測り、煙道部からは支脚と 土師器杯などが出土し

ている。 は主柱 ４ の他に床面中央から 5が、東 側中央から 6が検出されている。 さは 1

が12.0cm、 2が12.4cm、 3が14.2cm、 4が12.4cm、 5が15.7cm、 6が13.6cm で あ る。 6は 52.0cm、

49.0cm の 形で、 土の中 部に が 入していた。 溝は らない。

　遺物はカマド煙道部に集中する。１、４は下総 の須恵器杯である。１は 土中から出土した。底径は

口径の1 2で、外面体部下位から底部にかけて回 ヘラ リが される。 調は リー ないし 、

胎土に と大 の リ をやや多く む。４は南 中央の 土上 から出土した。表面の 調は

、 面は を する。胎土に 、 リ を み、 を る。

　２、３は土師器杯である。口径の1 2 後の底部から体部が直 的に立ち上がり、口 部で外 する。

外面体部下位から底部にかけての調 は２点とも ちヘラ リである。２は 東側中央の 土上

から出土した。他に比 て器高がやや く である。内面の 調はに い 、外面は で、口

部外面と底部内面は に している。胎土に を多く む。３はカマド内の 土中 から出土した。

口 部は器 を ながら直 的に開き、端部で く外 する。 調は を する。 成によ

るものか、外面の一部が く けている。胎土に 、 リ を む。全体的に している。

　５、６は内面に が される土師器杯である。外面体部下位から底部にかけて ち

ヘラ リが される。５は南 中央の 土上 から出土した。墨書を む は しないが、図上で

した。底径が さく、口 部は外 して 状を するところもある。 調はに い 、胎土に多

量の 、 リ を む。墨書は体部外面に横位に「三□」と記される。 文字 の 画から「三

寺」の可能性がある。６はカマド煙道部から出土した。口 部を し、外面は により摩 している。

調はに い 、胎土に多量の 、大 の リ を む。

　７は 土中から出土した土師器皿の口 部 である。口 部がわ かに外 し みを ている。内面
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第176図　（17）SI010
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には が される。外面には墨書が見られ、一 書いた文字をな って書いている。遺 部位が な

いた は しい。

　 は中央 東側の 土上 から出土した土師器 である。 部最大径は12.1cm で、口径と で

ある。口 部はつまみ上 られ、外面に をもつ。 部外面は 向の なヘラ リ、内面はヘラ

で の工 が っている。外面 口 部内面に が付 している。 調はに い 、胎土

に 子、 、 リ を む。

　９、10は外面に き をもつ須恵器 で、内面には て が見られる。９はカマド左 、煙道部 土

中 などから出土した。最大径を 部上位に有し34.1cm を測る。口 部は く外 し端部を り して

いる。内面の 調は 、外面はに い で、胎土に多量の 子、 、 リ を む。

外面は による器面の れが しい。 である。10はカマド煙道部の 土中 から出土した。 調

はに い 、胎土に多量の 、 子、 リ を む。下総 である。

　11は須恵器 の 部 である。 土中から出土した。外面は回 ヘラ リが されている。

を し、 により ら でいる 所が見られるものの 成 である。胎土は 子、 リ を

量 み である。東 である。

　12はカマド煙道部から正位で出土した支脚である。 部、 部ともに する。 により表面が 離

したようで、 の付 と く けた部 が している。表面は面 りされ、 面は多 形状である。

（17）S 010（第176図、図 63・66）

　21 －21 リ ド に位置する。 面形は東西に い 形である。カマド 検出のた を主

とすると －108 － 、 3.73 、 3.26 を測る。掘り込みは 面から51.7cm ～56.5cm と

い。 は直径20cm～30cm 後のものが６ 検出された。 さは 1が11.4cm、2が10.7cm、3が8.4cm、

4が12.0cm、 5が13.1cm、 6が6.9cm である。 溝は 18cm ～50cm、 さ３cm ～９cm で、北東 と南

の一部で れるほかは全 する。 跡の東に（17）SI016が しているが、主 位が であり、

東 の ランがはっきりしないことから、２ の 跡は 一 、或いは の可能性がある。ま

た、床面中央などから 口 が出土しているが、 や製 に わる 跡は検出されなかった。

　遺物は 土下 から上 にかけて する。１、２は須恵器杯である。１は 土中からの出土で、 形

を する。底部を し、内外面に が見られる。外面体部下位に回 ヘラ リが される。内面の

調は 、外面は 胎土に 、 リ 、 量の 状物を む。南比 である。

２は 中央の 土中 から出土した。底部を し、体部が内 しながら開く。外面体部下位に ち

ヘラ リが される。 で を し、 面はセ である。胎土に 子を多く む。

　３～20は土師器杯である。 土中からの出土が多い。このうち７～14は墨書土器の である。外面体

部下端から底部にかけての調 は ちヘラ リが主体である。３は体部の立ち上がりがあまく、口

部はわ かに外 する。 調は で 面はに い を する。胎土に 子を多く む。体部外

面横位に「三寺」と朱書きされている。４は 中央西寄りの 土中 から出土した。外面体部下端は

ちヘラ リによって面 りされている。体部外面の墨書は、 文字 の 画から「三寺」と思われる。

５は中央やや南寄りの 土下 から出土した。口 部をほと ど している。体部外面に墨書が見られ

るが、遺 部位が ないた 能である。６は体部が内 に開き、口 部で外 する器形である。

外面体部下位から底部にかけて ちヘラ リが される。４、５、６の 調は 、胎土に 、
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リ を む。体部外面に横位の墨書が見られる。他の出土例から「倉」と思われる。

　７～14は外面に墨書が見られる で、おおむ ないしに い を する。胎土も共 してお

り、 、 リ を む。他の出土例から「三」あるいは「寺」と推測できるものもあるが、

のた は しい。７～10は口 部 である。７は「三倉」か。 は「寺」と る。外面口 部直下

までヘラ リが されている。９は内面に が される。墨 は比較的はっきりして

いるが、文字の はできない。10は墨 が くはっきりとしているが、 のた 能である。11

～14は体部 で、全て横位の墨書である。11は外面体部下位に ちヘラ リが される。墨書は「寺」

と記されている。12は 入物がやや多い。墨書は「三□」と記されている。文字は 字だが、墨 は い。

14は胎土に 量の を み、墨 がはっきりとしている。

　15、16は内面 が される。15は 北西の 土中 から出土した。底径は口径の

1 2で、口 部が外 する。 調はに い 、胎土に多量の 、大 の リ を む。口

部から体部にかけて1 2 程 している。16は西側 溝の 土上 から出土した。体部は口 部に向かっ

て器 を ながら直 的に開く。底部回 糸 り後体部下端と底部に回 ヘラ リが される。 調

は 、胎土に 、大 の リ を む。外面体部下位に墨書が見られるが、遺 部位が な

いた 能である。

　17は体部が内 しながら開く器形で、外面に い ク を す。 調はに い 、胎土に 、

リ を む。18は底径が さく体部が内 しながら開く器形で、外面口 部直下までヘラ リ

が される。 調はに い 、底部内面は を する。胎土に 、 リ を む。

　19は体部が直 的に開き、口 部でわ かに外 する。底部を している。内面には が され、

外面にも い が見られる。 調はに い 、胎土に 、 リ を む。20は内面に

が され、口 部を している。外面体部下端から底部にかけて回 ヘラ リが さ

れる。体部に墨書の 画が見られるが、遺 部位が なく は しい。 調はに い 、胎土は

で 量の を む。図化はしていないが、この他に墨書の 画が見られる が14点ある。内 は口

部 ７点、体部 ６点、内 土器体部 １点である。中には「三」と推測されるもの、「寺」の一部と

思われるものも見られる。

　21、22は下総 の須恵器 である。21は口 部 で、口 端部は上下に くつまみ出されている。内面

の 調は リー 、外面は 、 面は を する。胎土に多量の 子、 リ を

む。22は 南東の 土下 から出土した底部 である。内面の調 はヘラ 、外面はヘラ リで

ある。 調は 、胎土に 子、 リ を む。底部内面に が付 している。

　23は 南側の 土中 から出土した の土師器 である。最大径を 部上位に有し21.6cm を測

る。外面 部下 に 向の が される。内面の 調は 、外面はに い ないし を

する。胎土に多量の 子、 、 リ を む。 部外面に が付 している。

　24、25は の 口である。 口 は10点出土しており、そのうち２点を図化した。24は 中央の 土

下 から、25は 土中から出土した。発 した が し、一部は ラ 化している。内径は2.0cm ～

2.3cm である。

（17）S 011（第177図、図 24）

　21 －14 リ ド に位置する。 面形は南北に い な 形である。主 は －63 － 、
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は主 1.90 、 2.33 を測る。掘り込みは 面から32.8cm ～42.4cm である。カマドは西 中央や

や北寄りから の一部が検出された。 溝、 ともに検出されなかった。 土は を けているた

だが、 ー を む 土が主体のようである。

　遺物は なく、す て 土中からの出土である。１、２は土師器杯である。１は体部が内 しながら開

き、口 部で する。外面体部下 から底部にかけて ちヘラ リが される。 調は 、胎土

に 、 リ を む。２は内面に が される。体部が内 に開き、外面

体部下位に ちヘラ リが される。 調はに い 、胎土に 、 リ 、 量の

状物を む。外面には が付 している。

　３～６は須恵器 で、６のみ東 、他は下総 である。３は「く」の字状口 になるものと思われる。

調は 、胎土に 子と大 の リ をやや多く む。４は最大径を口 部に有する。

部は らみをもち、口 部が「く」の字状に外 する。口 部はやや け口状を する。 部外面は き、

内面は な て はないが、器面に が見られる。 調は 、胎土に多量の 子と 、

リ を む。５は 中央の 土中 から出土した 部 である。 部上位に らみをもち、外

面に きが される。内面の 調は リー 、外面は で胎土に 子を多く む。６は 部

で外面に き、内面に 状の て が見られる。内面の 調は 、外面は リー 、胎

土に リ を多く む。

　７は須恵器 の底部 である。遺 部位が ないものの底部の形状から の の可能性がある。外面
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は きの後 部下端にヘラ リを している。内面の 調は 、外面は 、胎土に 子、

、 リ を む。下総 である。

（17）S 016（第178図、図 24・63）

　21 －22 リ ド に位置する。（17）SI010と 一 もしくは 跡の可能性が高い。 形

を する形状から工房跡とも考えられる。南東 は により している。主 は －108 － 、

は（17）SI010を た 6.30 、 3.05 を測る。掘り込みは 面から31.6cm ～60.9cm で、

北側がやや くなる。カマドは東 南寄りに設置される。煙道部が を けているた としない

が、 の より内側に まるものと思われる。 はカマド の から２ 検出された。 さは

1が12.6cm、 2が20.5cm である。 溝は北 と南 に から離れた状態で掘り込まれている。 10cm ～

18cm、 さ５cm ～ cm である。

　遺物はカマド に 見される。１～４、６は土師器杯である。１はカマド 付近の 土中 から出

土した。底径は口径の1 2よりやや大きく、体部が直 的に開く。内面の調 は 、底部回 糸 り

の後外面体部下端から底部外 にかけて ちヘラ リが される。内面の 調はに い 、外面は

第178図　（17）SI016

1 2

3

7

9

4

8

5

6

0 10cm

0 4m

′

′

4,5

2

1

8

79
6

4,5

2

1

7

9

6

′ ′



－ 269 －

、胎土に多量の 、 リ を む。２は内面に が される杯で、カ

マド左 の 土下 から出土した。底部を する。体部は内 に立ち上がった後直 的に開く。外

面体部下位に ちヘラ リが される。体部外面には横位の墨書が記されており、これまでの出土例

から「三倉」と思われる。 調は 、胎土に 子、 リ を み である。３は 土

中から出土した口 部 で、外面に墨書が見られる。遺 部位が ないた 能である。 調はに

い 、胎土に 、 リ を む。４は 東寄りの 土中 から出土した体部 で、外面に「三」

と思われる横位の墨書が見られる。 入物は なく、 を する。６はカマド の 土上 から

出土した。底部内面に墨 のようなものが見られる。 のような文様も見られるが、 は である。

調はに い ないし 、胎土に 、 リ を む。

　５は 東寄りの 土中 から出土した土師器高台付杯の底部である。底部回 ヘラ リの後 り付

けられた高台は、やや高 だが外 は い。内面は が される。体部外面に墨書の 画が見られる

が、文字の は しい。内面の 調は 、外面は 、胎土に 子、 を む。

７はカマド左 の 土中 から出土した土師器 である。口径と 部最大径がほ で、 し外

する口 部の端部をつまみ上 ている。内面に が付 し、 部は している。 調はに い 、

胎土に多量の 子、 リ を む。

　 、９は下総 の須恵器 である。 は 土中から出土した。 く った 部に「く」の字状に外 す

る口 部が付く。 部外面は き、内面はヘラ で て も見られる。 調は 、胎土に多量

の 子、 リ を む。外面は器面が 離している。９はカマド左 付近の 土中 から出土

した。内面 部下位に 積み が る。 調は 、胎土に多量の 子、 リ を む。

（19）S 677（第179・180図、図 24・63・66）

　16 －69 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は －４ － 、 は

主 4.20 、 4.74 を測る。掘り込みは 面から43.0cm ～57.1cm と く、床面全体が 化している。

カマドは北 中央に設置され、遺 状態は良 である。 部 土中から支脚が出土している。 は

主柱 ４ と 子 １ 、 柱 と思われる ２ が検出している。 さは 1が51.0cm、 2が

30.8cm、 3（ 子 ）が25.0cm、 4が37.0cm、 5が43.0cm である。 柱 は南東 付近と南西 か

ら検出され、 さが32.0cm と9.6cm であった。 溝は 27cm ～58cm、 さ２cm ～13cm で全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて遺構全体に している。１～４は須恵器杯で、い れも口 部～底

部1 4 下の である。胎土はほ 共 しており、多量の 子と リ を む。器形は土

師器杯と 様で、底径は口径の1 2 後、口 部が やかに外 する。外面体部下端から底部にかけての

調 は、１のみ回 ヘラ リ、他は ちヘラ リである。１はカマド左 西の床面から出土した

と、床面中央の 土上 から出土した が した。内面の 調は リー 、外面は で、

面は を する。内面には 積み が見られる。２は北西 溝の 土上 から出土した。胎土に

を むが、 成は である。内面の 調はに い 、外面は を する。３は西側中央付近

の 土中 から出土した。器表面の 調は 、 面は中央が 、両側は を する。４は

西側中央の 土上 から出土した。 調は である。い れも下総 である。

　５～19、22～25は土師器杯である。おおむ 底径は口径の1 2 後で、口 部が やかに外 する器形

が多い。外面体部下端から底部にかけての調 は、 できるものは全て ちヘラ リである。中に
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第179図　（19）SI677①
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は回 糸 り が見られるものもある。胎土は 、 子、 リ を むものがほと どであ

るが、７、16のみ異なり、 、 、 リ を む。

　５、11、13は 土中からの出土で、い れも している。６は の南側の 土中 から上 にかけ

て 在していた。７はカマド の 土下 から出土した。底径が さく、器形に みを生 ている。

は南側 溝内の 土中 から出土した。底部は するが、口 部は1 4 程 の遺 である。９はカマ

ド の床面から出土した。 と く底部は し、1 6 程 る口 部が する。口 部が底部

の近くから出土している点、他の れ口が摩 している点などから、口 部の一部を して 図的に ち

いた可能性がある。10は 形の杯でカマド の東 、 土中 から 位で出土した。12は 土からの

出土で、口 部が大きく外 する。14は東 の 土中 から出土した。全体の1 2 が し、 部

に は見られない。

　15は体部外面に「十」の墨書が見られる杯である。墨書を正面に見て90 左の口 部が 字状に けて

いる。カマド と 部の 、床面から出土している。出土 の向きは である。15、19、25は れ

口が摩 していることから 図的な ち きの可能性がある。16は外面に墨書が見られる口 部 である。

横位に「三倉」と記され、「倉」の字に かるように 状に れている。17は体部外面に「倉」の墨書が

見られる杯で、墨 は く し らい。19はカマド 床部床面から出土した。底部内面に墨書が見られ

るが、墨 はかなり い。底部の一部と口 部から体部のほと どを する。23は口 部外面に、24は

底部外面に墨 が見られる。25は内面に墨書が見られる底部 である。底部外面にヘラ書きのようなもの

が見られるが、遺 部位が ないた である。 西側、 3（南西の主柱 ）の北側、 土中

から出土した。底部回 糸 りの後外 部に ちヘラ リを している。体部下端のヘラ リはご

く一部で、立ち上がりは である。墨書は「 」と記されている。図化はしていないが、 図的な ち

きと思われる底部 が１点、 北西の 土下 から出土している。

　18、22は内面に が される。18は南側 溝の 土上 から出土した。全体の1 2 の遺 で、

外面体部下位に正位の墨書が見られる。一見すると「 人」と るが、墨書の位置が下過 ること、墨

書の上の器面が れていることから文字を り った可能性が考えられる。内面の調 は な 、

外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。胎土は 子、 、 リ の他

に 量の 状物を む。22は口 部 で、体部外面に墨書が見られる。横位に「山」と記されたもの

か。 入物 は に見られない。

　20、21は土師器高台付皿で内面に が される。２点とも外面に墨書が見られる。20は高台内に

「善」、体部外面横位に「福」と記されており、土器を せて 文字を けて むように 置している。「福」

の字を む口 ～体部 は底部を む大きい と しているが、 れ口に若干の があることから

図的に ち いているものと思われる。他の 部位も 図的に ち いたか。底部を む大きい

は 中央付近の 土中 から、「福」の字が記された口 部 は南側 溝の 土上 から出土した。21

は南 西寄りの 土下 から せた状態で出土した底部 と、 土から出土した口 部 ２点が し

たものである。高台内面には「山」の文字が見られる。２点の口 部 にも墨書が見られるが、 は

しい。口 部はごく一部を いて 状に ち いている。

　26～28、30は須恵器 である。26、28は「 」の字状に開く の口 部である。26はカマド の東 、

土下 から出土した。 調は で、内外面とも 部下端は を する。胎土に 子を多
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く む。28は 南の 土上 から出土した。器表面の 調は 、 面はに い を する。胎土

は多量の 子、 リ を む。27は口 部に最大径をもつ口 部で り床下から出土した。

部外面の調 はヘラ で、 きは見られない。 調はに い 、胎土に多量の 子、

リ を む。30は 部 である。 子 付近の 土中 から出土した。外面に き、内面には て

を有する。内面の 調はに い 、外面は を し、胎土に多量の 子、 、

リ を む。い れも下総 である。

　29は南側 溝の 土下 から出土した 器 の 部 である。 調は で、外面に が見られる。

　31は須恵器 である。底部の遺 は ないが になると思われる。 は 東側の 土下 から上

にかけて点在していた。器表面の 調は 、 面は を する。胎土に多量の 子、

リ を む。 部外面の調 は きで、 部下位にヘラ リが される。内面 部中位は て

第180図　（19）SI677②
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が である。下総 である。

　32～38は土師器 である。32はカマド の 土下 から出土した。内面の 調は 、外面はに

い で、口 部内面に が付 している。 量の 状物を む。33は南側 溝の 土上 から

出土した。外面口 部は のた 化している。内面口 部と 部上位に 化物が付 しているが、

部には付 していない。34は東側 溝の 土上 から出土した。内面の 調は 、外面は

で、口 内面 部外面は している。胎土に 子、 リ を む。35はカマド左 の

土下 から出土した。 部最大径は口 部と か若干大きい程 であると思われる。内面の 調はに

い 、外面は で、内外面ともに が付 している。36はカマド 床部の 土中 から出土した

で、外面 部上位に山 が付 している。最大径を 部上位に有し、24.1cm を測る。胎土に 、

を多く む。 調は で、内面 部中位が に している。37、38は底部である。37は北側

溝西端の 土下 から出土した。 を し、 子、 リ の他に 量の 状物を

む。38は 南側、 2の西の 土下 から出土した。底径11cm とやや大きく、 部は 土の 面で

離しているようである。 部 は摩 している。 調は 、胎土に 子、 、 リ 、

量の 状物を む。

　39は 面 形を する支脚である。 部を し、表面には山 が付 している。カマド 床部の 土

中 から、 部を東に向けた横位で出土した。西側が５cm 程高くなっていた。

　40は 製の である。南 付近の 土下 から出土した。 面 形を する。良く い込まれ、

中央部が り っている。

（19）S 678（第181図、図 24・25・64・69・70）

　19 －19 リ ド に位置する。 面形は南北にやや い 形で、カマドの付け えが行われている。

主 は －３ － 、 は主 3.36 、 3.10 を測る。掘り込みは 面から35.0cm ～44.0cm で、

床面は全体に 化している。カマドは東 中央と北 中央に設置される。北カマドの遺 状態が良 であ

ること、 床下から東カマドの 床部と、カマドに する西 側中央から さ10.0cm の が

検出されたことから、東カマドを埋 し北カマドに付け えていることが かる。 は南 側中央

の さ10.0cm の 子 １ のみ された。 溝は 14cm ～25cm、 さ５cm ～９cm で全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて し、北カマド にやや集中する。 床部から土師器杯が数点出

土している。１～３は須恵器杯である。１、２は回 ヘラ りの後体部下端から底部にかけて回 ヘラ

リを す。直 的に開く体部には ク が る。１はカマド 床部床面付近から出土した。口 部か

ら体部を1 2 程 し、一部カマド 土中から出土した と している。内面の 調は 、外

面は を する。胎土に多量の 子、 リ を む。２はカマド 床部 土中 、12の

下から出土した。口 から体部を1 3 ほど する。表面の 調は 、 面は を する。

子を多く む。３は外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される杯で、立ち上がりが い。

南 中央 土中 から出土し、外面に が付 している。内面の 調はに い 、外面は を す

る。胎土に多量の 子、 、 リ を む。底部外面にヘラ書きのようなものが見られるが、

遺 部位が ないた は である。い れも下総 である。

　４～12は土師器杯である。４～７は底径が口径の1 2よりやや大きく回 糸 りの後体部下端と底部外

に ちヘラ リが される。そのうち４、６は体部が内 に開くタ 、５、７は体部が直
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第181図　（19）SI678
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的に開き い ク を すタ に けられる。４はカマド の 溝内から出土、６はカマド 床部

から出土した。い れも胎土に多量の 子、 、 リ を む。５は 南東の 土下 か

ら出土した。 調は である。 のた か、底部外面に 離している 所がある。７はカマドから

出土した と東側 溝から出土した が した。に い を する。

　 ～10は外面口 部直下までヘラ リが されるタ である。 は 南側の床面から出土した。

口 部にわ かな けが見られるが 形 である。 を する。９は口 部 で東側 溝の 土下

から出土した。 調は である。10は大 で を する。胎土は４～７と 様である。

　11、12は底径が口径の1 2 後で内 しながら立ち上がった後口 部で外 するタ で、底部にのみ

ちヘラ リが される。11は底部外面に墨書「 」が見られ、墨書を に大きく２つに れている。

墨書を む は北側 溝西寄りの床面から、墨書を まない はカマド内 土中 から出土し、底部

内外面に が付 している。さらに、口 部の 面する位置が さく三 形に れており、１点はカマド

内の 土から出土したが、もう１点は けたままである。 図的に した可能性がある。12はカマド

床部の 土中 から２の須恵器杯に重なった状態で出土した。体部外面に墨書が見られるが、墨書部 を

む口 部1 5 ほどが している。 調は で、口 部外面の1 2 程が に している。

胎土に 、 子、 リ と 量の 状物を む。

　13、14は須恵器 の 部 である。13は 底の の底部付近と思われ、内面の て が である。

外面は きで、一部 子状に重なっている。多量の 子と を み、内面は 、外面は リー

を する。14の外面は 子状 きが される。内面は器面に が見られるものの て は で

きない。 子を多く み内面は 、外面は リー 、 面は を する。

　15～17は土師器 である。15は口 部 で、 部が り「 」の字に近い形状を する。口 部はわ

かにつまみ上 られる。 子を多く む の胎土で、に い を する。16はカマド煙道部

土中 、２、12の下から出土した。口 部から底部まで に ったような状態で、底部を煙道部に、口

部を き口に向けており、 き口に近い口 部付近に杯２点が重なっていた。内面の 調は 、外

面は 、胎土に 子、 、 量の リ を み、 を る。 部は に く、

部最大径16.0cm を測る。外面 部下 横 向のヘラ リはヘラ に近い。17は の 部で、

カマド煙道部 土中 から出土した。多量の 子と を み、内面は 、外面は を す

る。外面 部上位と内面 部下位に が付 している。

　18は土師器 の底部である。 子を多く み を する。内面には 向の が見られる。

　19は 製 子、20は の 部か。ほかに が１点出土している。

（19）S 679（第182図、図 25・64・66・69）

　18 －91 リ ド に位置する。 面形は南北に い 形である。北側に東西 向に る溝（19）

SD682があり、 跡のカマドが（19）SD682の 土を掘り込 で設置されていることから、 跡の

が しいと考えられる。主 は －33 － 、 は主 3.17 、 2.97 、掘り込みは 面から

34.0cm～46.0cmで床面全体がよく み られている。カマドは北 中央に設置される。遺 状態が良く、

煙道部から須恵器 底部１点、その 側から土師器、須恵器の杯６ が重なって出土した。杯は底部を奥

に向けた横向きの状態で、床面から20cmほど浮いている。 は主柱 と思われるものが３ 、 子

が１ 検出された。 さは 1が27.0cm、 2が9.0cm、 3が17.0cm、 4が13.0cm である。 溝は 27cm
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第182図　（19）SI679
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～42cm、 さ２cm ～ cm で全 する。

　遺物は床面から 土上 にかけて 在している。カマド煙道部から出土した杯は、煙道部から き口に

向かって２、３、４、５、６、７の で重なっていた。一番上が須恵器杯、下４ は墨書土器である。１、

２は須恵器杯である。１は 南東の 土上 から出土した。内外面とも のようなものが付 している。

外面体部下端から底部にかけて回 ヘラ リが されるが、体部下端は摩 のた としない。 調

は 、胎土に を む。２は口 部から体部を1 3 程 する。底部回 ヘラ り後外面体部下

端から底部にかけて ちヘラ リを す。 調は で、胎土に 、 リ を む。

　３～９は土師器杯である。３は口 部を1 3 程 する。 により内面は器面の 離が しい。底

部は回 糸 り後 調 、外面体部下端に ちヘラ リが される。 調は を し、胎土に

子、大 の リ を む。４、６、７は器形・胎土ともによく似ており、 、 、大 の

リ を む。底部回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リを し、体部外面に「三倉」

と横書きしている。７のみ 形 で４、６は口 部を1 3 程 している。い れも による器面の

離が見られる。 調は から を する。５は体部外面に「子山」と正位に記している。口

部から体部を1 2 上 し、墨書の左側を いている。 土中から出土した口 部 ２点が した。

内外面とも による器面の 離が見られる。 調は 、胎土に 子、 、 リ を

む。 は東側 溝の床面付近から出土した。 形 であるが、 による器面の 離が しい。底部は

回 糸 り後 調 、外面体部下端に ちヘラ リが される。内面の 調はに い 、外面は

、胎土に 子、大 の リ を む。９は南側 溝の 土下 から出土した。内面は

による器面の 離が しい。底部回 糸 りの後体部下端と底部外 に回 ヘラ リを す。内面の

調は 、外面は 、胎土に 、大 の リ を む。

　10～12は須恵器 である。10は 部外面に きの見られる口 部 である。 調はに い 、胎土

に 、 リ を む。11は 一 体と思われる を図上で した。 部 は 中央の 土

中 から、底部は 土から出土した。外面は きの後 部下位にヘラ リを す。内面に な て

が見られる。底部外面にはヘラ書き「 」が記されている。 調は 、胎土に多量の 子、

、大 の リ を む。12はカマド煙道部の 土中 、６ 重なった杯の左側に正位で出土した。

部は 図的な ち きによるものか。外面は きの後 部下位にヘラ リを す。内面には て

が見られる。に い を し、胎土に大 で多量の リ 、 子を む。

　13は土師器 である。 子 の北西、 土下 から出土した。 で口 部が く外 し、端部を

く る。 調は 、胎土に多量の 、 リ を む。

　14は 皿を したと思われる 製 であるが、 は である。 の東 付近の 土中 から出

土した。上下両端は生きており、上端には の付 物が見られる。

　15は 製 子の 部で、カマド 床部の 土下 から出土した。

（19）S 680（第183・184図、図 25・64・65・66・69）

　19 －57 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は －28 － 、 は

主 3.39 、 3.48 を測る。掘り込みは 面から35.0cm ～40.0cm で、カマド左 から床面中央に

かけて 化面が見られる。カマドは北 中央に設置される。遺 状態が に良 で、天 部が一部

できた。主柱 と思われる は１ のみで、 さは25.0cm である。 から検出された は３
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第183図　（19）SI680①
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あり、それ れの さは西 中央の 2が15.0cm、西 の 3が20.0cm、東 の 4が16.0cm であった。

溝は 20cm ～33cm、 さ２cm ～９cm で、北 西側で れる。

　遺物は床面から 土上 にかけて し、床面中央にやや集中する。１～10は土師器杯である。底径が

口径の1 2 後のものが どで、回 糸 り後の調 は１を き全て ちヘラ リである。１は北

付近の 土上 から出土した。体部外面に墨書が見られるが、墨書を む口 部1 3 程が している。

回 糸 りの後体部下端と底部外 に回 ヘラ リを す。 調はに い 、胎土に 子、

、 リ 、 量の 状物を み、 を る。２は南 中央の 土中 から出土した。全

体的に で重みがある。内面は 、外面はに い を し、内外面ともに が付 している。

胎土に多量の 子、 、 リ を む。３、４は 土中からの出土で、底部からの立ち上が

りに みがあり、１に比 な胎土である。５は の北東、 土中 から出土した。底部内面に墨書

が見られるが、墨 が く一部のみの遺 であるた 、 は しい。「 」の異体字か。 調は 、

胎土に 、 リ を む。６は 東側の床面から出土した。体部外面に横位の墨書が見られる。

部 があるが、「福善」と推測される。内面の 調は 、外面はに い で、胎土に 子、

リ を む。７は さ の底部から体部が内 しながら立ち上がる杯で、やや を る。

調は を する。 はカマド左 の 土上 から出土した。内面 された杯で、口 部を す

る。内面は により器面が 離している。 を 、１に近い胎土である。９は体部外面に墨書が見

られる。 画から横位に「福善」と記されたと思われる。胎土、 調とも に類似する。10も体部外面に

墨書が見られるが、遺 部位が なく できない。 調は 、胎土は７に類似する。

　11は土師器高台付杯の底部である。 北東の 土中 から出土した。に い を し、胎土に多量

の 、 、 量の 状物を む。図化はしていないが、土師器高台付杯で体部、高台 部を い

て 状になった底部 が１点 土中から出土している。12は内面 される土師器高台付 の底部

である。西側 溝の 土中 から出土した。底部外面に墨書「善」が記されるが墨 はかなり い。 調

は 、胎土に 、 状物、 リ を む。ほ 底部のみの遺 で、 図的に ち

いた可能性がある。

　13、14は土師器 である。13は口径21.5cm、底径10.0cm、器高7.6cm、14は口径21.0cm、底径9.8cm、器高9.8cm

と近似している。外面体部下 から底部にかけての調 は ちヘラ リ、内面は で、

は されていない。２点の出土地点は近く、南側 溝の 土下 から出土した。13は体部外面に横位の墨

書が見られる。「三倉」と「佐山」の文字が離れた位置に記されている。 調は で、一部口 部内面

に が付 している。14は により外面に が付 している。 調は である。

　15～18は土師器 である。15は で、 中央の 土中 から出土した。最大径を 部上位にもち、

21.7cm を測る。 部はあまり ら 、口 部のつまみ上 が い。外面には山 が付 している。内面

の 調は 、外面はに い 、胎土に多量の 子と 、 リ を む。16は最大

径を 部中位よりやや上に有し、22.2cm を測る。外面 部下 に が付 している。 を し、胎土

に 、 子、 リ を む。17は底部で、 南端の 土下 から出土した。内面は に

より所 離している。 調は 、胎土に多量の 子、 、 リ を む。18は最大径

を 部上位に有し、22.9cm を測る。外面 部中位には山 が多く付 している。内面 部上位から中位

にかけて指 が見られる。 調は 、胎土に多量の 、 リ を む。
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　19、20は下総 の須恵器 である。19は「 」の字状に開く の口 部である。内面の 調は 、

外面は で胎土に多量の 子、大 の リ を む。20は 部から 部上位にかけての

である。表面の 調は リー 、 面は で の部 が表面と リー を する。胎土

に 子、 リ を む。

　21～23は しないものの 一 体と思われる須恵器 の である。 を し、胎土に多量の

子、 リ を む。外面口 部直下に２ 一 になると思われる が付く。内面に て

は見られない。24は須恵器 の の底部 である。 調は 、胎土に多量の 子、 リ

を む。い れも下総 である。

　25は 中央西端の 土下 から出土した支脚で、 端部を する。 面形は な 形である。

　26は 南端の床面付近から出土した 製 である。 面形は 形で、表面に 面を し、下端と

面が している。 部には が見られる。27は 溝南東 の 土中 から出土した である。

第184図　（19）SI680②
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上端に が２ 開けられているが、２か所とも けているた 、 な形状は である。

　28は 製の み と思われる。 溝南側中央の 土下 から出土した。29は 製の 子で、 北東

の 土中 から出土した。

（20）S 662（第185図、図 25・65・69）

　19 －78 リ ド に位置する。 面形はわ かに東西に い 形である。主 は －３ － 、

は主 3.10 、 3.20 、掘り込みは 面から23.7cm ～40.4cm を測る。カマドは北 中央に設置

され、遺 状態は良 であった。 部から支脚が、 内から土師器 が出土している。 は検出

されなかった。 溝は １cm ～３cm、 さ２cm ～７cm でカマド を き全 する。南 中央から南東

付近にかけて に近 するが、他は から離れて っている。 による を けているものの床面

は で、カマド ・北東 に南北72cm、東西56cm、 さ15cm の掘り込みが見られる。

第185図　（20）SI662
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　遺物はカマド から集中して出土している。１は下総 の須恵器杯で、胎土に多量の 子と

リ を む。内面の 調は 、外面は を する。外面体部下端から底部にかけての調 は

回 ヘラ リである。

　２、４は土師器杯である。２点とも西側 溝の 土内から出土している。胎土は共 しており、多量の

と大 の リ を む。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。３は内

面 された土師器杯である。に い を し、 と大 の リ をやや多く む。底

部回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リが される。

　５、６は土師器高台付皿である。内面は に かれるが、 は されていない。５は底部回

ヘラ リ、６は回 糸 りの後高台を り付けている。５は６に比 て高台が高い。また全体的に器

も い。胎土も若干異なり、６は 子、 リ に加えて と 量の 状物を む。５は

口 部から体部まで3 4ほど いており、６は底部のみの遺 である。ともに れ口が摩 しているた 、

図的に ち いた可能性が考えられる。５はカマドの左 から、６は からの出土である。

　７は須恵器 である。 を し、胎土に 子、 、 リ を む。 部外面は き、

内面は で て は見られない。 北東 の 内からの出土である。下総 か。

　 は の土師器 である。カマド の床面付近に が点在していた。最大径を 部上位に有し、

21.9cm を測る。に い を し、胎土に多量の 子、 、大 の リ を む。 部

内面の調 は いヘラ で、 積み が多数 っている。外面 部上 は木口の れた工 でなでたも

のか、横 向に 行する 状の 跡が見られる。 部下 は横 向のヘラ リ後 向の を

す。全体的に調 が く、器面に が る。 部外面には山 が付 している。９は口 部に最大径を

もつ土師器 である。カマド 床面付近からの出土であり、内外面に が付 している。

　10は 製 である。 面形は 47.5mm、最大 10.5mm の三 形で、 面は さ2.0mm の 形であ

る。 子の 部か。西側 溝の床面付近から出土した。

　11は支脚で、カマド 部の床面から出土した。 端部を するが 部は っており、 面多 形を

する。

（20）S 663（第186図、図 26・65・70）

　19 －67 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形である。主 は － － 、 は

主 3.58 、 3.68 を測る。掘り込みは 面から37.5cm ～51.5cm で、北西 で くなる。カマド

は北 中央に設置され、遺 状態は良 である。 は主柱 ４ と北西 から が検出された。

い れも 床下からの検出で、 さは 1が10.3cm、 2が10.6cm、 3が12.3cm、 4が11.9cm、 5が13.4cm

と い。 溝は 18cm ～30cm、 さ１cm ～ cm で、カマドを いて全 する。 土は 土主体で、

床面中央に 土 ・ 化物を 量 だ 土が見られる。調査所見によると、 土中に 化 が

まれるが、 ではない、と報告されている。

　遺物は床面から 土中 にかけて し、 にカマド 外側に集中する。１～３は土師器杯である。

１は底部を するが、口径に比して底径がやや大きくなるものと思われる。 を し、 、大 の

リ 、 量の を む。２は外面口 部直下までヘラ リが される杯である。内面底部か

らの立ち上がりは みがあり、 である。 調は 、胎土に を む。図化はしていないが、

口 部直下までヘラ リが される杯はもう１点出土している。３は糸 り を有する底部 である。
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第186図　（20）SI663
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外面体部下端から底部 部にかけて ちヘラ リが される。 調は で、胎土に 、

リ 、 を む。

　４～９は土師器 である。４は口 部から 部上位にかけての である。全体的に で、 部か

ら口 部に向かってやや し、 やかなカー を描く。 調は 、胎土に多量の 子、大

の リ を む。５はカマド の 土中 から出土した。最大径は 部上位にあると思われ、

14.5cm を測る。内面の 調は 、外面はに い で、胎土に 子を多く む。６、７は

である。６は最大径を 部中位よりやや上に有し、24.0cm を測る。外面 部上端、 部との に

状の の が見られる。底部には木葉 が る。 調は ないし 、胎土に多量の と

子、大 の リ を む。内面の所 に が付 している。７は６に比 て口 部のつまみ上

が い。内面の 調は 、外面は で胎土に多量の と 子を む。 、９は底部である。

はカマド の 土中 から出土した。外面 を し、 子を多く む。９は 西 の

土中 から出土した。 部外面に は見られないが、底部外面に木葉 を有し、胎土に多量の

子と を むことから であると思われる。外面には 山 が付 しており、内面は器面の

離が 立つ。内面の 調は 、外面はに い を する。

　10、11、13は須恵器 である。10は く った 部に大きく外 する口 部が付くタ の 部である。

の 部最大径は29.0cm、 部径は20.0cm を測る。 部外面の調 は き、内面は である。 調

は 、胎土に多量の 子、 量の 状物を む。下総 である。11は端部が り し状になる

口 部 である。 調はに い ないしに い で、 面の の部 は を する。胎土に

子、 、大 の リ を む。 か。13は外面に きを有する 部 で、わ かに

る底部は 調 と思われるが、器面が れているた としない。内面の 調は 、外面は リー

を し、胎土に多量の 子と を む。 である。

　12は 器 の 部である。 を し、 立った 入物のない な胎土である。外面のほ 全

面に が見られるが、内面は所 に 跡をとど る程 である。

　14は須恵器 である。底部の遺 が なく、 か かは である。調 は 部外面 きの後 部

下位にヘラ リ、内面はヘラ で て が 見する。内面の 調は 、外面はに い で、胎

土に多量の と 子、大 の リ を む。 である。

　15は 面 形を する支脚である。床面中央付近の 土中 から出土した。 端部の2 3 程が遺 し

ている。 で サの 入はなく、表面は に 上 られる。 端部の表面は良く けている。

　16は の 状部～ 部と思われる。 83.0mm、 面は 5.0mm、 さ4.5mm の 形を する。

（20）S 664（第187図、図 26・65・69）

　19 －56 リ ド に位置する。南西側のみの検出で、北 は調査区外のた できなかった。

面形は 形と思われる。主 は － － 、 は する東西 で3.34 を測る。掘り込みは 面

から36.5～48.0cm で、床面は全体に 化している。カマドは調査区外のた であるが、南 側中央

から検出された が 子 と考えられる点と、他の 跡の検出状 から北 に設置されてい

たものと想定される。 は主柱 ２ と 子 が検出された。 さは東側の主柱 1は一部の

みの検出であるが25.5cm、 2（出入り口）は13.9cm、 3は20.3cm である。 溝は 部では全 し、

22cm ～32cm、 さ5cm ～10cm である。 3の南東 で 化 が出土している。
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第187図　（20）SI664
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　遺物は床面から 土中 にかけて している。１～５は土師器杯である。１は大 の杯で、口 部か

ら体部を1 2 程 する。 調は 、胎土に多量の 子と 、 リ を む。内面の調

は 、外面体部下端から底部にかけては ちヘラ リである。 は されていない。２

は口 部から底部にかけて内外面に 的な が見られる。口 部は器 を ながら外 する。回

糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リが されるが、体部下端はヘラ リによって面 りされ

たようになっている。内面の 調はに い 、外面は で、胎土に多量の と大 の

リ を む。３は底部 で外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。表面の 調は

に い であるが、 面は を する。４、５は内面に の された底部 である。ともに

は見られ 、外面の調 は ちヘラ リである。４にはわ かに回 糸 りの が される。

４は 、５はに い を する。３～５の胎土は共 しており、多量の と大 の リ

を む。４にのみ 量の 状物が 入している。３、４は 中央の床面から出土している。

　６、 ～10は土師器 、７は土師器 である。６は口 部に最大径をもつ で、 部が直立し る

い「 」の字を描く。 部外面に が付 している。また、内面は全体に ー 状の付 物が見られ、

部が している。 を多く み、に い を する。７は南 の床面から出土した。 器

として されたようで、内面口 部から体部中位にかけて1 3 程の にター 状の が付 してい

る。その一部は口 部外面にまで 。 ク によって成形されたと考えられ、外面 部下 に横 向の

ちヘラ リを す。底部は一定 向の ちヘラ リが されているた としないが、回

ヘラ りの可能性がある。内面の 調は 、外面はに い 、胎土に多量の 、 リ を

む。 は 部に最大径をもつ で24.3cm を測る。胎土に多量の 子、 、 リ を む。

と思われる。内外面に 、外面に山 が付 している。９は口径が 部最大径よりわ かに大き

く、口 部のつまみ上 が い。10は の 部下 で、外面に山 が付 している。胎土に多量の

子、 リ 、 量の 状物を み、 である。外面 部上 の調 は 向のヘラ リが

されるようである。

　11、12は下総 の須恵器 である。11は 部に みを有し、口 部をつまみ上 ている。 部外面は

き、内面はヘラ で て は見られない。 調はに い 、 を み である。12はに

い を する底部 である。多量の 子、大 の リ を む。外面 部は横 向のヘラ

リ、底部は 調 である。内面は横 向に でた が である。

　13は の 部 を 状に り出した である。 部には木 が っており、 を したままの

状態であったと思われる。西 の床面から出土した。木 を た全 は194.5mm、 のみの全 は

130.5mm である。 部の さは51.5mm、 52.8 40.5mm、 さ3.0 、 部の は一部を するが推定

で46.3 である。木 の さは126.0 あり、 部に62.0 入り込 でいる。

（33）S 091（第188図、図 26・65・66）

　台地中央より西側、19 －08 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形で、北西 およ

カマド左側は近 の によって られている。主 は －６ － 、 は主 3.06 、 3.37 で

ある。掘り込みは 面から36.7cm で床面はよく み られている。カマドは北 中央に設置される。

左 は によって されているが、 の遺 状 は良 である。 は３ 検出され、最も南

側の 2は 子 と思われる。 さは 1が6.8cm、 2が22.0cm、 3が15.3cm である。 溝は 12cm ～
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40cm、 さ５cm ～10cm で全 すると思われる。

　遺物はカマドから出土しているほか、南 溝から が出土している。１～４は土師器の杯である。１

は外面口 部直下まで ちヘラ リが されている。内面は の可能性もあるが、遺 部が な

く、また により器面が れているた である。２の底部と外面体部下端は ちヘラ リ、

内面は 調 で される。 調はに い を し、 を多く むものの な胎土であ

る。３、４も底部と外面体部下端に ちヘラ リが されるが、４の底部中 付近には糸 り が っ

ている。３はに い を し、 と大 の リ を む。４の 調は 、胎土に

を多く む。 により器面が所 は けている。

　５は を する須恵器の で、外面には きが見られる。下総 である。

　６は 製の で上端が けている。良く い込まれ、中央がすり っている。

（33）S 092（第189図、図 26・27・65）

　台地中央より西側、18 －71 リ ド に位置する。 面形は正 形で、主 は －６ － 、

は主 2.83 、 2.80 である。掘り込みは 面から40.0cm である。カマドは北 中央に設置され、

内側面上部は により 化していた。煙道の遺 状態も良 で、検出 に 状に された。

はカマドと向かい う南 中央から 子 １ のみの検出で、 さは14.9cm である。 溝は さ

２cm ～14cm でカマド を き全 する。床面が なた 17cm ～70cm と一定ではない。

第188図　（33）SI091
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第189図　（33）SI092
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　遺物の出土はカマド に集中しており、 部からは土師器 が せた状態で検出されている。１～

５は土師器杯である。１の 調は で、 リ と多量の を でいる。外面口 部直下

までヘラ リ ヘラ が され、内面は で 上 られる。２は を し、胎土に

子を多量に む。底部糸 りの後底部と体部下端に ちヘラ リが加えられる。内面体部下端から底

部外 にかけてと、外面のほ 全面に が付 している。３は口 部1 4 ほどの遺 で底部を して

いるが、外面体部下端にわ かに ちヘラ リが見られる。 を し、 子と 量の

リ を む。４は外面に墨書が見られる底部 で を し、胎土に 子、 、 リ 、

量の 状物を む。底部糸 り後外 部に ちヘラ リを加える。外面はヘラ リのち い

、内面は 後 が される。墨書は比較的外 に近い場所に「財」と記されている。５

は口径11.0cm の の杯で、内 する体部に直立する口 部がつく。口 端部の外 はさほど くない。

調は を し、胎土に多量の を む。外面は口 直下までヘラ リ、内面は い が さ

れる。

　６～ は土師器 である。６はやや の である。最大径を 部中位よりやや上に有し、12.8cm を

測る。 部外面はヘラ リ、内面はヘラ が され、底部は若干 みを る。 部内面は によ

り しており、 部最大径のあたりに っ く している所も見られる。７は で口 部が い

字状を し、 部外面はヘラ リ、内面は横 向のヘラ が される。 は底部で外面はヘラ リ、

内面はヘラ 調 である。６～ はい れも を し、胎土に多量の 、 リ を む。

６のみ のた か表面が ラついている。

　９は下総 の須恵器の大 である。 調は で、胎土に 子と大 の リ を む。外

面は きの後 部下位に横 向のヘラ リが される。内面の て はさほど くない。底部外面は

調 で、ヘラ書き「 」が見られる。

（34）S 121（第190図、図 27・65）

　台地中央より西側、19 47 リ ド に位置する。 面形は東西にやや い 形で、主 は －

９ － 、 は主 2.76 、 3.05 である。掘り込みは 面から22.8cm で、 が しいものの

床が部 的に っている。カマドは北 中央に設置される。煙道部 側は により なわれているが、

は比較的よく っていた。左 からは土師器 ・ が出土している。 溝、柱 ・ は検出

されなかった。

　１はカマド左 から出土した土師器杯で、底部糸 りの後底部と外面体部下端に ちヘラ リを加

えている。 調は である。

　２、３は土師器 である。２はカマド き口付近から出土した口 部 で、口 部外面に 積み が１

見られる。 部外面は 向のヘラ リ、内面はヘラ で 上 られる。 調は で、外面と

口 部内面に が付 している。 を多く み、 のた かやや い。３は 中央付近の床面から

出土した である。最大径は 部中位にあり、13.3cm を測る。 の りであるが、口 部で

し「く」の字に外 する。 部外面はヘラ リ、内面はヘラ で 上 られ、 調は である。

　４、５は下総 の須恵器 である。４はカマド左 から出土した 部 である。 く った 部に外

する口 部が付くものと思われる。外面は き、内面には て が見られる。 化 成ながら く

き まっている。５は 南端の 土上 から出土した底部である。外面底部と 部はヘラ リ、内面
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は である。 調は を する。 を多く み、わ かではあるが 状物も見られる。

（40）S 001（第191図、図 27・28・65・66・69）

　24 －00 リ ド の台地西端に位置する。 面形は南北に い 形で、主 は －２ － 、

は主 3.96 、 3.55 である。掘り込みは 面から37.9cm である。カマドは北 中央と東 中央

の２か所に設置される。北カマドの が され中央部に 土や などの部 が流れ込 でいること から

して、北カマドの が に構 されたものと思われる。 は主柱 が４ 検出された。 さは

1が15.3cm、 2が23.5cm、 3が22.7cm、 4が26.7cm である。南側の柱 2、 3ははっきりしているが、

北側の 1、 4は床面をはがした後に検出された。東カマドと向かい う西 側中央に さ9.2cm の

があり、カマドを け えた後の 子 と考えられる。 溝は 32cm、 さ５cm で全 する。西南

にい つな 形で、床面から6.4cm とやや く になった所があるが、 蔵 ではないと思われる。

床面全体に20cm ほどの さで 土が がっており、 化 も見られる。

　遺物は東カマド から集中して出土しており、１のみ北カマドからの出土である。１は須恵器杯で、

口径の1 2 後と さ の底部から内 に立ち上がり口 部で外 する。底部回 糸 りの後底部外

と体部下端に ちヘラ リが される。 調は 、胎土に を多く み ラついている。

　２、３は土師器杯で、底部と外面体部下端に ちヘラ リが される。胎土は リ と

第190図　（34）SI121
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第191図　（40）SI001
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を み比較的 である。２の 調は 、３は を する。

　４は土師器高台付杯の高台部 で、 面から剝がれている。高さはなく、開きも い。

　５は口径20.1cm と推測される土師器 である。内面は 、外面底部 体部下端は回 ヘラ

リで 上 られ、 が される。 を む な胎土で、 調は を する。

　６～ は土師器 である。６は で、口径20.6cm、 部最大径21.8cm を測り、口 部は 字を

描くように外 する。に い を し、胎土に や多量の 子を む。 部外面は 、内面は

ヘラ で器面に が る。外面 部下 に は され 、所 に 積み が見られる。７は口

部に最大径をもつ である。口 部は やかに外 し、 く られる。内面は 、外面は

を し、胎土に 、 リ 、 量の 状物を む。内外面に の付 が見られる。 は口

端部に い をもつ。 調は い で、胎土は を むものの である。 部外面は 向の

ヘラ リ、内面はヘラ が される。内外面に の付 が見られる。

　９は須恵器 の で、口 部は け口状を する。胎土に 、 リ を多く み、 量の

状物も見られる。 状の が１ しているが、２ で一 になるものと思われる。外面 部

上 は き、下 は横 向のヘラ リ、内面には て が見られる。底部外面はヘラ リで、 の

はヘラ によって えられる。 調は内面が い 、外面が を する。内外面とも

の付 が見られる。下総 である。

　10～13は須恵器の である。10、13は口 部が大きく開く 、11、12は口 部の いタ である。

い れも 部外面に きが され、内面に て が見られる。10は で多量の 子と 量の

を む。11は を し、多量の 子と 量の リ を む。 の可能性もある。12の 調

は で、 と リ 、 量の 状物を む。13は で、多量の 子と 量の

リ を み ラついている。外面に が付 している。10のみ 、他は下総 である。

　14は 製の み で、 あるいは り部を 定した が一 たれている。 側の の 面に木

が付 している。東カマドと 面する西 側中央付近から出土している。

第２節　 時代の掘立柱建物跡と の出土遺物

　掘立柱建物跡の は、遺跡北東部に限定され、 建物跡とあわせた全体の からみて、東部・東

南部・中央部の３か所に っている。 の集中 所について、東部のものを「第１建物群」、東南部を

「第２建物群」、中央部を「第３建物群」として する（第193・215・270図 ）。この「建物群」には

掘立柱建物跡だけでなく、近 する 建物跡 する区画溝などほかの遺構も る。なお、第４

第２ において、これらの３か所の建物群について検討を行った。 せて、 していただきたい。

（9）SB180（第192図）

　15 －74 リ ド に位置する。西から入り込 だ谷に面し、西側は調査区外に く。 に奈良・

代の遺構はなく、 文 代の 群と えられていたが、 2から 代の土師器・須恵器

が出土しており、その一部を掘立柱建物跡として した。 行２ 上、 行１ の側柱東西 建物で、

主 位は －85 － である。 部 の 行は総 4.96 、柱 2.80 、 行は総 6.00 である。

柱 の掘り は 形で、径は40cm ～52cm、 さは17.5cm ～46.0cm である。遺物の出土量は なく、須恵

器 １点を図 した。外面に きが された下総 の で、 調は を する。
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（10）SB411（第194図、図 28）

　19 －27 リ ド 、（10）SI358の西2.6 に位置する。 行３ 、 行２ の側柱東西 建物で、

主 位は －90 － である。 行は総 4.82 、柱 1.50～1.70 、 行は総 3.80 、柱 1.80

～1.90 である。柱 の掘り は 形で、径は56cm ～101cm を測り、 さは6.2cm ～25.3cm と い。東側

の柱 と北西 、南西 の柱 には柱 跡が見られた。柱 跡部 の土 は 土が主体である。遺物

の出土量は なく土師器 １点を図 した。木葉 が見られる底部 で、内面は器面の れが しい。

（10）SB413（第195図、図 28）

　19 －25 リ ド 、（10）S 411の西0.5 に位置する。西側 が（10）S 418と重なり う。 行

２ 、 行２ の側柱東西 建物で、主 位は －３ － である。 行は総 4.00 、柱 1.90 ～

2.10 、 行は総 3.30 、柱 1.30 ～1.65 である。柱 の掘り は 形で、径は80cm ～120m を測り、

さは23.4cm ～43.2cm である。南西 と西側中央の柱 を き柱 跡が見られた。 土は ー を

む 土・ 土が主体である。

　遺物は墨書のある土師器杯、須恵器 などを図 した。１～３は土師器杯である。１は体部外面横位

に墨書が見られる。 で「三」と記されているようである。２は体部 で、外面に墨書の 画が見られ

るが、遺 部位が ないた できない。３は底部 で、底部回 糸 りの後体部下端と底部に ち

第192図　（9）S 180
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第193図　第１建物群 置図
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ヘラ リを す。胎土に 量の 状物を む。４、５は須恵器 である。４は口 部が大きく開く

形で、 調は である。５は 部で、 部外面に きが見られる。い れも である。

（10）SB418（第195図、図 28）

　19 －24 リ ド に位置する。（10）S 413と東側の柱 が重 するが、 は である。

行３ 、 行２ の側柱南北 建物で、主 位は －１ － である。 行は総 5.08 、柱 1.20

～2.10 、 行は総 3.56 、柱 1.80 である。柱 の掘り は 形で、径は95cm ～140cm を測り、

さは21.7cm ～44.4cm である。北東 の柱 にのみ柱 跡が見られた。南側柱 の西寄り２ は 文 代

の土 と重なっており、形状は である。 を 定できる遺物は出土しなかった。

（10）SB419（第196図、図 28）

　19 －48 リ ド 、（10）SI358の南 １ に位置する。南東側が調査区外となる。調査した で

は 行３ もしくはそれ 上、 行２ の側柱南北 建物と考えられる。 行の中 柱は近 して２つの

掘り込みがあるが、柱 跡のある柱 １ を遺構に伴うものとして した。主 位は － － 、

行は 5.10 、柱 1.70 ～2.20 、 行4.60 、柱 1.40 ～1.90 である。柱 の掘り は

形で、径は90cm ～128cm を測り、 さは12.3cm ～33.2cm とややばらつきがある。 面で東側柱 を

く柱 に柱 跡が見られたが、土 面では でなかった。 を 定できる遺物は出土しなかった。

（10）SB420（第197図、図 28）

　19 －23 リ ド に位置し、東に（10）S 418が、西に（10）S 422が近 する。 行３ 、 行３

第194図　（10）S 411
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第195図　（10）S 413・（10）S 418
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の側柱東西 建物だが、西側柱 が２ ことから建て えが想 される。土 の 積状 から建て

え は 行３ 行２ の南北 建物と考えられる。主 位は －90 － 、 行は総 5.69 、柱

1.65 ～2.03 、 行は総 4.85 、柱 1.46 ～1.76 である。柱 の掘り は 形で、径は70cm

～130cm、 さは8.6cm ～55.7cm とかなりばらつく。東側柱 の中 柱２ は径も さくかなり いもの

の柱 タリが見られた。 掘立柱建物に伴うと思われる 土最下 は ー 主体の 土、その

上に ー を む 土ないし 土が 積していた。 掘立柱建物に伴う 土は ー を む

土が主体である。

　遺物は土師器杯１点と須恵器 １点を図 した。１は内面 された土師器杯の底部である。外面

体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。２は外面に きが見られる須恵器 の 部 で、

の付 も見られる。東 である。

（10）SB421（第198図）

　19 －21 リ ド に位置し、東に（10）S 420が近 する。（10）S 422と重 し、土 の 積状

から（19）S 422よりも古いことを している。 行４ 、 行３ の側柱東西 建物で、主 位は

－88 － である。 行は総 7.46 、柱 1.70 ～1.94 、 行は総 4.56 、柱 1.40 ～1.74

である。柱 の掘り は 形で、径は82cm ～98cm を測り、 さは19.8cm ～40.4cm とばらつきがある。南

側柱 と西側柱 の一部に柱 跡が見られた。南側柱 の西から２番 の柱 には 土・ 化物を む

土が 積していた。

第196図　（10）S 419
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　遺物は墨書のある土師器杯、須恵器杯、須恵器 を図 した。１、２は土師器杯の口 部 である。

１は を し、胎土に 子、大 の リ を む。２は外面に横位の墨書「三」が見ら

れる。胎土に 量の を む。３は下総 須恵器杯の底部 である。 リー を し、胎土に多量

の 子と大 の リ を む。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。底部

外面には が見られる。４は 子を多量に む 須恵器 の口 部である。５は外面に の

付 が見られる須恵器 の 部である。内面は を する。

（10）SB422（第198図）

　19 －21 リ ド に位置する。（10）S 421と南西 １ ほど れて重 し、（10）S 421よりも し

い。 行４ 、 行３ の側柱東西 建物で、主 位は －89 － である。 行は総 7.24 、柱 1.70

～1.94 、 行は総 4.40 、柱 1.40 ～1.60 で（10）S 421とほ である。柱 の掘り

は 形で、径は86cm ～122cm、 さは20.3cm ～48.5cm である。西側柱 南から２ の柱 にのみ柱

跡が見られた。柱 跡部 の 土は ー ・ ー クをやや多く む 土である。 を

定できる遺物は出土しなかった。

第197図　（10）S 420
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第198図　（10）S 421・（10）S 422
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（10）SB432（第199図、図 28）

　19 －19 リ ド 422の北西１ に位置する。 行３ 、 行２ の側柱東西 建物で、主 位

は －86 － である。 行は総 5.72 、柱 1.80 ～2.00 、 行は総 4.10 、柱 1.90 ～2.20

である。柱 の掘り は 形で、径は90cm ～126cm を測り、 さは29.3cm ～51.3cm である。柱 跡は

できなかった。

　遺物の出土量は なく、土師器杯１点と須恵器 ２点を図 した。１は内 に開く土師器杯で、外

面は口 部直下までヘラ リが されている。２、３は須恵器 の 部 で、外面に きと が見られ

る。２は内面には て がある。３は東 である。

（10）SB434（第200図、図 29）

　19 －17 リ ド に位置し、（10）S 432の西、（10）S 437の北に近 する。 行３ 、 行２ の

側柱東西 建物で、主 位は －85 － である。 行は総 6.27 、柱 1.80 ～2.26 、 行は総

4.57 、柱 2.00 ～2.56 である。柱 の掘り は 形で、径は93cm ～106cm を測り、 さは26.2cm

第199図　（10）S 432
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～53.4cm とばらつきがある。西側柱 と南側柱 の柱 には柱 跡が見られ、 土は ー を む

土ないし 土である。南東 の柱 土は 化物、山 、 土を でおり、西 の柱 土に

も山 を む が見られる。

　遺物は土師器杯２点と須恵器 を図 した。１、２は土師器杯である。１は口 部で、 を し、

胎土に 、 、 リ を む。体部外面に墨 らしきものが られるが、遺 部位が なく

である。２は内面 された底部 である。回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ

リが される。胎土に と 量の 状物を む。３は須恵器 の の底部 である。に い

を し、多量の を む。 である。

（10）SB436（第201図、図 29）

　19 －27 リ ド 、（10）S 434の南、（10）S 445の北に位置する。 （10）S 437と重 し、土 の

積状 から（10）S 437よりも古いことを している。 行３ 、 行３ の側柱東西 建物で、主

位は －90 － である。 行は総 6.40 、柱 1.73 ～2.30 、 行は総 4.60 、柱 1.40

第200図　（10）S 434
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第201図　（10）S 436・（10）S 437
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第202図　（10）S 440・（10）S 441①
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～1.60 である。柱 の掘り は 形を とし、東側柱 の柱 には北西に る 形の い掘り込

みが付 する。径は86cm～130cmを測り、 さは24.8cm～40.4cmである。柱 跡は 面では でなかっ

たが、土 面において できた柱 もあった。柱 跡部 の 土は ー クを む 土で

ある。遺物は なく、須恵器 １点が 1から出土しているが、（10）S 437から出土した と したた

一 して図 した。

（10）SB437（第201図、図 29 ）

　19 －26 リ ド に位置する。（10）S 436と西 1.8 ほど れて重 し、（10）S 436よりも しい。

行３ 、 行２ の側柱東西 建物で、主 位は －89 － である。 行は総 6.12 、柱 1.84

～2.14 、 行は総 4.30 、柱 2.10 ～2.20 である。柱 の掘り は 形で、径は95cm ～130cm

を測り、 さは35.6cm ～48.5cm である。柱 跡は 面では でなかったが、土 面では南側柱

西から２ の柱 を き できた。柱 跡部 の 土は ー クを 量 む 土である。

　遺物の出土量は なく、土師器杯と須恵器 を図 した。１は土師器杯の底部である。 調はに い

、 、 リ を む な土器である。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが

される。２は須恵器 の口 部である。 調は を し、胎土に と 子を む。 である。

３～５は外面に き をもつ須恵器 の 部 である。３は外面に が付 しており、 を する。東

である。４は胎土に を多く みに い を する。 である。５は内面に て が見られ、

多量の 子、 リ を む。外面の 調は 、内面 面はに い である。下総

である。（10）S 436から出土した と するが、どちらの遺構に伴うものか としないた 、（10）

S 437に一 して た。

（10）SB440（第202 ・203図、図 29）

　19 －51 リ ド 、（10）S 422の南５ に位置する。（10）S 441と重 するが、柱 がほと ど

り っていないた 土 面から を することは しい。 面での柱掘り 検出状 から

（10）S 440が（10）S 441よりも古いと考えられる。 行４ 、 行３ の側柱東西 建物で、主 位

は －90 － である。 行は総 5.25 、柱 1.55 ～2.10 、 行は総 4.44 、柱 1.30 ～1.70

である。柱 の掘り は 形を とし、南側柱 を中 に一部 形のものが見られる。径は72cm

～152cm、 さは22.8cm ～69.8cm とかなりばらつきがある。柱 跡は南東 の柱 のみに見られ、柱 跡

部 の 土は ー ・ ー クを 量 む 土である。

　遺物の出土量は なく、須恵器 を図 した。外面に き をもつ下総 須恵器 の 部で、胎土に

子、 リ を む。 調は リー である。

第203図　（10）S 440・（10）S 441②
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第204図　（10）S 445・（10）S 446①
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（10）SB441（第202・203図、図 29）

　19 －40 リ ド に位置し、（10）S 440と北西 ３ ほど れて重 する。 行４ 、 行３ の

東西 床 建物で、西側柱 を き南北の柱 に径45.0cm ～72.0cm の が されている。主

位は －89 － 、 行は総 7.52 、柱 1.69 ～2.13 、 行は総 4.88 、柱 1.60 ～1.70

である。 柱 の柱 法は 行1.77 ～2.09 、 行2.40 ～2.49 である。柱の掘り は 形で、径

は98cm ～145cm、 さは33.8cm ～51.6cm である。柱 跡は北西 、北東 、南東 の柱 を いて見られ、

柱 跡部 の 土は ー ・ ー クを 量 む 土である。

　遺物は土師器杯、須恵器杯、須恵器 を図 した。１～４は土師器杯で、 調は ないしに い

を する。１は内面 、２は外面口 部直下までヘラ リが される。３の外面体部下端の調

は ちヘラ リである。４は体部外面に横位の墨書「倉」が見られる。５は須恵器杯で回 糸 り

の後体部下端と底部に ちヘラ リが される。胎土は と リ を み、 を ている。

６は外面に き と の付 が見られる須恵器 部 である。

　ほかに図化はしていないが、 が６点出土している。

（10）SB445（第204図、図 　29・67・69）

　19 －48 リ ド 、（10）S 436の南、（10）S 441の西に近 する。（10）S 446とは北 １ ほど

れて重 する。土 面から な り いは できなかったが、柱 の検出状 から（10）S 445が

しいと思われる。 行４ 、 行３ の側柱東西 建物で、主 位は －89 － である。 行は総

7.04 、柱 1.50 ～2.02 、 行は総 4.88 、柱 1.50 ～1.72 である。柱掘り は 形で、径

は100cm ～175cm を測る。 さは32.4cm ～62.5cm で南東 の柱 が最も く、他はおおむ 50cm 後で

ある。北側の柱 からは 土・ 化 が検出された。南側中央の柱 と東側南端 つ の柱 に柱

跡が見られた。柱 跡部 下 の 土は ー ・ 化物を 量 む 土、上 は ー ・ 土・

化物を 量 む 土である。

　遺物の出土量は なく、土師器杯、 、須恵器 を図 した。１～４は土師器杯である。１は内面

され、体部外面に墨書が見られる。ごく一部のみの遺 で文字の はできないが、墨 は くはっ

きりしている。２～４の外面体部下端から底部にかけての調 は全て ちヘラ リで、２のみ回 糸

り が見られる。５は土師器 の底部である。杯、 ともに胎土に と大 の リ を む。６、

７は須恵器 の 部 である。 子と リ を む の胎土で、外面の き ははっきりし

ない。い れも下総 である。 は 製の 子か。ほかに が３点出土している。

（10）SB446（第204・205図、図 29・67・69）

　19 －58 リ ド 、（10）S 440の西５ ほどの所に位置する。（10）S 445と南 １ ほど れて重

する。 行４ 、 行３ の側柱東西 建物で、主 位は －90 － である。 行は総 7.20 、

第205図　（10）S 446②
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第206図　（10）S 449・（10）S 503①
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柱 1.50 ～2.10 、 行は総 4.74 、柱 1.46 ～1.80 である。柱掘り は 形で、径は87cm ～

140cm を測り、 さは23.5cm ～54.6cm である。南側柱 東から つ の柱 にのみ柱 跡が見られた。

柱 跡部 の 土は下 が ー を 量 む 土、上 は ー を 量 む 土である。

　遺物は「三倉」の墨書がある土師器杯、須恵器杯などを図 した。１は を する須恵器杯である。

子を多く み、 のた か器面が ラついている。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ

リが される。２～４は土師器杯である。２は口 部に向かって しながら開く杯で、に い を

する。外面口 部から口 部にかけて が付 している。３、４は底部 で、３は外面に「三倉」と墨

書されている。４は回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リが されている。ほかに外面に

き をもつ須恵器 が出土している。

（10）SB449（第206・207図、図 29）

　19 －89 リ ド 、（10）S 440から南 ９ に位置し、北側の掘立柱建物跡群とは し離れる。 、

（10）S 449と（10）S 450の２ と考えられていたが、柱 に重 や り いが見られ 、建て え 想

定できないことから、一 きの建物であると した。 的に 行６ 、 行２ の側柱東西 建物と

考えられるが、北側は５ であり、南側は南東 に柱 が見られない。また、北側の柱 は比較的 的

に でいるが、南側は れている。主 位は －89 － 、 行は総 9.48 、北側の柱 1.80 ～

2.20 、南側の柱 1.10 ～9.50 、 行は総 3.76 、柱 1.80 ～1.88 である。柱 は 行でばら

つきが 立つものの、 行・ 行とも は1.8 と思われる。柱 の掘り は 形で、径は75cm ～

150cm、 さは17.3cm ～55.2cm である。北側 南側柱 の東寄りの柱 に柱 跡が見られた。

　遺物の出土量は なく、土師器 、 口 を図 した。１は口 部外面に を有する土師器 である。

を し、 子を多く む。２は 口である。 端部に近い部位と思われ、遺 部上端がわ か

に に している。

（10）SB503（第206・207図、図 29）

　19 －98 リ ド に位置する。（10）S 449の南に し、（10）S 449の柱 を一部 っている。

行６ 上、 行２ と思われるが、南東側が調査区外のた としない。主 位は －84 － 、

行は総 10.54 上、柱 1.70 ～2.30 、 行は総 3.88 、柱 1.80 ～2.10 で、（10）S 449

と の掘立柱建物跡である。柱 の掘り は 形を とするが、 形に重なり っているものが

第207図　（10）S 449・（10）S 503②
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多く、更なる建て えも想 される。径は103cm ～182cm、 さは41.8cm ～73.8cm と い。南西 と北側

柱 の一部に柱 跡が見られた。柱 跡部 の 土は ー ・ ー クを多く む 土で

ある。建て え後と思われる部 の 土は山 と ー を多く む 土の 一 、あるいは ー

を多く む 土との からなり、 異な様相を する。

　遺物は墨書のある土師器杯、土師器 、須恵器 などを図 した。１は外面に墨書が見られる土師器杯

の口 部 である。墨 がかなり く としないが、横位に「三倉」と記されているようである。胎土

に を多く み、 を する。２、３は土師器杯の底部である。 、 と 量の リ

を み、 を する。回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リが される。４、５は外面

に き を有する須恵器 の 部 である。４は を する の須恵器で、 を多く む。５は

を し、外面遺 部上端に が付 している。内面には 状の て が見られる。６、７は土

師器 の底部である。胎土は共 しており多量の 子と 量の リ を む。

（10）SB504（第208図、図 29）

　19 －75 リ ド 、奈良・ 代の大 跡（10）SI412の東３ ほどに位置する。南東

部 の大 が調査区外であり、他の掘立柱建物跡と離れている。 行４ 上、 行２ 上の側柱東西

建物で、主 位は －89 － である。調査した での 行は総 6.2 、柱 1.65～1.8 、 行

は総 2.96 、柱 1.60 である。柱 の掘り は 形で、径は63cm ～84cmcm とやや さい。 さは7.8cm

～31.7cm で、北西 の柱 が く、東端の柱 が最も い。 土は ー を む 土・ 土

が主体である。遺物は出土しなかった。

第208図　（10）S 504
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（10）SB508（第209図、図 29・67）

　20 －06 リ ド に位置する。東 ２ 程の所に（10）S 503が、西 ４ 程の所に（10）S 513が

所在し、掘立柱建物群の一 を うが、北側は（10）S 517まで15 と が 在する。（10）S 509と重 し、

南 は調査区外である。 行３ 、 行２ 上の側柱東西 建物と考えられるが、 の可能性もある。

主 位は －87 － 、 行は総 4.73 、柱 1.40 ～1.65 、 行は総 3.73 、柱 1.90 ～2.00

である。柱 の掘り は 形で、径は95cm ～112cm を測り、 さは48.6cm ～57.6cm である。す ての

柱 に柱 跡が見られ、柱 跡部 の 土は下 が ー クを多く む 土、上 が ー

を む 土である。

第209図　（10）S 508・（10）S 509
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　遺物の出土量は なく、土師器 、須恵器 を図 した。１、２は土師器 である。１は と

リ を み、 部中位は 向、下位は横 向のヘラ リによってかなり く 上 られている。２

は 子を多く み、 を する。３は 部外面に きが見られる須恵器 の口 部 である。

調は リー で、胎土に 子を多く む。

（10）SB509（第209図、図 29）

　20 －06 リ ド に位置する。（10）S 508とは南東 向 れて重 するが、柱 が り ってい

ないた は である。南東側は調査区外で、北側柱 と西側柱 の一部が検出された。

行３ 、 行２ 上の側柱東西 建物と考えられるが、 が の可能性もある。主 位は －89

－ 、 行は総 4.87 、柱 1.56 ～1.70 、 行は総 2.63 、柱 1.84 である。柱 の掘り は

形で、径は80cm ～96cm、 さは26.4cm ～49.5cm である。北側のす ての柱 に柱 跡が見られた。

土は下 が ー ・ ー ク主体の 土、上 が ー を む 土 土で

ある。遺物の出土量は なく須恵器 を図 した。内面 、外面 を する の口 部である。

（10）SB513（第210図、図 30）

　19 －94 リ ド 、（10）S 508の西５ に位置する。掘立柱建物群の西側に 、南北 建物４

が重なり う。（10）S 513は４ のうち一番南にあたる。北西部で（10）S 514と重なり うが、

は である。 行３ 、 行２ の側柱南北 建物で、主 位は －１ － である。 行は総 6.56

第210図　（10）S 513
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、柱 1.96 ～2.25 、 行は総 4.38 、柱 2.10 ～2.26 である。柱 の掘り は 形で、径は

84cm ～113cm、 さは31.6cm ～59.3cm である。北西 と東側柱 の南から つ の柱 を き柱 跡が

見られた。柱 跡部 の 土は 土である。柱 跡 の埋土は下 が ー を多く む 土、

上 が ー を む 土である。

　遺物の出土量は なく、須恵器 を図 した。外面に き を有する 部 で、に い を する。

子、 を多く む。

（10）SB514（第211・212図、図 30）

　19 －83 リ ド に位置する。北東部で（10）S 516、北北西で（10）S 515、南東部で（10）

S 513と重なり う。柱 は り っていないた 、 は である。 行４ 、 行２ の

側柱南北 建物で、主 位は －６ － である。 行は総 8.12 、柱 1.90 ～2.17 、 行は

総 5.32 、柱 2.40 ～2.89 である。柱 の掘り は 形で、径は75cm ～147cm、 さは20.5cm ～

44.5cm である。北西 と南側中央の柱 、 西側柱 の南から つ の柱 に柱 跡が見られた。柱

跡部 の 土は ー を多く む 土である。遺物は出土しなかった。

（10）SB515（第211・212図、図 30）

　19 －73 リ ド 、重なり う４ の建物の最も西寄りに位置する。 調査区で検出された掘立柱

建物群全体からみても、最西端にあたる。 行３ 、 行２ の総柱南北 建物で、西側には更に柱

が 。 遺構に伴う 跡であろう。建物の主 位は －１ － 、 行は総 6.04 、柱 1.90 ～2.10

、 行は総 5.20 、柱 2.55 ～2.63 である。柱 の掘り は 形で、径は56cm ～117cm、 さは

17.0cm ～56.6cm である。 面で北西 の柱 に柱 跡が見られたものの、土 面でははっきりとし

なかった。柱 の主 位は －２ － で、柱 の距離は1.60 ～2.30 、柱掘り の径は48.0cm

～78.0cm、 さは25.7cm ～37.0cm である。遺物は出土しなかった。

（10）SB516（第211・212図、図 30）

　19 －64 リ ド に位置し、（10）S 514、（10）S 515の北東部 と重なり い、一部の柱 は（10）

S 514と共有する。 行４ 、 行２ の側柱南北 建物で、主 位は －３ － である。 行は総

8.04 、柱 1.83 ～2.12 、 行は総 5.04 、柱 2.30 ～2.66 である。柱 の掘り は 形で、

径は85cm ～132cm、 さは34.5cm ～45.5cm である。 な柱 跡はみつからなかった。 土は下 が ー

・ ー クを多く む 土、上 は ー を多く む 土である。遺物の出土は

なく、墨書「三」のある土師器杯１点を図化した。外面に ちヘラ リが された底部 で、 を

する。

（10）SB517（第213図、図 30）

　19 －56 リ ド に位置する。（10）S 517の東には（10）S 446が、西には（10）S 516が２ ほど

のほ 距離で所在する。南側の（10）S 508とは 15 離れている。 行２ 、 行２ の側柱建物で、

東西 向が若干 いた 南北 と考えた。主 位は －86 － 、 行は総 4.20 、柱 1.80 ～2.40

、 行は総 3.84 、柱 1.70 ～2.14 である。柱 の掘り は 形で、径は87cm ～134cm、 さは

29.8cm ～56.1cm である。 土中 から上 にかけて 土 ・ 化物・ 土（ か）を む が見られる。

土は 土を 量 み、 性が い。 に中央より北寄りの柱 で で、建物 後柱跡を埋

した可能性がある。 土下 は ー ・ ー クを多く む 土である。
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第211図　（10）S 514・（10）S 515・（10）S 516①
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第212図　（10）S 514・（10）S 515・（10）S 516②
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　遺物は「倉」「三倉」の墨書が記された土師器杯、須恵器 、 などが出土した。１～ は土師器杯である。

１は内面 された杯である。体部外面横位に墨書が記されているが、一部のみの遺 のた は

しい。 調は 、胎土に 、 リ 、 、 量の 状物を む。内面の調 は

、外面体部下位から底部にかけて ちヘラ リが される。２～５は体部外面に墨書が見られる杯

である。２は体部下位から底部にかけての で、体部に 画が見られる。横位の「三」か。３は正位に、

４は横位に「倉」と記されているようである。５はごく一部のた としないが、横位に「三倉」と記

されたものか。６～ は底部 である。６は胎土に 、 リ を むものの であり、に い

を する。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。７は大 の リ

を み、に い を する。底部回 糸 りの後回 ヘラ リを す。外面体部下端の調 は ち

ヘラ リである。 の胎土も６と 様であるが、やや ラついている。回 糸 りの後体部下端から底

部にかけて ちヘラ リが される。

　９は須恵器 の 部 である。外面に きを有する。内面の 調は 、外面は で、 面は

である。胎土に 子を多く む。

第213図　（10）S 517

0 10cm

0 4m

′′

′′
′

′

′

′

1 2 3

7

9

4

8

5

6



－ 316 －

（10）SB518（第214図、図 30）

　19 －24 リ ド 、（10）S 437の西５ 程に位置する。北側の掘立柱建物群の西端にあたるが、

の 向が異なる。（10）S 518と 南北 の掘立柱建物群は西側に 、その北端とも考えられるが、最

も近い（10）S 516から10 ほど離れている。 行３ 、 行２ の側柱南北 建物で、主 位は －

－ である。 行は総 5.68 、柱 1.80 ～2.00 、 行は総 3.87 、柱 1.82 ～2.00 である。

柱 の掘り は 形で、径は76cm ～112cm を測る。 さは9.0cm ～36.7cm で、北西 がかなり い。 土

は ー を む 土が主体である。

　遺物の出土量は なく、土師器杯１点、須恵器 、有 を図 した。１は土師器杯の口 部 で

ある。 調は 、胎土に 、 リ を 量 む。２は須恵器 の から 部にかけての

である。 部の最も い 所で21.2cm を測る。内面の 調は 、外面は である。 部内面と

部外面に が見られる。胎土に 子、 リ を む。

第214図　（10）S 518
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（12）SB016（第216図、図 30）

　18 －22 リ ド 、（12）S 023の西３ に位置する。 遺構の西に（12）SI001、北に（12）SI002

の一部が重なる。 行４ 、 行２ の側柱東西 建物で、主 位は －86 － である。 行は総 6.22

、柱 1.32 ～1.74 、 行は総 3.54 、柱 1.60 ～2.00 である。柱 の掘り は 形で、径は

57cm ～100cm、 さは6.2cm ～28.8cm である。柱 は く、柱 跡は見られなかった。

　遺物の出土量は なく、１点を図化した。 さ の底部から内 しながら立ち上がる土師器杯で、口

部を する。外面は い ク を有し、体部下位から底部にかけて ちヘラ リを す。内面は

により器面が 離している。 調はに い 、胎土に多量の 子、 、 リ を む。

（12）SB017（第217図、図 30）

　18 －46 リ ド 、東西に る溝（12）SD057から北 １ 、（12）S 020の南６ に位置する。西

側は（12）S 018と重なり、柱掘り の検出状 や土 の から、（12）S 017の が古いと思われる。

行２ 、 行２ の側柱東西 建物で、主 位は －85 － である。 行は総 4.16 、柱 2.00

～2.08 、 行は総 3.85 、柱 1.70 ～2.15 である。柱 の掘り は 形で、径は62cm ～92cm、

さは12.9cm ～41.6cm である。建物の内側に径62cm、 さ25.6cm の柱 がある。建物中 より東 れ

ているが、底面には柱あたりが見られた。

第215図　第３建物群 置図
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（12）SB018（第217図、図 30）

　18 －46 リ ド に位置する。（12）S 017と重なり、（12）S 017より しい。 行２ 、 行２

の側柱東西 建物で、主 位は －72 － である。 行は総 3.98 、柱 1.88 ～2.08 、 行

は総 3.76 、柱 1.70 ～1.90 である。柱 の掘り は 形で、径は60cm ～90cm を測る。 さは

17.3cm ～42.6cm と総 て く、 に いところも 在する。柱 跡は 面では できなかった。柱

あたりと考えられる く 化した面が底面に見られるところもあった。

　遺物の出土は なく、須恵器 の口 部 １点を図化した。 り し状の口 で、端部がわ かに

する。 を し、胎土に多量の 子、 、 リ を む。下総 である。

（12）SB019（第218図、図 31）

　17 －95 リ ド 、（12）S 022の北北西３ に位置する。 行２ 、 行２ の側柱東西 建物で、

主 位は －75 － である。 行は総 3.78 、柱 1.80 ～2.13 、 行は総 3.61 、柱 1.70

～1.90 である。柱 の掘り は 形で、径は70cm～87cmを測る。 さは7.5cm～16.9cmとかなり く、

柱 跡も見られない。

（12）SB020（第219図、図 31）

　18 －27 リ ド 、（12）S 017の北７ の所に位置する。 遺構の西1.5 ほどの所には（12）

S 022、（12）S 023が所在する。（12）S 021と重なり い、（12）S 021より しい。 行２ 、 行２

第216図　（12）S 016
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の側柱東西 建物で、主 位は －85 － である。 行は総 3.93 、柱 1.84 ～2.20 、 行は

総 3.88 、柱 1.88 ～2.05 である。柱 の掘り は 形で、径は32cm ～44cm、 さは25.7cm ～

55.6cm である。東側は 面のた 柱 の はよくない。遺物の出土は なく、須恵器 部 を１点

図化した。外面に き を有するが摩 している。 調はに い を し、 、 リ を む。

（12）SB021（第219図、図 31）

　18 －27 リ ド に位置する。（12）S 020と重なり、（12）S 020より古い。 行２ 、 行２

の側柱東西 建物で、主 位は －83 － である。 行は総 4.50 、柱 2.00 ～2.20 、 行は

第217図　（12）S 017・（12）S 018
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総 4.00 、柱 1.80 ～2.10 である。柱 の掘り は 形で、径は60cm ～104cm、 さは10.5cm ～

41.1cm である。

　遺物の出土は なく、６点を図化した。１、２は内面 が された土師器杯の底部で

ある。外面体部下位から底部にかけての調 は ちヘラ リである。１はに い を する。２は

内外面とも によると思われる器面の 離が見られる。 調はに い で、胎土に 状物を 量

む。３、４は土師器杯の底部 で、３は を する。外面体部下位から底部にかけて ちヘラ

リが され、底部に糸 り がわ かに る。胎土に 、 、 リ を む。４は底部外面

に墨書の 画が見られる。胎土は３と類似しており、 一 体の可能性がある。

　５は須恵器 の 部 である。 きの後下位にヘラ リが される。内面の 調は 、外面は

、胎土に多量の 子、 リ を む。下総 である。

　６は土師器 の口 部である。 部があまり ら 、口 部に最大径をもつものと思われる。口 部は

しながら外 し、外面に をもつ。 調は 、胎土に多量の 、 リ を む。

（12）SB022（第220図、図 31）

　18 －05 リ ド 、（12）S 019の南３ に位置する。南側で（12）S 023と重なる。 行４ 、

行３ の側柱南北 建物で、 行中央に 柱を有する。主 位は －12 － 、 行は総 7.40 、

柱 1.50 ～2.10 、 行は総 5.56 、柱 1.80 ～1.90 である。 行の柱 は東西とも南端がやや

い。柱 の掘り は 形で、径は75cm ～94cm を測り、 さは13.1cm ～25.1cm である。

　遺物の出土は なく、土師器 １点を図化した。１は みのある の で、口 部が く外 し、端

第218図　（12）S 019
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部をつまみ上 ている。 部外面に 向のヘラ リが される。 を し、 を多く む。

（12）SB023（第220図、図 31）

　18 －25 リ ド に位置し、２ 西に（12）S 016、５ 南に（12）S 018、２ 東には（12）

S 021が所在する。（12）S 022と重なり うが、 ははっきりしない。 行３ 、 行２ の側柱

東西 建物で、主 位は －87 － である。 行は総 5.80 、柱 1.70 ～2.20 、 行は総 3.92 、

柱 1.90 ～2.00 である。柱 の掘り は 形で、径は42cm～90cm、 さは4.0cm～34.7cmと総 て い。

第219図　（12）S 020・（12）S 021
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第220図　（12）S 022・（12）S 023
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（12）SB044（第221図、図 31）

　19 －91 リ ド 、（12）SI045の西1.5 、東西に る溝（12）SD057から南 ７ ほどの所に位置

する。東の掘立柱建物跡群（ 成12 調査）と西の掘立柱建物跡群（ 成19 調査）の中 にあたり、

東西ともに50 ほどの距離である。建て えが行われた建物跡で、 行３ 、 行２ の東西 建物を南

北 に建て えたか、もしくは の可能性があるが、柱 が り っておら は である。主

位は 行を東西に った場 は －83 － 、南北に った場 は － － である。東西 の 行

は総 5.10 、柱 1.20 ～2.00 、 行は総 3.67 、柱 1.60 ～1.94 である。南北 の 行は総

第221図　（12）S 044
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5.05 、柱 1.56 ～1.72 、 行は総 3.68 、柱 1.70 ～1.92 である。柱 の掘り は 形で、

径は78cm ～115cm、 さは25.0cm ～57.0cm である。

　遺物の出土量は なく４点を図化した。１、２は土師器杯である。１の底径は口径の1 2程で、体部が

直 的に開く。底部回 糸 りの後体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。 調は

、胎土に多量の 、大 の リ を む。２は底部を するが、おおむ １と 様の器形と

思われる。外面体部下位に ちヘラ リが される。外面と内面の一部に が付 している。 調は

を する。胎土は１と 様である。

　３は須恵器 の口 部 である。表面の 調は 、 面は を する。胎土に多量の 子、

リ を む。下総 である。

　４は土器 を した有 である。1 2程の遺 で、径3.6cm、 さ0.9cm、 径1.1cm である。

（12）SB067（第222図、図 31・32）

　18 －42 リ ド 、（12）SI001の南３ に位置する。 の掘立柱建物跡は５ 北に（12）S 016、

15 東に（12）S 018、５ 南東に（12）S 072が所在する。 行３ 上、 行２ の側柱南北 建物と

第222図　（12）S 067・（12） 79～（12） 85
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思われるが、南西 行くほど傾 しており、柱掘り が検出でき である。主 位は －14 － 、

行は する で4.33 、柱 1.55 ～1.80 、 行は総 3.32 、柱 1.60 ～1.74 である。柱

の掘り は 形で、径は55cm ～82cm、 さは16.2cm ～30.5cm である。

　遺物の出土は なく、（12） 080から出土した須恵器 の 部 ２点を図化した。い れも で、

外面に き をもつ。１は外面 部下位にヘラ リを す。内面の 調は 、外面は 、胎土に

多量の 子、大 の リ を む。２は内面に て をもつ。 を し、胎土に を む。

（12）SB072（第223図、図 32）

　18 －63 リ ド に位置し、東西に る溝（12）SD057の南に する。５ 南東には（12）SI004が、

５ 北東には（12）S 018が所在する。 行３ 、 行２ の側柱東西 建物で、主 位は －80 －

である。 行は総 5.02 、柱 1.40 ～1.80 、 行は総 3.96 、柱 1.85 である。柱 の掘り

は 形で、径は77cm ～117cm、 さは14.8cm ～72.2cm である。

　遺物の出土は なく、１点を図化した。１は土師器 の底部 で、外面はヘラ リ、内面はヘラ

が される。内面の 調は 、外面は を し、胎土に多量の 子、 リ を む。

第223図　（12）S 072
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第224図　（17）S 001
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第225図　（17）S 002 ①
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（17）SB001（第224図）

　20 －50 リ ド 、東西に る溝（16）SD001から南 ５ 程の所に位置し、（17）SI002の東に

する。 行４ 、 行２ の側柱東西 建物で、主 位は －90 － である。 面形は 形では

なく、東側柱 の柱 が いた に北側柱 のみ中央で向きが わる。北側柱 中央より東側

の 位は －79.5 － である。 行は北側で総 8.82 、柱 2.07 ～2.50 、南側で総 8.76 、柱

1.70 ～2.70 、 行は西側で総 4.16 、柱 2.06 ～2.10 、東側で総 3.30 、柱 1.60 ～1.70

である。柱 の掘り は 形もしくは 形に近い形状のものが見られ、一 77cm ～118cm を測る。

さは21.7cm ～52.0cm である。

　遺物の出土は なく土師器杯２点を図化した。１は遺構北西から、２は遺構南東から出土した。１は体

部外面に墨書が見られる杯である。体部は みを て立ち上がり、 しわ かに外 する口 部に

る。外面体部下位に ちヘラ リが される。内面の 調はに い 、外面はに い 、胎土

は 子を みやや を る。墨書は横位に「三寺」と記されている。 的に を けているた

か、器面の 離が見られる。２は底部外面に墨書が見られる。1 2程を するが、「三」と記されてい

るようである。底部 糸 り後外面体部下位から底部外 にかけて ちヘラ リが される。内面

の 調は 、外面はに い 、胎土に 、大 の リ を む。外面体部中位は 状に

している。また、内面は により器面が 離している。

（17）SB002A（第225・226図、図 32）

　20 －87 リ ド 、（17）S 001から南 ６ ほどの所に位置する。 行４ 、 行３ の側柱東西

建物で、主 位は －85 － である。 行は総 8.80 、柱 2.00 ～2.40 、 行は総 6.52 、

柱 1.90 ～2.35 である。柱 の掘り は調査 が異なるた 形と 形が 在している。 形の柱

掘り は一 が85cm ～137cm を測り、 さは42.4cm ～69.0cm である。柱 跡部 の 土はしまりの い

土ないし 土、 りの土は下 が 土、中 が 土、上 が 土で、い れの も ー

を 量 む。

　遺物の出土量は なく、１点を図化した。１は内面に が された土師器杯の底部 である。遺

第226図　（17）S 002 ②
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部位が なく推定ではあるが底径6.0cm と さい。体部 底部外面に ちヘラ リが される。内

面の 調は 、外面は 、胎土に を む。図化はしていないが、他に が出土している。

（17）SB002B（第227図、図 32・70）

　21 －07 リ ド に位置し、（17）S 002 の南に する。 行４ 、 行２ の側柱東西 建物

で、主 位は －82 － である。 行は総 8.94 、柱 2.00 ～2.50 、 行は総 3.74 、柱 1.80

～1.90 である。柱 の掘り は 形を とし、一 77cm ～139cm を測り、 さは33.0cm ～64.0cm

である。柱 跡部 の 土は下 がしまりの い 土、上 がしまりの い 土である。 りの

土は下 がしまりの い 土、中 が ー を 量 だしまりの い 土、上 がしまりの

い 土である。北側に建て えが行われたと思われる柱 が見られる。

　遺物の出土は なく、 １点を図化した。 部を 字に り た で、 端部が している。

第227図　（17）S 002
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（17）SB003（第228図、図 32）

　21 －05 リ ド 、（17）S 002 の西３ 程に位置する。 行１ 、 行１ の側柱南北 建物と

考えられるが、 の可能性もある。 行は2.65 ～2.67 、 行は北側で2.29 、南側で2.60 であ

る。柱 の掘り は 形を とし、１ 97cm ～139cm を測り、 さは62.6cm ～82.8cm である。す て

の柱 に柱のあたりが見られ、それらを と東側のみ７ 西 れる。他３ は南北・東西 向を指す。

柱のあたりは を でおり、金 状に 化している。柱 跡部 の 土は ー を む 土、

の 土は下 がしまりの い 土、中 が ー を多く む 土、上 が 土である。

　遺物の出土は なく土師器杯１点を図化した。体部が内 しながら開く器形で、内面に 、外面体

部下位から底部にかけて ちヘラ リを す。 調はに い 、胎土に 、 リ を む。

第３節　土坑・

（11）SK1023

　16 －24、25 リ ドに位置する。北東部で 文 代の土 である（11）S 1047を っている。 面形

は 形で、 位は －２ － 、 は 1.20 、 1.19 、 さは15.9cm ～29.9cm と く、床

面中央がやや高くなっている。 土は ー を む 土が主体である。　

第228図　（17）S 003

1

0 10cm

0 4m

′

′

′′

′′

′ ′′



－ 331 －

（11）SK1024（図 32）

　16 －21 リ ドに位置する。 面形は な 形で、 位は －47 － 、 は 1.57 、

1.15 を測る。 さは21.0～26.5cm とやや く、床面は ン 状に む。 土は 化 と 土 を

量 む 土主体で、 土上 に 化 を多く む 土が 積している。

（11）SK1029（図 32）

　（11）S 1024の南西2.1 、16 －20 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －37 －

、 は 1.55 、 1.23 、 さは7.5cm ～18.0cm である。床面は ン 状に む。 土は１cm

下の 化 を多く む 土の 一 である。

第229図　（11）S 1043・（11）S 1050・（12）S 027・（15）S 007・
（15）S 008・（17）S 010・（19）S 684・（20）S 670・（20）S 674
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（11）SK1043（第229・230図）

　17 －59、17 －50 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －23 － 、 は 1.16

、 0.86 、 さは18.2cm ～23.0cm である。床面は ン 状に む。 土は１cm 大の ー を

む 土の 一 である。遺物の出土量は なく、１点を図化した。１は内面 された土師器杯

の底部 である。底部回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リが される。 調はに い

、胎土に をやや多く む。

（11）SK1050（第229図、図 32）

　 代の溝（11）SD1049の南端、17 －92 リ ドに位置する。（11）SD1049を っている。 面形は

形で、 位は －63 － 、 は 1.03 、 0.86 、 さは21.3cm ～29.5cm である。床

面は ン 状に む。 土下 は 土、上 は ー を 量 む 土である。

（11）SK1053（第141・230図、図 33・67）

　（11）SI1009の北 西端から北 20cm、17 －52 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は

－29 － 、 は 0.60 、 0.55 、 さは19.6cm ～22.3cm である。床面は ン 状に み、

北と南に２つの が掘り込まれる。北側の は17cm 14cm、床面からの さ6.9cm、南側の

は28cm 21cm、床面からの さ8.9cm である。 土下 は 土 ・ 土 ク・ 化物を む

土で、27cm ほどの さがある。 土上 は 土 を 量 む 土である。

　 土中から土師器杯を む土器 12点が出土しており、 土上 と下 の 付近に に集中していた。

１～３は土師器杯である。１は 形 で、やや さ の底部から体部が内 に開く器形である。外面

体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。 調は 、胎土に多量の 子、 、

リ を む。２は口 部を3 4 程 する。底部回 糸 りの後体部下端と底部外 に ちヘ

ラ リが される。 調はに い ないし 、胎土は１と 様である。３は体部外面に墨書が見

第230図　土 出土遺物
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られる杯で、 位に「三倉」と記されているようである。に い を し、 をやや多く む。

　４は土師器 である。最大径を 部中位に有し、19.8cm を測るが、 部の りはあまり くない。口

部は上下両端にわ かに 出する。内面の 調はに い 、外面は 、胎土に多量の 子、

、 リ を む。

（12）SK027（第229図、図 33）

　17 －79 リ ドに位置する。中央から南西1 3程を水道 に られている。 面形は 形で、

位は －44 － 、 は 1.30 、 1.22 、 さ16.4cm ～22.3cm である。床面はほ で、

土は ー を む 土が主体である。

（13）SK617（図 33）

　20 －51 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －43 － 、 は 2.03 、 1.78

、 さは40.0cm ～49.5cm である。西 と南西 に が掘り込まれている。西 の は96.0cm

52.0cm、床面からの さ11.5cm、南西 の は57.0cm 36.0cm、床面からの さ37.5cm で、い

れも ー ー ン に掘り込まれている。 土は上 で を けているものの ー クを多

く む 土の 一 である。

（15）SK007（第229図、図 33）

  18 －58、68 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －11 － 、 は 1.25 、 1.10

、 さは42.2cm～47.0cmである。床面は北西から南東に向かって やかに傾 している。 土下 は ー

を多く む 土、上 は ー を 量 む 土で柱 状の 積を するが、 に建物跡は

見られない。

（15）SK008（第229図、図 33）

　19 －17、27 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －39 － 、 は 1.26 、

1.09 、 さ12.1cm ～31.9cm である。東 は により である。床面は南西から北東に向かっ

て やかに傾 している。 土下 は ー を む 土、上 は 土で 土が 入している。

（17）SK010（第229・230図）

　20 －96 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －50 － 、 は 1.65 、

1.00 、 さは44.9cm ～55.4cm である。南東端に径0.95 0.87m の掘り込みがある。北西の床面と

の は25.3cm である。 土は 土を主体とする。中央に柱 跡と思われる 土が見られること

から、掘立柱建物跡 の一部になる可能性がある。

　遺物は柱 跡と思われる土 の 土中位から土師器杯１点が出土した。１は外面口 部直下までヘラ

リが される口 部 である。に い を し、胎土に 、 リ を む。墨書は横位に

記される。 のた だが他の出土例から「三倉」と推測される。

（19）SK684（第229・230図、図 33）

　19 －76 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －71 － 、 は 1.03 、

0.78 、 さは11.0cm ～18.0cm である。 土下 は ー を む 土で 積、上 は

土 を む 土で人 的な埋 しの可能性がある。

　遺物の出土量は なく、３点を図化した。１、２は須恵器 の口 部である。１は を し、 部外

面に きが見られる。２は内面口 部直下に された い によって端部が内側に 出する。３は土師
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器の である。口径と 部最大径がほ 一で、10.8cmである。口 部はわ かにつまみ上 られる。

調はに い 、胎土に 、大 の リ を む。 により所 器面が 離している。

（20）SK670（第229・230図、図 33）

　19 －73、74 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －57 － 、 は 2.42 、

1.84 、 さは49.0cm ～57.7cm である。北東 側中央に 形の がある。 向が土

の主 と直 するような状態で、32cm 18cm、床面からの さ20cm である。 土は ー を む

土主体で、 土・ 化物が まれ、人 的に埋 された可能性がある。底面 に 土 クが

３か所見られた。

　遺物は 土中から出土した土師器杯１点を図化した。内面に が される杯で、体部

が直 的に開く。 調はに い を し、胎土に 量の 子、 リ を む。

（20）SK674（第229・230図）

　19 －56 リ ドに位置する。北東部は調査区外、南東部は（20）SI664に られているた 、ごく一

部のみの遺 である。 面形、 は で、 さは54.5cm である。 土は 土主体で、下

行くほど ード ー の 有量が多くなる。

　遺物の出土量は なく、須恵器杯２点を図化した。１は底径が口径の1 2で体部が直 的に開く。外面

体部下位から底部にかけて回 ヘラ リが される。 調は だが 面は を する。胎土に

子、 を む。２は底部内面に「 」と思われるヘラ書きが見られる。外面体部下位から底部に

かけて回 ヘラ リが され、底部は みを ている。 調は ないし 、 面は を

する。 、 リ などの 入物がやや多い。

（12） 079 （12） 085（第222図、図 31・32）

　18 －32・42・52 リ ドに位置し、（12）S 067 に点在する。 079のみ S 067の内側にあり、 面 形、

径0.37 0.35 、 さ22.6cm である。 080・ 081は S 067の東、 082は S 067の北東、 083～ 085は

S 067の北に位置する。 080は径0.75 0.70 、 さ28.4cm、 081は径0.37 0.35 、 さ47.3cm、

082は径0.27 0.27 、 さ11.1cm、 083は径0.71 0.70 、 さ24.0cm、 084は径0.36 0.34 、

さ16.6cm、 085は径0.55 0.48 、 さ16.6cm を測る。 面形は 形ないし 形を する。 080、

081、 083～ 085の中 を と東西 向3.65 、南北 向5.60 、 位 －10 － の 字形の構

物になる。S 067の北 東側を む の可能性があるが、主 が異なるた S 067との わり

は である。

第４節　遺構 出土遺物（第231図、図 67・69・70）

　１は須恵器杯の口 部 で、外面に墨書が見られる。18 －20 リ ドから出土した。振 後の地区

りでは（29）区にあたる。墨書は正位に記され、「全」あるいは「奈」と推測される。 調はに い

ないしに い 、胎土に 、 リ を む。

　２～４は内面に が される土師器杯である。外面体部下端から底部にかけての調

は２が回 ヘラ リ、３・４が ちヘラ リである。２は 成 調査 の 62－ SD002、振

後地区 りの（22）区付近から出土した。外面の 調は で、胎土に 、 リ 、

状物を む。体部外面に「三倉」と できる墨書が横位に記されている。３は （17）区20 －61 リ
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ドから出土した。やや さ の底部から内 に立ち上がり、口 部で外 する。 調は を

し、多量の 、 リ を む を た胎土である。底部外面に墨書が見られ、他の出土例か

ら「三倉」と推測される。４は （13）区20 －41 リ ドから出土した。 を み、に い を する。

　５～21は土師器杯である。５は （13）区20 －51 リ ドと20 －41 リ ドから出土した口 部 が

した。体部外面に墨書を ち、横位に「三倉」と記されている。 調は 、胎土に 、大 の

リ を む。外面体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。６は底部を する。

体部の開きは く、口 部で しながら外 する。外面体部下位にはわ かに ちヘラ リが

第231図　遺構外出土遺物
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られる。 調は 、胎土に 、 リ を む。口 部外面に横位の墨書「三倉」が見られる。（12）

区17 －86 リ ドからの出土である。

　７～10は底部 で、底部外面に墨書が見られる。外面体部下位から底部にかけての調 はい れも

ちヘラ リである。７は （16）区20 －00 リ ドから出土した。 を し、胎土に 、

リ を む。墨書は遺 部位が ないた であるが、他の出土例から「主」の可能性がある。 は

（17）区21 －09 リ ドから出土した。推定６cm の底部から体部が直 的に立ち上がる。墨書は で

文字 上と思われるが、遺 部位が ないた 能である。９は（12）区17 －21 リ ドから出

土した。墨書は遺 部位が なく 能である。 調は 、 、 リ を む な胎土である。

10は底部 体部外面に墨書が見られる。 成 調査 の 60－ SI001のカマド から出土した。振

後の調査区 りでは（22）地区にあたる。東 中央にカマドを設置する 形の 跡で、東西2.4m、

南北2.5m を測る。 成13 に を して 調査を行ったが、他に遺構は検出されなかった。 調

は を し、 を む な胎土である。底部回 糸 りの後外 部と体部下端に ちヘラ

リが加えられ、外面の立ち上がりは である。墨書は「大」「人」の他記号的なものが 数記されている。

底部内面には墨 まりのような 跡が見られる。体部は 図的な ち きの可能性がある。

　11は 成９ 調査 の 71－ SI001から出土した。口径に比してやや大き の底部から体部が直 的

に立ち上がる。底部糸 りの後外 部と外面体部下端に ちヘラ リが される。 調は内面 、

外面 を し、胎土に を む。外面体部中位に が 状に付 している。

　12～16は外面に墨書が見られる口 部 である。12は 成７ 調査 の５ ンチから出土した。に

い を し、外面体部下端にわ かに ちヘラ リが見られる。胎土は とごく 量の

状物を む。体部外面に「倉」と できる墨書が横位に記されている。13は をやや多く み、

を する。（12）区18 －55 リ ドから出土した。墨書は横位の「主」と る。14は（13）区20 －

41 リ ドから出土した。墨書は正位で「三□」と でき、おそらく「三倉」であろうと思われる。15

は内面 が される。（17）区20 －96 リ ドから出土した。 ク によって外面

体部中位が れたようになっている。体部下位には ちヘラ リが され、墨書の 画も見られる。

遺 部位が ないた は しい。 調はに い 、胎土に 、 リ を み である。

16はに い を し、口 部が やかに外 し する。墨 はやや く、他の出土例から「倉」と推

測されるが、遺 部位が ないた は である。（12）区18 －55 リ ドからの出土である。

　17、18は外面に墨書が見られる体部 である。17は内面に が される。（17）区20

－96 リ ドから出土した。体部下位にはヘラ リが される。 調はに い 、胎土に を

み である。墨書は遺 部位が なく 能である。18は（17）区21 －30 リ ドから出土した。

墨書は遺 部位が ないた は しいが、他の出土例から横位の「倉」の可能性がある。 調は

ないしに い 、胎土に 、 リ を む。

　19～21は底部 である。19は（16）区20 －00 リ ドから出土した。底部糸 りの後 ちヘラ

リが される。 調、胎土は７と 様である。底部外面に墨書が見られるが、 であること、また糸

りの に かっているた は しい。20は（17）区20 －97 リ ドから出土した。外面 底部の

調 は ちヘラ リである。体部外面に墨書が見られるが、遺 部位が ないた 能である。

調は 、胎土に 、大 の リ を む。21は（13）区20 －41 リ ドから出土した。底
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部外面にわ かに糸 り が見られる。

　22は土師器高台付杯の高台部で、に い を し、胎土に 、 リ を む。底部は回 ヘ

ラ リののち高台 り付け、杯部内面には が される。 成 調査 の 60－ SI001、振

後の調査区（22）から出土した。

　23～25は須恵器である。23は 成９ 調査 区で表 された の口 部である。振 後の調査区 り

では（11）～（12）地区に たる。 調は リー を し、内外面に が見られる。東 であ

る。24は（13）区20 －41 リ ドから出土した。外面に き を有する の 部 である。 調は

リー 、胎土に 、 子を多く む。25は で、 になるものと思われる。 成９ 調査

の 71－ SI001から出土した。振 後の調査区では（9）に たる。 部外面は きののち下位に横 向の

ヘラ リ、内面はヘラ リで て は見られない。内面 、外面に い を し、胎土に

と リ を む。24、25は である。

　26、27は 製の で、26は20 －62 リ ドから、27は20 －90 リ ドから出土した。振 後の調査

区はともに（17）区である。28は19 －15 リ ドから出土した 製 み である。振 後の調査区は

（15）区である。

第５節　溝状・ 状遺構 び近世の遺構

　飯積原山遺跡が所在する台地は、 な 面を有しており、台地北西には近 の野 土 が 在も っ

ている。主要な遺構は台地北側に集中し、それらを区画すると思われる溝も にわたるた 、全体を

18 クに けて図 した（第232図）。

　野 土 と野 土 に付 する野 は、遺跡北西の台地 部に って かれている。 状遺構

は野 の西側と、台地中央の東西に る道路状遺構上にあり、これらのうち が出土した 状遺

構は台地北西部に限られる。 状遺構の性 は 説あり、農 を する 的で設置されたとも

われている１）。近 、飯積原山遺跡は佐倉 の一つである の北端に位置し、遺構が集中する台

地北側を むように 状遺構が設置されていることから、 から を る を っていたと推測

される。

　多数の遺構が 開する台地北側に比 、台地南側は遺構数が なく、 調査のみで したところが

ほと どである。一部のみの調査であり、かつ出土遺物も ないながら中・近 と思われる溝状遺構が数

検出された。それらを すると、北西から南西 台地を横 る溝が２ 、北東から南西 向かう溝が

１ 、北西から 中で向きを え南 向かう溝が１ あり、他に 的な溝状遺構が台地中央付近や台地

部に見られる。い れも は１ 後、 さ10cm ～20cm と い。 土は ー を若干 む

土が主体である。中には を出土した溝があり、 の最後にやや しく た（第233図）。

注１　糸川道行　1989「 群・ 」『千葉 ータ ン埋蔵文化財調査報告書 』（財）千葉県文化財センター

溝状・ 状遺構

第１分割区（第234・235図）

　台地西側、 成11 （ 地点）、13 （ 区）、21 （ 2104 ・ ）に調査した である。



第232図　溝状・道路状遺構位置（１） 全体図
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第233図　溝状・道路状遺構位置（２）
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（29）SD910（図 41）

　北北西から南南東 るほ 直 を する溝である。北側に（28）野 、南側に（35）SD006が所

在するが、調査区 にかかるた 、両遺構との 性は である。 部 の さは61.8 、 0.9

～1.5 、 さは北端で7.0cm ～14.0cm、中央で10.0cm、南端で13.0～25.0cm である。 土は下 が

ー を む 土、上 が 土 ク・ 量の ード ー を む 土である。底面に

化面が られるが、大きくは がらない。南端西 に する 群が見られる。出土遺物はなく、

遺構の な は である。

（28）SD001（図 41）

　 字状に 行する溝である。西から東 た後南下し、北東 向 向きを える。西端は調査区外、

東端は 状遺構に られている。 部 の さは39.0 、 0.5 ～1.6 である。 さは 面部に

たる西端で9.5cm ～11.5cm とやや く、中央で12.4cm ～22.0cm、東端で11.9cm ～21.3cm である。 土

は 土が主体である。遺物はほと ど見られないが、近 の溝と思われる。

（28）SD002

　北東 向に直 的に る溝で、両端は 状遺構によって られている。（28）SD001につながる可

能性がある。検出部 の さは13.6 、 0.8 ～1.5 、 さ4.3cm ～19.4cm である。

（28）SD003、（28）野馬 １、２、３（図 41）

　西側の台地 を って 字状に 行する野 の西端部 である。北東 向に た後（26）SD001、

（24）野 土 に う溝 と いていく。部 的に 査を行った 、 部の さは72.5 、 1.9 ～

2.6 、 さは南西端で121.4cm、中央で99.0cm、北東端で142.9cm である。 土は 土主体である。

野 は野 土 に って設置されるもので、 調査区でも 2.8 、高さ0.5 ～0.9 ほどの土

が っていた。土 の 部から溝の底面までの高 は2.2 ～2.6 である。野 の北西に

が でいるが、野 土 は 状遺構を埋 て構 されていた。野 ２からは 器の り などが

出土している。

第２分割区（第236・237図）

　台地北西、 成21 （ 2101）、22 （ 2201）に調査した である。 調査区は北側に 地を

む台地 部に立地し、東側に谷の を けている。

（26）SD001（図 41・67・68・70）

　台地 部を るように 字状に 行する溝である。東西 向に た後南北 向 やかに向きを

え、 東西 向に向きを える。南西で（28）野 に、北で（24）SD001に くと思われる。 部

の さは82.0 、 2.2 ～2.8 、 さは西端で91.5cm ～113.5cm、中央で88.9cm、北端で116.5cm である。

２つの溝があるらしく、東西に る部 でのセク ンでは北側に しく溝を掘っているようであ

る。 土は 土、 土主体である。 土中から 器の ・ り ・ 、 器の 、 、内 、

、 、 （ 和 ）など近 を中 とした遺物が多数出土している。

（26）SD002（図 42・68）

　南北 向に直 的に る溝である。北端は調査区外 き、南端は 状遺構（26）S 002に つかる。

溝のほ 中央で東西に る（26）SD003と するが、 は である。 部の さ24.0 、

は0.6 ～0.9 で南端 向かってやや くなる。 さは北端で15.5cm、中央で17.0cm、南端で32.8cm
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第234図　溝状・道路状遺構　第1 区①
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である。 土中から近 の が出土している。

（26）SD003（図 42・70）

　 の 状に る溝である。東西 向に直 的に 、東端で北 向に向きを え（26）SD004に つかる。

西端は調査区外 と く。 部の さ46.0 、 0.6 ～0.8 、 さは西端で11.0cm、中央で20.3cm、

北端で29.6cm である。 土中から 器の などが出土している。

（26）SD004、（29）SD735（図 42・70）

　北西から南東 向 直 的に る溝である。北端は調査区外 く。南側は（29）SD735に き、南

端で 数の溝と することが予想されるが、調査区 のた である。 部の さは102.0 、

1.9 ～2.3 、 さは北端で40.5cm、中央で31.2cm、南端で26.9cm である。 土下 は ー

クを む 土で くしまっている。中 は ー が る 土である。床面には 化面が見ら

れる。（26）SD004からは 器 ・皿、 、 、中 の口 部などが出土している。

（26）SD005

　南北 向にやや 行しつつも直 的に る溝で、南端は 状に がっている。北側は調査区外 く。

（26）SD001の西側に 行するように 、（26）SD005と（26）SD001の には 状遺構が４ 見られる。

部の さは21m、 0.3 ～0.4 、 さは北端で6.0cm ～10.0cm、中央で5.5cm、南端で4.0cm ～8.5cm

とかなり い。 土は ー クを多く む 土でしまりはない。

（26）SD006

　北東から南西 向 直 的に る溝で、中程に 状遺構（26）S 005が所在する。東端は

第235図　溝状・道路状遺構　第1 区②
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第237図　溝状・道路状遺構　第２ 区②
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状遺構（26）S 002から西 0.3 の距離にあり、西端は調査区外に く。 部の さ10.5 、 0.6

～1.0 、 さは東端で17.5cm、中央で10.9cm、西端で8.1cm と、西 行くほど くなる。

（26）SD007（図 42）

　南北に直 的に る溝で、北端は（24）野 掘に られる。南側は調査区 のた であるが、（33）

SD054に く可能性がある。 部の さ82.0 、 0.9 ～1.2 、 さは北端で8.5cm ～11.5cm、中央

で19.5cm ～31.3cm、南端で33.5cm である。 字 の 面形を し、床は ード ー である。 土は下

が部 的に ー クを む 土、中 が 土、上 が 土である。

（25）SD001（図 41）

　 2101調査区の北側 部にあたり、（26）SD001の きとなる野 土 野 である。 調査区で

西から北東 向かった後南東 向きを え、（24）野 土 いていくものと思われる。東端で に

かれ、北側の溝を埋 て野 土 と（25）SD001が形成されている。 部の さ14.4 、 2.0 ～2.1 、

さは西端で156.6cm、東端で138.0cm である。 土下 は 土 ード ー クと ー

からなる 土、中 は ー 入の 土、上 は 土である。野 土 の り土

は溝を埋 土 クと 土で水 になるよう を った後、 土、 土を って

いる。 り土の高さは１ ほどである。

（25）SD002（図 42）

　南北に直 的に る溝で、（26）SD005の きと思われる。南北両端とも調査区外 と く。 部の

さ5.2 、 1.52 、 さ28.6cm ～37.0cm である。溝の底面が ー と ード ー の で、

化面が見られる。 土下 は ード ー クと ー が 入する みを た 土、

上 は 土である。

第３分割区（第238図）

　台地西側、 成13 （ 区）、21 （ 2101）に調査した である。台地 面で 文 代の遺構

が多く所在する。

（35）SD006、（33）SD021、（29）SD960（図 42）

　西から東 直 的に た後、東端で に かれ北東 向 向きを える。東側は 数の溝が す

るようだが、 の道路によって されており、 り いや は である。 部 の さは

96.5 、 1.3 ～2.4 、 さは東端で41.3cm、中央で58.5cmとやや くなる。 土は に 化しておら 、

ラが まれる。底面には土 状の ち込みが見られる。 成11 の調査所見によると、 い

地 りとなっている点、溝に って木が えられている点などから、野 である可能性が指 されてい

る。

（29）SD933

　（26）SD004・（29）SD735の南端で し、南北に直 的に る溝である。南端は の道路によって

されているた である。 部の さ5.5 、 0.8 ～1.1 、 さ11.0cm ～23.0cm である。

土は 土 クを む 土の 一 で、（29）SD735との は である。

（29）SD961（図 42）

　（29）SD960の東端で し、東西に直 的に る溝である。東側は 調査 （ 成

調査 み）のた 、東端で南北に る溝（29）SD962、（29）SD963と した後更に東 くかどうか
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第238図　溝状・道路状遺構　第３ 区
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である。 部の さ16.5 、 0.7 ～1.5 、 さは西端で19.5cm、東端で24.5cm ～33.5cm である。

土下 は 土、 土、中 は ード ー を 量 む 土で 化している。 土の

積状 から、（29）SD960より（29）SD961の が しいことが かる。

（29）SD962（図 43）

　北西から南東 向 直 的に る溝である。南端で（29）SD961と するが大 が調査区外のた

は である。 部の さ4.0 、 0.7 ～1.2 、 さ44.0cm である。

（29）SD963

　南北に直 的に る溝である。ごく一部の検出で、北側は（29）SD961と し、南側は 調査

と く。 部の さ3.7 、 0.8 ～0.9 、 さ26.2cm である。

（26）SD008

　南西から北東 向 、南西・北東端とも調査区外 と く。 した 土 的な溝で、地 の

の可能性がある。 部 の さ27.0 、 0.9 ～1.0 、 さは西端で43.1cm、中央で35.0cmである。

土は ー クを む の 土で、一部に の 山 が られる。

第４分割区（第239図）

　台地西端、 成21 （ 2103、 2104 ）に調査した である。

（30）SD010、（35）SD003（図 43）

　北西から南東 向 直 的に る溝である。（30）SD010は２ に かれており、東側の溝が 2104調

査区では（35）SD003となる。南側は（35）SD005に つかるが、 は である。 部の さ

36.4 、 0.5 ～1.6 、 さは10.8cm ～19.0cm で、中央部がやや い。 土下 は ー を む

土、上 は ー を む 土である。

（30）SD010、（35）SD004（図 43）

　北西から南東 向 直 的に る溝で、（30）SD010の西側の溝である。北側は調査区外 き、南

側は（35）SD005に つかるが、 は である。 部の さ41.0 、 1.0 ～1.2 、 さは

20.0cm ～23.2cm である。 土下 は ー を む 土、上 は 土である。

（35）SD005（図 43）

　東西に直 的に る溝である。一部のみの検出で、 5.9 、西端で 0.７ 、 さ45.7cm、東

端で 1.6 、 さ39.8cm である。西側は のた である。遺物は一点を図化した。１は須恵器

の 部 である。外面に き を有する。外面に が付 し 成 である。内面の 調は 、外

面は 、 な胎土で 子、 リ を若干量 む。

（30）SD009（図 43）

　北西から南東 直 的に る溝で北西端は調査区外 く。中央やや北寄りで直 するように北東

4.0 、南西 0.5 ほど る 所がある。 部で さ33.0 、 0.4 ～1.0 、 さは北西端で

16.0cm、中央で6.0cm、南東端で4.0cm である。 土下 は ー を む 土、上 は 土

である。

（30）SD011

　南北 向に るい「く」の字を描くように る溝である。南北両端とも調査区外 く。 部で

さ38.5 、 0.6 ～0.9 、 さは北端で24.7cm、中央で17.5cm、南端で12.4cm である。 面は南か
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第239図　溝状・道路状遺構　第４ 区
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ら北 やかに傾 しており、75cm ほど高 がある。いくつか さい土 状の溝が重なっており、

部付近も重なり っている。 土下 は 土、上 は ー を む 土である。 土中から

の が３点出土している。

（30）SD012

　ごく一部の検出であるが、北東から南西 向 ると思われる。 部 2.8 、 0.6 ～0.72 、

さ12.5cm である。 土下 は ー を多く む 土、 ー ク主体の 土、上

は 土である。

第５分割区（第240図）

　台地の南西、 成11 に調査した である。調査 の北側は、北西から南東 台地を横 する

代の道路に する。３ 検出されたが、い れも一部のみの調査である。

（37）SD105（図 43）

　北東から南西 直 的に る溝である。 19.6 、 0.6 ～1.0 、 さは北端で31.6cm、南端

で19.7cm である。

第240図　溝状・道路状遺構　第５ 区
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（37）SD106（図 43）

　北東から南西 直 的に る溝で、（37）SD105の北西に位置する。 31.0 、 0.7 ～1.1 、

さは北端で28.6cm、南端で10.6cm である。

（37）SD107（図 43）

　北東から南西 直 的に る溝で、（37）SD106の北西に位置する。 16.0 、 0.7 ～0.85 、

さは北端で14.3cm、南端で18.9cm、南端は していた。

第６分割区（第241図）

　台地の中央西寄り、 成11 に調査した である。奈良・ 代の遺構は台地の東側に集中して

おり、西側から検出された遺構は３ の 跡だけである。その３ ともが６区に点在する。

（33）SD022

　東西に直 的に る溝である。調査区の で れ れの検出であるが、 はつながっていた

ものと思われる。 部の さ79.0 、 1.0 ～1.4 、 さは西端で25.9cm、中央で30.1cm、東端で

14.9cm である。 土は下 から に ー 子を多く む 土、 土、 土、 土を多く

む 土、 ー 子をあまり まない 土で、底部付近はしまりが に い。 遺構の東寄り、

南 ２ の位置に奈良・ 代の（34）SI121が検出されている。

（33）SD023

　西から北東 向 わ かにカー を描きながら る溝である。西端、北東端とも調査区外 と く。

東側で南北に る（33）SD054を っている。 部の さ55.0 、 0.5 ～0.9 、 さは西端で6.9cm、

中央で20.9cm、東端で17.3cm である。 土下 は ー を む 土、上 は ー を 量 む

土である。

（33）SD024

　（33）SD022を り、南西から北東 向 直 的に る溝である。北側に位置する（33）SD023とはわ

かに 向が異なり、西端で3.0 、東端で1.5 の が開いているが、一部に 化面が られ、道

として利 された可能性がある。 部の さ28.5cm、 0.6 ～0.9 、 さは西端で17.9cm、中央で

24.8cm、東端で30.3cm である。 土下 は ー を む 土、上 は 土である。調査所見に

よると、 状に ー が掘り されており、地 の溝と考えられる、とある。

（33）SD054

　南北に直 的に る溝である。南端は（33）SD022に つかる。北側は調査区外 き、（26）SD007

に く可能性がある。 部の さ53.5 、 1.0 ～1.4 、 さは北端で16.5cm、中央で17.5cm、南端

で27.6cm である。 土下 は ー 子を 量 む 土で、一部 化が られる。中 は ー

子を む 土、 土、上 は 土を む 土である。中央南寄り、西 2.5 の所に奈良・

代の（33）SI092が、南端から西 20 の所に（33）SI91が所在する。（33）SI091、（33）SI092は

溝によって区画された の西側に所在していた。

第 分割区（第242図）

　台地の北西、 成11 、19 （ 1904）に調査した である。 区の北西、一 下がった台地上

には飯積上台遺跡が所在している。溝４ と野 １ が検出されているが、い れも一部のみの調査で

ある。
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第242図　溝状・道路状遺構　第７ 区
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（4）SD065

　南西から北東 直 的に る野 である。 2203調査区から いているものと思われる。 ンチ

による部 的な調査であるが、検出部 の さ30.0 、 1.3 ～1.6 、 さは南西で121.0cm、中央で

95.6cm、北東で91.6cm である。溝の北西に高さ70cm の野 土 が伴う。野 土 部と溝底部の高

は202.4cm ほどになる。 土下 は ー クを多く む 土と 土で、 り土からの流れ

込みと思われる。中・上 は 土を多く む 土で、上 に比 中 はしまりがなく そ そとし

ている。 り土も 土を む 土だが、 を けており は である。

（1）SD002（図 47）

　南西から北東 直 的に る溝である。 部の さ28.0 、 0.9 ～1.1 、 さ6.6cm ～10.5cm

と い。 土下 は ー を む 土、上 は ー を む 土である。

（1）SD003（図 47）

　北西から南東 直 的に る溝である。 部の さ16.6 、 1.9 ～2.6 、 さ37.0cm ～

41.2cm である。２ が 行しており、土 の 積状 から北東側の溝の が しいことが かった。南

西側の溝の 土は下 が の 土が る 土、上 が 土である。北東側の溝の 土は くし

まった 土で、最も みが い。

（1）SD005

　南北に る 形の溝である。 さ6.0 、 0.7 ～1.0 、 さ8.5cm ～18.7cm である。 土は

やわらかい 土の 一 である。

第243図　溝状・道路状遺構　第 区
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（1）SD006（図 47）

　西からやや南寄りの東 た後南 向きを える の 状の溝である。 さ15.5 、 0.3 ～0.5

、 さは西端で24.4cm、中央で16.0cm、南端で4.3cm である。（1）SD005と一 きになる可能性もあるが、

は である。 土は ー をわ かに む 土主体で、下 に 土が見られる。

第 分割区（第243図）

　台地の北西、 成19 （ 1904）に調査した である。南東に入り込む谷の北側に位置する。１

のみの検出である。

（1）SD008（図 47）

　北西から南東 やや 行しつつ直 的に る溝である。 さ20.1 、 0.3 ～0.6 、 さは北西で

23.2cm、中央で22.9cm、南東で11.1cm である。 土下 は ー と 土が の 土、上

は ー をわ かに む 土である。

第 分割区（第244図）

　台地の北東、 成12 （ ２区）、 成19 （ 1906）に調査した である。台地北側で やかに

入り込む谷に面している。台地 のた 北側に遺構は見られないが、南側には 文 代の遺構が集中し

ている。

（7）SD294、（6）SD008（図 44）

　北西から東 ほ 直 的に る溝で、東側で（7）SD294につながった後更に調査区外 く。 部

の さ66.0 、 は西側0.4 ～0.7 、東側で0.9 ～1.2 、 さは14.2cm ～25.9cm である。 土は ー

子を む 土主体である。

（6）SD013（図 44）

　南北に いカー を描きながら る溝で、南北両端と東 が調査区外にあたる。 面は南から北

向かって2.6 ほど下がっている。 部の さ49.0 、 1.9 ～2.0 、 さは北で17.6cm ～27.3cm、

中央で41.3cm ～45.2cm、南で32.8cm である。底面は による が しい。北側では は なくなる

が くなる。南側中央に 50.0cm ～60.0cm ほどの の溝があるが、 性は である。 土は

土が主体である。遺物の出土量は なく、須恵器 の 部 １点を図化した。外面に き を ち、

を する。 成 で胎土に大 の 子を む。

（7）SD295（図 44）

　北西から南東 る溝であるが、ほと どが調査区外である。 部の さ10.0 、 さ34.4cm ～

41.0cm で、 は 測 可である。 土は下 が ー 、 ー 子を 量 む 土、上 が ー

、 ー 子をわ かに む 土で、い れもやや らかい土である。近 する（6）SD013、（7）

SD294との は調査区外にかかるた である。

第10分割区（第245・246図）

　台地中央、 成12 （1 区）、13 （ 区）に調査した である。（33）SD022、（33）SD054につ

いては第６ 区で ている。

（18）SD120、（19）SD676（第244・245図、図 44・67・70）

　（18）SD120、（19）SD676、（20）SD661、（16）SD001、（13）SD627は調査 が多 に っているた 、

その 遺構番号が わっているが 一の遺構である。そのた 一 して する。若干の振れはあるが、
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第244図　溝状・道路状遺構　第９ 区
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東西 向に直 的に る道路状遺構である。東西両端とも調査区外のた ながらも、台地を東西

に横 っていたものと思われる。台地中央付近で北西から東西 向に る中 の溝（19）SD675に られる。

（19）SD676調査 に 化面が検出されたた 、道路状遺構とした。 部の さ318.5 、 1.5 ～2.2 、

さは西端で37.5cm ～43.1cm、中央で40.1cm ～58.7cm、東端で20.8cm ～34.7cm である。 土は ー

を む 土主体である。遺構東側の（16）SD001では床面 に2.0cm ～6.0cm の い溝が見られる。

　（19）SD676出土遺物は13点を図化した。１は須恵器の底部 である。底部は回 糸 り後 調 、外面

体部下端に ちヘラ リが される。 調は である。北武蔵 である。

　２～６は土師器杯である。２、３は内面に が される。２は口径に比して器高がや

や く、口 部は 状を する。体部外面に横位の「三倉」と思われる墨書が見られる。３は口 部を

する。底部回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リが される。４は口径10.7cm とやや

りで、体部外面に墨書が見られる。他の出土例から横位の「倉」と思われる。 調はに い であ

る。５は器形に みがあり、５ ほどの器高 がある。外面体部下位から底部にかけて ちヘラ リ

が される。立ち上がりは みをもち である。 調となる 調はに い 、内面口 部から体部

は を する。胎土に多量の 子、 リ を む。６も器形に みが生 ている。底径は

口径の1 2となり、体部が内 しながら開く。内面の 調は 、外面は ないし を する。

胎土に多量の 子、大 の リ を む。

　７、 は土師器高台付杯である。７は高台部 をほと ど している。口 部に向かって器 を 、

端部で外 する。外面体部下端から底部にかけて回 ヘラ リを した後高台を り付けている。 調

はに い 、口 部内面の1 3 程が である。 は口 部、高台端部とも している。 図的

な ち きか。 調は で、内外面とも体部下位が 状に している。全 して 状になるかどう

かは遺 部位が ないた である。

　９、10は の須恵器 である。９は口 部が「 」の字状に開く である。 り し状の口 端部

は面 りされる。 部外面は き、内面には て が見られる。内面の 調はに い 、外面は

、胎土に多量の 子、大 の リ を む。10は 部 である。外面は 位の きで、 き

と直 する 向に木 が見られる。内面の 調は 、外面は 、胎土に多量の 子、 、

大 の リ を む。

　11、12は土師器 である。11は みのある口 部 で、端部が面 りされる。 調は 、胎土に 、

リ を む。12は底部 で、 部がかなり くなる。内面の 調は 、外面は 、

胎土は土師器杯と 様 子と リ を む。外面に が付 している。

　13は である。 部は の三 形で さ5.5cm、 1.05cm である。 部は く さ2.25cm、 0.8cm、

1.0cm、 0.55cm、全 8.75cm である。

（19）SD675（図 44）

　北西から南東 直 的に る溝である。南東端は（19）SD676を って遺構外 と 、（20）SD665に

いていくものと思われる。 部の さ40.0 、 1.3 ～1.7 、 さは北西で49.0cm、中央で33.0cm、

南東で29.0cm である。 土下 は ード ー を 量 む 土でしまりが い。中 は 土ない

し 土、上 は 土、 土である。（19）SD676（道路状遺構）、（19）S 676 （ 状遺構）、（19）

SD675が する部 の土 により SD676、S 676 、SD675の に されたようである。
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第246図　溝状・道路状遺構　第10 区②
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（19）SD682

　東西 向に直 的に る溝で、SD022に くと思われる。中央南側で９ 紀 の 跡（19）

SI679に られる。 部の さ20.7m、 1.0 ～1.4 、 さ45.0cm ～62.6cm である。 土下 は

ー 、 ード ー 主体土、中 は 土、 土、上 は 土である。床面直上の土 は

人 積だが、 に 化面は形成されていない。

第11分割区（第247～249図））

　台地中央、第10 区の東に位置し、 成13 に調査した である。（20）SD661、（16）SD001の遺

構 要については（19）SD676の きとなるた 、第10 区で説 した。

（20）SD661（図 67）

　（20）SD661の遺物は23点を図化した。１、２は須恵器杯である。底径と口径の が さく、口 部が

やかに外 する器形で、外面体部下端から底部にかけて回 ヘラ リが される。２は口 の みが大

きく、最 径11.8cm、最大径13.5cm となる。口 部外面に として したような 跡が られる。

調は１がに い 、２が リー を する。

　３～７は土師器杯である。３は内面に が される杯で、体部外面には横位の墨書「三

倉」が見られる。 調はに い 、胎土に 子、 を む。４の外面体部下端は ちヘラ

リにより面 りされ、底径が口径の1 2となる。内面の 調は 、外面は である。５は底部

回 糸 りの後体部下位と底部に回 ヘラ リを す。 調は である。６は底部 で、底部外

面にヘラ書き「十」が見られる。 調は である。７も底部 で、 を する。内外面に墨書が見ら

れる。底部内面は山だれのような墨 、外面は「變 加」と三文字あるいはそれ 上の墨書が記されてい

る。４～７の胎土は 、 リ を として、５のみ を 入する。

　 は土師器皿の口 部 である。口 端部に向かって器 を ながら直 的に開く器形で、内面に

が される。 調は 、胎土に 子、 リ を む。

　９は土師器高台付 で、口 部、高台部ともに する。内面は が される。 調

は 、胎土に 、 、 リ 、 量の 状物を む。

　10は須恵器高台付杯の底部である。外面体部下端に をもつ杯部に端部が く外 する高台が付く。底

部外面にヘラ書き状の がみえるが、遺 部が ないた は である。体部を 図的に ち いて

いる可能性がある。 調は 、胎土に多量の 子、 リ を む。

　11は土師器高台付杯の底部である。高さ１cm 程の高台部は外 しながら開く。内面は

が される。 調は 、胎土に 子、 、 リ 、 量の 状物を む。

　12～17は須恵器 である。12は口 部 、13は 部 である。14は 部上位が く る で、 部最大

径は27.8cm である。 部外面は横位の きのち 部下位にヘラ リを す。 調は リー 、胎

土に多量の 子と 、大 の リ を む。15は 部上位が く り、口 部が「 」の字状に

開く。口 部、底部ともに する。 部最大径は28.9cm を測る。 調は 、胎土に 子を多く

む。内面 部から 部中位 りまで、更に 土を ったものか 部下位と 調が異なっている。器表面

も上 は 、下 はやや ラつきがある の いが見られる。 部は て が である。外面に

調の は見られない。16は 部が く るタ の 部と底部 で、 部最大径は31.1cm と推測される。

調は 、胎土にやや多 の 子、 リ を む。底部外面は か。17は胎土に多量
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第248図　溝状・道路状遺構　第11 区②
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の 子と を む。 調は リー を する。い れも である。

　18、19は須恵器 である。18は しない を図上で したた 推定ではあるが、口径32.8cm、底

径20.0cm に し器高が20.0cm とかなり い。口 部は水 向に開いた後内 する。底部は になる

と思われる。 部外面は きで、 き と直 する 向に木 が見られる。 調は 、胎土に 子

を多く む。 である。19は口 部に最大径をもつ。表面の 調は 、 面は を し、胎

土に 子を多く む。下総 である。

　20～23は土師器 である。20は口 部から 部上位の遺 で、 部はほ 高さで れている。内面

の 調は 、外面は 、胎土に 子を多く む。21、22は の底部である。２点とも

底部外面に木葉 を有し、 部外面に が される。胎土に多量の 子、 を む。21の 調

は 、22は ないし を する。23は を する の である。

（16）SD001

　（16）SD001の遺物は 点を図化した。１は須恵器杯で体部外面に墨書が見られる。遺 部位が なく

だが、「三」の可能性がある。 調は 、胎土に多量の 子、大 の リ を む。

　２は内面 が された土師器高台付 の口 部 である。口 部が く外 して

状を する。 調はに い 、胎土は 入物が なく である。体部外面に墨書の 画が見られる

が、遺 部位が ないた 能である。

　３、４は土師器杯の底部 である。４は底部外面に墨書が見られる。 画のた は であるが、「三」

もしくは「主」の可能性がある。胎土に をやや多く む。４は底部内面に墨書が見られる。４文字も

しくはそれ 上と思われ、 で墨 はやや い。「□宅万呂代□」か。い れも外面の調 は ちヘ

ラ リ、 調は である。

　５、６は須恵器 である。５は底部 で、外面に「天」とヘラ書きされている。内面の 調は 、外

面は を し、胎土に 、 リ を む。６は口 部 で、 部外面に き を有する。

子を多く み、外面は を ている。内面の 調は リー 、外面は を する。

　７は須恵器 の底部である。底部内面と外面に が付 しており、外面の一部が を ている。

部外面は回 ヘラ リ、底部回 糸 りの後高台を り付けている。内面の 調は 、外面は

、胎土に リ を む。

　 は土師器 の口 部である。 成 で内面はに い 、外面は を する。口 部外面に

が付 している。

（20）SD671（図 45・70）

　奈良・ 代の 跡（20）SI662から 南 直 的に る溝であるが、（20）SI662との

は である。 部の さ10.6 、 0.5 ～0.8 、 さは北端で23.8cm、中央で22.0cm、南端で

10.2cm である。南端で若干 が がるものの くなって形も になる。

　遺物は なく、２点を図化した。１は土師器杯の体部 で、外面に墨書が見られる。「三□」と横位に

書かれており、他の出土例から「三倉」であろうと思われる。 調はに い 、胎土に を む。

２は 製 であるが、製 名 は である。 23.5 、 6.8 、 さ1.7 である。

第12分割区（第250・251図）

　台地中央、第11 区の南に位置する。 成13 （ 区、 区）に調査した である。
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第249図　溝状・道路状遺構　第11 区③
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第250図　溝状・道路状遺構　第12 区①
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（20）SD665（図 45・67）

　北西から南東 直 的に る溝である。北西端で南北に る溝（20）SD667と し、調査区外 、

（19）SD675 くものと思われる。また、南東側では南西に る溝（20）SD666と 字 に わるが、（20）

SD665と（20）SD666の は のた である。 部の さ26.8 、 0.8 ～1.8 、 さは

北西で25.0cm、中央で17.1cm、南東で10.7cm である。 土下 は ー 、 ー 子を む 土

でしまりが い。上 も く 土だが、しまりは つうである。（20）SD667との は土 の

り いから（20）SD665が（20）SD667を っていることが された。 成 に検出された溝が（20）

SD665の南東端に き、（23）SD669 がっている。

　遺物の出土量は なく、５点を図化した。１、２は須恵器杯である。底径がやや大きく、外面体部下端

から底部にかけて回 ヘラ リが される。胎土に 子、 リ 、 を む。 調は１の内面

が 、外面が 、２が で、どちらも 面は を する。

　３は外面口 部直下までヘラ リが される土師器杯である。 調は 、胎土に 、 リ

を む。４は体部外面に墨書が見られる土師器杯である。遺 部が ないた 文字の は しい。に

い を し、胎土に 、 リ を む。

　５は外面に き をもつ須恵器 の 部 である。 を し、胎土に多量の 子、 を む。

（20）SD666、（21）SD952（図 45・67）

　北東から南西に直 的に る溝である。北東端で（20）SD665と 字 に わり、中央で（20）SD667、（21）

SD951と する。 部の さ35.0 、 0.6 ～1.3 、 さ10.0cm ～18.0cm である。 土下 は

ー を 量 む 土、上 は ー を若干 む 土である。土 により（21）SD952

が（21）SD951を っていることが かった。

　（20）SD666から出土した遺物２点を図化した。１は須恵器 の口 部 である。 調は表面が 、

面が を し、胎土に を多く む。下総 である。２は土師器 である。２ で一 になると

思われる が１ していた。口 部に最大径を ち、端部はわ かにつまみ上 られる。 部外面

の調 は 向のヘラ リ、内面は 向のやや い が される。 調は 、胎土に 、

大 の リ を む。

（20）SD667、（21）SD951（図 45）

　南北に直 的に る道路状遺構で、北端は（20）SD661に つかる。南は（20）SD666、（21）SD952と

して調査区外 と く。全面に 化面が られる。 部の さ42.5 、 1.0 ～2.0 、 さは

北端で11.0cm、中央で38.0cm、南端で19.0cm である。 土下 、 化面は ー を 量 む 土、

化面上 は 土、 土上 は ー 、 ー を む 土である。調査所見によると、

（20）SD667は（20）SD661を横 せ 字 に し、（20）SD667の 化面が（20）SD661の法面上にもか

かっていることから、（20）SD661と（20）SD667は一体の遺構と考えられる。

　（20）SD667から出土した遺物３点を図化した。１は内面に が された土師器杯である。やや

の体部が内 しながら開く。外面体部下端から底部にかけてヘラ リが される。遺 部位が ないた

、 ちか回 かは である。 調はに い ないし を し、胎土に 子と リ

を む。２は外面に き をもつ須恵器 の 部 である。 調は 、胎土に 子と を

む。３は底部の遺 が ないた だが、須恵器 の と思われる。外面は きの後 部下位にヘ
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ラ リが されている。内面の 調は 、外面は 、胎土に多量の 子、 リ を

む。図化はしていないが、 が１点出土している。

　（21）SD951から出土した遺物２点を図化した。１は須恵器水 の口 部である。 部には みがありカー

している。また、内面には り のように った が見られる。口 部は水 向に開き、1 3 程を

して している。外面 部の一部と 部、口 部内面に が付 している。表面の 調は 、 面

はセ を する。２は須恵器 の口 部 である。大きく外 する口 部は端部で直立する。 調は

、胎土は 子を多く む。

第13分割区（第252・253図）

　台地東側の中央、 成12 （４区）、20 （ 2003、 2005）に調査した である。台地を東西に

横 する道路状遺構の南に位置し、 の 状に区画された一画から奈良・ 代の遺構が検出された。

（13）SD627

　台地中央を東西 向に横 る溝の東端部 にあたる。遺構の 要については第10 区で た。

（13）SD627の遺物はい れも 土中からの出土である。１～６は土師器杯である。１は 調 を し、

胎土に多量の と大 の リ を む。回 糸 りの後体部下端と底部に ちヘラ リが

される。２、３は口 部 で「三」あるいは「三倉」と推定される墨書が記されている。４は底部 で

調、調 は１と である。 入物は１より若干 ない。５は内面に が された杯で、 は

第251図　溝状・道路状遺構　第12 区②
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見られない。 を し、胎土に多量の 、 リ を む。外面体部下端から底部にかけて回

ヘラ リが される。６は底部内面に墨書が見られる。「□女」と 文字記されているようだが、一文

字 が としない。あるいは「 」か。 調はに い 、胎土に 、 リ を む。外面

体部下端から底部にかけての調 は回 糸 りの後 ちヘラ リである。

　７～９は須恵器 である。７、 は リー 、９は を する。い れも外面に きが見られる。

第253図　溝状・道路状遺構　第13 区②
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（17）SD002（図 46・67）

　東西に る道路状遺構（16）SD001から南 ４ ほど離れた位置から まる。南下した後 の 状に東

向きを え、調査区外 と いていく古代の区画溝と考えられ、区画内には の 跡や掘

立柱建物跡 が 開している。 部の さ72.0 、 0.8 ～1.9 、 さは北端で8.6cm、 部で

40.0cm、東端で29.1cm である。南 には溝が一端 れ、8.0cm ほどの い掘り込みでつながっている

所がある。溝底部との高 14.5cm～18cm、 さは2.9mである。 土下 は ー クを む 土、

上 は 土である。

　南北 向に る溝からは体部外面に「寺」と横書きされた土師器杯１点と須恵器 の 部 １点が出土

した。東西 向に る溝からは土師器杯を中 に12点の遺物を図化した。１、２は須恵器杯である。１は

底部が さ で体部が大きく開く器形である。底部回 ヘラ りの後体部下位から底部にかけて回 ヘラ

リが される。 調は リー 、 で大 の リ と 子を多く む。下総 である。

２はやや大き の底部から体部が直 的に開く器形である。外面体部下位から底部にかけて回 ヘラ

リが される。 を し、胎土は を 、 リ を む。 である。

　３～10は土師器杯である。底径が口径の1 2 下で、体部が内 に開くものが多い。おおむ 調

は ないしに い で、胎土に 、 リ を でいる。３は口 内面に 煙が付 しており、

の も見 けられる。 端の 煙の が剝がれ、 １ 程の 状に く けた がある。体部外面に

は横位の墨書が見られ、これまでの例から「三倉」と思われる。４は体部がわ かに内 しながら開く器

形で、外面口 部直下までヘラ リが される。内面は らな である。体部外面に横位の墨書「寺」

が見られる。５はほ 形で、器形に みが見られる。外面には い ク が り、体部下端から底部

にかけて回 ヘラ リが される。６は口径に比してやや器高が高く、口 部が外 する。底部回 糸

りの後体部下端から底部外 に ちヘラ リが される。 成による器面の け・ 離が見ら

れる。７はやや りながら底径が大き である。口 内面に 煙が付 しており、 器として利 し

たと思われる。外面体部下位から底部にかけて ちヘラ リが される。 は体部 で内外面両面に

墨書が見られる。遺 部位が ないた 能であるが、内面と外面の字体が異なっている。内面は

字で墨 は く、外面は 字で墨 がはっきりしている。９は底部のみの遺 で、体部は大きく４つに

れている。底部回 糸 りの後体部下端から底部にかけて ちヘラ リが される。10はやや上 底

の底部 で、内面に 、体部外面 底部に ちヘラ リが される。

　11は土師器高台付杯の底部である。内面に が される。「 」の字状に開く高台部

は底部回 ヘラ リの後 り付けられ、端部で外 する。 調はに い 、胎土に 、

リ を む。

　12、13は 部外面に き をもつ須恵器 である。12は口 部 で、 調はに い 、胎土に多量

の 子、大 の リ を む。13は 部 で、 で を多く み を する。外面に

き、内面に て が見られる。い れも下総 である。

　14は土師器 の底部である。 部外面はヘラ リ、内面はヘラ が される。内面の 調は

、外面は 、胎土に多量の 子、 リ を む。

（17）SD003（図 46・67）

　東西に直 的に る溝である。調査所見によると、東側の傾 地から西 向かい、掘立柱建物跡に向
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かう道路状遺構と考えられる、とある。 部の さ15.3 、 0.6 ～1.5 、 さは東で22.3cm、西で

10.7cm である。 土下 は 土で 化面が られる。中 は 土、上 は 土である。

　遺物の出土は なく、１点を図化した。１は外面口 部直下までヘラ リが された土師器杯である。

底部はやや みを た 底で、体部は内 しながら開く。 調は で、内外面に が付 している。

外面は により器面が 離している 所も見られる。胎土に多量の 、 リ を む。

第14分割区（第254図）

　台地の東側 部に位置する。 成13 （ ３区）に調査した である。

（23）SD669（図 45）

　北西から南東 直 的に る溝である。北西側は 成 の 調査 に検出された溝に がり、

更に（20）SD665 と く。台地中央を東西に横 る道路状遺構から台地の東側 部まで ていたこ

とが かった。 部の さは38.6 、 調査 の さを ると115.0 となる。 は1.3 ～1.9 、

さは北西で28.5cm ～37.7cm、中央で45.4cm、南東で55.0cm である。 土下 は ー を む

土でやや 、中 は ー を む 土、上 は ー を 量 む 土である。

第15分割区（第255図）

　台地中央のやや北寄りに位置し、西側は谷に面している。 成12 （４区）、13 （ 区）、19

（ 1905）に調査した である。 区画内には奈良・ 代の 跡が点在し、東側には掘立柱建

物跡群も見られる。区画の 上東 の第16 区と重 する部 があり、溝 道路状遺構の主要部

は第16 区に 在するた 、ここでは（13）SD639のみ する。

第254図　溝状・道路状遺構　第14 区
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（13）SD639

　北東から南西 直 的に る溝である。一部のみの調査に まり、 は32.5 、 0.6 ～0.9 、

さは北東で24.5cm、中央で23.6cm、南西で37.0cm である。 土下 は ー を む 土、上 は

土である。

第16分割区（第256・257図）

　台地中央、 に たように第15区 の東 に位置する。 成12 （３区）、13 （ 区）、19

（ 1905）に調査された である。東西に る２つの溝（11）SD1049・（12）SD038・（10）SD254、（12）

SD057と南北に る２つの溝（11）SD1049、（12）SD042）によって 形に区画され、西側にのみ奈良・

代の 跡や掘立柱建物跡群が見られる。東西溝の は、西側で58 、東側で48 である。

（11）SD1049、（12）SD038、（10）SD254（図 46）

　東西に る溝の西端で南に向きを える の 状の溝である。 は東西 向の さ104.3 、南北

向の さ31.5 、 135.8 、 0.8 ～1.2 を測る。 さは東で7.9cm、 部で5.5cm ～11.9cm、南

で8.9cm と総 て い。 土下 は 土、上 は 土である。

　（11）SD1049から出土した遺物は なく、３点を図化した。１は外面口 部直下までヘラ リが さ

れた土師器杯である。内面の 調は 、外面は 、胎土に 子と リ を む。２

は ク 成形の土師器杯である。底部がやや大きく体部が直 的に開く。外面体部下端から底部にかけて

ちヘラ リが される。 調は 、胎土に 子、 リ を む。

３は須恵器 の 部 で外面に き をもつ。 を し、胎土に 子、 リ 、 を む。

　（12）SD038からは土師器杯の口 部 １点を図化した。 を し胎土に 、 リ を む。

（12）SD057（図 46）

　東西に直 的に る溝である。 と調査 の の によって れているが、 は がって

いたものと思われる。東端は調査区外 と く。 部の さ90.8 、 0.7 ～1.0 、 さは西端で

16.2cm、中央で8.4cm、東端で15.5cm である。 土は ー を む 土が主体である。

（12）SD042（図 46）

　南北に直 的に る溝で、北側 端部が やかにカー している。南端は調査区外 く。 部の

さ25.0 、 0.6 ～1.0 、 さは北端で11.6cm、中央で23.2cm、南端で21.5cm である。 土下 は

土、上 は 土である。遺物の出土は なく、須恵器 の 部 １点を図化した。外面に き

を ち、 を する。

第17分割区（第258・259図）

　台地中央の東側、 成12 （３区）、19 （ 1905）、20 （ 2002）に調査した である。 区

の南東側に掘立柱建物跡群が集中している。

第257図　溝状・道路状遺構　第16 区②
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（10）SD535（図 46）

　南北に直 的に る溝である。北側は調査区外 と く。 部の さ32.1 、 0.6 ～1.2 、

さは北端で14.2cm、中央で26.0cm、南端で15.9cm である。

　遺物は床面付近から 土中 にかけて 見される。１、２は土師器杯である。１は みがあり、胎土に

大 の リ を むものの、 成は である。 調は を する。回 糸 りの後体部下端と

底部に ちヘラ リが される。外面体部下位に横位の墨書が見られる。 ・ 離により な部

があるが、「三倉」と記されているようである。遺構中央より南の 土中 から出土している。２は大

で多量の リ を み、１に比 ると さが 立つ胎土である。内面の 調はに い 、外面

は で の須恵器に近い印 である。底部全面に ちヘラ リが されているた だが、

回 ヘラ りの可能性がある。南端の 土中 から口 部を1 3 程 いた状態で出土し、中央よりやや

南の 土中 から出土した と した。

　３は須恵器杯である。胎土に多量の 子と を み、 を する。底径は口径の１ ２ 下と

さく、体部が直 的に開く。外面体部下位から底部にかけて ちヘラ リが される。内外面に

が付 している。中央より北の 土中 から出土した。

　４は内面 された杯である。 調は 、胎土に 、大 の リ を む。回 糸

りの後体部下端と底部に ちヘラ リが される。体部外面に墨書の 画が見られるが、遺 部位

が ないた 文字の はできない。南端の床面付近から出土した。

　５、６は須恵器 である。５は口 部に最大径をもつ。 を し、多量の 子を む。 部外面

の き はかなり かい。口 部の は 部上位にまで でいる。遺構中央の床面付近から出土

した。６は く った 部に大きく外 する口 部が付く である。内面の 調は 、外面は

を し、胎土に多量の 子、 を む。 部外面は き、内面は器面に しているものの な

て は見られない。出土地点は中央より北の 土中 である。い れも である。

（10）SD346、（8）SD033（図 46）

　南北に た後東西 向 向きを える の 状の溝である。東端は調査区外 き、南端は19 の

調査では 検出である。 部の さ南北21.0 東西24.0 、 45.0 、 0.7 ～1.2 、 さは南端

で4.4cm、北側 部で12.7cm、東端で25.6cm である。20 の調査所見によると、底面は で 的
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な 台形を する、とある。 土下 は ー を む 土、上 は ー ・ ー を

む 土である。遺物の出土は なく、（18）SD033から出土した１点を図化した。１は土師器杯の底

部 である。底径がやや大きく、体部が直 的に立ち上がる。底部糸 りの後外面体部下端から底部にか

けて回 ヘラ リが される。 調は 、胎土に を 量 む。

第18分割区（第260図）

　台地中央の東側、 成12 に調査した である。掘立柱建物跡群の北側に位置する。

（10）SD430

　東西に直 的に る溝で、掘立柱建物跡から６ 程北に位置している。 さ12.7 、 0.8 ～0.9 、

さは西端で6.0cm、東端で2.0cm と に い。（12）SD057に く可能性がある。

（10）SD512

　東西に直 的に る溝で、掘立柱建物跡群から北 ５ 程離れた東寄りに位置する。 く東西 向

に る（10）SD430と一 きとなり、掘立柱建物跡群を区画していた可能性があるが、 は である。

部の さ10.3 、 0.9 、 さは西端で12.1cm、東端で27.0cm である。 土下 は ー を

む 土、中 は ー 、 ー を多く む 土、上 は ー を 量 む

土である。

（10）SD554

　東西に直 的に る溝で、調査区の東端に位置する。東側は調査区外 と く。 部の さ5.0 、

0.6 ～1.1 、 さは西端で2.9cm、東端で25.6cm である。 土は 土が主体で、下 行くほど

るみを てくる。

野馬土手

（24）野馬土手（第236・261図）

　北から南東 入り込む谷に って の 状に る野 土 である。北西から南東 た後北東 向

きを え、1904 調査区（ 調査のみ）、（33）SD065 くと思われる。北東側で 行している 所があり、

そこから西 も るようである。 部の さ155.0 、 5.2 ～6.2 、 さは西端で125.1cm、中央

で43.3cm、北端で16.5cm である。 土は り土の流れ込みが多く、 土、 土主体である。

馬骨出土溝

（40）SD002

　（40）SI001から南東 56 程、24 －63 リ ド に位置する。 調査のた 一部のみの検出であ

るが、北西から南東 向 る溝で、 1.8 後、 さ35.0cm 後と推定される。 土は下 が ー

を に多く む 土、中 が ー を多く む 土、上 は ー を多く む 土で、

い れの もしまりがある。 は 土中 から上 にかけて埋 されており、 の埋土は多量の ー

クと 量の ー クを む 土で、しまりはやや い。 できた主な の部位は上

７点、下 １点、 １点、 ３点、上 １点、 １点、 ４点である。調査 の検出状

から、 部を北西に向け、 側を下にして埋 されたと推定される。

シシ穴状遺構

（11）SK1021（図 34）

　16 －04 リ ドに位置する。 に溝や道路状遺構がなく、 の検出である。 面形は 面では
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形であるが、底面では 形を する。 位は －21 － 、 は 面で2.39 1.48 、

底面で1.48 0.52 、 さは2.40 である。 土は ー を む 土主体である。

（16）SK001（第247図、図 34）

　東西に る道路状遺構（16）SD001上に掘り込まれた 状遺構で、（20）S 661 の東11.7 、20 －

37、47 リ ドに位置する。 面形は 面では 形、底面では 形を する。 位は －21 － 、

は 面で2.39 2.02 、底面で1.13 0.42 、 さ2.31 を測る。

（16）SK002（第247図、図 34）

　（16）S 001の東13.6 、20 －30、40 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －４ － 、

は 面で2.20 1.81 、底面で0.93 0.6 、 さは1.82 である。 土は ー クを

む 土が主体である。

（16）SK003（第247図、図 34）

　（16）S 002の東6.0 、20 －32、42 リ ドに位置し、南側の一部が水道 によって されている。

面形は 形で、 位は －12 － 、 は 面で2.40 1.64 、底面で0.58 0.46 、

さ2.28 である。 土は ー クを む 土が主体である。

（16）SK006

　（16）S 003の東20.0 、20 －37 リ ドに位置する。 面形は 面では 形、底面では 形を

する。 は 面で1.85 1.41 、底面で0.92 0.32 、く れ部0.08 、 さ2.28 を測る。

（18）SK120A（第245図、図 34・35）

　20 －34 リ ドに位置する。東西に る道路状遺構（18）SD120上にあり、 一遺構上に掘られた

状遺構（19）S 676D から西 10.8 離れている。 面形は 形で、 位は －５ － 、

は 面で2.76 2.34 、底面で1.30 0.96 、 さ2.60 を測る。 土は ー 子を む

土主体である。

（18）SK120B（第245図、図 35）

　（18）S 120 の西12.1 、20 －31 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －26 － 、

は 面で2.50 2.24 、底面で1.44 1.18 、 さは2.54 である。 土は ー を む

土主体で、中 下は埋 しの可能性がある。

（18）SK120C（第245図、図 35）

　（18）S 120 の西10.0 、20 －38、39 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －18 － 、

は 面で2.90 2.24 、底面で0.96 1.00 、 さ2.34 である。 土は ー 子を む

土主体、下 は ー 子を む 土で埋 しの可能性がある。

（18）SK120D（第245図、図 35）

　（18）S 120 の西11.96 、20 －35、36 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －

11 － 、 は 面で2.58 1.96 、底面で1.46 1.0 、 さは2.40 である。

（18）SK120E（第245図、図 35）

　（18）S 120 の西8.6 、20 －33、34 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －14 － 、

は 面で2.30 1.92 、底面で1.34 0.78 、 さは2.60 である。 土は ー 子を む

土主体、下 は 土を む 土である。
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（19）SK676A（第245・246図、図 36）

　東西に る道路状遺構（19）SD676上に掘り込まれた 状遺構で、（20）S 661 の西18.9 、20

－39 リ ドに位置する。北東部 は近 の溝（19）SD675に られている。 面形は 形で、

位は －16 － 、 は 面で2.58 1.56 、底面で1.24 0.52 、 さ2.54 である。 土

は ー を む 土主体で、中 下は埋 しの可能性がある。

（19）SK676B（第245・246図）

　（19）S 676 の西11.2 、20 －36 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －40 － 、

は 面で2.03 1.89 、底面で1.28 0.82 、 さ2.53 である。土 の によると、

SD676の道路面と S 676 が掘り込まれるまでの が１ しかないた 、SD676の と S 676 の は

あまり が いと推 される。

（19）SK676C（第245・246図）

　（19）S 676 の西28.8 、20 －39 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －10 － 、

は 面で2.97 2.22 、底面で0.87 0.58 、 さ2.59 である。

（19）SK676D（第245・246図、図 35）

　（19）S 676 の西9.3 、20 －37 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －13 － 、

は 面で2.94 2.07 、底面で0.8 7 0.58 、 さは2.72 である。 土は 土が主体で

ある。中 下は 土と ード ー の 入土で、人 的な埋 しの可能性がある。 土上 から

10 紀代の遺物が出土しているが、 のた これをもって遺構の を 定することは しい。

（20）SK661A（第247・248図、図 36）

　東西に る道路状遺構（20）SD661上にあり、20 －34 リ ドに位置する。 一遺構上に掘られた

状遺構 （16）S 001から西 11.7 離れている。 面形は 形で、 位は －５ － 、

は 面で1.80 1.21 、底面で0.82 0.53 、 さ2.40 である。

（20）SK661B（第247・248図、図 36）

　（20）S 661 の西6.0 、20 －32、33 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －６ － 、

は 面で1.95 1.52 、底面で1.00 0.50 、 さは2.35 である。 土は ー を む

土主体で、中 から下は人 的な埋 しの可能性がある。

（20）SK661C（第247・248図、図 36）

　（20）S 661 の西3.8 、20 －31、41 リ ドに位置する。 面形は 面では 形、底面で

形になる。 位は － － 、 は 面で2.76 2.0 、底面で0.95 0.65 、 さ2.43

である。

（20）SK661D（第247・248図、図 36）

　（20）S 661 の西20.7 、20 －35、45 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －13 － 、

は 面で2.54 1.90 、底面で1.13 0.50 、 さは2.60 である。

（20）SK661E（第247・248図、図 36）

　（20）S 661 の西4.3 、20 －34、44 リ ドに位置する。 面形は 形で、 位は －23 － 、

は 面で2.44 1.50 、底面で1.25 0.55 、 さ2.48 である。 土は ー を む

土主体で、中 下は人 的な埋 しの可能性がある。
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（25）SK001（第236・262図、図 36）

　14 －97・98 リ ドに位置する 出土土 である。台地 端部、野 が北側に り出し する

部 の外側１.0 ほどの距離にあたる。 面形は 面で 形、底面で 形を し、 位は

－28 － を指す。 は 面で2.70 1.75 、底面で1.65 0.16 、 さ2.09 を測る。 土下

は 土、中 は 土が主体で、 は中 上部の 土 から出土した。主な部位は

、上 、下 、 、 などである。

（26）SK002（第236図、図 36）

　（26）S 015の東6.3 、16 －48 リ ドに位置する。（26）SD001の北１ 、（26）SD002の南端にあた

り、東に する（26）S 014と り っている。 面形は 面で 形、底面で 形を し、

位は －19 － である。 は 面で3.09 2.82 、底面で0.73 0.48 、 さ2.91 を測る。

土は ー を む 土が主体である。遺物は 器の 、 器の ・ が出土している。

 　（26）（27）調査区では台地 に うように（26）SD001（野 ）が設置されている。 調査区から

検出した 状遺構は、（26）SD001の北 西側 １.0 の所に でいる。

　（28）調査区は（26）（27）調査区の西側にあり、（26）SD001に くと思われる野 の北西に

が 。 調査区では に うように溝も検出されているが、調査所見によると、これらの溝と

は野 土 構 に設置されていた。

（26）SK004（第236図、図 36）

　16 －49 リ ドにあり、（26）SD001の北0.5 、（26）S 005の南西5.5 に位置する。西に する（26）

S 014とは最も近い上端 で45.0cm の距離である。 面での 面形は 形、底面では 形を し、

位は －21 － を指す。 は 面で2.93 2.04 、底面で0.97 0.45 、 さ2.50 を

測る。 土は ー を む 土主体である。

（26）SK005（第236図、図 37）

　（26）S 004の北東5.5m、16 －30、31 リ ドに位置する。 面形は 面で 形、底面で 形を し、

北西側で 状になっている。 位は －39 － 、 は 面で2.56 1.83 、0.73 0.76 、

さ2.10 を測る。底面は ン 状に でいる。 土下 はき の かい の 土、中 から上

にかけては 土である。

（26）SK006（第236図、図 37）

　（26）S 005の北東3.5m、16 －21、22 リ ドに位置し、（26）SD001の北西0.8 にある。 面での

面形は な 形で、底面では 形を する。 位は －39 － 、 は 面で4.15 2.4

、底面で1.45 0.46 、 さ2.58 を測る。底面は南北両側に を形成し、中央部 が む。 は

北側で14.9cm、南側で56.0cm である。調査所見では底面が三 になっているた 、三回掘り直している

可能性を推測している。 土下 は ー ・ ー クを む 土、中 から上 にかけては

土主体である。

（26）SK007（第236図、図 37）

　（26）S 006の北東3.3m、16 －12、13 リ ドに位置する。 面での 面形は 形、底面は さな

形で である。 位は －43 － 、 は 面で2.15 1.68 、底面で0.57 0.5 、

さは1.66 を測る。 土下 は の 土で、 ー 、 ー 、 ー クが5.0cm ～10.0cm
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第262図　 出土 状遺構　（25）S 001・（26）S 009・（26）S 013
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ほどの で をなしている。中 は 量の ー を む 土である。

（26）SK008（第236図、図 37）

　（26）S 007の北1.1m、16 －03、13 リ ドに位置する。 面での 面形は 形、底面では 形

を し、 位は －65 － である。 は 面で2.30 1.78 、底面で1.20m 0.86 、 さ1.98

を測る。 土下 は多量の ー 、 ー 、 ー クの中に 土を 入している。他は

土主体である。遺物は の口 部が出土している。

（26）SK009（第236・262図、図 37）

　（26）S 008の北2.4 、15 －93 リ ドに位置する 出土土 である。（26）SD003の 部にかか

る（26）S 020と北東で り っている。（26）SD001と（26）SD004の 点に近い。 面での 面形は

形、底面は 形で、 位は －65 － である。 は 面で1.80 1.05 、底面で0.88

0.54 、 さ2.07 である。 土は の 土が主体で、 ー や ー 、 ー クの

入 によって される。 は最下 中から検出された。底面からおおむ 40～50cm ほど浮いた

状態で、 、 、 、上 、大 、 などが見られる。 一部位が重なったり点在した

りしていることから、 数 体の埋 が考えられる。

（26）SK010（第236図、図 37）

　（26）S 009の北9.4m、15 －73、74 リ ドに位置する。（26）SD005と（26）SD001に まれており、（26）

SD005南端から東 0.5m、（26）SD001から西 0.7 の距離である。 面形は 形で、底面では 形

に近い形状になる。 位は －88 － 、 は 面で2.83 1.52 、底面で1.30 0.50 、

さ2.77 を測る。 土は ード ー クを主体にした 土で、 土下 では ード ー

クの集積が見られる。一 して埋 された可能性がある。

（26）SK011（第236図、図 37）

　（26）S 010の北2.8m、15 －63、64 リ ドに位置する。（26）SD005と（26）SD001の にあり、それ

れの距離は1.2m と1.5 である。 面形は 面で 形、底面で 形を する。主 位は

－86 － 、 は 面で1.50 1.00 、底面で0.85 0.50 、 さ2.62 を測る。底面にはわ

かに が見られる。 土下 は多量の ー ク中に 土が 入している。中 は 土で

ー クを 入する。

（26）SK012（第236図、図 38）

　（26）S 011の北3.4 、15 －43、44、53、54 リ ドに位置する。（26）SD001の西1.3 、（26）SD005

の東0.8 の距離である。 面での 面形は 形、底面では 形を する。 位は －87 － 、

は 面で2.00 1.42 、底面で0.70 0.58 、 さ2.62 を測る。 土は 土主体である。

下 は 土 クと ード ー クの で、一 埋 しの可能性がある。

（26）SK013（第236・262図、図 38）

　（26）S 012の北9.4 、15 －24 リ ドに位置する 出土土 である。（26）SD001の西0.6 、（26）

SD005の東1.2 の距離で、調査区の北端にあたる。 面形は 面で 形、底面で 形を し、

位は －86 － である。 は 面で2.06 1.50 、底面で0.90 0.83 、 さ2.25 を測る。

土は 土が主体である。 は 土中 から下 にかけて出土した。主な部位は 、 、

、上 、下 、 、 、上 、大 、指 、 などである。 一部位が重なって られ



－ 385 －

ることから、 数 体の埋 が考えられる。

（26）SK014（第236図）

　16 －48、49 リ ドに位置し、西側を（26）S 002と り う。 面での 面形は 形だが、

底面では 形に近くなる。 位は －２ － 、 は 面で 4.52 、底面で0.63 0.52 、

さ2.80 を測る。南北 向に く、最 部は南に寄っており、北側は やかな を形成している。 土

は下 が ー 、 ー ク主体の の 土、中 は 土、上 は 土である。

（26）SK015（第236図、図 38）

　（26）SD006上、16 －46、56 リ ドに位置する。（26）S 014の西6.5 、（26）S 016の東4.8 の距離

である。 面形は 形で、底面では 形を する。主 位は －26 － 、 は 面で1.65

1.10 、底面で0.76 0.55 、 さ1.93 を測る。 土下 は ー クを多量に む

土、中 はしまりのない 、上 は ー クを む 土である。

第263図　 出土 状遺構　（26）S 016・（28）S 011・（28）S 013・土 （33）S 101
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（26）SK016（第236・263図、図 38）

　（26）S 015の西4.8 、16 －54、55 リ ドに位置する 出土土 である。（26）SD001の北0.3 、

（26）SD003の南5.5 の距離である。 面形は 形で、底面で 形を する。 位は －１ － 、

は 面で2.80 2.00 、底面で0.72 0.48 、 さ2.82 を測る。床はほ 土 で、 掘

り込みになっており、南端が最 部となる。北側との は29.5cm、北側は 状になっている。 土は下

が 土 クと 土 クの 在する 土、中 は ー クを む 土で、

土の大 は中 が る。 はこの中 から出土している。主な部位は 、上 下 と 、

、 、 、 などである。体の 側を下に、 を北向きに り て埋 しているようである。

（26）SK020（第236図、図 38）

　15 －93 リ ドに位置する。（26）SD003が南西－北東 向から、北 向きを える 部にかかる。

南東に を出土した（26）S 009が なる。 面形は 形で、底面は 形を する。 位は

－61 － 、 は 面で1.62 1.53 、底面で0.72 0.35 、 さ1.85 を測る。 土は下 が ー

クを主体とした 土、他は 土である。

（28）SK001（第230・234図、図 38）

　16 －53 リ ド、（26）S 016の西２ に位置し、東に する（28）S 014と一体となっている。

面形は 形で、底面は 形を する。 位は － － 、 は 面で2.83 （2.00） 、

底面で0.92 0.32 、 さ2.66 である。 土は下 が て い 土、中 が 土である。

　遺物は土師器杯の底部 と と思われる 製 が出土している。１は土師器杯の底部 である。底部

は糸 り後 調 、外面体部下端はヘラ リであるが、遺 部位が ないた 回 か ちかは で

ある。 調はに い 、胎土に 、大 の リ を む。２は 端部が 状となる 製

で、 は7.2cm である。 か。

（28）SK002（第234図、図 38）

　16 －61、71 リ ドに位置する。野 （26）SD001の北西0.3m の距離にあり、北東に（28）S 017

が する。 面での 面形は 形、底面では 形を し、 位は －51 － である。

は 面で2.56 2.02 、底面で0.72 0.42 、 さ2.67 である。 土中から 器の の 部 が

出土している。

（28）SK003（第234図、図 39）

　（28）SD002上の16 －88、89 リ ドに位置する。野 から北西 2.7 ほど離れる。 面での

面形は 形、底面では 形を する。 位は －56 － 、 は 面で1.87 1.34 、底

面で0.70 0.58 、 さ1.63 である。

（28）SK004（第234図、図 39）

　（28）SD002の西端、16 －98 リ ドに位置する。野 から0.4 の距離にあり、南西で（28）S 018

が一体となっている。 面形は 形、底面では 形を し、 位は －40 － である。（28）

S 018を た 面での は3.28 2.80 、中端では2.48 1.13 、底面では0.45 0.30 、

さ2.56 を測る。 土下 は 土に 土を む で、大 揃いな ー クを多量に 入

している。中 は 土が主体である。
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（28）SK005（第234図、図 39）

　（28）S 004の南西3.7m、17 －07 リ ドに位置する。野 から北西 1.0 の距離である。 面

での 面形は 形、底面では 形を し、 位は －31 － である。 は 面で2.18

1.75 、底面で0.87 0.38 、 さ2.70 を測る。底面は ン 状に でいる。

（28）SK006（第234図、図 39）

　（28）S 005の南西0.9m、17 －06、16 リ ドに位置する。南西で（28）S 007と り っているが、

は である。 面形は 面、底面とも 形で、南北に く の い形状である。

位は －30 － 、 は 面で3.13 （1.00） 、底面で1.75 0.10 、 さ。1.88 を測る。

（28）SK007（第234図、図 39）

　17 －06、16 リ ドに位置する。北東で（28）S 006と、南西で（28）S 008と する。野 からは

0.6 の距離である。 面形は な 形で、 位は －43 － である。 は 面で4.37

（1.55） 、底面で0.50 0.12 、 さ2.54 を測る。掘り込みも な形状を し、最 部では

が れている。

（28）SK008（第234図、図 39）

　（28）SD001の北東端、17 －06、16 リ ドに位置する。野 から北西 0.4 ほど離れる。 面

での 面形は 形、底面は 形で、 面 り 状を する。 位は －48 － 、 は

面で3.12 0.97 、底面で2.74 0.52 、 さ2.34 を測る。 土最下 は2.0cm ～3.0cm 程 の ー

クを多く む 土で、 て らかい。中 は ー クを多く む 土、上 は

土と 土 入の 土である。遺物は 器 の 部 が出土している。

（28）SK009（第234図、図 39）

　17 －24 リ ドに位置する。（28）S 008と く（28）SD001上にあって、南西 5.0 ほど離れてい

る。また、野 からは1.4 の距離である。 面形は 面では 形、底面では 形を し、

位は －27 － を指す。 は 面で2.45 2.03 、底面で0.77 0.55 、 さ2.51 を測る。

遺物は 器 の 部 、 の口 部が出土している。

（28）SK010（第234図、図 39・40）

　14 －33 リ ドに位置し、北東で（28）S 016と り う。野 からは1.4 の距離である。 面形

は 面では 形、底面では な 形を し、 位は －45 － である。 は 面で1.90

1.50 、底面で0.76 0.50 、 さ1.79 を測る。

（28）SK011（第234・263図、図 40）

　（28）S 010の南西7.6m、17 －52 リ ドに位置する 出土土 である。野 からは0.5 離れて

いる。 面形は な 形で、底面では 形に近くなる。 位は －43 － 、 は 面

で2.51 0.90 、底面で1.05 0.62 、 さ1.45 である。北西側は 掘り込みとなっており、

は81.3cm である。 は中 から上 にかけて出土した。主な部位は上 、下 、 、 、

大 、 、 、尾 などである。 土は下 から ー クを む 土、 土を多く 入

する 土、 ー クを多量に む 土、 土が 入する 土の に 積している。

（28）SK012（第234図、図 40）

　（28）S 011の南西5.2 、17 －61 リ ドに位置する。野 からは1.0 の距離である。 面形は
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形で、底面で 形になる。 位は －66 － 、 は 面で1.75 1.50 、底面で0.77

0.11 、 さ1.85 である。底面は西に向かって やかに傾 している。

（28）SK013（第234・263図、図 40）

　（28）S 011の北西2.5 、17 －41 リ ドに位置する 出土土 である。（28）SD001が の 状に

がる所から2.5 ほどの距離にある。 面形は な 形で、底面は 形である。 位は

－25 － 、 は 面で1.92 1.40 、底面で0.64 0.20 、 さ2.16 である。 は底面

から20cm ～45cm ほど浮いた状態で出土した。主な部位は上 、下 、 、 、上 、

大 、 などである。

（28）SK014（第234図、図 40）

　16 －53、54 リ ドに位置する。（26）S 016の西２ 、野 から北 1.5 の距離にあり、（28）

S 001と一体となっている。西側を（28）S 001と り うが、 は である。 面形は 面で

形、底面で 形を し、 位は －７ － を指す。 は 面で1.56 0.90 、底面

で0.60 0.40 、 さ1.53 を測る。 土は 土が主体である。

（28）SK015（第234図）

　（28）SD002の北東端、16 －71 リ ドに位置する。（28）S 002の南西0.4 、野 から北 1.3 の

距離にある。 面形は 形で、 位は －36 － を指す。 は 面で1.80 0.80 、底

面で1.17 0.15 、 さ1.72 を測る。

（28）SK016（第234図、図 39・40）

　（28）S 009の南西2.7m、14 －33、34 リ ドに位置する。（28）SD001から南 0.2 、野 から北

1.0 の距離にあり、南東側で（28）S 010と り う。 面形は 形で、底面で 形に近くなる。

位は －46 － 、 は 面で2.26 （1.02） 、底面で0.76 0.26 、 さ2.06 を測る。

土は下 が ー クを 量 む 土、中 が 土と 土が 在する である。

（28）SK017（第234図、図 40）

　（28）S 002の北東0.5 、16 －61、62 リ ドに位置する。野 からは1.0 の距離である。 面形

は 面で 形、底面で 形を し、 位は －43 － を指す。 は 面で1.72 1.46 、

底面で0.82 0.70 、 さ1.84 を測る。

（28）SK018（第234図、図 39）

　（28）SD002の南西端、16 －98 リ ドに位置する。（28）S 004と一体となっており、野 からは1.8

の距離にある。 面での 面形は 形、底面では 形で、 位は －26 － を指す。

は 面で1.33 0.61 、底面で0.87 0.34 、 さ2.22 を測る。

（28）SK019（第234図、図 40）

　（28）S 001の南西4.6 、16 －62 リ ドに位置する。野 からは1.0 の距離である。 面形は

面で 形、底面で 形を し、 位は －43 － を測る。 は 面で2.06 1.47 、

底面で0.40 0.26 、 さ2.32 を測る。

近世土坑

（33）SK101（第263図、図 68）

　18 －41 リ ドに位置する。 面形は東西にやや い 形で、0.54 0.47 、 さ31.8cm である。
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土は ー を主体とする 土、 ー を む 土の に 積していた。

　 土中から近 のものと思われる の一部と が出土した。 は 製で 部の高さ12.3cm、

直径9.2cm ～9.3cm である。 文 は に見られ 、 の 、もしくは 印 の相 の可能性

がある。 は 製で を し、下 部を している。 部の さ7.4cm、 2.5cm ～3.8cm、

さ3.1cm である。 部を き研 が見られるが、さほど い込 でいない。

近世塚

（37）SM003（第264図、図 47）

　 成10 に 調査が行われた に 査された で、21 －74 リ ド 、台地のほ 中央、北西

～南東 向 る 代の道路の南に位置する。 の 部は によって されており、 部と 部北側

に が している。 は している 部で3.0 2.7 、上端径2.0 程、高さ1.8 である。

　 部に２ 、 部に３ あった の一つに出 三山の名が まれていることから出 三山 であるこ

とが かった。これらの は調査後 地に されている。 部にある １は２つに れているが、

わせると高さ64cm、 26cm、 さ14cm を測る。 文は中央に大 の 字と、 下に「 大

回 成 所」、 側に「天下和 　 文三 　千天　飯積村」、左側に「 清 　 　 主　

」とあり、 文三 （1738 ）に立てられたことが かる。

第264図　（37）S 003
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′
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第265図　（39）S 001
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　北側に している は の 部から 下したものと思われ、３ あるうち最も遺 状態の良い

２は高さ100cm、 24cm、 さ16cm である。文久 （1862 ）の文字 で「 山　 山　 山」

の下に 主 良を 飯積村・高松村・尾上村の10名の名が まれている。

　他２ は 中で している。 ３は する高さ30cm、 31cm、 さ15cm で、中央に阿 三

の 字、「 大」、 側に「天下 」左側に「 土 」（ 土 か）と まれている。

　 ４は する高さ45cm、 27cm、 さ18cm で、大 の 字 「 大 」を中 に

側に「和 　 □（六ヵ）」、左側に「 清 　十一 　□」と まれている。調査 の き りによ

ると、 にはこの他にも が所在していたが、近 の に を け したとのことである。

（39）SM001（第265図、図 47・69）

　台地西端、台地 に って南北に る 代の道路の南、22 －15 リ ド に所在する。（37）

S 003から南西 1.1 m ほどの距離にあり、南東 は道路により られている。一 13.6 の 形で、

位は －28 － を指す。 り土はほと ど されており、 っていない。 部には 溝が る。

は北東 が最も く0.64 、南西 が2.48 と最も くなる。 さは東 中央で28.5cm、南 中央で

40.6cm、西 中央で31.3cm、北 中央で27.7cm である。北 中央から西 中央にかけてと南 中央、北

中央のやや東は 溝が 重になっている。 土は 土が主体である。

　遺物の出土量は なく、 器 、 器 、土 、 ２ 、 製 など近 の遺物が数点 土

中から出土した。これらのうち 製 ２点を図化した。１は 子の 、２はリン 状 製 である。

　『千葉県埋蔵文化財 地図　 （１）－東 ・印旛地区』には台地南側の東端にすでに し

た として飯積 上三山 が記載されている。 り土が っていないた なことは えないが、（39）

S 001も三山 の可能性があり、近 飯積原山遺跡 は出 三山 が であったことがうかがえ

る１）。

注１　 立野　 　2008「出 三山 と行人」『千葉県の 　 　近 ２』千葉県

　2011『房総に く出 三山 の 相』
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第４章　まとめ

第１節　旧石器時代

　 器出土総点数が1 307点で、22か所の クが検出された。５ の文化 の 器群と 出土 器

20点が検出された。文化 の 要については、第５図の 器 代 ク位置図、第５・６表の文化

器 ・ 成表を していただきたい。

　５ の文化 のうち、第３文化 は 上部～ 下部に生 面をもち、 形 器や台形様 器

を主要器 としており、 して 出された 器の が多い。 状 クが形成される に後出す

る の良 な 器群である。 の推定 地はす て高原山 群が いられている。第５文化

は野 山 を有する 器群である。 の推定 地はす て神津 群が いられてい

る。この２ の文化 が 遺跡を ける 器群である。 においては、文化 に主要 器を 載

した第266～269図を中 にして、 文化 の 器群の様相をまと 、 器群の 的位置 けを行う。

１．第１文化層（第266図１～４）

　 上部～ に生 面をもつと考えられる 器群である。総 点出土した。第１ クのみで

構成される。 を とした 部調 加工の 形 器（１～４）がまとまって出土している。

い れも で構成され、製 として 入された可能性が高い。 離 を とするが、

法によるものではないものと される。類似する 器群としては、 部調 加工の 形 器

がまとまって出土している成田市南三 原第１遺跡第３ 状 ク群１）があ られる。

２．第２文化層（第266図５～12）

　 上部～ 下部に生 面をもつと考えられる 器群である。総 86点出土した。主要器 は、

部 製 ・ 形 器・台形様 器である。第２ クから第５ クの４か所の クで

構成される。第２ 文化 から第２ 文化 の４つの文化 に した。

（１）第２ａ文化層（第266図５～ ）

　 形 器（５）・台形様 器（６）が製 として 入されている。 器（７）は 部 製 の

製 の可能性もあり、第２ 文化 で出土している 部 製 と する資料である可能性が高い。

離 は、 形 を として、 面を に して 定形な を 離している。

（２）第２ｂ文化層（第266図９）

　良 な を いた 部 製 （９）が製 として 入されている。 面の は研 により

しているが、表面の 離面の は していないことから、大 の 部 製 を 生加工してサ

が 化した資料である可能性が高い。

（３）第２ｃ文化層（第266図10）

　定 的な 器が出土していない。 離 は、第２ 文化 と類似する。

（４）第２ｄ文化層（第266図11・12）

　 を とした 部調 加工の 形 器（11・12）が出土している。出土 位が異なるが、

第１文化 の 器群と類似しており、 一 の 器群の可能性がある。
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３．第３文化層（第266図13～23、第267図24～41）

　 上部～ 下部に生 面をもつと考えられる 器群である。総 461点出土した。第６ ク

から第16 クの11か所の クで構成される。調査区全域に しており、 に形成されたか

であったた 、第３ 文化 から第３ 文化 の５つの文化 に した。 化された文化 の

後 については ではない。 数の クで構成されるものは、第３ 文化 と第３ 文化 であ

る。このうち、 ク が見られたものは、第３ 文化 である。

（１）第３ａ文化層（第266図13～23、第267図24～29）

　総 291点出土し、第６ クから第10 クの６か所の クで構成される。 ク

が で、一つの ク群を形成している。 ク群は、全体で19 19 の に している。

な 状の を しておら 、 状 ク群とは異なる をしていた。 上部～ 下部

に生 面をもつことから、 状 ク群が形成される に後 する の 器群と えられる。

　主要器 は、 形 器（13・21・22）・台形様 器（25～27）・ 器（15・16・20）である。製 の

る は い。 は を主体（68 ）としており、 にチ ー ・ ・ が いられ

ている。 は４ で構成され、 地推定地はす て高原山 群のものであった。

　13～15・17～27が を いた 器である。13・21・22は 形 器である。21は 側 と左側

下部に調 加工が されている。21は 形 器を製 する 中に した資料である可能性もある。

22は された を として左側 下部に調 加工が されている。17の 資料は 文化 の

離 を最も良 に す 資料である。18～23を む 資料である。 大の を 入して、 面

調 を行わ 、わ かに 部調 を行って、 を 的的に 離している。20～23のような大きさの

が 離されるような大きさの は していない。 を する過程で が さくなると、

を18・19のような横 に して、横 を した後に22の 形 器を製 している。24

の横 についても 様に、 して台形様 器（25～27）を製 している。 して 出された 器

の がきわ て高いことが 文化 の である。

　28は を いた 器の 資料である。20の 資料と 様の 離が行われている。29は良 な

が いられている。 の を として、 面部側に数 の 状 離が行われており、「下

総 生 法」に する資料である可能性がある。第３ 文化 の34の 器の資料と類似する。

　類似する 器群としては、 状 ク群より後出する として位置 けられ、 数の クで構

成された 器群である八千代市西 山南遺跡第１文化 ２）、 市台山遺跡第 文化 ３）があ られる。

（２）第３ｂ文化層（第267図30～35）

　総 57点出土し、第11 クから第13 クの３か所の クで構成される。３か所の ク

は近 していたが、 ク は見られなかった。主要器 は、 器（34）・ 器（30）・ 形 器（31）

である。第３ 文化 と 様に製 の は い。 は、主に （73 ）が いられ、 に

・ ・ が いられている。 の 地推定地は、第３ 文化 と 様にす て高原 群で

ある。33の 資料は を として、 されるものが見られた。 器（34）は、 を

として 面部側に４ の 状 離が行われていた。台 （35）は、 に大 で1 520 の重量 のあ

る 形 を としている。表面 面の と が である。
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第266図　文化 主要 器（1）

0   10cm

0   10cm
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第267図　文化 主要 器（2）

0   10cm

0   20cm
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第268図　文化 主要 器（3）

0   10cm 0   10cm
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第269図　文化 主要 器（4）

0   10cm

0   10cm
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（３）第３ｃ文化層（第267図36～38）

　総 45点出土し、第14 クの１か所の クで構成される。 法を にもつ 器群と思わ

れる。 と を主体とする。

（４）第３ｄ文化層（第267図39・40）

　総 ７点出土し、第15 クの１か所の クで構成される。第３ 文化 と 様に、 法を

にもつ 器群と思われる。

（５）第３ｅ文化層（第267図41）

総 56点出土し、第16 クの１か所の クで構成される。両 離を多 する 器群である。

４．第４文化層（第267図42～45）

　 ～ 下部に生 面をもつと考えられる 器群である。総 49点出土した。第17 クと第18

クの２か所の クで構成される。両 クは出土地点が離れており、 ク が見られ

ないことから、第４ 文化 と第４ 文化 に した。

（１）第４ａ文化層（第267図42・43）

　総 31点出土し、第17 クの１か所の クで構成される。 形 器が２点（42・43）出土

しているが、い れも良 の が いられている。 とチ ー を主体とする。

（２）第４ｂ文化層（第267図44・45）

　総 16点出土し、第18 クの１か所の クで構成される。主要器 は、 器（44）と （45）

である。 は ラ 山 が いられている。

５．第５文化層（第268図46～89、第269図90～110）

　 上面に生 面をもつと考えられる 器群である。総 683点出土した。第19 クから第22

クの４か所の クで構成される。野 山 の を有する 器群である。 文化 が最も い

高に位置し、谷津の谷津 を り むように立地している。谷津 付近に埋 谷が形成され、その

を 地して したことが推定される。 ク や クの 位置などから、第５ 文化

と第５ 文化 の２つの文化 に した。両文化 の は見られなかった。 した文化 の

後 については、出土 位の 異がなく、 器群の様相も類似しており ではない。

（１）第５ａ文化層（第268図46～89）

　総 513点出土し、第19 クから第21 クの３か所の クで構成される。主要器 は、

（46～60）・ 原 （61）・ （66～85）である。その他に点数は ないが、 器（86）・

（87）・ （88）・ 器（89）が出土している。 は、 の る （88 ）が高く、 地

推定地はす て神津 群であった。 に 状 を したものが第75～77図である。 資

料一覧は第43・44表のとおりである。 は22 されたが、 位で 過程や 状 が異

なっていた。想定される 過程は、 の類 ①～類 ③に 類される。

類型① ・ 原 を み、 が まれない 。

　 512が最も良 な資料で、 ２点（47・48）と 原 １点の３点で構成される。

このほか、 515が （52・53）、 533が 面 生 （62）、 537

が （46）で構成されている。 や 原 のかたちで遺跡内に 入して、

が した に えて クされていた と考えられる。
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類型② を み、 ・ 原 が まれない 。

　 501・502・504・511・513・516・522・535・536・540・550の があ られ、66・68・69～

72・74・76・78・81・82・84・85などの 器が する。 遺跡において を 離した で、

は、他の遺跡に 出されたか、 し くされた と考えられる。 遺跡では、 類 の の

過程を すものが最も多い。

類型③ ・ 原 ・ を む 。

　 521が最も良 な資料である。 521は、 遺跡において大 の （58）を して、

つの （59・60）から （79・80など）を 離している。また、 を して

原 （61）も 出している。 521は、 遺跡において、 原

という一 の 製 過程を行っていることが窺えた。このほか、 503が （51・

54）と （75・83など）、 531が （49・50）と （83など）で構成されている。

類 は を ち込み 遺跡において最 まで した可能性の高い と考えられる。

　 上のように、 遺跡においては、三つの 過程が 出された。 を するとともに、一

では他の を ク・ していることが推 される。

　 状 を 過程の類 を させながら見ていくと、類 ①の が第19 ク、類 ②の

が第20 クにそれ れ する傾向が見られた。また、類 ③の は第19～21 ク全体に

していた。これらのことから、第19 クにおいて を ク・ し、第20 クにおい

て を するというような場の機能の い けが行われたことが推 される。

　類似する 器群としては、 を主体とする成田市十 三 遺跡（ 67遺跡）第６文化 ４）

があ られる。

（２）第５ｂ文化層（第268図90～110）

　総 169点出土し、第22 クの１か所の クで構成される。主要器 は、 （99・

100・102）・ （90～98・101）である。 が主体を （41 ）、 に ラ 山 、チ ー

、 が いられている。 は、わ かに４点（２ ）である。 地推定地は第５ 文化 と 様

にす て神津 群である。第５ 文化 の 器群とは 成に いが見られるが、第５ 文化

と 様に野 山 を有する 器群で 内 の 器群といえよう。

　類似する 器群としては、 を主体とする佐倉市大 遺跡第１文化 ５）があ られる。

６．単独出土石器（第269図111～114）

　 形 器（111）と 器（114）は、第２文化 の に される可能性がある。 器（112・113）は、

第４文化 よりも しく第５文化 よりも い の所 の 器と思われる。

注１　 　2004『南三 原第１遺跡・南三 原第２遺跡』（財）印旛郡市文化財センター

　２　 立　 ほか　2012『西八千代北部地区埋蔵文化財調査報告書２－八千代市西 山南遺跡－』（ 財）千葉県教育振興財団

　３　 田 三ほか　2002『東 東 道（千葉・富津 ）埋蔵文化財調査報告書10－ 市台山遺跡－』（財）千葉県文化

財センター

　４　 　2004『 東 国 埋蔵文化財発掘調査報告書 －十 三 遺跡（ 67遺跡）－』（財）千葉県文

化財センター

　５　 田村　 ほか　1989『佐倉市南 津埋蔵文化財調査報告書 』（財）千葉県文化財センター
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第２節　掘立柱建物跡について

（１）全体の概要（第270図）

　飯積原山遺跡における 成22 2202調査 までの掘立柱建物跡の 数は42 である。 建物跡１）

が66 であるので、 建物跡に して2 3に近い。掘立柱建物跡の 建物跡に する比 はかなり高い。

　掘立柱建物跡の は、 建物跡とあわせた全体の からみて、東部・東南部・中央部の３か所に っ

ている。 の集中 所について、 では東部のものを「第１建物群」、東南部を「第２建物群」、中央

部を「第３建物群」として記 する。この「建物群」には掘立柱建物跡だけでなく、近 する 建物跡

する区画溝などほかの遺構も る。

　なお では しないが、 建物跡や されていない 地建物で構成されるものを「第４建物群」

とみれば、それは 域に 、いくつかの支群に けられるであろう。

　第１建物群の掘立柱建物跡は26 であり、全体のほ 2 3を る。南側は調査区外であるた 、この

数を上回るのは である。上 からみた建物群全体の 置はおおむ 形状を しているとみられ、

としている。また には３ の 建物跡があり、掘立柱建物跡群に わる建物とみられる。建物

群の北 西 には溝状遺構があり、 行 向 遺構の 状 から第１建物群を区画する溝と考え

られる。これらの区画溝までが第１建物群の直 的な 域であろう。区画溝に まれた は東西110

上、南北60 上であるが、南東側は 面となるた 、 形の区画はとれない。西 溝の西 は

建物跡が 近して位置するが、北 溝の北 には遺構がみられない。しかし 地建物や ・ など、遺構
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の 跡を しにくい土地利 がされていた可能性も考えられる。い れにしても第１建物群は の一

的な 建物跡群からの 性が高い。

　第２建物群の掘立柱建物跡は４ で、重 はみられない。遺構 置 「三寺」の墨書土器から、村

寺院または村の といえる一画である。 に 建物跡が数 在するが、それらは村 寺院 の

ものとみられる。第２建物群の西 南 には直 に がる溝状遺構があり、寺院を区画する溝と考え

られる。南溝 その内側に出入り口部と し がある。建物群の北 には区画溝がみられないが、

在しないのか、 われたのか である。区画溝の西 南 には 建物跡の がみられない。ま

た建物群北 も 建物跡の 域が がっている。 教的な 近くには、 建物跡の建設が さ

れたのであろう。

　第３建物群には11 の掘立柱建物跡が する。近 する場所で建て えられたた 、何 か重 して

いる。 に 建物跡が 在し、掘立柱建物跡との重 もみられる。 数の掘立柱建物跡・ 建物跡

で とまとまりをもつ集団が構成されていたものとみられる。 とは異なり、建物群の 性は

られない。２ の 建物跡で墨書「主」が出土しており、量的にも多いことから、「主」でくくること

のできる集団であろう。

　 上をまと ると、第１建物群は集 内の 設といえる建物群で、建設を主導したのは集 全体の

指導 であろう。第２建物群はいわ る村 寺院である。第３建物群は掘立柱建物跡と 建物跡の

み わせであるが、第１建物群との いは集 全体の指導 とまではいえない集団の建物群と思われる。

（２）第１建物群

Ａ　全体及び個別的様相について（第54表）

　掘立柱建物跡の構 をみると、総柱建物は（10）S 515の１ のみである。（10）S 441は床 建物であり、 

（10）S 420も 側に床 をもつ建物であろう。そのほかの23 は側柱建物である。なお（10）S 432も

側に床 をもつ可能性があるが、 な位置であり、側柱建物に ておく。

　掘立柱建物跡の をみると、 行２ 行２ （ 下この で記 ）のものは２ 、３ ２

のものは７ 、３ ３ が３ 、４ ２ が２ 、４ ３ が10 、５（６） ２ のものが２

である。なお調査区外にかかるものについては 数を推定した場 があり、また に る面積の も

推定 である。

　２ ２ のものは、（10）S 413と（10）S 517である。面積は が13.2 、後 が16.1 であり、

第１群における最 とそれに 数 である。 な建物である。

　総柱建物 S 515は３ ２ の である。面積が31.1 で、４ ３ の下位に する。内部に側

柱と わらない 面 の柱 をもつ。西 に一直 状の があり、この倉に する し と思

われる。

　 行３ の側柱建物９ は面積がす て30 であり、また は24.6 である。 行３ の側柱

建物２ の面積はこのなかでは最大 上位であるが、２ のものでも 程 のものがあり、大 はみ

られない。なお 行３ のうちの１ である S 420が床 をもつ。また床 をもつ可能性のある S 432は

３ ２ の建物である。これらは一部が床 りか、または倉 機能があったのかもしれない。
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　 行４ の12 のうち、最大 それに 数 は 行２ のものである。両 は西側に位置する

（10）S 514・（10）S 516で、重 している。調査 における は であるが、S 516を建て え

て S 514を建設したと思われる。これについては後 したい。そのほかの10 はす て 行３ の建物で

ある。面積が30 から36 であり、ばらつきが ない。しかし 行３ で30 を えるものはないので、

行４ と３ では な の がある。 行４ ・ 行３ の掘立柱建物跡は数も多く、第１群の

主体をなす 的な建物である。

　床 建物の S 441は４ ３ で、床 りの建物とみられる。面積は S 514・S 516に であるが、

第１群の中央に位置し、内 からも中 的な建物であろう。またS 441の建て え の建物と思われる（10）

S 440も４ ３ の側柱建物である。構 はやや異なるが、機能は 様かもしれない。

　 行５（６） の２ は（10）S 449・（10）S 503で、 様の りの建物である。第１建物群の南側に近

して位置し、建て え 後の建物とみられる。ともに 行が２ で、やや い 面形である。面積は

36 後である。S 503は柱 が重 しており、 一の位置で建て えがあったとみられる。両 はほか

第54表　第１建物群の建物
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の多くの掘立柱建物跡とは ・ の比 が異なっている。機能については 定しがたいが、第１群に

この 類の掘立柱建物跡が なくとも１ 、 様な位置に にわたって必要であったことが かる。

　 建物跡は第１群を建設した指導 集団の と思われる。（10）SI358は45.2 、（10）SI412は43.6

であり、第１群のなかで最大 それに 面積をもつ。（10）SI448は面積が さいが、 建物跡の

はほかの建物との が いており、建物が の外側に がることも考えられる２）。そのた SI358・

SI412との比較は 重を す必要がある。SI448については を したいが、SI358・SI412の 建物跡

だけをみても面積が大きく、両 はリー ー の まいであるかもしれない。しかしそれだけではなく、

集 の構成 に して 物を する 的な機能をもつことも考えられる。その機能は の田 え・

の など多人数の共 業 だけではなく、製糸 業や 製 など 的な場においても考えら

れる。なお集団指導 の まいは 建物跡ではなく、床 りの S 441やその の S 440などであること

も考えられる。あるいは は掘立柱建物跡、 は 建物跡という い けがされていたことなど、

さま まな可能性がある。なおSI412と掘立柱建物跡（10）S 504の には南北に ４ の があるが、

SI412からみて S 504を するた の とみられる。両 は 在の があったと思われる。

　４ ３ ・３ ２ など多くの側柱建物の機能についても、 業や などの 事の場であるのか、

指導 集団の であるのか、あるいはほかの か、また 数の機能を るのか、 による一定の

見集 はなされていないと思われる。 の いによる機能の いがあるのかも しい問題であろう。

に 行５ 上のやや い建物については、４ ３ の建物などと機能の いがあったと思われる

が、それが何であるのかを 定するのは しい。

Ｂ　第１建物群の変遷について（第271図）

　第１群建物のうち、西側に位置する（10）S 514・S 515・S 516の３ が重 しており、３回に 建

て えがあったことがわかる。また（10）S 503も建て え 後の２ があり、近 する（10）S 449と

の 在が 可能とすると、３ にわたることになる。

　 に 建物跡出土遺物の をみたい。第１群の 建物跡は３ あり、 の出土遺物から 代

を推定すると、（10）SI358は９ 紀 葉、（10）SI412は９ 紀第２ である。（10）SI448は 杯類

の出土が ないた 定しがたいが、回 糸 り 調 の杯皿類の底部をもつことなどにより、９ 紀中

葉～後葉とみられる。このように 建物跡の は３ に かれ、掘立柱建物跡の重 からうか

がえる３ の と することが考えられる。 建物跡の 代が出土遺物よりも一 代古いとす

ると、SI358の構 は９ 紀 か、あるいは 紀 まで るかもしれない。 様に SI412の構

は９ 紀 葉、SI448の構 は９ 紀中葉となる可能性がある。

　 上、第１建物群はおおよそ３ に するとみられる。想定される 代は 下のとおりである。

　１ 　 紀 ～９ 紀 葉

　２ 　９ 紀第２

　３ 　９ 紀第３

　 代については若干 をとったた 、１ に 紀 を加えたが、主体は９ 紀代と思われる。しか

し 遺構が何 に するかの は、出土遺物が ないた 、 して しい。そのた では、建物の

向きを重 して を検討したい。
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　第１群の建物は正 位を すものが多いが、北からやや東または西に振れるものが 数 在する。そこ

で東に振れるものを 、西に振れるものを 、正 位のものを とする。

　 遺跡では例外はあるものの して 位から正 位 の 行が指 されている３）。ただし 遺跡の

掘立柱建物跡群の場 、 建物跡の様相から建設が まったのは っても 紀 と思われる。そのこ

ろは 遺跡でも正 位を するのが一 的である。 遺跡の 位を検討した大 によれば、

郡 設では 北を 向しながらも 北から数 上離れた 位を する場 が多く、それは測量

によるところもあったと指 している４）。

　第１群の ・ も 北からの振れはわ かであり、 ら といえる程 のものかもしれない。しかし

掘立柱建物跡については検討するた の がかりが ないた 、若干の振れでも類似 位のものは 一

に設 ・測量されたか、またはその 上にあるとみなして を る。

　 の建物は（10）SI358、（10）S 432・S 434・S 503の4 である。このうち SI358・S 432・S 434

の北 はほ 一直 上に位置する。また北 の区画溝（10）SD430・SD512の 行 向が上記の 一直

とほ 行しており、区画溝も の遺構と思われる。SI358との 向性により、ほかの 遺構も

SI358と 様の とみておく。これら 遺構が主体的に 在する を第１建物群１ とする。なお

S 503は建て えられており、建て え のものを１ 、建て え後のものを２ としたい。また区画溝

の内側は後 する２・３ にわたって遺構がみられないことから、区画遺構は１ から２・３ まで

して くとみられる。

　 の建物は（10）S 508・S 513・S 514・S 516・S 517の５ であり、第１群西側に位置する。出土

遺物からは としないが、 した重 と、 位であることから１ の遺構が 在すると思われ

る。S 516の北 と S 517の東西中 が 一直 上であり、S 513南 と S 508北 が 一直 上である

こと 重 がないことから、これら４ が１ に 在した可能性が高いと考える。S 516を建て

えたとみられる S 514については、 位であるが２ に るものと考える。

　 遺構は数が多く、重 も しいた 、 後の２ に区 した。全体としては を２ 、

後 を３ とした。 建物跡 SI412が２ 、SI448が３ の遺構である。掘立柱建物跡については

建物の向き 発掘調査 における の様相から区 した。 遺構名 建物の向きの な様相

については省略し、図をもって説 に代えたい。なお調査 の よりも建物の向きを した場

がある。たとえば（10）S 422は（10）S 411よりも しいと されたが、３ よりも２ とみた がほ

かの建物との がよい。また の S 503は の S 449よりも しいと されていたが、これも

では とした。

　なお建物の向きは２ とした遺構と３ とした遺構で共 する場 があり、２ と３ の区 は 定

である。しかし正 位のものを主体としてわ かに 位のものが る２ 、正 位だけの３ のあり

は、 遺構の の はともかくとして、 態に近いように思われる。むしろ 位だけの１ の が

掘立柱建物跡の数が なく、問題があると思われる。 態としては 位の掘立柱建物跡に正 位のもの

が何 か加わってくるように思われる。ただしそれがどの遺構であるのか 出することが しい。

　 上、 の建物の については 定な場 も多いが、 を してみたい。１ は掘立柱建

物跡が７ 、 建物跡が１ である。２ は掘立柱建物跡が10 、 建物跡が１ である。３ も掘

立柱建物跡が10 、 建物跡が１ である。 した掘立柱建物跡の 数が総数よりも１ 多いのは、
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S 503建て え のものを１ 、建て え後のものを２ としたた である。１ は 位のものだけで

あるので 数が ないが、それでも２ ２ から５ ２ まで の建物がそろっている。２・３

は ラン のとれた 数と である。

　１ の S 517は２ ２ で、倉 と思われる。S 517が４ ２ の S 516に付 する建物とすると、

S 516を建て えた２ の S 514の まで したことも考えられる。S 517は または にあった

とみられることから、S 517から３ の総柱建物 S 515 と、倉 機能を 化して したのかもしれない。

２ まで くかどうか な S 517を くと、２ の倉 として可能性があるのは、３ ２ でやや

な S 418である。３ は S 515のほか、 な S 413も倉 と思われる。またやや な S 411

も倉 の可能性がある。 行５（６） のやや 大な建物は建て えにより全 を して なくとも１

がほ 位置に 在する。

　 上、第１建物群をみてきたが、その を端的に表 すると、溝状遺構によって区画されたなかに、

東西 の掘立柱建物跡群を主体として、若干の南北 と の大きな 建物跡が と 置されたあり

といえよう。 はできないが、区画溝のおそらく内側（建物側）に土 または が 在したかもしれ

ない。

（３）第２建物群（第272図）

　第２建物群を構成する遺構は、掘立柱建物跡４ 、 建物跡７ または６ 、区画溝１

の 設である。

　掘立柱建物跡は（17）S 001・S 002 ・S 002 ・S 003で、い れも側柱建物である。 をみると、

S 001・S 002 は４ ２ 、S 002 は４ ３ 、S 003は１ １ である。

　S 002 と S 002 はその位置 から 建物といえるものである。両 は 行の柱 をそろえて 近

に位置する。 の大きな S 002 が正 、その 面に位置するやや い S 002 が である。正 ・

の距離は1.6 ～2.0 で、この中 部 は り いと ばれる部 である。S 002 の内部は柱

が検出されなかったが、 文 代の と重 していることと 機 の によりやや であ

る。しかし側柱の柱 と のものは になく、やや があるが をもたない建物とみておきた

い。 の南側を正面入口とすると、正面の （ の 行側）は8.9 、 建物全体の奥行きは11.9

である。面積は正 が58.2 、 が33.6 、 り いが16.9 で、総面積は108.7 である。正面か

ら奥行きに向かう 位は北からわ かに東に振れている。 は柱 が重 しており、柱 跡を２か所も

つ柱 もかなりあることから、建て えられたとみられる。正 のほりかたも一部重 か柱の き りか

と思われるところがあるが、建て えられているか としない。正 のほりかたは 形を するものが

多い。

　S 001は S 002 の北やや東に位置する。面積は35.3 である。 建物がやや振れているのに して、

正 位の建物である。東 側が西 側に比 て く、柱 の 置が 形にならない。 と思われる建

物である。

　S 003は の西やや南に位置する。面積は6.5 である。これも正 位の建物である。法 などを

た倉や を た建物などさま まな可能性が考えられる５）。なお は１点も出土していないが、木

製 の 在も考えられる。
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　 に 在する 建物跡は、（13）SI621・（16）SI001・（16）SI002・（17）SI009・（17）SI010・（17）

SI016・（17）SI011である。このうち（17）SI010・（17）SI016は の形態と SI010にカマドがみられな

いことから、 一の 建物跡か、または された可能性が考えられる。 から 一の建物とすると、

７ ではなく、６ ということになる。これらの 建物跡群はす て後 する区画溝から 側に 在

する。それに して建物群の北 は遺構の 域が がっている。遺構の 跡を さない土地利 がされ

たかもしれないが、 建物は構 されなかった可能性が高い。 建物跡群のなかでは SI621がやや

群から離れているが、ほかの 建物跡との位置 から SI621も てす て の 建物跡

とみておく。

　 建物跡 掘立柱建物跡から出土した遺物の 代は９ 紀 葉から中葉と思われる。第２建物群

の も 様とみられる。

　 の 建物跡をみると、形態が 形のものや、 の さなものが 立つ。 （16）SI001・（17）

SI011 は横 の 形であり、（16）SI002もやや横 である。また （17）SI010・（17）SI016が一体の遺

構であれば 形であるが、 の遺構の場 、（17）SI010は横 形の可能性がある。

　 の さなものとしては ま （17）SI009・（17）SI011があり、 上端の面積をみると、 は4.5 、

後 は6.8 である。また（16）SI002は9.7 、（13）SI621は10.4 であり、 な であろう。面積

はカマド部 も だ数 であるので、 の はさらに い。SI011は成人一人が になれる

限 の さであろう。もちろ したとおり、 は の外側を む場 があり、 部 の面積だ

けをみるのは である。しかし（17）SI009をみると南 の区画溝に近い位置であり、 の が

外にあったとしてもあまり いものとは思えない。

　 建物跡については、 や寺院 に 事した農 の や まいなどの が考えられる。 に

なものについては、 など の建物の可能性を考える。

　「 」字形の溝状遺構（17）SD002が建物群の南 西 に 在する。建物群との位置 溝状遺

構の南 西 に建物がみられないことから、 の建物群を区画する溝といえる。区画溝西側部

はほ 南北に 行しており、正 位の掘立柱建物跡 S 001・S 003と 行 にある。また区画溝南側

部 は東に向かうが、やや南に れていく。この 行 向は 建物の向きとほ 行 にある。

　区画溝は南東の調査区外に くが、北側は 建物跡（16）SI001近くまでであり、その北 は で

きなかった。そのた 区画された建物側の はやや であるが、東西60 、南北40 程とみられる。

　南溝のうち 西 行の 上の部 は くなっており、出入り口部と考えられる。底面は の

面よりも５ 後 いだけであり、 に掘り込まれていたかやや 問がある。この部 の は３ であ

る。 面からの さ15 の が検出されたが、他にはみられない。しかし な りの であれば

在した可能性も考えられる。たとえば溝を掘 した土を積み上 た土 があり、そこに柱が立てられた

とすれば、あまり地中 く ち込む必要はなかったかもしれない。この部 に な 遺構はみられない

が、 の で「南 」としたい。

　ここから内側の北東に３ ４ 柱の柱 があり、 し とみられる。この柱 は により

したものである。 機 による が しいた 、調査 には できなかった遺構である。柱

の さは4.9 、柱 は1.5 ～1.7 である。一直 状であり、南溝 建物 行と 行する。

東端の柱 は 建物東 行の 上にあり、西端の柱 は 建物の中 上に位置する。 建物の
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２ を３ に した柱 である。また南溝からの距離は、 と り いを わせた 行側の数 に

近い。この し の 在と、「南 」との から 建物の入口は 正面の西側と思われる。１

１ の（17）S 003は 建物の西やや 側にあり、「南 」との位置 からも倉 より が さわし

いと思われる。

　第２建物群内から出土した墨書土器をみると、「三寺」・「三倉」が 立つ。 の名 の一つとして「三寺」

と ばれたことがわかる。「三倉」は飯積原山遺跡全域で出土する文字であるが、「三倉」そのものは第１

建物群を指すとみられるので、両 の い 性がうかがえる。第２建物群は「三倉」の「寺」であろう。

また（16）SI001からは「主」と思われる墨書が出土しているた 、第３建物群 ー との もみられる。

　飯積原山遺跡の第２建物群は、遺構の重 が なく、 建物跡も一 的なものと区 できることから、

地 村 における９ 紀代の と、 をとりまく を できる良 な事例である。 建物・

・ 置の建物または倉・南 設・区画溝は 在の遺構群であろう。 に建て えがみられるの

で、その もやや であった可能性がある。 建物跡群はす てが 在かわからないが、そう

でない場 でも 的に 在したとみられる。

　第２建物群のかなり北 、遺跡全体では中央部に位置する（12）SI013から「 」の墨書土器が出土した。

この墨書を 名とすると、 りの が考えられる。一つ は がこの建物に でいたこと

である。この場 の まいは 設域にとどまらなかったことになる。もう一つは一 農 が墨書

土器を所 していた場 であり、この場 は を説く の名 が いされた状 を して

いる。い れにしても 紀 から９ 紀 葉くらいの に という が飯積原山の村に して

おり、 建物 の 設で法会を開いていたことも十 に考えられる。

（４）第３建物群（第273図、第55表）

　中央に位置する掘立柱建物跡と の 建物跡群を第３建物群とした。掘立柱建物跡は、（12）S 016

～ S 023・S 067・S 072の10 である。なお S 067は建て えられていると思われ、２ とみると、11

であるが、 下は建て え 後で１ とみなして記 する。これらの に 建物跡（12）SI001～

SI004・（13）SI631が位置する。しかし SI631に近い南 には（13）SI630があり、やや離れているが西 ・

北 にも 建物跡群がみられる。したがって掘立柱建物跡とセ になる 建物跡について、その総

数を 定することが しく、その も 定である。また（12）SD057が第３建物群のまとまりとした

なかにあるが、この溝状遺構は第１建物群を区画する（10）SD430から く遺構とみられる。この区画溝

から く（12）SD057は（12）S 072と重 しているが、 が異なるた と思われる。

　 の 建物跡から出土した遺物の をみると、９ 紀 葉から中葉であり、掘立柱建物跡もこの

に されたとみられる。

　建物の 位から、建物群については 下の に区 する。

北からやや東に振れるもの （12）S 017・S 021・S 022・S 067・S 072、（12）SI002・SI003・SI004 （13）

SI631

よりさらに東に振れるもの （12）S 018・S 019

ほ 正 位のもの （12）S 016・S 020・S 023

大きく西に振れるもの （12）SI001
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　 上のうち、 は（12）SI001の 建物跡１ だけであり、建物 位を重 する でみた場 、掘

立柱建物跡とはセ にならない可能性が考えられる。 ・ については、東に振れる点で共 し、その

も ないが、（12）S 017と S 018が重 していることから に区 した。

　 が最も多く、掘立柱建物跡５ 、 建物跡４ である。このうち（12）S 017・S 021・（12）SI004

の東 はほ 一直 状であり、建物の からも に 在した可能性が高いとみられる。また S 021と

（12）S 022は近い位置 であるが、S 021の北 と S 022の 行側中 （12）SI002の東西中

が 一 上にあることから、これら三 も 在か、 画的な 置状 がうかがえる。さらに（12）

SI002の主 は（12）S 067の東 とほ 一直 上にある。 上のことから、 建物の多くが、

在である可能性が考えられる。 が第３建物群の中 をなす建物群であり、 ・ は の建

て え 後のものとみられる。なお（12）SI003は の（12）S 016の 位にも若干近い。しかし（12）

SI003の主 と（12）S 072の西 行 が 一直 上にあることから、（12）SI003については と

した。

　遺構の重 をみると、 の（12）S 017と の S 018、 の（12）S 021と の S 020、

の（12）S 022と の S 023、 の（12）SI002と の（12）S 016、 の（12）SI001と の（12）

S 016があ られる。このうち調査 に が かったのは、S 017・S 018と S 020・S 021の２ で、

S 017・S 021が古く、S 018・S 020が しいと されている。すなわち が古く、 ・ は よ

りも しいということになる。しかし掘立柱建物跡群のやや北 に位置する（12）SI013は の 位で

あるが、出土遺物の 代は９ 紀 葉と思われる。このことから 位は 位より古い可能性も

考えられ、 ・ の については したい。S 020と S 021は大きく重 しており、S 021から

S 020 の建て えが考えられる。

第55表　第３建物群の建物
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第273図　第３建物群の 位・建物の向き
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　 のなかでも（13）SI631出土遺物の 代は９ 紀 葉と思われる。ほかの３ はそれよりもやや

しい９ 紀中葉とみられ、 建物の 代の中 を すものであろう。

　 掘立柱建物跡の ・構 をみると、２ ２ が２ で、１ は総柱建物、もう１ は側柱建物

である。３ ２ のものは２ （１ は推定）で側柱構 である。４ ３ は１ である。 行側中

央に２か所の柱 が検出され、 りの柱 と思われる。床 建物であり、床 りの建物であろう。こ

れらが に 在した可能性がある最大限の 数である。 建物跡は４ であるが、 に 在した可

能性があるのは、 のやや大きな SI002・SI004、 さい SI003の３ である。また多くの掘立柱建

物跡とも共 したとみられる。もちろ これらのす てが に建設・ されたのではなく、 代

の一部が重なる可能性があるということである。

　 掘立柱建物跡の ・構 をみると、２ ２ が２ で、ともに側柱建物である。

　 掘立柱建物跡の ・構 をみると、２ ２ が１ 、３ ２ が１ 、４ ２ が１ で、

す て側柱建物である。

　２ ２ のものは倉 とみられる。の ５ と数がやや多いが、一 の 数は２ 程 であろう。

面積は15.6 で、第１群２ ２ の建物と である。S 020は柱 が さく、比較的 いものを

た倉 であろう。 で３ ２ の S 023も柱 が さいことから、 が さいのは建 の

いによるのかもしれない。４ ３ で内部に柱 をもつ S 022は面積が41.4 であり、ほかの建物よ

り だって が大きい。面積は第１群の 行４ の建物と比 ても最上位クラ であり、第３群の中

的な建物である。

　第３建物群の 形は、 建物群の様相から、２ ２ から４ ３ まで ラン のとれた ・

構 の掘立柱建物跡が 数 、大 の面積の 建物跡が数 とみられる。

　溝状遺構（12）SD057が第３群内に位置することは に たが、その南北の建物群は上記の様相から

まとまった建物群とみられる。溝状遺構は第３群の北西 ・北 にもみられ（（11）SD1049）、その西側部

は第３群北 の 建物跡（11）SI1009と重 している。しかし（11）SD1049から東 に る 一の

溝は、第１建物群を区画するとみた溝（10）SD535の北 に る 一の溝と 字状に する。このこ

とから（12）SD057 （11）SD1049も古代の溝の可能性が考えられる。もしそれが正しい所見であるな

らば、いった 区画されたものの区画の西側は、集 の発 に伴い、比較的 い 点で区画がなくなった

ことが考えられる。

注１　 では 外の機能も考 したいので、 に代えて 建物跡と記 する。また に建物と記 した場 、掘立

柱建物跡と 建物跡の を む場 がある。

　２　 近 、 地で 外 柱 の 在が指 されている。

生直彦　2005『 をもつ 建物跡の研究』　六一書房　

　 　2013「古代の 建物跡 くりと集 」『 と 流の考古 』　（ ） 成社

　３　 大 　2013「地 と 位」『 と 流の考古 』　 成社

　４　 ３ 書

　５　 須田　 は 建物の近くに位置する１ １ の掘立柱建物跡について多くを倉としている。

須田　 　2006「古代村 寺院とその 」『古代の と社会』　国 大 考古 会
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第３節　飯積原山遺跡出土の文字・記号（第274～277図、第56～58表、図 71～75）

　飯積原山遺跡からは多数の墨書土器が出土している。文字・記号のある土器の点数は図化したものだけ

でも222点を数える。 のた 図化できなかったものを るともう し量が える。代表的な文字は

「三」、「三倉」、「三寺」、「主」、「六」、「佐山」、「福善」などであり、１点 つではあるが「財」、「原」、「人」、「

」といった文字も できる。また、高 川を で 遺跡の に位置する 町尾上木見津遺跡、

富 市駒詰遺跡から多数出土している「奈野」も１点出土している１）。ヘラ書きは須恵器杯１点、須恵器

２点、土師器杯１点の ４点出土している。須恵器杯は底部内面に「 」、須恵器 は底部外面に「天」、

「 」、土師器杯は底部外面に「 」とヘラ書きされている。 は１点のみで、土師器杯の底部内面に「 」

が記されている。朱書きのものは４点出土しており、（9）SI201、（14）SI129の「六」、（17）SI010の「三

寺」のほか、（11）SI1001の「直」がある。「直」と記された土器は１点のみで、土師器高台付皿の高台内

に記されている。

　墨書土器を器 に見ると土師器杯が210点と 的に多く、須恵器杯、土師器皿、土師器高台付皿が

それ れ３点、土師器高台付杯、土師器 、土師器高台付 が１点 つとなる（第56表）。最も多く、か

つ遺跡全体から出土している文字は「三倉」である。一部のみの遺 で「三倉」と推測される を

第56表　墨書土器　器 部位一覧

第57表　主な文字と記載部位
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ると、63点にの る。墨書の記されている部位は底部外面が３点、体部外面が60点、このうち正位が５点、

位が１点で、大 が横位に記されている。口 部を上にして見た場 、文字の書き出しが に るもの

（ 向き）が21点、左に るもの（左向き）が33点と左向きのものがやや多い。また、「倉」の一部と思わ

れる が12点あるが、「倉」一文字で する は見られ 、 は「三倉」の一部であったと考え

られる。底部外面に記されたものは１点のみで、他はす て体部外面である。正位１点、横位10点で、

のた としないが横位の内左向きが 点、 向きが２点と推測される。一 、「三」と記された土

器は13点あり、そのうち底部外面が９点となる。他は体部外面横位だが、「三倉」あるいは「三寺」の一

部と推測され、「三」一文字が記された土器は底部外面に限定される可能性がある（第57表）。出土地点は

台地東側、第１建物群 その近 に集中する。

　 的な出土傾向のある墨書としては「三寺」が上 られる。７点中６点が（17)SD002によって区画さ

れた第２建物群から出土している。その中には朱書きのもの１点を む。全て体部外面横位に記され、(12)

SI002から出土した１点のみ 向き、第２建物群から出土した６点は左向きである。また、第２建物群か

らは「三寺」の一部と考えられる「寺」も５点出土している。「三寺」と く全て体部外面横位に記さ

れている。

　「三」「三倉」 外の多様な文字は台地中央 台地西側に する。「主」は第３建物群とそれより西

側の遺構から15点出土している。底部外面に記されているもの２点、体部外面横位７点である。

　３点出土している「六」は全て体部外面正位に記され、そのうち２点は朱書きである。「六」と墨書さ

れる例は佐倉市内田端山越遺跡や 道市南 遺跡など 川水 の遺跡に共 して見られるようで、内

田端山越遺跡からは須恵器に「六」（一画 の点 し）と朱書きしたものが出土している２）。内田端山越

遺跡は須恵器の が所在することから、何らかの 性が想 され興 い。

　「十」は３点あり、土師器杯体部外面正位に記されているが、１点は 位もしくは の文字の可能性が

ある。「万呂」の略字もしくは し字と思われるものは第３建物群西側の (11)SI1009から３点出土してい

る。土師器杯２点、土師器高台付皿１点の ３点あり、 い れも体部外面正位に記されている。「佐山」

と記された土器は２点あり、どちらも体部外面横位左向きである。そのうち１点は「三倉」と 一の土師

器 に1 4 程の を けて記されている。

　「福善」「善」は台地西寄りの する２ の 跡から出土している。土師器高台付皿の底部外面

に「善」と記されたものが２点あり、１点は体部外面に「福」が「善」の にくるよう されている。も

う１点は底部のみの遺 のた 、体部に墨書があったかどうか である。「福善」と できるものは

土師器杯にも２点あり、体部外面横位左向きに記されている。

　１点のみ出土した「奈野」は土師器杯の底部外面に記され、台地中央の (13)SI628から「天」「三」と

共に出土している。（11）SI1001の９は「 」の異体字で、東金市久我台遺跡、 遺跡に出土例がみられ、「

の は で、 の は で表す異体字」と記載されている３）。ほかに人名と推測される

「 」は第３建物群北側 (12)SI013から、「人」と共に出土している。土師器杯の体部外面に で正位

に記されている。「 」は山武郡成東町八幡神社南（１）遺跡（ 山武市）からも出土しており、

の名 であろうと推 されている４）。八幡神社南（１）遺跡出土 は墨 が比較的 で字体が異なるこ

とから 人の になるものと思われる（今泉潔 のご教 による）。

　 文の墨書は であることとやや し に書かれていることから が しい。おおむ 土師器杯



0 100m(1/1500)

14T-0014G-00

23T-0023G-00

20N-97

20O-96

18F-20

20N-00

21N-09 21O-30

20P-41

20O-61

18N-55

17O-86

17O-21

(9)SI157

(9)SI202

(9)SI205

(10)SI448

(10)SI540

(10)SI456
(11)SD1049

(11)SI1004
(11)SI1005

(11)SI1007

(11)SI1010

(12)SI003

(12)SB044

(12)SI005

(13)SI621

(13)SI630

(13)SI648

(15)SI008

(16)SI002

(17)SI011

(20)SI662
(20)SI663

(34)SI121

(33)SI091

(33)SI092

(19)SD676

(9)SI200

(9)SI201

(10)SB441

(10)SB503 (10)SB446
(10)SB516

(10)SB517

(10)SB421
(10)SB413

(12)SB020,021

(20)SK674

(14)SI129

(19)SI679

(19)SI678

(19)SI677

(19)SI680

(17)SI010

(20)SD661

(17)SI009

(17)SD002
(17)SI016

(16)SD001

(16)SI001

(15)SI004

(15)SI007

(13)SI631
(13)SI632

(13)SI633

(13)SI636(13)SI637

(13)SI638

(13)SK617

(13)SI628

(13)SI629
(12)SI006

(12)SI045

(13)SD627

(12)SI004

(12)SI013
(11)SI1008

(11)SI1009

(11)SK1053

(12)SI001

(12)SI002

(11)SI1006

(10)SI396

(10)SD535

(11)SI1001

(11)SI1003

(10)SI536

(9)SI198

(9)SI199

(9)SI203

(9)SI204

(10)SI412

(10)SI358

(17)SK010

(22)T60
（H8 年調査）

(20)SD665

｢

□
」

｢

三
倉
」｢

寺
」「
□
」

｢

三
倉
」
２ ｢

□
」

｢

三
倉
」｢

人
」｢

變
麻
加
」

｢

三
倉
」

｢

□
」

｢
□
」

｢

財
」

｢

奉
」
か
「
奈
」

｢

三
倉
」「
十
」「
□
人
」

「
倉
」「
酒
」「
山
」
２

「
福
」「
善
」

｢

六
」

｢

福
善
」
２
「
酒
」

「
三
倉
」「
佐
山
」「
善
」

｢

○
」「
□
」

｢

三
倉
」
３

「
子
山
」

ヘ
ラ｢

井
」 ｢

三
」

｢

原
」「
倉
」「
佐
山
」

「
□
」「
□
」

｢

□
」「×

」

｢

□
」

｢

□
」

｢

倉
」

｢

三
倉
」

「
主
」

｢

□
」 ｢

三
」「
天
」

「
奈
野
」

｢

倉
」

｢

主
」「
□
」「
□
」

｢

三
」「
三
倉
」「
□
」

「
□
宅
万
呂
代
□
」

ヘ
ラ｢

天
」

｢

三
倉
」「
三
」「
□
」

｢

三
寺
」「
寺
」
多

「
三
倉
」「
倉
」
多

｢

三
寺
」「
□
」

｢

三
倉
」｢

三
倉
」

｢

三
倉
」

｢

三
倉
」

「
三
倉
」

「
三
寺
」

「
三
」

｢

三
倉
」
２
「
里
女
」

｢

□
」

｢

十
」「
日
」

｢

三
倉
」
多
数
（
　
以
上
，
破
片
　
点
）

｢

□
倉
」「
三
」
２

｢

倉
」

｢

倉
」

｢

倉
」

｢

三
倉
」

｢

三
」

｢

三
倉
」
２

「
倉
」
２ ｢

三
」

｢

三
」

｢

三
倉
」
２

｢

三
」
３

｢
主
」
４

｢

□
」

｢

三
倉
」「
三
寺
」

「
主
」
３

「
主
」
か
「
倉
」
５
前
後

20

65

｢

三
倉
」

｢

栄
信
」

「
人
」

｢

□
」

｢

三
倉
」

｢

万
呂
」
２
〜
３

「
三
□
」「
下
」
２

｢

□
」「
庄
」

｢

三
倉
」

｢

宜
」「
倉
」

「
三
倉
」「
主
」

「
継
」「
弘
□
」

｢

六
」「
□
」

「
奈
」
か
「
倉
」

｢

三
倉
」
２

「
○
」

｢

三
倉
」
２

｢

三
倉
」
２

「
十
」

｢･･･

□
良
女
□
□･･･

」

「
□
□
」「
右
」
か
「
庄
」

｢

三
倉
」

｢

三
倉
」
２

「
六
」「
倉
」

｢

日
」

｢

大
」「
人
」

ヘ
ラ
（
人
面
支
脚
）

｢

□
」

「　」内は墨書・朱書き・ヘラ書き・線刻文字を示す

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

第 274 図　文字・記号資料の分布図第274図　文字・記号資料の 図

－ 415・416 －



－ 417 －

の内面に見られる例が多い。（16）SD001の４は「□宅万呂代□」、（20）SD661の７は「變□（摩ヵ）加」、（９）

SI199の６は「□□良女□□」であろう。

　多数出土した墨書だが、地区ごとに出土する文字の傾向が窺える。掘立柱建物群が集中する３地点のう

ち、台地東側の第１建物群は最も掘立柱建物跡が多いが、出土する文字は「三」「三倉」に限られるよう

である。第１建物群の東側中央に位置する (10)SI412からは「三倉」あるいは「三倉」と推測される墨書

が多数出土している。南の第２建物群は「三倉」に加え「三寺」「寺」などがみられる。

　台地中央に位置する第３建物群は「三倉」に加え「主」が多い。「主」は比較的中央寄りの遺構に多く、

第３建物群の西側に位置する (12)SI002からは「三倉」「三寺」｢主 ｣が揃って出土している。また、第３

建物群を区画する西側の溝上には「万呂」「下」などの墨書を出土した (11)SI1009が所在する。

　集中した建物群がみられない台地北側は、「六」や「奈」に近い文字と共に人面ヘラ描き土製支脚を出

土した (11)SI1006、朱書きの「直」を有する高台付皿を出土した (11)SI1001、「□□良女□□」の墨書を

出土した (９)SI199など、他の地区とは異なった様相をみせている。

　更に、西から入り込む谷の南側付近は「福善」「子山」「佐山」「十」「原」など、他地区の遺構からは出

土していない文字がある。カマド煙道部から須恵器・土師器の杯６点が重なって出土した (19)SI679もこ

の地区である。杯は底部を奥に向けた横向きの状態で床面から20cm 程浮いていた。墨書のある土師器杯

４点の上に墨書のない土師器杯、一番上に須恵器杯が重なっており、何らかの祭祀が行われた可能性が考

えられる。墨書は「三倉」３点と「子山」１点で、「三倉」は３点とも体部外面横位左向き、「子山」は体部

外面正位であった。一番下となる杯の法量が若干大きいものの、ほかの３点は口径11.4cm ～11.9cm、底

径7.0cm ～7.4cm、器高3.3cm ～3.9cm と器形・胎土共によく似ている。

　遺跡全体にみられる「三倉」や「三寺」は何を指すのか。「三」一文字を記す墨書があることから「三」

がこの地域の地名、或いは地名の一部を表すことは問題ないと思われる。「三」の倉、「三」の寺を「三倉」「三

寺」、あるいは「三倉寺」を省略して「三寺」と表記したのであろう。古代の印幡郡において、『和名類聚

抄』に記載されている「三」のつく郷名は三宅郷のみである。三宅郷は亀成川下流域を想定する説が有力

と思われ５）、飯積原山遺跡とは距離がある。「三」については今後更なる検討が必要であろう。

注１ 阿部寿彦　2010「尾上木見津遺跡（第２地点）・駒詰遺跡（第２地点）－「奈野って何なの？－」『第14回遺跡発表会発表要

旨』（財）印旛郡市文化財センター

　２　 松田富美子ほか　2008『内田端山越遺跡　ちばリサ－チパーク開発事業予定地内埋蔵文化財調査（７）』

（財）印旛郡市文化財センター

　３　 萩原恭一　1988「出土文字資料について」『東金市久我台遺跡－房総導水路建設事業に伴う埋蔵文化財調査報告書－』

（財）千葉県文化財センター

　４　 今泉　潔　2006「山武郡成東町八幡神社南（１）遺跡」『両総農業利水事業第３揚水機場建設工事埋蔵文化財調査報告１』

（財）千葉県教育振興財団

　５　 天野　努　1986「下総国印幡郡村神郷とその故地」『研究紀要10』（財）千葉県文化財センター

糸原　清　1997「房総における古代寺院の成立過程－印旛郡・埴生郡を例として－」『研究紀要18』（財）千葉県文化財センター
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第275図　文字・記号資料集成①
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第276図　文字・記号資料集成②
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第277図　文字・記号資料集成③
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第58表　出土文字一覧－１
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第58表　出土文字一覧－２
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第58表　出土文字一覧－３
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写　真　図　版



調査地周辺の航空写真 (S=1/10,000 昭和 47 年撮影）調査地周辺の航空写真 (S=1/10,000 昭和 47 年撮影）

飯積原山遺跡飯積原山遺跡

図版１



９地区　北から

11 地区　北やや東から

12 地区　西から

図版 ２



12 地区　南西から

17 地区　北から

26 地区　西から

図版 ３



第１文化層第１ブロック　北西から第１文化層第１ブロック　北西から 第２ａ文化層第２ブロック　北東から第２ａ文化層第２ブロック　北東から

第２b文化層第３ブロック　北西から第２b文化層第３ブロック　北西から 第２b文化層第３ブロック　南西から第２b文化層第３ブロック　南西から

第２ｃ文化層第４ブロック　北西から第２ｃ文化層第４ブロック　北西から 第２ｄ文化層第５ブロック　南から第２ｄ文化層第５ブロック　南から

第３ｂ文化層第 11・13 ブロック　南から

第13ブロック

第 11 ブロック

第３ｂ文化層第 11・13 ブロック　南から

第13ブロック

第 11 ブロック

第３ｂ文化層第 12 ブロック　北西から第３ｂ文化層第 12 ブロック　北西から

図版４図版４



第３文化層単独出土 (12I-96 グリッド )　南西から

第３ｃ文化層第 14 ブロック ( 西側 )　南西から第３ｃ文化層第 14 ブロック ( 西側 )　南西から 第３ｃ文化層第 14 ブロック ( 東側）　南西から第３ｃ文化層第 14 ブロック ( 東側）　南西から

第３文化層単独出土 (12I-96 グリッド )　南西から第３ａ文化層第６～ 10 ブロック　南東から第３ａ文化層第６～ 10 ブロック　南東から

第６ブロック

第 10 ブロック

第８ブロック
第９ブロック

第７ブロック

第６ブロック

第 10 ブロック

第８ブロック
第９ブロック

第７ブロック

第３ａ文化層第６～ 10 ブロック　北西から第３ａ文化層第６～ 10 ブロック　北西から

第６ブロック

第 10 ブロック

第８ブロック

第９ブロック

第７ブロック

第６ブロック

第 10 ブロック

第８ブロック

第９ブロック

第７ブロック

図版５図版５



第４ａ文化層第 17 ブロック　南東から 第４ａ文化層第 17 ブロック　北東から

第４ｂ文化層第 18 ブロック　西から 第４文化層単独出土 (19I-40 グリッド )　北西から

第 5ａ文化層第 19 ～ 21 ブロック　西から

第 19ブロック

第 21 ブロック

第 20 ブロック

第４ａ文化層第 17 ブロック　南東から 第４ａ文化層第 17 ブロック　北東から

第４ｂ文化層第 18 ブロック　西から 第４文化層単独出土 (19I-40 グリッド )　北西から

第 5ａ文化層第 19 ～ 21 ブロック　西から

第 19ブロック

第 21 ブロック

第 20 ブロック

図版６図版６



第５ａ文化層第 19・20 ブロック　西から

第19ブロック 第 20 ブロック

第５ａ文化層第 20 ブロック　西から

第５ａ文化層第 21 ブロック　西から 第５ａ文化層第 21 ブロック　北西から

第５ｂ文化層第 22 ブロック　南東から 第５ｂ文化層第 22 ブロック　南東から

第５ｂ文化層第 22 ブロック　東から 第５ｂ文化層第 22 ブロック　南から

第５ａ文化層第 19・20 ブロック　西から

第19ブロック 第 20 ブロック

第５ａ文化層第 20 ブロック　西から

第５ａ文化層第 21 ブロック　西から 第５ａ文化層第 21 ブロック　北西から

第５ｂ文化層第 22 ブロック　南東から 第５ｂ文化層第 22 ブロック　南東から

第５ｂ文化層第 22 ブロック　東から 第５ｂ文化層第 22 ブロック　南から

図版７図版７



（９）SI157（９）SI157 （９）SI157 西カマド（９）SI157 西カマド

（９）SI157 北カマド（９）SI157 北カマド （９）SI198（９）SI198

（９）SI198 遺物出土状況（９）SI198 遺物出土状況 （９）SI199（９）SI199

（９）SI199 カマド（９）SI199 カマド （９）SI200（９）SI200

図版 ８



（９）SI200 カマド（９）SI200 カマド

（９）SI200 遺物出土状況（９）SI200 遺物出土状況 （９）SI201（９）SI201

（９）SI201 カマド（９）SI201 カマド （９）SI201 遺物出土状況（９）SI201 遺物出土状況

（９）SI202（９）SI202 （９）SI202 カマド（９）SI202 カマド

（９）SI200 カマド（９）SI200 カマド

図版 ９



（９）SI203（９）SI203 （９）SI203 カマド遺物出土状況（９）SI203 カマド遺物出土状況

（９）SI204 カマド（９）SI204 カマド

（９）SI205（９）SI205

（９）SI205 カマド（９）SI205 カマド （９）SI205 遺物出土状況（９）SI205 遺物出土状況

（９）SI204（９）SI204

（９）SI204 遺物出土状況（９）SI204 遺物出土状況

図版 10



（10）SI358（10）SI358 （10）SI358 カマド（10）SI358 カマド

（10）SI396（10）SI396 （10）SI396 カマド（10）SI396 カマド

（10）SI412（10）SI412 （10）SI412 カマド（10）SI412 カマド

（10）SI448（10）SI448 （10）SI456（10）SI456

図版 11



（10）SI456（10）SI456 （10）SI536（10）SI536

（10）SI536 カマド（10）SI536 カマド （10）SI540B（10）SI540B

（10）SI540A（10）SI540A （10）SI540B カマド（10）SI540B カマド

（11）SI1001（11）SI1001 （11）SI1001 カマド（11）SI1001 カマド

図版 12



（11）SI1001 遺物出土状況（11）SI1001 遺物出土状況

（11）SI1003 遺物出土状況（11）SI1003 遺物出土状況

（11）SI1003（11）SI1003

（11）SI1003 カマド（11）SI1003 カマド

（11）SI1003 貯蔵穴 遺物出土状況（11）SI1003 貯蔵穴 遺物出土状況 （11）SI1003・1004（11）SI1003・1004

（11）SI1004（11）SI1004 （11）SI1004 カマド（11）SI1004 カマド

図版 13



（11）SI1004 遺物出土状況（11）SI1004 遺物出土状況

（11）SI1005（11）SI1005

（11）SI1004 カマド遺物出土状況（11）SI1004 カマド遺物出土状況

（11）SI1005 カマド（11）SI1005 カマド

（11）SI1005 遺物出土状況（11）SI1005 遺物出土状況 （11）SI1005 カマド遺物出土状況（11）SI1005 カマド遺物出土状況

（11）SI1006（11）SI1006 （11）SI1006 カマド（11）SI1006 カマド

図版 14



（11）SI1006 遺物出土状況（11）SI1006 遺物出土状況 （11）SI1006 カマド遺物出土状況（11）SI1006 カマド遺物出土状況

（11）SI1006（11）SI1006 （11）SI1007（11）SI1007

（11）SI1007 カマド（11）SI1007 カマド （11）SI1007 遺物出土状況（11）SI1007 遺物出土状況

（11）SI1008（11）SI1008 （11）SI1008 カマド（11）SI1008 カマド

図版 15



（11）SI1008 カマド遺物出土状況（11）SI1008 カマド遺物出土状況 （11）SI1009（11）SI1009

（11）SI1009 カマド（11）SI1009 カマド （11）SI1009 遺物出土状況（11）SI1009 遺物出土状況

（11）SI1009 遺物出土状況（11）SI1009 遺物出土状況 （11）SI1009 カマド炭化物出土状況（11）SI1009 カマド炭化物出土状況

（11）SI1010（11）SI1010 （12）SI001（12）SI001

図版 16



（12）SI001 西カマド（12）SI001 西カマド （12）SI001 北カマド（12）SI001 北カマド

（12）SI002（12）SI002 （12）SI002・SB016（12）SI002・SB016

（12）SI002 カマド遺物出土状況（12）SI002 カマド遺物出土状況 （12）SI002 遺物出土状況（12）SI002 遺物出土状況

（12）SI003（12）SI003 （12）SI003 カマド（12）SI003 カマド
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（12）SI003 遺物出土状況（12）SI003 遺物出土状況 （12）SI004（12）SI004

（12）SI004 カマド（12）SI004 カマド （12）SI004 遺物出土状況（12）SI004 遺物出土状況

（12）SI004 遺物出土状況（12）SI004 遺物出土状況 （12）SI005（12）SI005

（12）SI005 カマド（12）SI005 カマド （12）SI006（12）SI006
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（12）SI006 カマド遺物出土状況（12）SI006 カマド遺物出土状況

（12）SI006 遺物出土状況（12）SI006 遺物出土状況

（12）SI045（12）SI045

（12）SI006 遺物出土状況（12）SI006 遺物出土状況

（12）SI013（12）SI013

（12）SI013 カマド遺物出土状況（12）SI013 カマド遺物出土状況（12）SI013 カマド（12）SI013 カマド

（13）SI621（13）SI621

図版 19



（13）SI621 遺物出土状況（13）SI621 遺物出土状況 （13）SI628（13）SI628

（13）SI628 カマド（13）SI628 カマド （13）SI628 遺物出土状況（13）SI628 遺物出土状況

（13）SI629（13）SI629 （13）SI629 カマド遺物出土状況（13）SI629 カマド遺物出土状況

（13）SI630（13）SI630 （13）SI631（13）SI631

図版 20



（13）SI631 カマド遺物出土状況（13）SI631 カマド遺物出土状況

（14）SI129（14）SI129

（13）SI632 遺物出土状況（13）SI632 遺物出土状況

（14）SI129 カマド（14）SI129 カマド

（13）SI633 遺物出土状況（13）SI633 遺物出土状況 （13）SI636 遺物出土状況（13）SI636 遺物出土状況

（13）SI637（13）SI637 （13）SI638 遺物出土状況（13）SI638 遺物出土状況

図版 21



（15）SI004（15）SI004（14）SI129 カマド（14）SI129 カマド

（15）SI004 カマド遺物出土状況（15）SI004 カマド遺物出土状況

（15）SI007（15）SI007

（15）SI004 カマド（15）SI004 カマド

（15）SI007 カマド（15）SI007 カマド

（15）SI008（15）SI008 （15）SI008 カマド（15）SI008 カマド

図版 22



（17）SI009（17）SI009

（16）SI001 遺物出土状況（16）SI001 遺物出土状況

（16）SI002（16）SI002

（17）SI009 カマド（17）SI009 カマド

（16）SI002 カマド（16）SI002 カマド

（16）SI001 カマド（16）SI001 カマド

（16）SI001（16）SI001 （16）SI001 カマド遺物出土状況（16）SI001 カマド遺物出土状況

図版 23



（17）SI011 カマド（17）SI011 カマド

（17）SI010 遺物出土状況（17）SI010 遺物出土状況（17）SI010・016（17）SI010・016

（17）SI011（17）SI011

（17）SI016 カマド（17）SI016 カマド （19）SI677（19）SI677

（19）SI677 遺物出土状況（19）SI677 遺物出土状況 （19）SI678（19）SI678

図版 24



（19）SI680（19）SI680

（19）SI679（19）SI679（19）SI678 カマド遺物出土状況（19）SI678 カマド遺物出土状況

（19）SI679 カマド遺物出土状況（19）SI679 カマド遺物出土状況 （19）SI679 カマド遺物出土状況（19）SI679 カマド遺物出土状況

（20）SI662（20）SI662

（20）SI662 カマド（20）SI662 カマド （20）SI662 カマド遺物出土状況（20）SI662 カマド遺物出土状況
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（20）SI663（20）SI663 （20）SI663 カマド（20）SI663 カマド

（20）SI664（20）SI664 （20）SI664 遺物出土状況（20）SI664 遺物出土状況

（33）SI091（33）SI091 （33）SI091 カマド遺物出土状況（33）SI091 カマド遺物出土状況

（33）SI092（33）SI092 （33）SI092 カマド（33）SI092 カマド
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（33）SI092 カマド遺物出土状況（33）SI092 カマド遺物出土状況 （33）SI092 遺物出土状況（33）SI092 遺物出土状況

（34）SI121（34）SI121 （34）SI121 カマド（34）SI121 カマド

（40）SI001（40）SI001 （40）SI001（40）SI001

（40）SI001 北カマド（40）SI001 北カマド （40）SI001 東カマド（40）SI001 東カマド
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（40）SI001 東カマド遺物出土状況（40）SI001 東カマド遺物出土状況 （40）SI001 遺物出土状況（40）SI001 遺物出土状況（40）SI001 東カマド遺物出土状況（40）SI001 東カマド遺物出土状況

（10）SB411（10）SB411

（40）SI001 東カマド遺物出土状況（40）SI001 東カマド遺物出土状況

（10）SB413（10）SB413

（10）SB418（10）SB418 （10）SB419（10）SB419

（10）SB420（10）SB420 （10）SB432（10）SB432
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（10）SB434（10）SB434 （10）SB436・437（10）SB436・437

（10）SB440・441（10）SB440・441 （10）SB445・446（10）SB445・446

（10）SB445 炭化物出土状況（10）SB445 炭化物出土状況 （10）SB449・503（10）SB449・503

（10）SB504（10）SB504 （10）SB408・509（10）SB508・509
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（10）SB513（10）SB513 （10）SB514・515（10）SB514・515

（10）SB516（10）SB516 （10）SB517（10）SB517

（10）SB518（10）SB518 （12）SB016（12）SB016

（12）SB017・018（12）SB017・018 （12）SB017・018（12）SB017・018
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（12）SB019（12）SB019 （12）SB020・021（12）SB020・021

（12）SB020・021（12）SB020・021 （12）SB022・023（12）SB022・023

（12）SB022・023（12）SB022・023 （12）SB022・023（12）SB022・023

（12）SB044（12）SB044 （12）SB067（12）SB067
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（12）SB067（12）SB067

（17）SB003（17）SB003 （11）SK1024（11）SK1024

（12）SB072（12）SB072

（17）SB002A・B（17）SB002A・B（17）SB002A・B・003・南門（17）SB002A・B・003・南門

（11）SK1029（11）SK1029 （11）SK1050（11）SK1050
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（11）SK1053（11）SK1053 （11）SK1053 遺物出土状況（11）SK1053 遺物出土状況

（12）SK027（12）SK027 （13）SK617（13）SK617

（15）SK007（15）SK007 （15）SK008（15）SK008

（19）SK684（19）SK684 （20）SK670（20）SK670
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（11）SK1021（11）SK1021 （16）SK001（16）SK001

（16）SK002（16）SK002（16）SK002（16）SK002 （16）SK002 土層断面（16）SK002 土層断面

（16）SK003 土層断面（16）SK003 土層断面 （16）SK006（16）SK006

（16）SK006（16）SK006 （18）SK120A（18）SK120A
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（18）SK120B（18）SK120B

（19）SK676A（19）SK676A （19）SK676D（19）SK676D

（18）SK120C（18）SK120C

（18）SK120D（18）SK120D （18）SK120E（18）SK120E

（18）SK120A 土層断面（18）SK120A 土層断面 （18）SK120B 土層断面（18）SK120B 土層断面
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（20）SK661A（20）SK661A （20）SK661B（20）SK661B

（20）SK661C（20）SK661C （20）SK661D（20）SK661D

（20）SK661E（20）SK661E （25）SK001（25）SK001

（26）SK002・014（26）SK002・014 （26）SK004（26）SK004
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（26）SK005（26）SK005 （26）SK006（26）SK006

（26）SK007（26）SK007 （26）SK008（26）SK008

（26）SK009（26）SK009 （26）SK009 馬骨出土状況（26）SK009 馬骨出土状況

（26）SK010（26）SK010 （26）SK011（26）SK011
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（26）SK012（26）SK012 （26）SK013 馬骨出土状況（26）SK013 馬骨出土状況

（26）SK015（26）SK015 （26）SK015 馬骨出土状況（26）SK015 馬骨出土状況

（26）SK016（26）SK016 （26）SK020（26）SK020

（28）SK001（28）SK001 （28）SK002（28）SK002
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（28）SK003（28）SK003 （28）SK004・018（28）SK004・018

（28）SK004・018（28）SK004・018 （28）SK005（28）SK005

（28）SK006・007（28）SK006・007 （28）SK008（28）SK008

（28）SK009（28）SK009 （28）SK010・016（28）SK010・016
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（28）SK010・016（28）SK010・016 （28）SK011（28）SK011

（28）SK011 馬骨出土状況（28）SK011 馬骨出土状況 （28）SK012（28）SK012

（28）SK013（28）SK013 （28）SK014（28）SK014

（28）SK017（28）SK017 （28）SK019（28）SK019
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（29）SD910 （29）SD910 （28）SD001 （28）SD001 

（28）SD001 （28）SD001 （28）野馬土手（28）野馬土手

（28）野馬土手・堀（28）野馬土手・堀 （26）SD001 （26）SD001 

（26）SD001 （26）SD001 （25）SD001・003 （25）SD001・003 
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（26）SD002（26）SD002 （26）SD003（26）SD003

（26）SD004（26）SD004 （26）SD004（26）SD004

（26）SD007（26）SD007 （25）SD002（25）SD002

（29）SD960・961（29）SD960・961 （29）SD960・961（29）SD960・961
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（29）SD962 （29）SD962 （30）SD009・010 （30）SD009・010 

（35）SD005 （35）SD005 （37）SD105 （37）SD105 

（37）SD106 （37）SD106 （37）SD107 （37）SD107 

（33）SD054（33）SD054 （33）SD054（33）SD054 
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（６）SD008（６）SD008 （７）SD294・295（７）SD294・295

（18）SD120（18）SD120

（19）SD676（19）SD676 （20）SD661（20）SD661

（６）SD013（６）SD013

（16）SD001（16）SD001 （19）SD675（19）SD675
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（20）SD665 （20）SD665 （23）SD669 （23）SD669

（20）SD671 （20）SD671 （20）SD666 （20）SD666 （20）SD666 （20）SD666 

（20）SD667 （20）SD667 （21）SD952 （21）SD952 

（21）SD951 （21）SD951 （21）SD951 （21）SD951 
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（17）SD002（17）SD002 （17）SD002（17）SD002

（17）SD003（17）SD003 （11）SD1049（11）SD1049

（12）SD038（12）SD038 （８）SD033（８）SD033

（12）SD057（12）SD057（12）SD057（12）SD057 （12）SD042（12）SD042
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（１）SD002 （１）SD002 （１）SD003 （１）SD003 

（１）SD006 （１）SD006 （１）SD008 （１）SD008 

（39）SM001 （39）SM001 （37）SM003 （37）SM003 

出羽三山塔 石碑１ 
石碑２ 

石碑３ 石碑４ 
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旧石器時代出土石器(1)
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旧石器時代出土石器(2)

図版49



旧石器時代出土石器(3)
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旧石器時代出土石器(4)
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旧石器時代出土石器(5)
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旧石器時代出土石器(6)
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旧石器時代出土石器(7)
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旧石器時代出土石器(8)
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(9)SI157-3

(9)SI157-4

(9)SI157-7

(9)SI157-9

(9)SI198-1

(9)SI198-2

(9)SI198-3

(9)SI198-4

(9)SI198-6

(9)SI198-7

(9)SI198-8

(9)SI198-12

(9)SI198-13

(9)SI198-14

(9)SI198-20

(9)SI199-1

(9)SI199-2

(9)SI199-3

(9)SI199-15

(9)SI200-2

(9)SI200-7

(9)SI200-9

竪穴住居跡出土土器（１）
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(9)SI202-1

(9)SI200-10

(9)SI201-3

(9)SI201-6

(9)SI201-9

(9)SI201-10

(9)SI201-13

(9)SI201-14

(9)SI201-15

(9)SI201-21

(9)SI203-1

(9)SI203-2

(9)SI203-4

(9)SI203-5

(9)SI203-6

(9)SI203-7

(9)SI203-11

(9)SI203-16

(9)SI204-4

(9)SI204-5

(9)SI204-10

(9)SI204-11

竪穴住居跡出土土器（２）
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(9)SI205-1

(9)SI205-2

(10)SI358-1

(10)SI358-2

(10)SI358-3

(10)SI358-4

(10)SI358-5

(10)SI358-6

(10)SI358-7

(10)SI358-9

(10)SI396-1

(10)SI396-3

(10)SI396-4

(10)SI396-5

(10)SI396-7

(10)SI412-4

(10)SI412-6

(10)SI412-13

(10)SI412-40

(10)SI412-50

(10)SI448-4

(10)SI448-8

竪穴住居跡出土土器（３）
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(10)SI536-5

(10)SI536-6

(10)SI540A-2

(10)SI540A-5

(10)SI540B-1

(10)SI540B-3

(10)SI540B-9

(11)SI1001-1

(11)SI1001-2

(11)SI1001-10

(11)SI1001-13

(11)SI1001-19

(11)SI1001-22

(11)SI1003-1

(11)SI1003-2

(11)SI1003-7

(11)SI1003-8

(11)SI1004-1

(11)SI1004-2

(11)SI1004-3

(11)SI1004-4

(11)SI1004-8

竪穴住居跡出土土器（４）
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(11)SI1004-9

(11)SI1004-14

(11)SI1004-19

(11)SI1004-18

(11)SI1005-1

(11)SI1005-7

(11)SI1005-2

(11)SI1006-2

(11)SI1006-5

(11)SI1006-14

(11)SI1007-9

(11)SI1008-1

(11)SI1008-9

(11)SI1008-5

(11)SI1009-1

(11)SI1009-2

(11)SI1009-3

(11)SI1009-4

(11)SI1009-9

(11)SI1009-14

(11)SI1009-15

(11)SI1009-23

竪穴住居跡出土土器（５）
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(11)SI1009-27

(11)SI1009-30

(11)SI1010-1

(12)SI001-2

(12)SI002-2

(12)SI002-4

(12)SI002-5

(12)SI002-7

(12)SI002-17

(12)SI002-21

(12)SI002-31

(12)SI002-35

(12)SI003-1

(12)SI003-2

(12)SI003-4

(12)SI004-1

(12)SI004-2

(12)SI004-4

(12)SI004-5

(12)SI004-6

(12)SI006-1

(12)SI006-2

竪穴住居跡出土土器（６）
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(12)SI006-3

(12)SI006-4

(12)SI006-5

(12)SI006-7

(12)SI006-8

(12)SI006-19

(12)SI013-1

(12)SI013-6

(12)SI013-8

(13)SI628-6

(13)SI628-9

(13)SI631-1

(13)SI631-2

(13)SI631-3

(13)SI631-5

(13)SI632-3

(13)SI632-4

(13)SI633-1

(13)SI636-1

(14)SI129-6

(15)SI004-2

(15)SI004-3

(15)SI004-16

竪穴住居跡出土土器（７）
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(15)SI004-14

(15)SI004-19

(15)SI004-21

(15)SI007-1

(15)SI007-2

(15)SI007-3

(15)SI007-6

(15)SI007-5

(15)SI008-4

(17)SI010-3

(17)SI010-4

(17)SI010-15

(17)SI010-23

(17)SI016-7

(19)SI677-6

(19)SI677-7

(19)SI677-10

(19)SI677-14

(19)SI677-15

(19)SI677-18

(19)SI677-20

(19)SI677-21

(19)SI677-35

竪穴住居跡出土土器（８）
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(19)SI678-1

(19)SI678-2

(19)SI678-4

(19)SI678-5

(19)SI678-7

(19)SI678-8

(19)SI678-11

(19)SI678-16

(19)SI678-12

(19)SI679-1

(19)SI679-2

(19)SI679-3

(19)SI679-4

(19)SI679-5

(19)SI679-6

(19)SI679-7

(19)SI679-8

(19)SI679-9

(19)SI679-12

(19)SI680-1

(19)SI680-2

(19)SI680-3

(19)SI680-4

(19)SI680-5

(19)SI680-16

竪穴住居跡出土土器（９）
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(19)SI680-13

(19)SI680-15

(20)SI662-3

(20)SI662-8

(20)SI663-6

(20)SI663-5

(20)SI664-1

(20)SI664-2

(20)SI664-7

(33)SI092-1

(33)SI092-2

(33)SI091-2

(33)SI092-9

(33)SI092-6

(34)SI121-1

(40)SI001-1

(40)SI001-2

(40)SI001-6

(40)SI001-9

竪穴住居跡出土土器（10）
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(40)SI001-13
土製品

石製品

支脚 羽口

(9)SI157-14 (9)SI204-27 (13)SI629-6 (14)SI129-16

(9)SI202-5

(9)SI204-26

(11)SI1003-11

(11)SI1004-23

(17)SI009-12 (11)SI1006-17 (19)SI677-39

(19)SI680-25

(17)SI010-24

(17)SI010-25

(9)SI199-18

(9)SI198-24

(10)SI540B-12

(12)SI004-22
(12)SI004-24

(12)SI006-20

(19)SI677-40

(19)SI679-14 (19)SI680-26 (19)SI680-27

(33)SI091-6

(11)SI1003-12

竪穴住居跡出土土器(11)  土製品・石製品
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(10)SB445-1

(10)SB446-1

(10)SB508-1

(11)SK1053-1

(10)SD535-1

(10)SD535-2

(10)SD535-3

(17)SD002-1

(17)SD002-5

(17)SD003-1

(19)SD676-5

(19)SD676-6

(19)SD676-7

(20)SD661-2

(20)SD661-4

(20)SD661-15

(20)SD661-10

(20)SD661-20

(20)SD665-1

(20)SD666-2

遺構外 -2

(26)SD001-1

(26)SD001-3 (26)SD001-2

その他遺構・遺構外出土土器・中近世遺物（１）
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(39)SM001-1
(39)SM001-2

(26)SK002-1
(26)SK002-2

(26)SK008-1

(26)SD001-5 (26)SD001-7(26)SD001-6 (26)SD001-8

(26)SD001-9

(26)SD001-10

(26)SD001-11
(26)SD002-1 (26)SD002-2

(26)SD003-1

(26)SD003-2

(26)SD004-1

(26)SD004-2 (26)SD004-3
(26)SD004-4

(26)SD004-5

(28)SK002-1 (28)SK008-1 (28)SK019-1
(28)SK019-2

(35) 野馬堀 -2
(35) 野馬堀 -3

(35) 野馬堀 -4

(35) 野馬堀 -1(26)SD001-4 (26) 表採

(33)SK101-2(33)SK101-1

中近世遺物（２）
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(12)SI002-37 (15)SI004-22

(13)SI636-19 (9)SI201-26

(12)SI003-14 (12)SI003-15

(11)SI1008-13_1 (11)SI1008-13_2
(40)SI001-14_1

(40)SI001-14_2
(13)SI633-9

遺構外 -33_1 遺構外 -33_2
(10)SI412-64 (13)SI632-16 (9)SI201-24 (19)SI680-28 (19)SI680-29

(9)SI201-25 (10)SI412-65
(11)SI1001-31 (11)SI1009-33

(11)SI1006-18

(12)SI001-7 (12)SI002-39
(12)SI006-21 (11)SI1009-34

(12)SI002-38
(19)SI679-15

(19)SI680-29

(10)SB445･446-7
(19)SI678-19

(20)SI662-10 (12)SI006-22
(39)SM001-1

(13)SI621-2
銅製

(28)SK001-2

(39)SM001-2
(20)SI664-13

鉄製品（１）・銅製品
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(9)SI201-23

(10)SI540B-13

(10)SI412-63

(10)SI412-62

(10)SI412-61

(12)SI004-25

(12)SI006-23

(19)SD676-13

(20)SD671-2

(12)SI002-40

(13)SI636-20

(13)SI636-21
(19)SI678-20

(20)SI663-16

(11)SI1001-32

(11)SI1005-10

(9)SI198-26

(17)SB002B-1

遺構外 -31

遺構外 -32

(9)SI201
(9)SI204

(10)SI358
(13)SI632 (16)SI001

(16)SI001

(19)SI678

(10)SB445

(10)SB441

(10)SB441

(10)SB441
(10)SB445

a b

c

a

b
(10)SB445 (10)SI517 (17)SB002A

a b
(17)SD003 (20)SD667

(39)SM001 (39)SM001 (26)SD001
(25) 一括

鉄製品（２）

鉄　滓

銭　貨
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(9)SI198-12 (9)SI198-13 (9)SI198-14 (9)SI199-7

(9)SI199-6(9)SI199-8 (9)SI199-9 (9)SI199-10 (9)SI199-11

(9)SI200-2 (9)SI201-11 (9)SI201-12 (9)SI201-13 (9)SI201-14( 朱 )

(9)SI203-4 (9)SI203-7 (9)SI204-12 (9)SI204-14 (10)SI358-6

(10)SI358-7 (10)SI358-8 (10)SI396-4 (10)SI396-5 (10)SI412-12

(10)SI412-13 (10)SI412-14 (10)SI412-15 (10)SI412-16 (10)SI412-17

(10)SI412-18 (10)SI412-19 (10)SI412-25 (10)SI412-26 (10)SI412-27

墨　書（１）
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(10)SI412-28 (10)SI412-29 (10)SI412-30 (10)SI412-31 (10)SI412-32

(10)SI412-33 (10)SI412-34 (10)SI412-35 (10)SI412-36 (10)SI412-37

(10)SI412-38 (10)SI536-5 (11)SI1001-6 (11)SI1001-7 (11)SI1001-8
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(11)SI1003-3 (11)SI1006-2 (11)SI1008-5 (11)SI1009-2 (11)SI1009-3

(11)SI1009-6 (11)SI1009-7 (11)SI1009-10 (11)SI1009-11 (11)SI1009-14

(12)SI001-1 (12)SI002-2 (12)SI002-4 (12)SI002-5 (12)SI002-6

墨　書（２）
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(12)SI002-7 (12)SI004-4 (12)SI004-5 (12)SI004-6 (12)SI006-2

(12)SI006-11 (12)SI013-2 (12)SI013-3 (13)SI628-6 (13)SI628-7

(13)SI628-8 (13)SI631-3 (13)SI631-4 (13)SI631-7 (13)SI632-2

(13)SI633-4 (13)SI636-8 (13)SI637-3 (13)SI638-1 (14)SI129-3( 朱 )

(15)SI004-1 (15)SI004-4 (15)SI007-1 (16)SI001-1 (17)SI009-5

(17)SI009-7 (17)SI010-3( 朱 ) (17)SI010-4 (17)SI010-6 (17)SI010-7

(17)SI010-8 (17)SI010-11 (17)SI016-2 (17)SI016-5 (19)SI677-15

墨　書（３）
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(19)SI677-16 (19)SI677-17 (19)SI677-18 (19)SI677-19 (19)SI677-20_1

(19)SI677-20_2 (19)SI677-21_1 (19)SI677-21_2 (19)SI677-22 (19)SI677-25

(19)SI678-11 (19)SI678-12 (19)SI679-4 (19)SI679-5 (19)SI679-6

(19)SI679-7 (19)SI680-1 (19)SI680-5 (19)SI680-6 (19)SI680-9

(19)SI680-12 (19)SI680-13_1 (19)SI680-13_2 (33)SI092-4 (10)SB446-4

(10)SB516C-1 (10)SB517-1 (17)SB001-1 (17)SB001-2 (11)SK1053-3

(10)SD535-1 (13)SD627-2 (13)SD627-3 (13)SD627-6(17)SK010-1

墨　書（４）
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(16)SD001-4 (17)SD002-3 (17)SD002-4 (17)SD002-8_1

(17)SD002-8_2 (19)SD676-2 (20)SD661-3 (20)SD661-7_1
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遺構外 -10_1

遺構外 -10_2 遺構外 -10_3

遺構外 -12 遺構外 -13
遺構外

       -16
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（本書所収調査期
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断続的に調査 第
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154,073 

土地区画整理事業に

伴う埋蔵文化財調査42 分 17 分

53 秒 43 秒

（日本測地系）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

飯積原山遺跡 包蔵地 旧石器時代 石器集中地点  22 か所 ナイフ形石器、台形様石
器、礫器、敲石、局部磨
製石斧、削器、彫器、楔
形石器、尖頭器、掻器、
石核、剥片、二次加工の
ある剥片、細石刃、細石
刃石核、石刃 

 野辺山型細石刃石核を
有する石器群がまとまっ
て出土した。黒曜石は、
すべて神津島恩馳島群の
ものが用いられていた。

  集落跡 奈良・平安時代 竪穴住居跡    66 軒 土師器、須恵器、灰釉陶
器、砥石、羽口、金属製
品、鉄滓 

 ９世紀後葉の竪穴住居
跡から人面ヘラ描き支脚
や多数の墨書土器が出土
した。 

掘立柱建物跡   42 棟
土坑       19 基
 

包蔵地 中・近世 溝状・道路状遺構 60 条 陶磁器、砥石、銭貨、馬
骨 

 柳沢牧の一部が台地北
西部を中心に現存してい
る。 

土坑（シシ穴）  54 基

塚         2 基

要  約  飯積原山遺跡は高崎川及びその谷部に北面する台地上に立地する。縄文時代・奈良・平安時代の集落、
近世の野馬土手・土坑（シシ穴）などが発見された。旧石器時代は石器出土総点数が 1,307 点で、22
か所のブロックと５枚の文化層の石器群が検出された。第３文化層はⅨａ層上部～Ⅶ層下部に生活面を
もち、ナイフ形石器や台形様石器を主要器種としており、折断して作出された石器の割合が多いことが
特徴である。環状ブロックが形成される時期に後出する段階の良好な石器群である。黒曜石の推定産地
は、すべて高原山甘湯沢群のものが用いられている。第５文化層は野辺山型細石刃石核を有する石器群
である。黒曜石の推定産地は、すべて神津島恩馳島群のものが用いられている。 
 平安時代の集落は概ね９世紀後葉を中心とした時期で、中央東寄りの台地上に展開している。台地北
寄りの竪穴住居跡から人面ヘラ描き支脚が出土したほか、集落全体から「三倉」「三寺」など多数の墨
書土器が出土している。掘立柱建物跡が集中する地区は３箇所あり、台地南東に位置する一群は村落内
寺院の可能性がある。 
 本遺跡周辺は近世柳沢牧が所在した地区で、台地北西を中心に野馬土手やシシ穴状の土坑が残されて
いる。シシ穴状土坑の一部から馬骨が出土している。 
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